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    第三部　プレアデスの奇き蹟せき


    



    



    　十．


    



    　イスラに似てる、と青年は風にむかい言った。


    　坂さか上がみ清きよ顕あきは黙って青年のうしろすがたを見ていた。きれいな襟足が、空飛ぶ島の突端の風になびいていた。


    　イスラはもう消えてしまった。けれど忘れたことはない。


    「空の果てを見たんだ」


    　青年の横顔がわずかに清顕をむいた。整った鼻び梁りようと、頰ほおを裂く長い傷跡、夏空を焼きつけたような深い青の瞳ひとみ。青年の内側に降り積もったなにかが伝い、さざ波が胸底を撫なでた。


    「空の、果て」


    　現実味のないその言葉を、清顕は風のなかへ置いてみる。お伽とぎ話ばなしめいた響きは高い風かざ切きりの音に搔かき消され、飛空要よう塞さいオーディンの地表面の彼方かなたへ持ち去られる。


    　セントヴォルト帝国にも秋あき津つ連邦にも「空の果て」に関する神話が存在する。大だい瀑ばく布ふの彼方、海が雪な崩だれ落ち、空の尽きる場所があるという。けれどこれまで幾多の探索艦隊が「空の果て」を発見するべく帆に風を受けて出港し、半分は途中で逃げ戻り、残り半分は帰ってこなかった。


    　誰も見たことのない、神話世界の情景。


    　青年はそれを見たのだという。


    「きっと、きみもいつか見るよ。この戦争が終わったら、世界中の人々が空の果ての存在を認識すると思う」


    　清きよ顕あきは黙って、青年の背中を見つめていた。尋ねたいことがたくさんありすぎて、どこからはじめればよいのか戸惑う。


    



    　帝紀一三五一年、七月、サントス島沖、飛空要塞オーディン──。


    



    　第二次シエラグリード沖海戦、と名称が決まったあの戦いから、三週間が経たっていた。


    　同盟軍であるセントヴォルト帝国軍からも見捨てられた絶望の戦いは、第二次イスラ艦隊という異邦の友軍によって、シルヴァニア王国軍が奇跡的な勝利を収めた。清顕でさえ知らされていなかったが、すでにその半年ほど前からシルヴァニア王国女王エリザベート自みずからがイスラ艦隊提てい督とくルイス・デ・アラルコンと秘密裏りに接触しており、停泊地の提供を申し出ていたのだという。女王はセントヴォルト帝国に対してもイスラ艦隊の存在を隠しつづけ、ここしかない状況で切り札を出し、ウラノス方面艦隊に相応する規模の艦隊を味方につけてしまった格好である。


    　もちろんこれは危険のほうが大きい。


    　自軍よりも遙はるかに強力な友軍が敵軍を蹴け散ちらしたのち、こちらの領土内に入った友軍が権力の中ちゆう枢すうを乗っ取った事例は枚挙にいとまがない。シルヴァニア王国軍よりも遙かに優勢なイスラ艦隊は、戦闘が終了したのち、王国領内においてウラノス以上に危険な存在に化けるのだ。陸にあがったルイス提督がエリザベートと側近を皆殺しにし、王国の玉座にふんぞり返ったとしても止められるものは誰もいない。


    　つまりいまシルヴァニア王国が最も警戒すべきは、ウラノスでもセントヴォルト帝国でもなくイスラ艦隊である。エリザベートの賭かけによってウラノスの侵略を払いのけることはできたが、その代わりに敵か味方か判然としない、新たなる脅きよう威いを自国内へ引き入れてしまった──。それが建国間もないシルヴァニア王国の危あやうい現状である。


    　その疑念は、清顕にもわだかまっている。


    　──きみを信じて、いい？


    　清顕は青年の背中に、そんな無言の問いかけを送る。


    　──カルエル・アルバス……。


    　激しさと気品が溶け込んだ顔立ちに、悲しみと優しさを感じさせる深い青の瞳ひとみ。ぱっと見た感じはどこかお伽とぎ話ばなしの騎士みたいな佇たたずまいをしているが、カルエルはウラノスの誇る最新鋭単座戦闘機「アリスアクトゥス」を、まるで七面鳥のごとく一方的に狩り立てた恐るべきエースだ。イスラ艦隊の正規戦闘機「マエストラ」はアリスアクトゥスより馬力や旋せん回かい性能で劣おとることがあとで知れたが、その不利を背負い込んだうえで圧倒していたのだから半端な腕前ではない。


    　──模も擬ぎ戦せんしたい……。


    　清きよ顕あきの内側でそんな願望も鎌かま首くびをもたげてくる。同じ性能の戦闘機に乗って、カルエルと一騎討ちしてみたい。いまはシルヴァニア王国とイスラ艦隊の間で共闘に関するさまざまな問題点を調整している段階だから模擬戦もできないが、いつかやれることを切に願う。


    　そしておそらくカルエルも同じように思っている。


    　世界最強と称される、シルヴァニア王国戦闘機隊「ワルキューレ」隊長とはどのくらいの男なのか、無言のうちに清顕を品定めしているような雰ふん囲い気きが、カルエルの言葉の節々から感じられた。


    　三週間前の戦いでアクメドが死亡したため、指揮権二位であった清顕が以降の空戦の指揮を執とり、イスラ艦隊の助けもあって勝利を収めた。戦後、女王エリザベートの意向もあって、清顕はアクメドの後継者としてワルキューレ隊長として就任することとなった。


    　清顕に迷いはなかった。アクメドが散り際に残した遺志を継ぐために、いまさら尻しり込ごみするつもりもなかった。イリアもワルキューレ副隊長として就任し、新米幹部として隊員たちを統とう率そつする仕事に現在邁まい進しんしているところだ。


    「さて。ほかに見たいところは？」


    「いや。ありがとう。とても参考になったよ。ルイス提てい督とくにいい報告ができると思う。さて……そろそろ戻ろうか。あまり遅くなって、ぼくの仲間がしびれを切らしてるといけない」


    「そうだね。勝手にはじめてるかもしれないけど」


    「はじめに謝っておくけど、うちのは品がなくて……」


    「あ、大丈夫。うちもひどいから」


    　時刻は午後二時。まだ高い太陽を見上げて、帰りの偵てい察さつ機きに乗り込んだ。清顕が操縦桿かんを握り、オーディンを飛び立った。


    　東方に、世界を両断する大だい瀑ばく布ふが望遠できる。南北を縦に裂く長大な滝の落ちる側が南多島海だ。眼下、海原を長大なサントス島の島影がくりぬいていた。沿岸に三十隻せき近い重じゆう巡じゆん、軽巡が三列縦じゆう陣じんを組んで仮泊していて、シエラグリード軍港埠ふ頭とうには二隻の超弩ど級戦艦と四隻の正規空母の艦影が見て取れた。四つのドックにはすでにほかの超弩級戦艦二隻と正規空母二隻が入にゆう渠きよして、修理からあぶれてしまったイスラ艦隊の残り二百隻近い艦艇と二千隻以上の輸送船はハイデラバード群島全域へ散らばり、島の当主の許可を得て港湾施設を利用させてもらっている。


    　飛行時間は短い。七、八分ほど飛んでシエラグリード第一飛行場へ降りた。ここは現在、ワルキューレが本ほん拠きよ地ちとして使用している戦闘機専用の飛行場だ。そして今日きようから試験的に、カルエル率ひきいるイスラ艦隊第一航空隊の一部隊員が共同使用することになっていた。列線には戦闘機「マエストラ」が三十機ほど居並んで、赤い縁取りの入った真っ白な機体をサントス島の日差しに晒さらしていた。


    　駐機場に降り立ったふたりを、ワルキューレ隊員、サナトラが出迎えた。カルエルへ敬礼を送ったのち、清きよ顕あきへ明るく笑いかける。


    「ごめんねー。案の定、もうはじまっちゃってさ。みんな海岸にいるよ」


    「そうだろうと思ってました。仲良くやってます？」


    「さっきまでは。いまはどうなってるかわかんないけど。でもま、言葉も通じるし、なんとかなるんじゃないかな。送っていくから乗って」


    　二十七歳独身、ワルキューレの姉御分は軍用車両のハンドルを握ると後席へふたりを誘った。


    



    



    　第二次イスラ艦隊第一航空戦隊隊員の歓迎パーティー会場は、飛行場近くの海水浴場だった。


    　地元民が楽しそうに泳ぐのを傍はた目めに、三十名近いワルキューレ隊員と、同じくらいの数のイスラ艦隊第一航空戦隊の飛空士が早くも入り乱れて飲んだくれていた。清顕とカルエルが戻ってきたことに気づきもせず、ふたつのエリート航空隊隊員たちはあちらこちらで哄こう笑しようと罵ば声せいと悲鳴の入り交じるバカ騒ぎを繰り広げている。砂浜の一箇か所しよではすでに取っ組み合いのケンカが始まっていたが、隊員たちは止めるどころか周りを囲んで指笛と歓声で囃はやしたてるのみ。


    「あぁ……。やっぱりこうなる……」


    　カルエルのため息に、清顕は苦笑いで答える。


    「じゃれ合ってるだけだよ。新しい遊び相手ができてうれしいみたい」


    「どこの国でもこうなのかな。その元気は、ウラノス相手に取っておいてほしいけれど……」


    　兵員同士のケンカは日常茶さ飯はん事じだし、言葉を交わすより殴りあったほうが理解が早いという人種は国籍問わず多くいる。彼らなりのコミュニケーション手段ということで、放っておいたままカルエルと乾杯した。


    　見回したなら兵員だけでなく、地元民の屋台が並んでいたり、飛空士目当ての一般女性が大勢紛まぎれ込んでいたり。水着に着替えて海で泳ぐ男女も大勢いる。露出の多い服装であからさまに稼か業ぎように励む商売女も散見されて、大勢の人間の活気が響いていた。


    　七月の空は真っ青さおだ。砂浜を吹き抜ける潮風も、砂浜の熱気を吹き払えない。カルエルはビールの入った紙コップをひと息に飲み干すと、イスラ飛空士たちの様子を眺め渡して少年っぽい笑みを浮かべる。


    「いい島だね。住民も親切だし。みんながこんな楽しそうなの、本当に久しぶり」


    「イスラ艦隊は多島海の救世主だから。島のひとも感謝してるんだよ。一時期この島はウラノスに支配されていて、かなり大変な目に遭あっていたから……」


    　赤みを増していく空を見上げて、清きよ顕あきは通り過ぎた日々を思った。ハイデラバード戦せん役えきの開始から、およそ四年。サントス島はあまりに傷つき疲ひ弊へいしすぎている。


    　カルエルはしみじみと、清顕の言葉を受けた。


    「王国とは良好な関係を築きたいと心から思っているよ。ここまでの航海、思いどおりにいかないことのほうが多かったから。乗組員たちには、少しばかり休息が必要なんだ」


    　伝え聞いた話では、シエラグリード軍港に入にゆう渠きよした四隻せきの軍艦は特に損傷が激しく、復旧に少なくとも四か月を要するという。負傷した乗組員の補充と交代、消しよう耗もうパーツや装備品の修理交換、それに弾だん薬やく補給の問題もあり、今後の艦隊運営に関する細かい案件が王国と艦隊の間で話し合われている。戦いに疲弊しているのはお互いさまのようだ。


    　と、先ほどケンカしていたのとはまた別のグループでもケンカがはじまった。すぐにひとの輪ができて、拳こぶしを突き上げたり賭かけをはじめたり騒がしい。下士官飛空士たちの荒っぽさには慣れてはいるものの、少々、ケンカの発生率が高いような。


    　いぶかしく思っていると、ワルキューレ隊員カンダタが、イリア・クライシュミットを伴って逃げるように清顕のもとへ駆かけてきた。


    「問題でも？」


    　カンダタは困ったような笑みを浮かべ、そのいかつい身体からだに似合わない優しい口く調ちようで、


    「いや──。なんていうか、副隊長絡みでちょっと一ひと悶もん着ちやくありまして。副隊長、隊長のところにいてください、ここならちょっかい出してくるひとも来ないでしょうから」


    　カンダタに諭さとされ、イリアは生き真ま面じ目めそうな表情を持ち上げる。


    「……わたしの対応になにか、不作法があったのでしょうか」


    「あ──……。いえ。イリ……副隊長は悪くありません。ただ、まあ、なんていうか……やっぱり、どこの国の飛空士も考えることは同じっていうか……」


    「考えることとは」


    「え──っと。なんていえばいいでしょうか。そのー……副隊長に必要以上に近づきたい、と考えるやからはやっぱりイスラ艦隊にもいて。それをおもしろく思わないひとがワルキューレにいて。その結果、ケンカになると。そういうことです」


    「必要以上とは」


    「えぇ──っと……。隊長、あとお願いします」


    　説明が面倒くさくなったらしく、カンダタはイリアを清顕に押しつけると、そそくさと場を離れた。


    　イリアは納得のいかない様子で、清きよ顕あきを見やる。


    「なぜわたしが追い払われる。わたしは邪魔者なのか」


    「う──ん。まあ、深く考えなくていいよ。イリアが悪くないのはわかってるから」


    　おそらくはイスラ飛空士がイリアをナンパしようとして、ワルキューレ隊員を怒らせたのだろう。カンダタの口ぶりから察するに、現在ふたつ発生したケンカサークルも、原因はイリアのようだ。イスラ飛空士はまさかこの可か憐れんな女性が、撃げき墜つい数二百機を超える大エースだとは思いもしまい。


    　と、清顕の脇わき腹ばらをカルエルが微笑ほほえみを浮かべてつんつん突ついた。


    「紹介してもらっても？」


    　どうやらカルエルもイリアに興味津しん々しんらしい。まさか手は出さないだろうな、と若じやつ干かん警戒しながらも、清顕は手短に、


    「イリア、こちらカルエル・アルバス大たい尉い。ご本人の希望で、ファーストネームで呼び合いたいそうだよ。カル、こちら、イリア・クライシュミット大尉」


    　カルエルは王子さまみたいに笑むと、イリアに右手を差し伸べる。


    「イリアと呼んでも？」


    　イリアは右手を握りかえし、毅き然ぜんと答える。


    「大尉のご希望であれば」


    「よかった。よろしく、イリア」


    「こちらこそよろしく、大尉」


    「カルでいいよ。清顕もそう呼んでいることだし」


    　イリアの一いち瞥べつに、清顕は微笑みで応こたえた。初対面同士がファーストネームで呼び合うことは秋あき津つ連邦ではまずありえないし、セントヴォルト帝国でもあまりこのような気さくさは見かけないが、これがきっとカルエルの母国バレステロス共和国のやり方なのだろう。もしかするとバレステロスではなくカルエルの個人的な流儀なのかもしれないが、面倒な礼儀の壁を取り除いて打ち解けるには手っ取り早いやり方ではある。


    「わかりました……カルエル」


    　イリアはぎこちなく、硬い表情で要望に応える。カルエルは鷹おう揚ような笑みをたたえると、自分の紙コップを持ち上げて、


    「イリア、お酒は？」


    「あ、いえ、わたしは……」


    「飲めない？」


    「……いえ……そういうわけでは」


    　イリアは決まり悪そうに目線を逸そらす。飲めない、とウソをついて断ことわればいいはずだが、生き真ま面じ目めすぎてウソがつけない。しかし、ワルキューレ隊員ですら知らないが、イリアは酒乱だ。酒が入ると、なにをしでかすかわからない。清きよ顕あきはこうしたパーティーのときにはいつも用心深く、イリアが酒を飲まされないよう見張るのが習慣となっていた。


    　カルエルは無理に酒を勧めることもせず、言葉を継いだ。


    「確か、一度会っているね。先の海戦のときも、空にいたはず」


    「はい。敵機に墜おとされそうになった際、貴君に助けていただきました」


    「あ、そうなの？　それはなにより。ぼくの記憶では、戦いが終わったあと、飛行場の滑走路で清顕と一緒にきみがいるところを見かけたよ」


    「はい。地上ではそれがお互い、初見です」


    「きみたち、夫婦？」


    「…………え？」


    「抱き合ってたよね、あのとき」


    　なんの前触れもない、いきなりのカルエルの問いかけに、清顕とイリアは反応できない。


    「………………………………………………………………………………………………」


    「あれ、違う？　まだ恋人なのかな？　でもキスしようとしてたよね？　ぼくが来たからやめちゃったみたいだけど。ぼく、あのとき内心、あー邪魔しちゃった悪いことしたなー、って後悔してたんだ。ほんとあのときは雰ふん囲い気き台なしにしちゃってごめん」


    　悪意のかけらもない瞳ひとみで、無む垢くな笑え顔がおを保ったまま、カルエルは清顕とイリアの関係に興味のくちばしを突っ込んでくる。
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    「ん？　清きよ顕あきは真っ赤かでイリアは真っ青さおだよ？　なにそれ、信号？　ぼく、黄色くなったほうがいいのかな？」


    　あはは、と面白くもない自分のジョークでほがらかに笑い、カルエルはさらに追い打ちをかけてくる。


    「きみたち、そうやって並んでるだけで幸せオーラがすごいね！　なんだかきらきらしてるっていうか。言葉にしなくても雰ふん囲い気きだけで愛情の深さが伝わってくるよ、うんうん、いいね！　いつまでもお幸せに！」


    　ぴんと立てた親指が突き出された先に、頭頂部からつま先まで完全に凝ぎよう固こした清顕とイリアがいた。


    「あれ？」


    　カルエルはサムズアップしたまま不思議そうに、地に根を下ろしたかのように動かないふたりへ笑みを送る。


    　清顕とイリアはまばたきすらできず、不ふ可か視しの杭くいで地面に打ち付けられたもののごとく、ふたり並んで微動だにしない。


    「もしかして違った？　夫婦どころか恋人でもなかったりするとか？　あれ──？　失敗しちゃったかなー？」


    　カルエルはウインクして後頭部を搔かいたあと、おもむろに天を仰あおいで、はははは、とまた高らかに笑った。


    　清顕には、なにが楽しいのか全くわからない。


    　というかこのカルエルという男、もしかすると、暴力的に天然かつ無神経なのではないか。爽さわやかな笑顔を浮かべながら憶おく測そくだけでものごとを語り倒したのち、失敗したことを悟るや笑ってごまかそうとしている……！


    　対処する言葉の端たん緒しよすらつかめず、ただ半壊した思考をなんとか立て直そうとした矢先。


    「でも恋人じゃないにしても、お互い好きあってることは確かじゃない？　ぼくの憶測もまんざら外れというわけではないと思うけど？」


    　カルエルは自信に満ちあふれた口く調ちようで、執しつ拗ように爆弾を投げつけてくる。


    　清顕はあんぐりと口をあけて、目の前の男を凝ぎよう視しする。


    　──なんだこいつ!?


    　内心で思わず、こいつ呼ばわりしてしまう。ヴォルテック航空隊にいたとき、ルルやララから何度かイリアとの関係をからかわれたことはあるが、しかしこれほど真正面から執拗に問いを繰り返されたことはない。これがバレステロス人の民族性なのだろうか。いやたぶん違う。この三週間、ほかのイスラ艦隊乗組員とも交流してきたが、これほど厚かましい人間はいなかった。この無神経ぶりは民族性でもなんでもなく、ただのカルエルの個性である可能性が高い。


    　せめて悪意があれば諫いさめたり怒ったりできるのだが、星のまたたくけがれない瞳ひとみを見る限り、この男は純粋に清きよ顕あきとイリアの関係を知りたくて知りたくてたまらないのだろう。知ったからどうなる、というものでもないはずだが、損得勘定など小こ脇わきに押しのけ、問いの答えが得られるまで引き下がりそうにない。


    「あれ、イリア？　大丈夫？　ずいぶん顔が真っ赤かだね。暑いのかな？　これ飲むといいよ」


    　悪気など全くないまま、カルエルは怪け訝げんそうに首を傾け、ビールの入った紙コップをイリアの手に持たせる。


    「よく冷えてるから、ぐーっといこう！　ぼくも一緒に飲むよ、せーの、ぐ──」


    　妙な掛け声と共に、カルエルは腰に手を当ててひと息に飲み干す。魂たましいの抜け殻がらのイリアは操あやつり人形のごとく、カルエルと同じく紙コップの中身をあけてしまう。


    「ははは、イリア、いい飲みっぷりだよ！　さあじゃんじゃん飲んで！」


    　殺人的な天然の分ぶん際ざいでイリアの弱点がアルコールだと瞬時に見抜いてしまったのだろうか。ほがらかに笑いながら矢や継つぎ早ばやにイリアにビールを注ぐ。いずれにせよこのままではイリアが酔っ払って手がつけられなくなってしまう。


    　助けようと思ったそのとき、こちらも酔っ払ったサナトラが絡んできた。


    「あれ？　イリアってけっこう飲めるんだ。いいねー。ほら、あたしのも飲みな！」


    　なにやら怪しげな色の酒をイリアのコップに注いで、肩を組む。


    「ん？　イリア、熱っぽい？　なんか湯気出ちゃってる感じが」


    「……言われてみれば。……熱があるような気も」


    　サナトラの酒をちびりと舐なめて、イリアは答える。サナトラは大おお仰ぎように驚いた表情を示し、


    「そりゃいけない！　身体からだを冷まさないと！　よしイリア、こっちにおいで、熱を冷ます方法教えてあげるよ。すぐ戻るから、ちょっとイリア借りるねー」


    　イリアの肩を抱いたまま、砂浜の奥の小屋へ連れていく。


    　小屋のなかで寝かしているのかな、と思いながら清顕がカルエルの追及をいなしていると、三十分ほど経たってからサナトラとイリアは身体にバスタオルを巻いてこっちに歩いてきた。


    「…………ん？」


    　イリアは赤ら顔で大きなバスタオルを羽織って、顔だけ出したてるてる坊主みたいな格好だ。膝ひざから下は裸足はだしで、まだ酔いが抜けないらしくよろよろした足取りで歩いてくる。いや、小屋に入る前よりもよほどいまのほうがふらふらしている。


    　夏。砂浜。海で泳ぐ男女の嬌きよう声せい。なぜか裸足になり、さっきよりよほど酔っぱらっているイリア。なにやらよろしくない予感が清顕のこめかみを撫なでた。


    　サナトラの身体の冷まし方とは、まさか……。


    「お待たせー。さあイリア、バーンといこう！」


    　サナトラは威勢よく言って、自みずからが羽織っていたバスタオルを投げ捨てた。


    　胸の頂点だけかろうじて隠し、小こ股またが大きく切れ上がって、お尻しりはほとんど丸出しといっていい、いわゆるＶ字水着すがたのサナトラだった。周囲にいたワルキューレ隊員たちが気づいて、指笛と拍手で囃はやしたてる。その傍かたわら、イリアはバスタオルを羽織ったまま、遠い目をしてふらふらするのみ。顔はさっきよりももっと赤くなっていて、もしかすると小屋のなかで飲まされたのではないか。


    「あれ？　ほらイリアも、よいしょー、って感じでいかないと」


    「…………まだ…………熱っぽいです」


    「あ、そう。じゃあ、わたしが。よいしょー」


    　サナトラはそう言って、イリアのバスタオルを剝はぎ取った。


    　バスタオルの中身は、布の切れ端でかろうじて恥部を隠したイリアだった。


    　刹せつ那な──


    　清きよ顕あきは鼻血を噴いた。


    　周辺の兵は、歓声をあげたり、ひれ伏したり、股こ間かんを押さえてうずくまったり、思い思いの反応を示した。


    　布の切れ端を身にまとったイリアは、周囲の反応など目に入らない様子で、ウイスキーのボトルをラッパ飲みする。


    「イリア、こ、これ、これを着て……!!」


    　清顕は鼻血を垂れ流しながら、半裸のイリアにバスタオルをかぶせて、それから周囲の兵たちを威い嚇かくする。


    「見るな……!!　散れ、散るんだ……!!」


    　まるで自分の大事な部分を隠そうとするかのように、清顕は頭から腰まですっぽりバスタオルに覆おおわれたイリアの背中を片手で抱いて、隊員たちの目から守る。


    　降り注ぐブーイングに、清顕はまなじりを釣り上げて怒鳴る。


    「命令だ、散れ!!　道をあけろ!!　邪魔するものは懲ちよう罰ばつ房ぼうだ、本気だぞ!!」


    　イリアの身体からだを卑いやしい視線から守りながら、清顕は押し寄せる男の群れを隊長命令でまっぷたつに割りつつ、なんとか小屋へ連れ戻した。


    「き、着替えてイリア。ぼく、扉とびらの前で見張ってるから……!!」


    　理性を駆かり立てて、イリアのほうを見ないようにして、清顕は小屋の扉の前に立ちはだかる。


    　案の定、理性を失った隊員たちが小屋の前に人垣を形成していた。


    「散れっ!!　寄るなっ!!　お前たちはなにも見ていない、忘れろ、忘れるんだっ!!」


    　横暴な命令を発しながらも、清顕の目には、さっき見た露あらわなイリアの肢し体たいがいつまでもいつまでも焼き付いて離れなかった……。


    



    　†††


    



    　基本的に女というものは鬱うつ陶とうしい存在だが、おれの仕事には特に鬱陶しい女が関わってくる機会が多々ある気がするのだが気のせいだろうか。


    　セントヴォルト帝国軍統合作戦司令本部参さん謀ぼう将校兼シルヴァニア王国付軍事顧問、バルタザール・グリム大たい佐さは口に出せない台詞せりふを喉のどの奥へ押し込めたのち、目の前に佇たたずむ女性将校の表情を観察した。


    　表情は、ない。


    　バルタザールがこれまで出会った女性のなかで無表情といえばイリアだが、この女性将校はイリアよりよほどひどい。発言しているときでさえ口元が動いているだけでほかの余計なパーツは腹話術人形のごとく微動だにせず、口の下に切れ込みが入っているのではないかと思わず凝ぎよう視ししたほどだ。


    　──アメリア・セルバンテス。


    　女性の美び醜しゆうに興味などないが、おそらく世間的な価値基準ではかなり上層に位置するのではないだろうか。先ほどから視線をちらちらこちらへ送る高級将校たちは、間違いなく目の前の女性を気にかけている。だがその話の内容たるや。色気どころか仕事に関係あるとは思えない、バルタザールにとって見当違いの話題だった。


    「シエラグリード証券市し場じようが、国際金融取引の中心となるべきです」


    　バルタザールは口をへの字に結んだまま返事をしない。


    　──なぜその話を、おれにする。


    　なにやらイヤな予感が脳のう裏りを撫なでるのを感じながらも、バルタザールはとりあえずアメリアの表情を観察しつつ、思惑を読み取ろうとしていた。


    　王立迎げい賓ひん館かんで開催されている立食パーティー会場には、多島海から集まってきた政治家や財界人、軍人たちがイスラ艦隊要人と賑にぎやかに談笑している。著名な銀行家や個人投資家も多く詰めかけているのに、なぜ彼らではなくこのおれに国際証券取引の問題を持ちかけてくるのか。


    　可能性があるとしたら、ひとつ。


    　だがたった三週間前にサントス島に降り立ったばかりのこの女が、おれの個人的秘密を嗅かぎ付けたとはとても思えないのだが。


    「セルファウスト市場がウラノスの手に落ちたいま、公正な国際取引が可能な場として、地政的にシエラグリード市場以上に恵まれた国際取引所はないように見受けられます。グリム大佐はいかがお考えでしょうか」


    　おれはシルヴァニア王国の軍事顧問であって、証券取引所がどこにあろうが興味はないし、もしあったとしてもそれをどうこうできる権限もない。……と切って捨ててもいいのだが、経済問題に疎うとい軍事バカだと思われるのも悔くやしいため、おれのあり余る教養の一いつ端たんを披ひ瀝れきしてこの生意気そうな女を圧倒しよう。


    「おっしゃるとおり。市し場じよう機能の移転は、中世期であれば難しかったでしょうが、会計と電信の発達した現在では不可能ではありません。現在の証券会社は決済機関をもつため、証券受け渡しは帳簿上で行おこなわれ、電信取引も可能です。中世期、金融関連会社がなぜ狭いエリアに密集して金融街を形成したかというと、取引相手が近くにいたほうが都合がよいため。セルファウスト市場の起源は、取引相手を求めるブローカーが集まった喫茶店です。しかし遠えん隔かく地ち通信技術の発達した現在、市場の盛せい衰すいを決定するのは取引主体相互の物理的距離ではなく、主要プレイヤーが市場に集まっているか、いないか、それのみ。セルファウスト市場が公正性を失ったいま、シエラグリード市場に著名な投資家が集まってきたなら、ここが世界の金融の中心となるでしょう。イスラ艦隊が守るこの市場は、現在の世界で最も安全な市場ともいえますから」


    　トリビアも交えて語ってやったが、この女は表情ひとつ崩すことなくこちらをじいっと見つめるのみ。


    　いや──「著名な投資家」のくだりでわずかに、目の奥が光ったように見えた。もしかするとやはりこの女、おれの個人的ルーツを嗅かぎ付けているのかもしれない。


    「シエラグリード市場において、我がイスラ艦隊の母国のひとつ、バレステロス共和国の戦時公こう債さいを発行したいと考えております」


    　おもむろに、腹話術人形のごとくアメリアはそう言った。


    「なるほど。さぞかしシエラグリード市場は活況を呈ていするでしょう」


    　どうかな、と思いながらおべんちゃらを言っておいた。国際市場に戦時公債を出すということはつまり、借金をして外貨を獲得し戦費にあてるということだ。だがバレステロス共和国にどれほどの借金返済能力があるのか確認できない限り、いつ暴落するかわからない公債に投資家が食いつくとは思えない。多島海先進国家はすべて金本位制を取っているため、発行した全紙幣を金ゴールドと交換できる準備正貨のある国家でないと、真っ当な取引相手として認知されないのだ。


    　おそらくイスラ艦隊の資金繰りが厳しいのだろう。ハイデラバード群島に存在するドックを無償で提供されたとはいえ、交換パーツや砲ほう弾だん、弾薬、装備品の補給、乗員の食料と給料は自腹である。さらに出港から二年が経たち、保有兵器も時代遅れになりつつある。イスラ艦隊主力単座戦闘機マエストラは、多島海列強の最新鋭戦闘機に比べると一段階劣おとる性能だ。現在のウラノスと戦うには兵器全般のアップデートが必須であるはずだが、そのためには莫ばく大だいな資金が必要となる。


    　航海が思いのほか長期化し、イスラ艦隊の株式が下落、母国の投資家たちが売りに入っている可能性も考えられる。ようやく辿たどり着いた異邦の証券市場との取引を開始して外貨を獲得、さらに国際貿易の端たん緒しよをひらき、再びイスラ艦隊株を上げようという腹か。


    　──こいつらは、金がいくらあっても足りない状態だ。


    　そのことも心のメモ帳にメモしておいた。


    　古こ今こん東とう西ざい、戦争には金が必要である。


    　勝敗を決定するのが金の保有量と言っても間違いではない。


    　現に、ミッテラント大陸から追い落とされたセントヴォルト帝国軍がいまだに戦争を継続できるのは、金ゴールドを保有しているからだ。ハルモンディア皇国軍の進撃を止めるのが困難と察知した財務省は、首都が攻略される遙はるか以前に、帝国が中央銀行の地下に保有していたすべての金きん塊かいをエアハント島中央銀行の地下へ移送した。二階建ての民家に詰め込めるほどの金塊が、銀行という信用増ぞう幅ふく装置にかけられて数百万倍の額面をもつ紙幣へと生まれ変わり、いまだに帝国軍の全兵士を養い、兵器群を維持発展させているのだから金融マジックさまさまといえよう。


    　だが問題は、シエラグリード市し場じように著名プレイヤーが集まってくるか否いなか。


    　せっかく公こう債さい募集をかけても、市場の信頼が薄ければひとはやってこない。市場の信頼とはつまり「ゴールドの保有量」と「軍事力で攻略されないこと」だ。国家予算規模の金を取引する場所が、銃じゆうと大たい砲ほうで脅おどしつけられて公正性を失うことがあってはならない。先ほどアメリアが言ったようにシエラグリード市場はその点、地政的にも軍事力的にも恵まれた条件と言えるので投資家にとって魅力的な場ではあるはずなのだが。


    　しかしいかんせん、ド田舎いなかであるため大規模な国際取引の実績がない。辺へん鄙ぴな市場に国際的スタープレイヤーを呼び込むにはどうしたらよいか。


    　腹話術人形の口が動く。


    「有力金融家との、コネが必要です」


    　やはりそうきたか。


    「あるとよいですが」


    　アメリアの思惑を読みとってなお、バルタザールは知らん顔を決め込む。


    「たとえば、レニオール・ベルナーがシエラグリード証券市場にてバレステロス公債に参入したならば、ほかの投資家も色めき立つのでは」


    　その男の名前を聞かされて、バルタザールの五臓ぞう六腑ぷに憎ぞう悪おが染み渡った。暗く淀よどんだ感情が表情に出ないよう細心の注意を払いつつ、何食わぬ顔で返事する。


    「夢を見るのは個人の自由です」


    「不可能でしょうか」


    「彼が、他者の意のままに動くことはないかと」


    「身内の要望があったとしても？」


    　バルタザールは思わず鼻で笑ってしまう。いかにしておれがレニオールの孫であることを突き止めたのか知らないが、あのジジイがどんな人間なのかこの女はなにもわかっていない。


    　レニオール・ベルナー。


    　バルタザールの実の祖父にして、ミッテラント大陸、ヴェステラント大陸、秋あき津つ大陸及び多島海経済を支配するベルナー財ざい閥ばつ総そう帥すい。


    　国家予算に匹ひつ敵てきする財力をもつ国際金融市し場じようのスタープレイヤーたち、その頂点に君くん臨りんするのがレニオールであり、彼の指先ひとつで公こう債さい価格などいくらでも操作できる。


    　アメリアの希望どおり、レニオールがバレステロス公債を買ったなら、その一事だけでほかの投資家も食いつくだろう。外貨獲得により本国における艦隊株も上昇し、イスラ艦隊はあと十年でも二十年でも旅をつづけることができる。まさに夢のような話だ。そして夢でしかない。


    「身内の要望があったなら、レニオールはその身内を切り捨てるでしょう。罪状は、凡人の分ぶん際ざいで自分に意見をしたこと。彼はそういう種類の人間です」


    　アメリアは感情のない瞳ひとみでじいっとバルタザールを見つめるのみ。


    「レニオールの周囲の人間は、彼の命令を忠実に実行するための歯車でしかありません。わずかでも意見したものは全員、身ぐるみ剝はぎ取られて追放された。実績も血縁も関係ない。レニオールが必要とするのは、おのれが指さした方角へ突進していく自動人形のみです」


    　可能な限り感情を抑えようとしたが、うまくいかなかった。レニオールの名前を口にしただけで、この肉体を構成するすべての細さい胞ぼうが憎ぞう悪おのフルコーラスを奏かなではじめる。


    　──あのジジイの「帝国」を破壊するために、おれはここにいるのだ。


    　──その過程でジジイの力を借りれば、本ほん末まつ転てん倒とうだろうが。


    　内心でアメリアを罵ば倒とうして、バルタザールは話を打ち切る。


    「一流のブローカーをお探しになることですね。ベルナー財閥に通じる財界人も、この会場には来ていることでしょう。わたしは一いつ介かいの作戦参さん謀ぼうであり、金融の専門家ではありません。お力になれず残念です」


    　背をむけようとしたバルタザールへ、アメリアは相変わらず無機質な口く調ちようで言った。


    「セントヴォルト帝国軍の頭脳、と称されるかたが、意外に情動傾向をおもちなのですね」


    　バルタザールは回しかけた踵かかとを、止めた。


    　つづけざまに放たれたアメリアの一言が、バルタザールの魂たましいの中心を射い貫ぬく。


    「最高のカードを生まれ持ちながら、絵柄が気に入らないから山に戻す、というわけですか」


    　ぎいっ、と音を立ててまなじりが吊つり上がる。


    　久しぶりに──殺意を覚えた。


    　ゆっくりと、蒼そう氷ひよう色しよくの眼光をアメリアへ戻す。


    「最高のカード？」


    　言葉に感情を一切織り込まず、告げる。


    「呪のろい、の間違いでは」


    　言葉の代わりに、視線にあふれるほどの敵意を孕はらませ、アメリアへ突き立てる。


    「山に戻せるなら戻したい。捨てられるならとっくに捨てている。額ひたいの焼き印いんを消す方法が、あなたの祖国にはありますか」


    　アメリアはその生命を感じさせない澄んだ色の瞳ひとみをバルタザールへむける。


    「焼き印いん？」


    　一拍も置くことなく、バルタザールへの意い趣しゆ返しのごとく、表現を返す。


    「福ふく音いん、の間違いでは」


    　バルタザールはもう隠し立てすることなく、アメリアの言葉を鼻で笑った。


    　──いつか、絶対に、泣かす。


    　──おれの幼少期を貴き様さまが体験してもなお、福音だなどと呼べるかな。


    　記憶の底からこみ上げてくる憎しみを口の端はの冷笑ににじませ、歩み去ろうとしたそのとき。


    「盛り上がっているようだね、外務長。これほど楽しそうなきみを見るのは数年ぶりだよ」


    　芝しば居いがかった台詞せりふとともに、長い黒髪をたなびかせた男性将校がアメリアの傍かたわらに現れてウインクを投げかけ、バルタザールは再び踵かかとをその場に据すえ置いた。このいかにも女たらし風な、潮っ気の強い、浅黒く荒い皮ひ膚ふをした長身[image: ]そう軀くが誰なのか、知っている。


    　──イスラ艦隊提てい督とく、ルイス・デ・アラルコン。


    　これまでは遠目に見かけるだけで、接見する機会がなかった。この女は気にくわないが、イスラ艦隊の全権を握る人間が相手なら、いましばし足を留とどめねばなるまい。


    「外務長を楽しませていただいてありがとう。彼女をこれほど活気づけるとはただものではないね。わたしはイスラ艦隊提督、ルイス・デ・アラルコン。お名前を伺うかがっても？」


    　いまのアメリアのどこに活気があるのか全く理解できないが、バルタザールはルイスに正せい対たいし、名乗る。


    「セントヴォルト帝国軍統合作戦司令本部参さん謀ぼう将校兼シルヴァニア王国付軍事顧問、バルタザール・グリム大たい佐さです。以後お見知りおきを、ルイス提督」


    「おぉ、きみが『アキレウスの作戦参謀』バルタザール大佐かね。これはこれは、お目にかかれて光栄だ」


    　ルイスはまた仰ぎよう々ぎようしい素そ振ぶりで、宮廷貴族みたいに右足を引いて目線を下げる。どこまでも芝居がかった提督だと鼻はな白じろみながら、謙けん遜そんしておく。


    「母国の新聞記者が大衆受けを狙ねらって付けた渾あだ名なです。セントヴォルトでは、第二次シエラグリード沖海戦勝利の立役者は、なぜかわたしということになっているようで」


    　ウラノス参謀総長アキレウス・カラマキオンの作戦計画を何度もバルタザールが事前に看かん破ぱしたことから、軍隊内におけるバルタザールの立ち位置は以前よりも遙はるかに良好だ。ククアナ・ラインが飛空要よう塞さいによって攻略されることを事前に予告しただけではなく、セントヴォルト帝国参謀総長ラファエル・ドナウアー大たい将しようが「防衛不可能」と見捨てたサントス島を、第二次イスラ艦隊の助けを借りて見事に救ってみせたことから、現在、作戦司令本部においてバルタザールの発言は非常な重みを以もつて受け止められるようになった。


    　ルイスは『アキレウスの作戦参謀』と期せずして出会えたことにご満悦なようで、口く調ちようを柔らかくする。


    「それはなにより。大いに出世に役立てていただければ、我々も本ほん懐かいというもの。ハイデラバード群島だけではなく、今後はセントヴォルト帝国とも密接に協力できればこれに優まさるものはありませんからな」


    「こちらこそ。イスラ艦隊と共に手を携たずさえ、ウラノスと戦うことはセントヴォルト帝の望みでもあります」


    　手を借りすぎるとあとが怖いが、とりあえずセントヴォルト帝国が存そん亡ぼうの危機にあるいま、イスラ艦隊が舳へ先さきを並べてくれるのはありがたい。問題は、どこまで腹の底を見せられるか否いなかだ。


    　バルタザールの内心を知ってか知らずか、ルイスは表情を緩ゆるめて国際情勢とは関係のない話題を振ってくる。


    「正直、きみに嫉しつ妬としているよ。わたしがいくらちょっかいを出しても反応のない外務長が、初対面のきみにはずいぶんさまざまな表情を披露したようだ」


    　どのあたりに表情の変化があったのかさっぱりわからないが、とりあえず当たり障さわりのない返事をしておく。


    「若じやつ干かん、外務長と意見の相違がありましたもので」


    「活発な論議は遠慮なくやっていただきたい。なにしろ我々イスラ艦隊乗組員は、あなたがたの故郷にいきなり乗り込んできた四十万人ですからな。軋あつ轢れきが生じないほうがおかしい。忌き憚たんない意見交換が、理解をより早めるというもの」


    「寛大なお言葉、恐縮です」


    　その言葉をどこまで信じればいいか。文字面どおりに受け取って、こちらの情報をぺらぺら喋しやべれば、あとで手痛いしっぺ返しが待っている。胸きよう襟きんを開きすぎることなく、与えてよい情報と知られてはならない情報を事前に十分に選別してからルイスやアメリアとは接するべきだ。たとえこうした非公式の場でも油断は禁物。誠実さの仮面を深くかぶり、決して本心を表情に映し出すことなく、こちらの不利になりそうな会話内容の切り替えや受け流しを華麗な社交辞令でこなしていかねばならないし、こちらから積極的にお互い意気投合できそうな話題を振ることも肝心だ。


    　以上の思索をゼロコンマ二秒で完かん遂すいし、バルタザールはルイスとアメリアが最も食いつきやすいであろう、憎き敵てき首しゆ魁かいの悪口を振ることにした。


    「一刻も早くニナ・ヴィエントを玉座から引きずり下ろし、断頭台にかけなければこの世界は滅ほろびるでしょう。あの『災さい厄やくの女王』が地上に加えた仕打ちをそのまま彼女自身に味わわせるためにも、我々は密接に協力する必要があります」


    　ニナ・ヴィエントの名前を口にすると、それまでずっと緩ゆるんでいたルイスの表情が一瞬、強こわばった。飄ひよう々ひようとした印象のあるルイスだが、やはりニナの名前を出されると敵意を隠しきれない、といったところか。


    　無理もない。故郷を旅立ってからここまでの旅路でウラノスと戦い、幾多の乗組員が死んでいったはず。仲間たちを殺したニナ・ヴィエントは、ルイスにとって憎んでも余りある仇きゆう敵てきだろう。


    　──ニナへの憎しみを支点として共感を煽あおり、ルイスに取り入ろう。


    　腹の底で会かい心しんの笑みを浮かべ、バルタザールは会話の方針を決めた。


    　──こうした場において、悪口は最高の共感ツールだ。


    　──ニナの悪口を用いて、不利な会話内容を回避し、一方的にルイスを懐かい柔じゆうする……！


    　社交場でものをいうのはジョークのセンス。こういうときのために、日ごろから最近流は行やりのジョークを収集し、取り入りたい相手に対して使用している。ニナを使った巧たくみなジョークでルイスの心を解きほぐし、外向的な印象を与えよう。


    「ニナ・ヴィエントは天才だという話ですね。なにしろ五歳のときに、いまと同じ知能をもっていたそうですから」


    　つかみはこれでＯＫだろう。ルイスは一瞬呆あつ気けにとられてから、頰ほおに少し笑みのようなものをたたえた。まだ死んでいった仲間たちのことが忘れられないのか、笑え顔がおが硬い。ならばこれでどうだ。


    「ニナの伝記映画がセントヴォルトで作られているのですが、主演のマントヒヒが言うことを聞かずスタッフ一同困っているそうです。しかしほかにニナに似た女優もおらず……。オランウータンが代役を務めましたが、自分の糞ふんを投げつける以外は似ていないそうです」


    　やれやれと肩をすくめ、片目でルイスの様子を窺うかがう。表情にはぎこちない笑みが浮かんでいるものの、その背後の悲しみはまだ隠しきれない。毒が足りないのだろうか。それならばこんなものもあるぞ。


    「ニナの息子が尋ねたそうです。『お母さん、処しよ女じよ受じゆ胎たいってなに？』『わたしがあなたを産んだ奇き蹟せきのことよ』。息子は八人の兄弟にむかって、『おい、おれたちが全然似てないの処女受胎が原因だってさ』」


    　これは決まっただろう。やはりニナをこき下ろすには淫いん売ばいネタが一番。ルイスはもはや顔中に苦そうな笑みをたたえ、それから咳せき払ばらいをして、頷うなずいた。


    「……あぁ。そうだね。セントヴォルトの人々に、ニナ・ヴィエントはそういう受け取られ方をしているのだろうね」


    　あまりジョークが通じていないのだろうか。声のトーンが、先ほどより落ちている。傍かたわらのアメリアはずっと変わらない無表情だが、気のせいだろうか、瞳ひとみの奥には敵意めいたものがちらついているような。女性相手に淫売ネタはウケが悪いのかもしれない。


    　不安が差したそのとき、横合いから訝いぶかしげな声がかけられた。


    「ルイス提てい督とく、どうされました？　グリム大たい佐さがなにか失礼でも？」


    　シルヴァニア王国女王エリザベートが蜜み柑かん色の瞳ひとみに不審を溜ためて、バルタザールとルイスの間に佇たたずみ、ふたりの表情を交互に見やる。


    　一同は慌あわてて右足を一歩引き、黙礼をしてから顔を上げる。質問に答えたのはルイスだ。


    「これは陛下。いえ、失礼などととんでもない。セントヴォルト帝国のジョークについて、グリム大たい佐さのご教授を受けておりました」


    　問題はない、と言いたげに、ルイスは表情に親愛の笑みを浮かべる。バルタザールのジョークを浴びていたときとは一転、自然な穏やかさをたたえた笑みだ。


    「グリム大佐のジョーク、ですか。……どのような？」


    　エリザベートの表情が一気に曇り、いかにも不安そうな眼まな差ざしをバルタザールへむける。


    　なにやら悪い予感がするが、間違ったことはしていないはずだ。胸を張って答える。


    「帝国で流行している、ニナ・ヴィエントに関するジョークを幾つか披露しました」


    　答えた瞬間、エリザベートの顔が真っ青さおになった。


    　咎とがめるような目でバルタザールを見やり、いきなりルイスに背をむけてバルタザールに間近から正せい対たいすると、小声で問いただす。


    （機長、それってもしかして、あの、マントヒヒがなんとかいうやつですか？）


    　エリザベートではなく、一いつ介かいの小娘セシル・ハウアーに戻ってしまっているが、素直に答えた。


    （いかにも。五歳児の知能ネタと、処しよ女じよ受じゆ胎たいネタも）


    　エリザベートは大きく両目を見ひらいて、告げた。


    （バカ……！）


    　なんだとこの野や郎ろう、と首を締め上げたくなる衝しよう動どうをかろうじてこらえ、バルタザールは面めん罵ばに耐える。


    （どのような意味でしょう）


    　振り絞った理性で怒りを抑え込み、冷静さを装よそおい小声で答える。


    （なんでわざわざ提てい督とくに、そんなこと言うかなぁ……）


    　エリザベートはほとんど泣き顔になって、そう嘆く。


    　エリザベートの言っている意味がわからない。混乱するバルタザールへ、背後からアメリアが助け船を出してきた。


    「恐らくグリム大佐は、我々が空飛ぶ島イスラにおいて、ニナ・ヴィエントと共に旅していたことをご存じないのでは」


    　刹せつ那な、バルタザールの脳のう髄ずいに稲いな妻ずまが落ちた。


    　ご存じない。


    　はじめて聞いた。


    「…………………………」


    　足下が揺れたので地震かと思ったが、震えたのはおのれの両脚だった。


    　──ニナ・ヴィエントとルイスたちが共に旅をしていた？


    　バルタザールに代わり、エリザベートが申し訳なさそうに、アメリアに答える。


    「余計な反感を呼ぶ恐れがあったため、セントヴォルト帝国のかたがたにその事実は伝えておりません。共同作戦に支障を来きたすといけませんから……」


    　ルイスが慌あわてて、顔の前で両手を振って謝罪を遮る。


    「もちろん存じています。セントヴォルトの人々にとってウラノスは憎い敵ですから。悪意のあるジョークが流行することも、もちろんあるでしょう」


    「ですが……なにもそれをルイス提てい督とくにむかって言う必要もないのに」


    　エリザベートはバルタザールへきつい目線を突きたて、咎とがめる。


    「……失礼しました。……まさか、提督とニナが顔見知りであったとは知らず……」


    　言い訳をすると、エリザベートはとうとう怒ど気きを露あらわにした。


    「顔見知りどころか！　提督が第二次イスラ艦隊を組織して旅立たれたのは、ニナ・ヴィエントを取り返すためなのですよ!?　ニナ女王は空飛ぶ島イスラを救うために、自みずからが人質となってウラノス王都プレアデスへ旅立たれました。イスラ艦隊はニナ女王の想おもいに報むくいるために、こうして幾多の苦難を乗り越えて多島海まで来られたというのに……！」


    　バルタザールの脳内に嵐あらしが荒れ狂う。どうやら完全に、完かん膚ぷなきまでに、ニナのジョークネタは失敗だったらしい。こちらに不利な話題を避けてルイスを懐かい柔じゆうするための悪口だったはずが、踏んではならない地雷をピンポイントで踏んでしまったというか……。


    「ルイス提督、本当に失礼しました、このひと、悪気はないのです。ただその、なんと申しますか、参さん謀ぼう将校としては優秀ですが、人間のスケールが小さいと申しますか…………」


    　お詫わびするエリザベートへ、いやいやいや、とルイスはまたしても大おお仰ぎように手を振ると、快活に笑った。先ほどはいくらジョークを連ねても曇る一方だった表情が、いまや明るく晴れ渡っている。


    「おふたりは学生時代からお知り合いだそうですな。グリム大たい佐さが先輩で、陛下が後輩であったとか。グリム大佐もさぞや陛下と仲がよろしかったのでしょう。陛下の素顔が垣かい間ま見られて光栄の至りというもの」


    　冗談めかしたルイスの言葉に、エリザベートの顔が真っ赤かになる。つい我を忘れ、地の自分──セシルが出てしまったことに気づく。


    「……失礼。つい学生時代に戻ってしまいました。大佐が近くにいるといけませんね。時間が巻き戻ってしまいます」


    「いやいや、おふたりともまだお若い。ケンカして当然です。身分を忘れて言いたいことが言い合える仲というのは貴重なものですよ。わたしぐらいの年になるとなかなか、ケンカする機会ももてなくなりますから」


    　ルイスは感情を害するどころか、かえって胸きよう襟きんをひらいてくれた様子。さすがに大艦隊を率ひきいる提てい督とくだけあって、度量は大きい。バルタザールはしおらしく詫わびた。


    「……失礼しました。まだ王国軍と我が軍との協同体制に齟そ齬ごが多く……充分に情報を共有できていない実情があります」


    「ああ、うん、気にしなくていいよ。セントヴォルトの人々がニナ・ヴィエントを憎む気持ちはよくわかる。彼女の名のもとに、ウラノスが大攻勢を仕掛けているのは事実だからね。ニナ女王も戴たい冠かんして間もないため、宮廷を動かすには時間がかかると我々は見ている。彼女の意思がウラノスの意思となればその時点で戦争は終わるだろうが、それがいつになるかわからない。それに」


    　言葉を継ごうとしたルイスの台詞せりふに、別の声が上から覆おおいかぶさった。


    「そんな日は来ない」


    　錆さびた金属管を喉こう頭とうに嵌はめたような、かすれた声こわ音ね。


    「実権を握るようなことがあれば、ニナの命は長くないぞ」


    　男はいつの間にかバルタザールの傍かたわらでワイングラスに口を当てていた。


    「…………？」


    　湧わいて出た、と表するのがふさわしい、煙にも似た登場だ。不ふ穏おん当とうな台詞を薄笑いをたたえながら言ってのけ、まずそうな表情でワインを一口含む。


    「これは殿下。珍しいですな。こうしたパーティーはお嫌いなものと」


    　ルイスが愛あい想そよく、男を迎え入れる。どこかの王族かなにからしい。[image: ]そう身しんで背は低く、やや浅黒い顔の皮ひ膚ふに銀の眼まな差ざしがいかにも退たい廃はいした色を穿うがっている。大きな折り返し襟に、時代がかった胸飾りと肩けん章しよう、仰ぎよう々ぎようしい裾すそと袖そで口ぐちに金の刺し繡しゆう。ふん、と鼻でルイスの言葉をあしらい、男はバルタザールに目もくれず、エリザベートへ目線の欠片かけらを無む造ぞう作さに投げた。


    　男の佇たたずまいがバルタザールの脳のう裏りへ結んだ一語は「腐った薔ば薇ら」だった。捨てられた花壇でひっそりと咲き、誰にも見られることなく立ち枯れた薔薇──。


    　ルイスが男を紹介する。


    「ウラノスより親善大使として我が艦隊に赴おもむかれました、ウラノス第二王子マニウス・シードゥス殿下であらせられます。殿下、こちらがエリザベート・シルヴァニア女王陛下。そのお隣が、セントヴォルト帝国軍作戦参さん謀ぼう、バルタザール・グリム大たい佐さです」


    　エリザベートとバルタザールが目礼を送るが、マニウスはただエリザベートの顔のむこうの壁に目の焦しよう点てんを合わせている。


    「はじめまして、マニウス王子。興味深いお言葉ですね。ウラノス王宮にお詳しいかたがそのようにおっしゃるということは、やはり根こん拠きよがおありになるのですか」


    　不ふ遜そんなマニウスの態度にひるむことなく、エリザベートは話のつづきを促うながす。マニウスは視線の焦点をエリザベートの腰のむこうの床ゆかに合わせると、唇くちびるの右端を歪ゆがめた。


    「身の丈に不相応な艦隊を抱え込んだものだな」


    　またしても金属管めいた声こわ音ねで、質問に答えず、いきなり話題を変える。エリザベートは特に不快な様子も見せず、ほがらかに答える。


    「提てい督とくのご決断に感謝しております」


    　マニウスの目線が少し上がり、今度はエリザベートの胸のむこうの壁に焦しよう点てんが合わさった。


    　わたしは世界のすべてが大嫌いですし、世界に住まうあらゆる人間を見下しています。


    　マニウスの皮肉めいた目線や唇くちびるの歪ゆがみ方、常に薄笑いを含んだ言葉の響きなど、この男の佇たたずまいのすべてからそのような言葉がにじみ出てくる。


    　──おれは、こいつが嫌いだ。


    　バルタザールの、マニウスに対する印象はそれだった。そしておそらく、今後も絶対にこの印象が変わることはないだろうことも直感できた。


    「余がこの男ならば」


    　マニウスは傍かたわらのルイスをただ指先で示し、皮肉と退屈さの入り交じったかすれ声を投げる。


    「手て駒ごまをこの国の立法府に送り込み、戦時立法と称して租そ税ぜいを取り立て、イスラ艦隊の装備を刷新する」


    　女王に対して不敬すぎる発言だ。もしも王国軍の将官がこの場にいたならサーベルを引き抜きかねない。しかしエリザベートは意外にも胆たん力りよくがあり、マニウスの言葉に素知らぬ笑え顔がおで応じた。


    「ウラノスの伝統的な異民族統治法をご教授いただき、感謝します。ハルモンディア皇国も、ウラノスはそうやって貢こう納のうさせておりますわね」


    　顔色ひとつ変えないエリザベートに、マニウスは歪んだ目線を絡める。


    「よき軍備なき支配者は滅ほろびる。得え体たいの知れぬ他国に軍備を頼るなど、愚ぐの骨こつ頂ちようぞ」


    　もはや軽けい蔑べつを隠すこともなく、マニウスは唇の両端に嘲ちよう笑しようを宿す。


    「敗北を望むならば、援軍を自国に呼び込むがいい」


    　エリザベートは唇に笑みを溜ためたまま、勝ち気そうに瞳ひとみをひらいてみせる。


    「王子とお話しさせていただいて、とても楽しいですわ。まるで中世期にタイムスリップしたかのよう」


    　マニウスの声音とはうらはらに、語調に全く皮肉めいたものを混ぜることなく、このうえなく楽しそうにイヤミを紡つむぐ。


    「世論が口コミと立て看板で形成されていた時代の思想ですね。セントヴォルト帝国にはかつてマキナベルリという思想家がいて、王子がおっしゃった内容を『君主概がい論ろん』という本に書き残しております。まるで目の前にマキナベルリがいるように思えて、大変光栄ですわ」


    　バルタザールは思わず喉のどの奥で笑う。このバカ女にしてはいい切り返しだ。マニウスの意見は正しいが、しかし軍備が素そ朴ぼくであった中世期の考え方でもある。軍事力の行こう使しには議会の承認と莫ばく大だいな金が必要となる近代戦において、他国との共同作戦が一いち概がいに愚ぐ策さくとはいえない。経済原理と戦争目的と政体が同じ国家同士であるならば、むしろ積極的に連係することが互いの国益につながることも充分にありうる。


    「もっとわたくしに、一千年前の為い政せい者しやの考え方についてご教授くださらない？」


    　エリザベートはかわいらしく小首を傾かしげて、マニウスに話をせがむ。


    　──意外にやるな、この女。


    　心中でわずかにエリザベートを見直しつつ、バルタザールはこのうえなく愉快な気持ちでマニウスの反応を待った。


    　負けじとさらなる批判に転じるか、激怒して暴ぼう言げんを吐くか、無言でこの場を離れるか、いずれかだろうと思っていたが、マニウスの反応は意外なものだった。


    「このまずいワインを、もう一杯飲んでやってもよい」


    　そう言って、ウェイターから新たなグラスを受け取る。皮肉も嘲ちよう笑しようも表情から消えてはいないが、なにやら興きように乗っているらしい。珍しい事態であるらしく、ルイスとアメリアが意外そうに顔を見合わせた。


    「バレステロス公こう債さいをこの島の証券取引所で公開するらしいが、本気か」


    　またしても全く関係ない方向へ、マニウスは話題を振った。エリザベートも全く意に介することなく答える。


    「シエラグリード株式市し場じようにとって、デメリットはありません」


    「シエラグリード市場には、実績も信頼もない。一流の投資家を集めるのは不可能だ」


    「わたくしは、そう考えておりません」


    　マニウスはワインを一口含み、まずい、と呟つぶやいてから言葉を継いだ。


    「なぜセルファウスト市場が、かつて多島海世界の金融の中心であったのか、理解しているのか」


    　エリザベートは即答した。


    「兌だ換かん紙幣をすべて金ゴールドに変える準備があったからです。多島海世界の列強はいずれも金本位制ですから。セルファウスト市場はゴールドを保有していたからこそ、金融のスタープレイヤーを集めることができました。セルファウスト市場で取引すれば、必ず最終的に紙幣をゴールドに交換できる。その安心感が投資家たちを彼かの地に呼んだのです」


    　この女のことをずっとバカだと思っていたが、もしかすると、そうではないかもしれない。


    　バルタザールはこのときはじめてそう思った。


    　かつての士官室の立ち振る舞いがあまりにも愚おろかだったために見くびっていたが、しかし考えてみるとかつてエリアドール飛空艇に最年少で乗り込んできたということは相応に成績がよかったからだし、エアハント士官学校でもセルファウスト士官学校でも学年首席の座を一度も譲ゆずったことがない、という話も聞いたことがある。


    　──学校の成績だけでいうなら、エリザベートの頭脳はおれに比ひ肩けんするが……。


    　冷静に振り返ると、セントヴォルト帝国に気づかれることなく第二次イスラ艦隊をシルヴァニア王国に味方させ、こうして対等の立場で渡り合っているのもエリザベートの手しゆ腕わんともいえる。帝国がミッテラント戦線にかかりきりになって、多島海方面に目が届かなくなった隙すきにやってのけた、見事な対外防ぼう諜ちよう、積極諜ちよう報ほう。秘密戦インテリジエンスの観点から眺めたならば、驚嘆すべき成果であるが……。


    　訝いぶかしい気持ちで流した目線の先、エリザベートはほがらかに言葉を紡つむぐ。


    「ですから、シエラグリード市し場じようには充分なゴールドの準備があることを示せば、投資家たちは集まってくるでしょう。幸いなことにルイス提てい督とくのおかげで、この島は強力な軍事力で守られておりますし」


    　マニウスは面白そうに、


    「だが肝心のゴールドは、ない」


    　エリザベートは少女らしく微笑ほほえんで、


    「なぜそう思いますの？」


    「それがあれば、とっくにシエラグリード市場は活況を呈ていしているからだ」


    　そうですわね、と頷うなずいてから、いきなりエリザベートはバルタザールへ向きなおり、見当違いのことを問うた。


    「グリム大たい佐さ。シルヴァニア王家の隠し資金の話は、ご存じですか？」


    　もちろん知っている。確かいまから二年ほど前、サントス島においてヴィクトール・カーン准じゆん将しようと兵へい棋ぎ演習を行おこなった帰り道。サントス島のあちこちに重機が出で張ばり、地面に大穴をあけるのを馬車の窓越しに見た。時価総額五百億ペセスに相当する王家の隠し資金がこの島のどこかに眠っているとかいうバカバカしい伝承を信じ、欲に駆かられた者たちが血ち眼まなこで地面を掘り返すさまをなんとなく眺めた記憶がある。


    　まさか、あれが、本当にあるというのか。


    「有名な噂うわさですから。もちろん存じてはおりますが」


    　平静を装よそおって返事すると、エリザベートは謎なぞめいた微笑みを浮かべる。


    「存在、するのですか？」


    　動揺を悟られないよう、尋ねる。もしも本当に五百億ペセスもの金きん塊かいがこの地に眠っているというなら、多島海世界の戦争経済に重大な影響が及ぶだろう。少なくともシルヴァニア王国が一気に、多島海列強に肩を並べる富裕国となることは間違いない。


    　しかしエリザベートは問いに答えず、ただなにか思惑を孕はらんだ笑みを投げかけ、


    「あるといいですわね」


    「……それは、もちろん」


    「けれどそんなものがあったら、この島がまた戦乱に見舞われてしまいますし」


    　遠回しな言い方だが、ニュアンスとしては「あるけど、言えない」が最も近いか。いや、そう思わせることが目的かもしれない。存在しないものを「ある」と思わせることで、戦略的な優位を導こうとする腹ではないか。


    　読めない。


    　エリザベートという人間を、測りかねる。


    　賢さと、腹黒さと、人間の善意をあけっぴろげに信じる無む邪じや気きさがこの小柄な身体からだのうちに矛む盾じゆんなく同居しているような、そんな得え体たいの知れなさ。


    　マニウスもまた、退たい廃はい的てきな笑みを口元にのみたたえてエリザベートを見つめ、ひとことも発さない。


    　妖怪と妖怪がお見合いをするとこんな感じなのかもしれない。ろくでもない思惑を腹の底に溜ため込んで、それを表情へ映し出すことなくただ微笑ほほえんでいる……。


    　エリザベートの発言にくちばしを突っ込んだのは、もう一匹の妖怪だった。


    「隠し資金が存在するなら、なぜ王国はそれを使うことなくウラノスに滅ほろぼされたのか。金きん塊かいが存在する根こん拠きよが希き薄はくなのは、その事実が一因でしょう」


    　バルタザールもそれは思っていたが、女王に面とむかって問いただすのは自然に遠慮してしまっていた。しかし外務長官アメリアは顔色ひとつ変えることなく疑問を口にする。


    　エリザベートは動ずる気配も見せず、まるでひとごとのようにその問いに答える。


    「存在を知っていても、周辺事情により掘り起こすことができなかった……などという理由が考えられますね。たとえば、隠した場所が敵国の手に落ちてしまった、とか……」


    　この女、自分で話を振っておきながら、どこまでもすっとぼける腹づもりらしい。


    　だがしかし、冷静に王国の状況を鑑かんがみたなら、「ない」が正解だろう。アメリアの言うとおりシルヴァニア王国はウラノスに対してなにもできず一度滅めつ亡ぼうへ追い込まれているし、三週間前の絶望の戦いの際にも、五百億ペセスに匹ひつ敵てきする軍資金が存在するなどという話はエリザベートの口から出なかった。存在するなら、とっくに使っていなければおかしいのだ。


    　妖怪たちの醸かもし出す、湿し気けた雰ふん囲い気きを掃き清めたのは、ルイスのほがらかな笑いだった。


    「夢のある話、なによりですな。現在の多島海には、希望が求められておるようですから。陛下が率そつ先せんして明るい話題を提供されることが全く以もつて重要というもの」


    「最も明るい話題は、イスラ艦隊がこの地に停泊してくださったことです。ハイデラバード群島の経済にとっても、非常に喜ばしい出来事ですし」


    「我々としてはシルヴァニア王国だけでなく、群島のみなさんともぜひ仲良くやりたい。陛下がおっしゃるように、我々は中世に生きているのではない。国家が総力をあげて戦う現代戦は、敵味方双方にデメリットしかもたらさないことが明白になりつつあります。もはや戦争をして国が栄える時代ではない。我々の目的はウラノスに国交をひらかせ、国際協調のテーブルに着かせること、それのみ。群島への侵略など興味はございません。この島を武力で脅おどしつけて占領したところで、島民の反感を買えば今後の航海がおぼつかなくなる。見知らぬ同士がよく話し合い、共に栄える道を模も索さくするのが現代を生きる我々の務めでありましょう」


    　ルイスはすらすらと、そんな理想を語る。あまりに能弁すぎてうさんくさいがしかし、言っていることには理がある。


    　確かにもはや、戦争をして国が栄える時代ではない。剣と弓で戦う戦場であれば他国に戦争をふっかけて収奪するメリットはあっただろうが、戦車と空母と航空機で戦う現代戦はあまりにも金がかかりすぎる。


    　セントヴォルト帝国ではかつて、戦争により経済を上向かせることができる、という神話がまかりとおっていた。戦争を行おこない、大量の兵器を生産し、砲ほう弾だんを消費することで工場が活性化し、完全雇用が達成されて経済成長につながる、という理屈だ。しかしこの神話は最新の経済理論において完全に論破されている。金利の引き下げや公共事業を適切に組み合わせれば平時でも完全雇用は達成されるし、砲弾や兵器を消費することで需要を生み出すくらいなら、工場設備や都市インフラ、社会福祉や教育に投資したほうが、将来的により大きな経済効果を上げることがわかっている。


    　つまり現代経済学の観点から見たなら、戦争するメリットなどない。


    　それがわかっていながらなぜ、第二次多島海戦争は起きてしまったのか。


    　──愚おろかだからだ。


    　それ以外に、なんの答えがあるというのだろう。バカだから戦っている。そんな冗談のような原因のせいで、数千万人が死傷してしまった。そしてその数は、これからまだまだ増えていく。


    　思索がこの場の話題から少し逸それたことを自覚したとき、マニウスが冷たい声を投げた。


    「ウラノスがこの戦いをやめることはない。戦う理由が経済問題ではないからな。ウラノスの教義テーゼ、天地領りよう有ゆう。ガキの落書きと同程度の夢想が、二千年にわたって空をさすらう過程でウラノス土着の風土病となってしまった。この病を治さぬ限り戦いは終わらん」


    　ひと息に言って、唇くちびるへ皮肉を溜ためる。


    「つまり、戦争を終えるのは不可能ということだ。ウラノスか、地上国家か、いずれかが滅ほろびるまで天と地の戦いはつづく」


    　嘲ちよう笑しように近い表情を一座へむけるマニウスへ、エリザベートは微笑ほほえみかけた。


    「意外ですわ。王子はウラノスの在あり方へ批判的なのですね」


    　ふん、とマニウスは鼻で笑う。


    「病人の病名を告げただけだ」


    「なかなか指摘できることではありません。しかも王族でありながら」


    　マニウスは今日きようはじめてエリザベートへ目の焦しよう点てんを合わせ、顔の下半分を不愉快そうにひん曲げた。


    「乾杯いたしましょう。殿下のお話を伺うかがっていると、ウラノスのかたがたとも忌き憚たんのない話し合いができることがわかって、うれしくなりますの」


    　エリザベートが笑え顔がおで持ち上げたシャンパングラスを片目に見やり、鼻を鳴らすと、マニウスはあらぬ方向を眺めながら自分のワイングラスを持ち上げて澄んだ音を立てたのち、グラスの縁に口を当て、まずい、とひとこと呟つぶやいた。

  


  
    



    　十一．


    



    　弾け飛んだ竹刀しないがくるくる、風車みたいに回りながら天井を打って、それから硬い音を立てて板張り床ゆかに落ちた。


    　尻しりもちをついた紫むらさきかぐらは、呆あつ気けにとられて足下に転がる自分の竹刀を見やり、それから対戦者を見上げる。


    　少年は肩に竹刀を担かつぐと、醒さめた目で妹を見下ろす。


    「御所でなにをしていた？　それで親しん王のうの相手が務まるのか？」


    　かぐらは唇くちびるを嚙かんで、すぐに膝ひざをついて竹刀を拾い、少年に頼む。


    「兄様。もう一番」


    　ふん、と鼻を鳴らし、紫雪ゆき平ひらは開始線に戻って竹刀の先を九歳の妹へ向けなおした。


    　三歳年上、いま十二歳のこの兄に、かぐらは一度も勝ったことがない。けれど、この二年間ずっと、箕み鄕さと御所に住み込んで同い年の大だい威い徳とく親王と共に剣術修しゆ行ぎように明け暮れてきた。久しぶりに実家に戻った今日、兄の鼻をあかしてやるつもりでいたが。


    「あっ」


    　雪平の竹刀が一いつ閃せんするや、またしてもかぐらの竹刀が天井を打ち、全く同じ姿勢でかぐらは尻しりもちをつかされてしまう。


    　足下に転がった自分の竹刀しないを見やり、容よう赦しやない軽けい蔑べつを含んだ兄の目線を見上げて、思わず視界がにじんだ。


    「泣くな。みっともない」


    　ため息をつきながら、雪ゆき平ひらが片手を差し出す。


    「泣いておりません」


    　素早く腕で目元をぬぐって、差し出された手をつかんで立ち上がった。名前と同じく、雪のようにけがれのない、冷徹で純真な表情がかぐらを見下ろす。


    「女に剣は無理だ」


    「そんなこと、ありません」


    「お人形遊びのほうがむいている」


    　あこがれの兄に面とむかって剣を否定され、かぐらは再び泣きそうな表情になってから、慌あわてて表情に怒ど気きを宿す。


    「なぜ兄様は、ひどいことばかりおっしゃるのです」


    　ゆくゆくは「闇やみの名門」紫むらさき家けの家か督とくを継ぐであろう兄の力になるために、かぐらは女の子らしい遊びなど目もくれず修しゆ行ぎように明け暮れている。なのに雪平はちっとも評価してくれない。それどころか長じるほどに、かぐらへの扱いが悪くなる。


    「もう一番」


    　竹刀を拾い上げて、かぐらはまた頼み込む。


    「そう何度も同じ相手に挑いどめると思うな。勝負は一度きりだ」


    「でも」


    「戦場に『でも』はない。お前はわたしに二度殺された。三度目はない」


    　道理が兄にあることはわかる。けれど、腹が立って仕方ない。こらえきれないものがとうとう、両目からあふれ出てしまった。


    「うわああ。わあああ」


    　床ゆかにぺたりとお尻をくっつけ、天井を見上げて、みっともないほど、声をあげて泣いてしまう。兄に認められるために積んできた二年間もの研けん鑽さんが無む下げに否定されて、悔くやしくてどうしようもない。


    　雪平は貴公子然とした表情をいやそうに歪ゆがめ、


    「だから女はいやだ。泣けばなんでも思いどおりになると思っている」


    「兄様のばかああ。意地悪うう。ひとでなしいい」


    　涙と鼻水で顔中をぐしゃぐしゃにして、かぐらは恥も外聞も気にせず喚わめく。


    　泣きやまない妹を見下ろす雪平は、徐々に表情を険けわしくする。呆あきれた色は失うせていき、雪原の野の火びのように、怒りの色が爆はぜた。


    「いいかげんにしないかっ。いみじくも紫むらさき本家の血を継ぐものが、つまらないことで泣きわめくんじゃないっ」


    　滅めつ多たに見せない兄の剣幕が、かぐらの泣き声を止めた。


    「サムライは泣いてはならんっ。いかなるときも平然としていよっ。我らは天てん命めいに生きるものぞ、私情を振り回してはならぬっ」


    　凜りんとした雪ゆき平ひらの声が、ふたりきりの道場に響いた。


    　こみあげてくる悲しみを、かぐらは無理やり、喉のどの奥に押し戻した。


    　雪平が、背中に不ふ動どう明みよう王おうみたいな炎を背負っているように見えた。いつも冷然としていて感情を見せない兄が、これほど怒るのははじめて見た。これ以上泣いていたら本当に見捨てられることがわかって、かぐらは懸けん命めいにおのれの悲しみを飲み干す。


    「……立て」


    　静かに促うながされ、かぐらは黙って立ち上がった。


    「いまので最後だ。もう二度と、人前で泣くな」


    「はいっ」


    「泣いたら、兄妹の縁を切るぞ」


    「もう泣きませんっ」


    　かぐらは本気で誓ちかった。大好きな兄に縁を切られたら、生きていけないと思った。


    　涙と鼻水を押しとどめ、まだ濡ぬれそぼった顔を生き真ま面じ目めに引き締めるかぐらに、雪平はようやく口く調ちようを緩ゆるめた。


    「……強くなった。お前はまだまだ、強くなると思う」


    　兄の手が頭のてっぺんに伸びて、優しく撫なでた。さっきまで泣きわめいていたことも忘れ、かぐらはいっぱいの笑え顔がおを浮かべる。


    「はいっ。いつか兄様に勝てるよう、がんばりますっ」


    　雪平の笑みに、諦てい観かんが差した。この妹がどう諭さとしても剣の道を諦あきらめないことを、ようやく理解したような、呆あきれた笑みだ。


    「お前には、わたしと同じ道を進んでほしくないけれど」


    　雪平はぽそりとそう呟つぶやいた。かぐらは納得がいかず、むくれ顔になる。


    「なぜです？」


    　雪平は面おも差ざしにうっすらと悲しみをにじませて、口をあけた。


    



    



    　お前が、死んでしまう気がして──。


    　吹き抜けていく風がそんな言葉を紡つむいだように思えて、紫かぐらは両目をあけた。


    　いつのまにか眠っていたらしい。


    　見た夢の名な残ごりが、七月の青空に透ける。


    「兄様……」


    　短く呟つぶやく。いまは京きよう凪なぎ離宮直衛隊隊長として、慧え剣けん皇こう王おうに近きん侍じする紫むらさき雪ゆき平ひら。


    　かぐらがこの道を行けば、待ち受けるのは兄の剣だ。


    「……………………」


    　かぐらは目を閉じ、痛みを振り払ってから、立ち上がった。


    　真夏の日差しが、かぐらの全身にきらきら映じる。乱れた湯面はまだら模様の照り返しをけがれのない裸ら体たいへ打ち上げる。引き締まったしなやかな身体からだいっぱいに陽光を浴びて、熱く灼やけた岩垣に片手を添え湯から上がり、天を仰あおいで箕み鄕さと郊外の大気を胸の奥深くへ送り届ける。


    　垣根のむこうの蟬せみしぐれを遠く聞きながら、かぐらは一度自分の頰ほおを両手で張って、今夜、この宿で行おこなわれる「祝宴」に備えた。


    



    　帝紀一三五一年、七月、慧剣皇王国首都、箕鄕郊外──。


    



    　御所の物もの見み櫓やぐらで大だい威い徳とく親しん王のうとふたりきりで語り、雷らい鳴めいのごとき「天てん啓けい」に打たれてから一年と一か月が経たっていた。


    　この間かぐらは、箕鄕御所を守護する「神しん明めい隊たい」隊長として隊務に務め、その成果を十二分にあげていた。親しん王のうから直じき々じきに「神しん明めい隊たいをおのれの意のままに動かせるよう統とう率そつせよ」と命令を拝していたが、あれから一年弱、寝食を共にし、過酷な訓練に耐え、いまや二百五十名の精せい鋭えいはかぐらと一心同体、生死を共にする覚悟である。
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    　そして──親王の人脈をつてに、秘密裏りの運動を経へて得た「同志」たちがいま、この箕み鄕さと郊外の温泉旅館に集まっている。表向きは河か南なん戦線から戻った同僚の生還祝いだが、内実は「譲じよう位いの詔しよう書しよ」草案の確認と、京きよう凪なぎ離宮急きゆう襲しゆう作戦計画の完成を目的とした会合である。


    「うん。よい文案だ。問題はない」


    　かぐらが侍じ従じゆう官かん数名と共に、この一年をかけて練り上げてきた「譲位の詔書」草案全文を読み終えて、同志のひとり、慧え剣けん近衛このえ師団第四大隊長が大きく頷うなずく。


    「最後の空白に、皇王の署名と御ぎよ璽じ、それに内閣総理大臣の署名が入れば、正当な詔書として宣せん布ぷできるわけか」


    　その傍かたわら、同近衛師団空くう挺てい大隊長が問いかける。表向きは宴席なので酒も振る舞われているが、集まっている二十三名の将校、侍従、公く卿ぎようたちは誰も口にしない。しらふのまま、真剣な表情で詔書草案に目を通す。


    「はい。署名を得たならばすぐに詔書を箕鄕御所に戻し、古式に則のつとって麒き麟りんの間で大だい威い徳とく親王を前に宣布、践せん祚そ（皇子が皇王の位を受け継ぐこと）を公おおやけにして各中央省庁と地方庁、各種報道機関に詔書の写真を送付したのち、翌日には即位大たい礼れいを行おこないたいと」


    　かぐらの言葉に意見したのは箕鄕御所の侍従官のひとり、公卿に人脈をもつ文官だった。


    「早すぎるのでは。慣例では少なくとも、詔みことのり宣布から即位大礼まで、二か月の準備を必要とします」


    　もっともな意見だが、かぐらは首を左右に振る。


    「二か月も最高戦争指導会議の三名を拘こう束そくするのは不可能です。武力で京凪離宮を急襲、久く遠おん寺じ首相兼陸海軍大臣、南みなみ正しよう覚がく陸海軍総長、馬ばく喰ろう外務大臣、以上三名全員を拘束し、皇王の御璽と総理の署名を得たのち、一日で即位大礼を行い譲位を既成事実化する。践祚した大威徳皇王が聖せい断だんをくだし、セントヴォルトに休戦を申し出る。協定が締てい結けつされ、セントヴォルト軍が秋あき津つ大陸からすべて撤兵したのを見届け、最高戦争指導会議三名を解放したのち、わたしが憲兵隊に出頭して全責任を負う。これ以外に、戦争を止める方策はないと信じます。ご意見、おありでしょうか」


    　一同は深い沈黙で、かぐらの言葉を迎えた。


    　誰も反論しない。できない。全員いずれも死を覚悟してこの旅館に集まってきた憂ゆう国こくの士たちだが、改めて、これから自分たちが決起する「反乱」の重みを嚙かみしめる。


    　久遠寺内閣の拘束、及び詔書への強制署名。紛まがうことなき国家反逆罪だ。


    　これまでは茫ぼう漠ばくとしていた「軍事クーデター」という霞かすみに、いま、明白な輪りん郭かくが与えられようとしている。


    　そして、はじまったなら後戻りはできない。


    　親しん王のうに譲じよう位いが為なされ、この戦争が終わるか。


    　もしくは、ここにいる全員が刑死し、戦争がつづくか。


    　ふたつにひとつ。


    　慧え剣けん近衛このえ師団、情報部局長が疑念を口にした。


    「懸け念ねん材料は、戦局の膠こう着ちやくです。失礼ながら、現政権打倒を決意した一年前と現在では状況が全く異なる。セントヴォルト帝国は現在明らかに、ミッテラント本土においてハルモンディア皇国に劣れつ勢せいを強しいられている。帝国はいま、ミッテラント戦線で皇国を相手に戦い、多島海戦線で我が軍を相手に二正面作戦を強いられている、非常に苦しい状況です。この戦争を継続したなら、帝国に勝てるのではないか。そんな気分が、我が軍に満ちつつある。つまり……」


    　クーデターの必要があるのか。


    　この革命は、本当に為されねばならないのか。


    　かき消えた局長の言葉の末尾は、かぐらにも一同にもはっきりと聞こえた。


    「だからこそ」


    　かぐらは言葉に力を込める。


    「いまやらねばならないのです。一年前であれば、こちらから休戦を申し出ても帝国は一いつ顧こだにしなかったでしょう。我が国を焦しよう土どとするまで戦争をやめなかったはず。ですが現在であれば、こちらから手を差し伸べれば帝国は必ず握り返します。帝国軍にとって、秋あき津つ大陸に上陸した百七十万将兵を無事に撤兵させ、ミッテラント本土奪だつ還かんに差しむけることが目下の急務。一刻も早く多島海戦線を切り上げたいのは、帝国です」


    　別の将校が語気を強め、かぐらに反論する。


    「勝てる戦いくさをわざわざ休戦に持ち込んで、帝国との戦いで死んでいった同どう朋ほうたちに顔向けができるのか。この戦いをつづけ、秋津大陸に上陸した帝国兵を皆殺しにしてこそ、英霊たちの挺てい身しんが報むくわれるというもの」


    　傍かたわらの行政官も頷うなずいて、


    「ここまで耐えたからこそ時流が我々に傾いたというのに、せっかくの勝機を捨て、死にかけの敵に救いの手を差し伸べる意味があるのか、疑問です」


    　その言葉に、居合わせた数名が頷いた。


    「下士官や兵が納得するでしょうか。戦死した同僚のためにも帝軍に勝ちたいと、彼らは今日きようまで必死にがんばってきた。その努力が報われようとしているいま、なぜ、こちらから引き下がる必要があるのか。彼らが賛同するとは思えませんが」


    　もっともな言葉ではある。


    　今日まで兵たちが戦いをつづけてきたのも、この戦いを勝利で終えて、帝国から領土と多大な賠ばい償しよう金きんをせしめ、豊かになるためだ。ハルモンディア皇国参戦という天てん佑ゆうを得て、その目標が不可能ではなくなったいま、いきなり休戦を知らせて納得してくれるか疑わしい。


    　──だが。


    　かぐらは拳こぶしを握り込む。いま反対派が言った内容はもちろん、ここに来るまでに何度も何度も考えた。熟じゆく慮りよは尽くしたけれど、いまや自分が為なすべき道は明白だった。


    　返す言葉は、自分でも不思議なほど静けさを帯びていた。


    「英霊に報むくいたいなら。死者を思うなら。なおのこと、一刻も早く、この意味のない戦いを終わらせるべきでは」


    　人類史史上最大級の愚おろかしさをこれ以上継続することに、いったいなんの意味があるというのか。


    「国を思い、家族を思い、いま生きるものを思うなら、いますぐにでも、我々は銃じゆうを下ろすべきでは」


    　かぐらの脳のう裏りに、箕み鄕さと空くう襲しゆうの翌日の光景が蘇よみがえる。火ぶくれした無む惨ざんな死体。川を流れる幾千の亡なき骸がら。機き銃じゆう掃そう射しやで妹を殺された少年の、悲しい敬礼。


    　無差別爆ばく撃げきにさらされ、木炭のようになった親子の亡骸が。死んだ母親の傍かたわらに、じっとうずくまる少女のすがたが。死んだ我が子を背負って、廃はい墟きよを彷徨さまよい歩く母親のすがたが。


    　親を失い、家を失い、食べるものもなく、希望を失った子どもたちの瞳ひとみが、かぐらを突き動かす。


    「未来を思うなら。子どもたちを思うなら。我々は銃を置くために、あらゆる方策を尽くすべきでは」


    　いまこの時代に、戦う意味があるとすれば。


    「我が国だけではなく、セントヴォルト帝国もハイデラバード群島もすべて含めて。いまを生きるすべてのもののために。これから未来を背負うすべてのもののために」


    　ひとかけらの希望のために。


    「いま、ここで、戦いを収めたい。それが、わたしの願いのすべてです」


    　静まり返った一座を、かぐらは見渡す。言葉はずっと静けさを保ったままだが、そのむこうにある魂たましいからの祈りが、一同へ染みわたっていく。


    「この命を捧ささげる意味です」


    　眼まな差ざしに力を込めて、真実の思いを伝えた。


    　しわぶきひとつ、ない。


    　誰も、口をひらけない。


    　いまこの国にのしかかっている事態はあまりに重すぎ、進むべき未来への道はあまりに険けわしい。


    　沈黙を破ったのは、草くさ薙なぎ航空隊司令官、扇おうぎガ谷や晴はる彦ひこ大たい佐さの鷹おう揚ような声だった。


    「帝国も苦しいだろうが、こっちだってもう戦力は使い果たして、国庫も食糧の備蓄もすっからかん、統合艦隊もただのガラクタ。決戦して帝軍に勝てたって、そのあとウラノスが出てきたら太た刀ち打うちできねえ。ウラノスとしては、多島海戦線で帝軍と皇王軍が勝手に戦力を削り合ってる現状は、ありがたくてたまらねえわな。ぜひとも限界まで殺し合って、お互いからからに干ひからびてもらえると助かるだろうよ。あとは精根尽き果てた勝者のとこに歩み寄って、一発殴ればウラノスの勝ちだ。おれはここで止めるのに賛成だね。潮時だよ。休戦のタイミングは、いましかない」


    　一同は互いに顔を見合わせてから、再び大きく頷うなずき、決意を込めた表情をかぐらへ送る。


    「……わたしも休戦に賛同します。久く遠おん寺じ内閣は亡ぼう国こく政府です。民を道連れに滅ほろびることしか頭にない。狂信者を排除するには、武力にすがるしかありません」


    「いま我々が恐れるべきはウラノスでしょう。地上国家が互いに争っていては、やつらの思うツボ。帝国と矛ほこを収め、天地領りよう有ゆうに抗することこそ我らの進むべき道と信じます」


    「むしろここで休戦し、帝国とウラノスを争わせることが、我が国に利するともいえましょう。帝軍がミッテラント戦線にかかりきりになる間、こちらは態勢を立て直すことができる」


    　口々に賛同が寄せられる。揺らいでいた雰ふん囲い気きは、かぐらと扇おうぎガ谷やの意見によって一気に休戦へ傾いた。かぐらは扇ガ谷に微笑ほほえみを返す。帝都箕み鄕さとを守る草くさ薙なぎ航空隊がクーデターに味方してくれることが、とても頼もしい。


    「……では、ここにいる全員、決起に賛同ということで……よろしいですか？」


    　かぐらの念押しに、一座は覚悟を決めた表情で応を返した。


    　もう戻れない道へ、かぐらは足を踏み入れていた。


    　あとはもう迷うことなく、突き進むのみ。


    　久遠寺内閣を破壊する道を。


    　修しゆ羅らの道を。


    「……では、作戦計画の草案をご覧に入れます。叩たたき台ですので僭せん越えつながら、こちらでみなさまの部隊に役割を振り分けました。各隊、任務に向き不向きもありましょうから、どうか忌き憚たんないご意見をお願いいたします」


    　かぐらは信頼のおける神しん明めい隊たい隊員と共に練ってきた、クーデター当日における各隊の目的と行動についての草案を開かい陳ちんした。居合わせたみなが膝ひざを乗り出して、長巻物に墨すみで書かれた行動計画を確認、精査、吟ぎん味みする。


    　議論は紛ふん糾きゆうした。


    　ここにいる各人が軍事・行政・通信広報のエキスパートである。それぞれの得意分野からの視点を持ち寄って、いかにして迅じん速そくかつ確実に、箕鄕制圧から京きよう凪なぎ離宮の強きよう襲しゆう、軍上層部の身柄拘こう束そくと御ぎよ璽じの奪だつ取しゆ、譲じよう位いの詔しよう書しよ宣せん布ぷから即位大たい礼れいまでをこなしていくか、計画を練り直していく。


    　はじめにあった草案は原形を留とどめないほど解体されて、より確実で洗練された計画へと生まれ変わっていく。各方面の専門家たちが真剣さと情熱を以もつてアイディアを出し合うのだから、当然のように衝しよう突とつするし、その結果、より研けん磨まされた方策が案出される。口こう角かく泡あわを飛ばして議論をつづけ、空が白みはじめてもなお計画はまとまらず、一睡もせず、朝食もとらず、翌日の昼過ぎまでかかって細部を詰めていった。


    　畳の上に横たわった数名の同志たちの鼾いびきを聞きながら、かぐらは作戦計画に何度も何度も推すい敲こうを加え、寝ている同志を揺り起こして意見を求めた。


    　わずかな抜け落ちも、各隊間の連絡の齟そ齬ごも、あってはならなかった。失敗したならここにいる全員が刑死することはもちろん、何百万という両軍兵士たちの命が無む下げに失われ、市民たちが殺されて家が焼かれ、子どもたちは飢える。


    　未来が、閉ざされる。


    　──皇王軍の兵も、帝国軍の兵も、罪のない市民たちも。


    　──これ以上、もう誰も、死なせない。


    　かぐらは畳にあぐらをかいて、計画書の細部の細部まで見つめ直す。机に突っ伏したり並べた座布団に横おう臥がして眠る同志たちを小こ脇わきに置いて、神経をそばだてて精密に点検する。


    　──絶対に成功させる。


    　──世界を、変える。


    　やがて来るクーデターの青写真を脳のう裏りに描えがき、あらゆる不測の事態に対処できるよう対策を求めつづけた。


    　ただ、いくら作戦計画を万全のものにしようと、消すことのできない懸け念ねんがひとつ。


    　慧え剣けん近衛このえ師団長、大だい威い徳とく親しん王のう。


    　親王は今回の決起にあたり、あくまで無関係な立場でいてもらわねばならない。


    　けがれひとつない、純潔の皇王として即位してもらわねば意味がないのだ。


    　しかしあの優しすぎる青年は、ともすると、配下が泥をかぶることを潔いさぎよしとせず、土ど壇たん場ばでこちらが想定していなかった行動に出ることもありうる。最悪、配下の犯した国家反逆罪を、自分も背負おうとなさりかねない。


    　それは、困る。


    　親王には是が非でも、部下を見殺しにしてほしい。刑死したかぐらの亡なき骸がらを無む銘めい墓地に蹴けり落とし、素知らぬ顔で玉座に君くん臨りんしつづけてもらわねば、クーデターの意味がない。


    　いまのままでは、親王は絶対に、かぐらを見捨てない。


    　幼おさないころから共に剣の研けん鑽さんを積んだ「親友」が浴びる泥水を、あの優しい青年は共に浴びようとするだろう。だが国賊として歴史に名を留とどめるのはかぐらだけでなくてはならず、親王は偉大な中ちゆう興こうの祖として末永く讃たたえられなければ、今回の決起そのものの意義が失われる。


    　その事態を回避するために。


    　──直じか談だん判ぱん、すべきだ。


    　──わたしの存在を、親しん王のうの内から消し去るために。


    　かぐらは、唯ゆい一いつの懸け念ねんを払ふつ拭しよくするために、そう決意した。


    



    



    　箕み鄕さとを見よう。


    　執務室でかぐらの訴えを聞き終えた大だい威い徳とく親王は、そう促うながして椅い子すから腰を上げた。


    　侍じ従じゆうも連れることなく、かぐらとふたりきりで、子どものころから通い慣れたお気に入りの物もの見み櫓やぐらへと上る。


    　地上から約二十メートル。櫓の屋上からは焼け落ちた帝都と、見事な夕焼けが見晴らせた。深い奥行きをもって重なった雲が竈かまどみたいに、太陽を炉ろ口こうにくわえこんでいた。陽光は雲の襞ひだに絡まり、切り刻まれて、黄金の矢束となって天頂目がけて駆かけ上がっていく。炉口から離れたところにある雲は紫むらさきや薄うす桃もも色や茜あかね色など思い思いの彩いろどりをまとい、かぐらと親王の頭上に淡くたなびいていた。


    　近衛このえ師団の軍服を身につけた親王は七月の夕映えに包まれる箕鄕の街を愛いとおしそうに見渡して、後ろに控えたかぐらを振りむきもせずに言った。


    「子どものころ、わたしがそなたを信じたのは、そなたは決して、わたしに勝ちを譲ゆずらなかったからだ」


    　かぐらは黙って、親王の背を見ていた。またお[image: ]やせになった、と思う。


    「剣術修しゆ行ぎようの練習相手はみな、わたしの身分を鑑かんがみて、わざと負けていた。手を抜いたことにわたしが気づかないとでも思っているのか、口々に褒ほめそやすばかりだった。それで上達するわけがない。……そなただけが、ムキになってわたしに突っかかってきた。わたしにむかって本気で打ちかかってきた。だからこそ、そなたをわたしの近くに置いたのだ」


    　夏の夜の匂においを孕はらんだ風が、ふたりの間をそよぎ抜けていった。ぬるくて、湿った草の匂いがして、かすかに虫の音を含んだ、どこか懐なつかしい風。


    「そなたはわたしの身分など気にも留とめていなかった。同じ剣の道を歩むものとしてわたしに接していた。そなたがそうしてくれたことで、わたしがどれほど救われたか、わかるか」


    　なにか言葉を返そうとしたが、喉のどにつかえて出てこなかった。


    　こみあげてくる感情が、冷静な言葉を遮ってしまいそうで怖かった。


    　だからかぐらは無言で突っ立ったまま、若木みたいに細くなった親王の背中を見ていた。


    　侍従の話では第二次多島海戦争がはじまって以来、親王は庶民と同じような食事しかとっておられないという。魚肉や畜肉を出せば侍従を咎とがめ、芋いもや雑ぞう炊すい、野菜の切れ端などしか口になさらないそうだ。贅ぜい沢たくを厳に慎つつしみ、苦しみを強しいられた国民の窮きゆう状じようを我が身に刻んで、親王はこの戦争を終わらせる道を模も索さくしつづけている。そんな優しい親王を心から敬愛するからこそ、かぐらも、神しん明めい隊たいも、近衛師団の将兵たちも、クーデターを決意したのだ。


    　そして、その優しさを知っているから──こうして残酷な願いを送り届けねばならない。


    　わたしを国賊として見捨て、あなたひとりが英雄になってくれ、と。


    　今回の決起で血と汗と涙を流し、命を落とすであろう同志たちを「国賊」と弾だん劾がいしたのち、あなたは素知らぬ顔で玉座に腰を下ろしてくれ、と。


    　親しん王のうにとって、これ以上残酷な願いはないだろう。


    「わたしは、この国の民に仕つかえるものぞ」


    　こちらを見ることなく、親王は箕み鄕さとの夕景にむかってそう言った。


    　感情を抑えようとしているが、親王の憤ふん激げきは言葉の狭はざ間まに明らかだった。きっとずっとかぐらに背をむけているのは、表情から怒りを消すことができないからかもしれない。


    「私しを滅めつし、魂たましいまで民に捧ささげ、悠久の平安を祈るからこそ、わたしはこの国の王族なのだ」


    　親王の声は、ずっと静せい謐ひつだ。しかしその響きの端々に、慧え剣けん皇こう家けの誇りを傷つけられた怒りが横おう溢いつしている。


    　慧剣皇家を一千年以上も守護してきた「闇やみの名門」紫むらさき家けの血を継ぐかぐらは、もちろん誰よりも皇家の人々の胸のうちを存じているつもりだ。


    　なんの因いん果がか慧剣皇家に生まれてしまったがゆえに、個人としての喜びをすべて捨て去り、自由もなく、生涯のすべてを民に捧げた尊とうとい一族。その天てん命めいを受け入れる過程で、きっと余人には想像もできない葛かつ藤とうや煩はん悶もんがあっただろうに、人間として当たり前な苦しみや悲しみをおくびにも出さず、慧剣皇家の人々は今日きようも静かに、民の平へい穏おんを願って祈りつづけている。


    　親王の細すぎる背中は、怒りを通りこして、泣いているように見えた。


    　覚悟を決めた言葉が、箕鄕へむかって紡つむがれる。


    「誰も見捨てぬ」


    　きっと、そうおっしゃるだろうと思っていた。


    「誰ひとり、無む下げに死なせぬ」


    　誰よりも、お優しいあなただから。


    「そなたも、汚さぬ。死なせぬ。これだけ民に塗と炭たんの苦しみを舐なめさせ、このうえ近しいものを国賊として刑死させるなど、王族どうこう以前の話だ」


    　震えた語尾の源泉は、怒りだろうか、悲しみだろうか。赤みを増していく空を、夏の雲がかたちを変えながら流れすぎていく。


    「そなたはわたしに、獣けものに堕だせ、というのか」


    　親王はゆっくりと、かぐらを振り返った。


    　見たこともないほど、強こわばり引き攣つった「幼おさななじみ」の表情だった。


    　かぐらは、心のうちの涙をひた隠しに隠した。たかが一いつ介かいの護衛にむかって、これだけの言葉を投げてくれる皇子がいるだろうか。できるなら、この場に平へい伏ふくして過分な言葉に打ち震えながら涙を流し、感謝の言葉を送り返したい。それができたらどんなに楽だろう。


    　けれどいまこの状況では、こちらの感情を悟られてしまえば、同志と積み上げてきたすべてが水すい泡ほうに帰きしてしまう。


    　だから、親しん王のうの真心を──笑って受け流さねばならない。


    　心しん胆たんを整えてから、微笑ほほえみを浮かべ、用意していた返事を届ける。


    「はい。殿下には、獣けものとなっていただきます」


    　心中を悟られないよう、できるだけ軽やかな言葉で。


    「私しを滅めつしたとおっしゃるならば、獣にもなれましょう」


    　あなたが民のために流した涙を、知っているから。


    「こたびの壮そう挙きよ、天空から眺めたならばきっと、わたしは国のために身を捧ささげた救国の聖人であり、殿下は臣しん下かを見捨てた大だい罪ざい人にんであります」


    　それほどお[image: ]やせになるまで、民と同じ苦しみを味わおうとされるあなただから。


    　わたしの命を、託すのです。


    「勝ちを譲ゆずるつもりはありません。殿下には、貧乏くじを引いていただきます」


    　いまを生きる、数十万、数百万の命のために。


    　豊ほう穣じようの未来のために。


    「殿下がいつかこの世の務めを終え、天上へ参られた際に、お詫わびをいたしましょう。どうかその日まで、艱かん難なんに耐えていただくようお願いするのです」


    　涼やかに、凜りんと。


    　かぐらは笑え顔がおをたたえる。


    「地上の務めは見返りもなく苦しいですが、いつか天へ還かえる日、肩の荷は下りましょう。雲の上では身分の区別もありませぬ」


    　できるだけ冗談めかして。夏の風のように飄ひよう々ひようと。いまにも両目からあふれそうな涙を、決して悟られることのないように。


    「無限の空で、また剣を交わしましょう。殿下の恨みつらみはすべて、我が剣で受けきってみせます。そのとき存分に、わたしへの怒りを発散なさればよろしい」


    　あなた以外に、この戦争を終わらせ、民に平へい穏おんをもたらせるかたはいないから。


    　どうかわたしを見捨て、無む銘めい墓地へ蹴け落おとしてください。


    　一輪の花も、手た向むけないでください。


    「たとえ貧乏くじを引こうとも、民のために無む我がの道を行くのが殿下の天てん命めい。殿下は必ず、その務めを全まつとうされると信じております」


    　あなたは優しすぎるほどお優しいから、きっと。


    　身勝手すぎるわたしの願いも、聞き遂げてくださると信じるのです。

  


  
    



    　十二．


    



    　王都プレアデスが大きく傾き、視界から消えた。


    　世界が、夏空に埋もれる。


    　あぁ、とため息がひとつ、ミオ・セイラの口から漏もれた。


    　飛ぶのはいつ以来だろう。プレアデスへ連れてこられてからずっと、飛空機で空を飛んでいなかったから、約三年ぶりか。エアハント士官学校にいたころは当たり前のように飛んでいた空が、ともすれば視界がにじんでしまうほど懐なつかしく愛いとおしい。


    



    　帝紀一三五一年、七月、ウラノス王都プレアデス──。


    



    「エリアドールの七人」と呼ばれた仲間たちを裏切り、炎上するエアハント島をあとに残してウラノス飛空艇で立ち去ってから、もう三年が経たった。時間と共に薄れていくだろうと思っていた痛みは、いまもなお、心の内側にくすぶっている。なにかの拍子に火がついたなら、たちまちミオの内面を焼き払うだろう。


    　耳をつんざくローター音が、機体の両翼から届く。陸上にも水上にも垂直離着陸可能なこの最新鋭飛空艇がユリシス宮殿に配備されたのが三日前。宮殿衛士隊やプレアデス航空隊の横やりをウルシラ伯はく爵しやく夫人が見事にいなし、ウラノス女王ニナ・ヴィエント専用機として登録が為なされ、本日晴れて試験飛行とあいなった。


    「美しい……ですね」


    　ミオの感かん慨がいと似たものを、機体前方、副操縦士席に身体からだを固定したニナが呟つぶやく。ニナもかつて、空飛ぶ島イスラで飛空士を目指していたから、こうして空を飛ぶのは好きなはずだ。操縦桿かんを握るライナ・ベックがへらへらしながら答える。


    「ニナさまのほうが全っ然、お美しいッスよー」


    「あ……はは……」


    「このままずっとニナさまとデートできたら最高ッスねー」


    　返答に窮きゆうするニナの代わりに、操縦席のすぐ後方、航法士席に座っていたミオが身を乗り出してライナの後頭部をひっぱたく。


    「いてーよ。なんだよ嫉しつ妬とかよ」


    「誰が誰に対してよ。ニナさま、申し訳ありません、このひと、バカなんです。口の利き方とか、知らなくて……」


    　謝ると、ニナはくすくす笑った。ニナが正装のときは、女王として敬語で会話する。一日の務めが終わり、銀の付け毛を外して大おお仰ぎような衣装を脱いだなら、ミオの友達、クレア・クルスとして接する。それがミオが決めたルールなのだが、ライナは平気で女王ニナ・ヴィエントに対してぞんざいな接し方をする。けれどニナは咎とがめることもなく、少し笑いを残したまま、


    「仲良しですね、おふたりは」


    「そんなことないですけど。でも本当に、放っておくと勝手なことばっかりやっちゃうから……。あの絵の件も……」


    　ミオは機体の左右側面を順に指さして、口をへの字に曲げる。


    　ニナは笑みを消さない。


    「ノーズアートは、わたしからお願いしたいくらいでした。遠くからでもこの機体がわかるって、便利ですし、わたしは気に入っています」


    「ですけど……なんでよりによって『ハチドリ』の絵にしなきゃいけないんですかねー……。ニナさまの専用機なのに」


    　いやみたらしく、ライナへ横目を送る。いま言ったように、ニナ専用機の左右側面には現在ライナが自みずから絵筆を執とった「ハチドリ」のイラストが描えがかれている。その名の由来となった蜂はちに似た翼と、鮮あざやかな青と緑の光沢をもつ毛並み、短すぎる足と長すぎるクチバシ。意外にもライナには絵心があって、ミオも驚くほど立派なノーズアートではあるのだが、しかしわざわざニナの専用機にそれを描くこともないと思うのだが。


    「役に立つんだって。いつか絶対。保証する」


    　ライナは前方の空を見つめながら、相変わらず軽薄な調子を崩さない。ミオは両腕を胸の前で組んで、士官学校の教授のごとく、


    「根こん拠きよを述べよ」


    「おれの勘」


    「最低。ていうか、あんたの旦ハチ那ドリは怒らないの？　あんなの勝手に描いて」


    「んー？　イヤそうにしてたけど、特に。最近なんか調子悪いっぽい」


    「……調子とかあるんだ、あのひと」


    　いつもなら、そんなものをライナが描こうとしたなら意識の座を乗っ取って強制的にやめさせるはずだが、そうしなかったらしい。なにか彼なりの思惑でもあるのだろうか。


    　しかし考えてみても、ハチドリのことは、いつもわからない。


    　意地悪で、厳しくて、ミオのことを人間扱いさえしないのに、半年前、ニナを守って負傷した際、ハチドリは悪あつ鬼きの表情で敵を蹴け散ちらし、死線をさまようミオを励まして、輸血までしてくれた。本当はいいひとなのかな……と思ったが、優しかったのはあのときだけで、ミオが元気になってからは相変わらず非人間的な扱いで非人間的な課題を課してくる。


    　鼻から息を抜いて、ミオは座席に腰を戻し、窓の外を注視する。眼下は、陸地だ。これまで地道に積み重ねた天測データによると、ここはミッテラント大陸中央部、セントヴォルト帝国領のはず……。


    　場所がわかる目印はないだろうかと陸を見回したそのとき、通信機が鳴った。


    『それ以上、プレアデスから離れないでいただきたい。安全を保障できかねます』


    　目を空へ移すと、護衛するプレアデス航空隊の戦闘機の搭乗席から、飛空士が厳しい眼まな差ざしを送ってきていた。周囲を舞い飛ぶ十数機のウラノス戦闘機を見回して、ライナがやや、不機嫌そうな顔になる。


    「どう見たって安全だけどな。おれらが逃げるとでも思ってんのかね」


    「勝手に行動するな、ってことでしょ。デミストリにとっては、ニナさまが自由に空を飛ぶようになると困るだろうから……」


    　プレアデスを中心とした半径三十キロメートル圏外には出ないこと。こうして遊覧飛行に出るにあたり、それがプレアデス航空隊司令官からの厳命だった。その外に出たならいざというとき迎げい撃げき戦闘機が間に合わず、女王の安全が保障できない……という建前だが、実際はニナが自由に行動することを嫌うデミストリかイラストリアリ教きよう皇こうの差し金だろう。あちこちに間かん者じやや盗聴装置を忍ばせた天宮（ユリシス宮殿におけるニナの居住空間）にじっとしていてくれたら行動が把握できるが、空に飛び立たれてしまうとそうはいかない。籠かごの鳥を空に放つことは避けたかったはずが、戴たい冠かん以来一年半、毎日継続してきたニナの努力はいつのまにかウラノス宮廷に本物の支持者を取り付けており、ニナの要求を拒否しつづけることは以前に比べて格段に難しくなっていた。女王専用飛空艇の配備は、宮廷におけるニナの影響力が日増しに拡大していることの証しよう左さともいえる。


    「プレアデス内を行き来するのもこれでずいぶん快適で安全になりますし。今日きようはこれでおとなしく帰りましょう」


    　ニナに促うながされ、ミオは通信機を通じて直ちよく掩えん隊長に了承を返すと、女王専用機は機首をプレアデスへ戻してローターを立てた。


    　王都プレアデスの巨大なありようが風防の前面に膨ふくれあがっていく。


    　地表面で暮らしているとわからないが、高度二千メートルを飛ひ翔しようするこの巨大な空飛ぶ島の全体像を空から眺めるにつれ、畏い怖ふとも恐怖ともつかぬ感情が湧わいてくる。「天地領りよう有ゆう」というウラノスの巨大すぎるテーゼも、プレアデスの威い容ようを見下ろしていると不可能ではないように思えてしまう。周辺空域に護衛の飛空戦艦と巡空艦を三十隻せき近く侍はべらせ、さらにいざとなれば地表面からは一千機以上の迎撃戦闘機が飛び立って敵を寄せ付けない。これだけの戦力に守られた不沈空母を攻略できる戦力は、もはやセントヴォルト帝国にもハイデラバード群島にも秋あき津つ連邦にも残されてはいないだろう……。


    



    



    　飛空艇が着陸したのは、ユリシス宮殿屋上のヘリポートだった。ローターを寝かせ、ライナは慎重に浮揚ホバリングして、降着装置を敷石に擦すりつけた。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを張り付けたイグナシオも尾部銃じゆう座ざからのっそり出てきて、主従四人は連れだって屋内へ戻る。


    　コの字形や口の字形の翼よく屋やが幾重にも連なった巨大すぎる宮殿内は、芸術的な見た目を優先してのことなのか、それとも侵入してきた敵兵対策か、部屋の大きさは一定ではなく、天井の高さが均一でない廊下や意図の見えない床ゆかの高低差が建物内のそこかしこにあり、十分も歩いたならば大抵のものは元いた場所に戻ることができない。ミオはほとんど天宮から出ることがないので、ひとりで放り出されたら確実に遭そう難なんする自信がある。頼みの綱は、いつも暇があると宮殿内を散策して見取り図の制作にいそしんでいるイグナシオだった。


    　前衛芸術家が悪意を以もつて設計したとしか思えない屋内を、一切迷いのない足取りで堂々と歩き抜ける。ここへ引っ越してきてから一年半、新米執事イグナシオは「このふざけた宮殿のどこになにがあるのか完全に把握する必要がある」と力説し、何度も何度も探索の旅に旅立ち、そのたびごとに道に迷った。夕食に間に合わないことは日常茶さ飯はん事じであり、翌朝まで屋内をさまよい歩いたこともある。からかう従者仲間に「いつか必ず役に立つ」と言い返し、笑い話のタネにされながらがんばりつづけた努力が実って、現在、宮殿内の道案内役として重ちよう宝ほうがられている。


    「なにをきょろきょろしている。ちんたらするな、さっさと歩け」


    　最後尾で経路確認にいそしむライナを[image: ]しつ責せきしながら、イグナシオはどことなく勝ち誇った表情で先頭を務める。けっ、と吐き捨て、ライナはそれでも目印になる目標物を視界に収めながら気に入らなそうについてくる。イグナシオほど屋内探索に時間の取れないライナ──その内面から現在のすべてを観察しているハチドリ──にとって、屋上から天宮へとつづく経路を確認しておくことはきっととても大事なのだろう。


    「これは陛下、新しい乗り物はお気に召しましたか」


    「本日も見み目め麗うるわしゅう。陛下の美しさの前には星さえも色を失いますわ」


    「先日はお見舞いをいただき感謝感激であります。おかげさまで愚ぐ息そくも無事に退院いたしまして、陛下にお礼を述べねばならぬと張り切っております」


    　竜りゆうの間、と呼ばれる長く天井の高い大廊下は、ユリシス宮殿に住まう大貴族たち──すなわち元げん老ろう院いん議員の大通りともいえる場所だ。すれ違う貴族高官たちはニナのすがたを見かけると、口々に挨あい拶さつやお世辞や感謝の言葉を投げかける。ここに来たばかりのころはどことなく冷たく観察するような態度が目立った彼らだが、時間が経たつにつれてニナに対し本当の親しみのこもった言葉をかけるものが増えてきた。ゆっくりと少しずつ、ウラノスの権力中ちゆう枢すうにおけるニナの存在が重みを増していることがミオにも実感できる。


    　──がんばってきたものね、ニナさま……。


    　女王として戴たい冠かんしてから一年半、ニナが積み上げてきた努力を一番近くから見守ってきたから、ミオは涙が出るほど貴族たちの態度の変化がうれしい。毎日、朝早くから夜遅くまで、一千人以上の貴族たちと挨拶を交わすだけの日々。果てることなく手のひらにキスされ傅かしずかれ挨拶を聞かされて、陰では彼らの噂うわさ話ばなしの中心として一いつ挙きよ手しゆ一いつ頭とう足そくを観察されつづけてきた。


    　ニナの朝食と昼食は、常に百人以上の貴族の面前で行おこなわれる。ニナの左右には地上国家から貢こう納のうされた食材が山と積まれ、給仕たちがその場で取り分けてニナに供する。まるきり観客の前の舞台役者のごとく、ニナは貴族の注視を受けながら食べ物を口に運ぶのだ。そして食事が終わったならその貴族たちひとりひとりと引いん見けん、挨あい拶さつ。午後の行事の始まりと終わりにまた数百人の貴族と引見。夕食の始まりと終わりにも百人の大貴族と引見。常人ならば心を変調させてもおかしくない監視生活に、ニナは耐えるだけでなく、こちらから貴族たちひとりひとりに働きかけていった。


    　女王から直じき々じきに、家庭の事情や所領の様子について言葉をかけられるのは貴族たちにとって大変な名誉だ。それだけでほかの競合貴族と差をつけられるとあって、引見のたびに彼らは女王へ自みずからの境遇をアピールする。ニナは千人以上いる貴族たちひとりひとりの顔と名前とその周辺事情を記憶して、日によって異なる言葉で彼らをねぎらったり、家族の様子を尋ねたり、子息の学業の成果を褒ほめたりした。


    　これが、効いた。


    　貴族は権けん益えきによってのみ動く、と考えられがちだが、実態は自尊心や家名、名誉との兼ね合いである。女王自らが彼らの家名を讃たたえ、家族と所領の安あん泰たいを願っていることは、彼らに大きな安心と満足を与えていた。ニナに味方することが、自分の名前と所領と家族を守ることにつながるとわかったなら、彼らは率そつ先せんして玉虫色の態度にニナの色を混ぜ込む。ひとつひとつの引見が終わるごとに、ニナの色が貴族たちに、つまり元げん老ろう院いんに染み込んでいく──。


    「ただいま戻りました。専用機は問題なく、試験飛行を終えました」


    　住み慣れた天宮へ戻り、ミオは召し使い用の食堂で、侍じ従じゆう長ちようウルシラ伯はく爵しやく夫人に報告した。


    　ニナがここまで政治的影響力を増すことができたのは、ウルシラによる助言が大きい。かつて宮廷生活で辛しん酸さんを舐なめさせられたこの老婦人は、実に抜け目なく繊せん細さいな差さ配はいで宮殿内に絡まり合った蔦つたを解きほぐしていた。


    「ご苦労さまでした。ライナ、ハチドリと代わりなさい」


    　冷たい声で命じると、ライナは肩をすくめて目を閉じた。一瞬にして殺気が室内にみなぎり鋭するどすぎるハチドリの眼光がウルシラを射い貫ぬく。


    「元老院議員に関する調査報告を拝見しました。二、三、確認したい事項があります」


    　ウルシラは慣れた様子でテーブルに記録ノートを置く。ハチドリが行っている、極秘の調査報告だ。ハチドリは黙ってウルシラの横に腰を下ろし、ウルシラの質問に短く答える。内容は些さ末まつで煩はん雑ざつすぎてミオにはちんぷんかんぷんだが、ユリシス宮殿に住まう大貴族の背後関係や事業の実態、過去の業績などなどのようだ。


    「なんや細かいことばっか言うてんなあ。お肌はだつるつるになるわあ。ミオ、あんたも勉強の時間やで。さっさと来ぃや」


    　テーブルの隅から、同じく従者仲間のキリアイがやる気のなさそうな声をかけてくる。


    「はーい……」


    　渋々、ミオもキリアイの隣に腰を下ろして、ゼノンから命じられた諜ちよう報ほう術じゆつを勉強する。今日きようの課題は記憶術。見たものを瞬時にして記憶する技術だ。スパイにとっては必須科目らしく、取得せねばゼノンから嫌がらせされる。


    「ほい、これやってみ」


    　キリアイが、どこかの地上国家の組織図をテーブルに広げた。微細な文字で三十近い役所の名前がツリー式に書き込まれている。


    　ミオは神経を集中させて、組織図を二秒見つめる。


    「終わり。ほれ、書きや」


    　キリアイが組織図をひっくり返し、代わりに小さな手帳を渡す。ミオはいま記憶した図を手帳に書き写す。名前を暗記するのではなく、映像として記憶して呼び戻すのがコツだ。この訓練をはじめてから五か月と少し経たち、だいぶ上達してきた。


    「終わりー。答え合わせしよか」


    　キリアイは隠した組織図を再びテーブルに戻し、ミオの書いたものと比べる。


    「……正解や」


    　やや悔くやしそうにキリアイは呟つぶやいて、ミオに目を送る。


    「練習したん？　習得すんの、早ない？」


    　ミオは少し勝ち誇った顔で、


    「別にー。五か月あればこのくらいできるよ」


    　本当は、いつもキリアイに苛いじめられて悔しいため、陰でこっそり練習を繰り返していたのだが言わなかった。ゼノンが育て上げた八名のＳ級工作員パトリオテイスのひとり、ハチドリでさえ一いち目もく置く毒のスペシャリストは瞳ひとみをくるりと回して見せて、


    「優秀な生徒さんで手間省けてうれしいわあ。記憶術は終わりってことで、次は潜入術やりましょか」


    　イヤミな口く調ちようで次の教科を告げ知らせ、椅い子すから腰を上げる。


    　半年前、ニナをかばってミオが負傷して以来、ハチドリと共に重ねてきた戦闘訓練は内容が穏やかになり、代わりに、キリアイも先生に加えて座学中心の授業を受けることになった。ハチドリに負けず劣おとらず性格の悪いキリアイのおかげで反はん骨こつ心しんをかきたてられ、ミオは非常に速いペースで工作員に必要な技術を体得している。潜入術はその名のとおり、おのれの気配を消してさまざまの施設内へ潜入し、重要な機密を盗んだり目標物を破壊したりする重要技術だ。ハチドリと一緒に訓練をこなしてきたのでミオもそこそこ身につけてきており、最近はそのスリルが少々気に入ってきていて、訓練そのものを楽しんでいたりする。少しだけわくわくしながら、キリアイに尋ねた。


    「今日きようはどこ？」


    「デミストリの後宮にいこか」


    　キリアイの即答だった。後宮はユリシス宮殿の後方にあり、百名近いデミストリの愛あい妾しようたちが無ぶ聊りようを慰なぐさめていると聞く。これまで潜入してきたのは、宮殿内の美術館とか宝ほう物もつ庫ことか、見つかったとしてもニナの名前を出せば言い訳が効きそうな場所だった。しかしデミストリはニナの政敵だ。万が一発見されて捕まったなら、大変な騒ぎになってしまう。ミオは思わず喉のどを鳴らした。


    「それ、でも、見つかったらシャレじゃすまないでしょう？」


    「シャレにならんことやるのがスパイです。まずは夜を待とか。あと、着替えたほうがええから。潜入先の関係者っぽい服装をするのが潜入術のポイントやね。服はもう、うちが用意したのがあるし。後宮の住人っぽい身なりしとけば、見つかってもごまかし効くからな」


    　キリアイはノリノリで、このためにわざわざ準備したらしい衣装をタンスから引っ張り出してくる。


    「まあ……。訓練だし仕方ないけど……」


    　気乗りはしないが、キリアイは先生だ。言うことに逆らうわけにもいかず、差し出された衣装を眺めてのけぞった。


    「これ、着るの？」


    「うん。あそこにいるひと、みんなそういうかっこしてんねん」


    「……マジっすか……」


    　もはや衣服と呼べるのかすら怪しい、むこうが透けて見える薄い布切れを目の前に引っ張り上げて、ミオは絶望の呻うめきを発した。


    



    



    　天宮があるのは、ユリシス宮殿の「本殿」とでもいうべき中心の主棟だ。ここを基点として幾つもの翼よく屋やが拡張工事で追加され、複雑怪奇な迷宮と化してしまったわけだが、デミストリの後宮は本殿の後方、外界とは垣根で隔へだてられた、野球場ふたつ分くらいの広さがある空間だった。入り口は正面のみで、あとは高さ二メートルほどの石垣が完全に後宮内部の様子を隠している。


    　本殿を出て、夜の中庭から後宮の石垣とそのむこうに突き出た尖せん塔とうや聖堂らしき建物を眺め、キリアイが楽しそうに言う。


    「ほら。雰ふん囲い気きだけでもうエロいやろ？」


    「なんともお返事しようがないですけど」


    「なかはもっと大変なことになっとるで。なんせ歴代王の血族で一番エロいのがデミストリいう話やからなあ。実務能力は皆かい無むやけどそっちだけは歴代王を全部まとめて二倍にした、ちゅうくらいの性欲モンスターらしい」


    「お近づきになりたくないですけど……」


    「この衣装着てれば問題ないて。うちらも妾めかけや思われるだけや」


    　ふたりはすでに、用意していた衣装を身にまとっていた。といっても胸と腰回りを隠しただけで肩や足や背中はおろか、胸骨付近までも大胆にひらき、しかも布地そのものも非常に薄くて、ミオはなんとも居心地が悪い。


    「ターゲットは？」


    「デミストリがどっかにおるらしい。見つけて、変態プレイ観賞して、帰って笑い話のネタにしよ」


    「げんなり」


    「プレイ見るまで帰らへんでー。気合い入れていきましょ」


    　とほほほ、と盛大にため息を垂れ流して、ミオは諦あきらめるしかない。しかし、どうやって潜入するつもりだろう。


    　石垣正面入り口と裏口は衛士が見張っているから入れない。出入りの業者がいればそれに紛まぎれる手もあるが、いまは夜更けだから期待できない。外に出ていた愛あい妾しようたちが戻ってきたりしたならなにくわぬ顔でうしろからついていったりできるだろうが、籠かごの中の鳥に等しい彼女らに外出の機会はそうそうないだろう。
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    「どうやって入るの？」


    「うちを誰や思うてますの」


    　キリアイは衛士の少ない裏口の風上に回ると、持っていた巾きん着ちやくから香こう炉ろを取り出し、複数の薬剤を香こう木ぼくに散らして焚たきはじめた。立ち上った紫し煙えんが風に乗り、裏口を守る衛士のところへ届く。


    「吸わんとき」


    　ミオは頷うなずいて、袖そで口ぐちで鼻と口を覆おおった。ほどなくすると衛士が訝いぶかしそうに目元を押さえ、見えないなにかを追い払おうとするかのように、顔の前で手を振りはじめた。


    「いまや」


    　キリアイとミオは足音も立てずに裏口へ近づくと、瞬まばたきを繰り返す守衛の背後をそのまますり抜け、後宮内部へ潜入した。


    　振り返ると衛士はまだ、目を腕でこすったり、寄ってくる虫を払おうと乱暴に手を左右に振るだけでふたりを咎とがめる様子はない。


    （麻ま酔すい煙や。これなら潜入に気づかれへん）


    　キリアイは得意そうに小声で言う。毒物のスペシャリスト、という話だが、薬剤全般の扱いに秀ひいでるのだろう。さすがパトリオティスの一員だけあって、いとも簡単に潜入仕事をこなしてしまう。


    　なにかの役に立つかもしれない、とミオの直感がささやいた。


    （その煙、わたしにも作れる？）


    （なんや。作りたいんか。珍しいな）


    （うん。なんか便利そう）


    （教えたってもええけど。潜入術には必要やし）


    　ミオは頷いて、邸内を観察する。


    　篝かがり火びが、後宮内部の建物を照らしていた。


    　廻かい廊ろうを周囲へ張り巡らせ、中庭と尖せん塔とうと離れの小家屋、三角屋根をもつ石造りの建物を複雑に組み合わせた中世風の城じよう塞さいだった。橙だいだい色の光に晒さらされて星空をくりぬく異い形ぎようの影は、どこか神話の怪物を思わせるまがまがしさだ。


    「あとはもう、観覧ツアーや。誰かに注意されたら、道に迷った言えばいいし。ゆっくり見て回って、デミストリの性せい癖へきを品評するでー」


    　そんなもん品評したくないです、という言葉を呑のんで、ミオはキリアイと共に後宮を探索した。


    　邸てい内ないは縦じゆう横おうに廻廊が組み合わさって、屋内で焚きしめられた香木がほのかに漂ただようなか、庭には泉石や外部から引かれた小川のせせらぎが聞こえ、ぽつりぽつり、瀟しよう洒しやな二階建て家屋が点在していた。内部には明かりが灯ともっており、時折、女性の話し声らしきものが漏もれてくる。デミストリはきっと気の向くままに建物を訪れて、住んでいる愛あい妾しようと自由な時間を過ごすのだろう。


    「あの一番奥の建物が怪しいなあ」


    　キリアイは尖せん塔とうの影のむこうの建物を指して言った。聖堂を思わせる三角屋根と、七階建てくらいの高層建築がひときわ目立つ。それになにやら三角屋根の頂上から、妖気じみたなにかがゆらゆら、星空へ濛もう気きをかけているような。


    「早く見つけて帰ろう」


    　あまり長くここにいると、なにかあまりよろしくないものが自分の肌はだから染み込んできそうに思えて、ミオはキリアイを促うながし怪しい聖堂を目指した。


    



    



    （おったおった！　やっとるやっとる！）


    　聖堂内を探索すること一時間弱。狭い廊下や階段で、時折守衛や愛妾たちとすれ違いながらなにくわぬ顔で忍び込んだ五階の大広間。キリアイがうれしそうに小声をあげて、ミオの手を引っ張り、円柱の陰に身を潜ひそめた。ミオはこわごわ、柱から顔だけ出して広間内の様子を眺める。


    　濃い薫くん煙えんの下、床ゆかに据すえ置かれた色とりどりの蠟ろう燭そくが、二十名近い妾めかけたちの露あらわな肢し体たいを八方から照らし出し、長い影絵を揺らめかせていた。虎とらや龍りゆうが描えがかれた異国の絨じゆう毯たんに枕まくらや毛織りの毛布が乱雑に投げ出され、女たちは淫いん靡びな呻うめきを発しながら、互いに抱き合ったり、異様な高い声で笑ったり、煙管キセルを口にくわえて幻げん覚かく剤ざいとおぼしいものを摂取したり。


    　ミオは怖おじ気けが止まらない。この香こう木ぼくの甘く爛ただれた香りを吸い込むだけでけがらわしい。堕だ落らくと退たい廃はいが煮こごりとなって、この暗くら闇やみの底に堆たい積せきし蠢うごめいている。


    　天井から垂れる薄いビロードの天幕に、男女の影らしきものが透けていた。


    　ミオにはそれがどういう姿勢になっているのか、よくわからなかった。四人、もしくは五人の男女が絡み合っているのだろうか。どこをどうすればそんな影絵ができあがるのか、全く理解できない。まるで人間をやめて牛馬に堕したかのような呻きとあえぎが、その複雑な影絵から漏もれ伝ってくる。


    　吐き気がした。


    　ここにいる女性たちがみじめで、かわいそうで、すぐにでも全員を解放して太陽の照りつける草原に連れていってあげたいと思った。


    （あの影がデミストリや。もうひとり、男がおるな。誰やろ）


    　キリアイがいかにも興味津しん々しんといった様子で、小声を投げてくる。ミオは帰りたくて仕方ないが、先生の指示に逆らうわけにもいかず、ビロードの天幕へと這はい忍んでいく。


    　媚び薬やくの甘く危険な香りが鼻び孔こうに届く。キリアイが使った麻ま酔すい煙と同じ要領で、吸いすぎないよう、服の袖そでで鼻と口を覆おおった。気配を悟られないよう息をひそめ、絨じゆう毯たんに寝そべった半はん裸らの女性たちの間をすり抜けて、天幕のぎりぎりのところへ這はい寄り、聞き耳を立てた。


    　どことなく、聞き覚えのある声だ。


    （……ゼノン？）


    （……らしいな）


    　デミストリと一緒にいるのは、ミオとキリアイの上司、ウラノス情報局局長ゼノン・カヴァディスらしい。全身の怖おじ気けがさらにひどくなる。かつてこの上司に与えられた屈くつ辱じよくの記憶が露あらわな肌はだに甦よみがえり、思わず床ゆかの毛布で身体からだを覆った。


    　キリアイはミオを振り返って、いかにも楽しそうに笑った。


    （大当たりや。おもろい土産みやげ話ばなしが聞けるで……）


    　そしておもむろに手を伸ばし、ミオを抱きしめて身体を密着させる。


    （ちょ……っ）


    （ほかの女どもの真ま似ねや。こうしとけばバレへん）


    　確かにここにいる妾めかけたちは互いに抱き合っているものもいるが、非常に落ち着かない。


    （もしかしたら、国家機密レベルの話が聞けるかもしれんでー）


    　一級品の情報は権力の中ちゆう枢すうから出てくる、と工作員の授業で教わった。確かにデミストリとゼノンは、ウラノスの中枢だ。思わぬ収穫があるかもしれない。


    　ふたりは抱き合った状態で慎重に天幕に片方の耳を当てると、目を閉じて眠っているふりをしながら、デミストリとゼノンの会話に神経を集中した……。


    



    



    　愛あい妾しようのひとりを思うさまいたぶりながら、ゼノンはウラノス全軍最高司令官デミストリへ情報局が収集・分類・精査した一級品の情報を報告していた。この後宮大広間がデミストリの執務室のようなもので、デミストリはほとんど常に淫いん猥わいにふけりながら片耳で業務報告を受けていた。


    　すでに気を失った今夜の玩おも具ちやに無茶苦茶な姿勢を強制しながら、デミストリはゼノンの報告に出てきた異国の執政長官の名を口にする。


    



    「ファナ・レヴァーム？」


    



    　訝いぶかしそうにそう言って、非常にふざけた体勢で玩具と取っ組み合いながら、思い出したようにけだるい言葉を発した。


    「レヴァームの執政長官だったな、確か。いまさらなにをしようというのだ」


    　ゼノンもまた、デミストリにならうようにひどい体勢になって玩具と絡まりあう。


    「我々の脅きよう威いをようやく認識したようです。この二十年近く、軍事より経済と外交を優先し、長年の因いん縁ねんがあった帝政天あまツ上かみと友好関係を築いています。軍備を捨てた分、経済発展が著いちじるしく、ファナ長官がその気になったなら数年で我が方面艦隊に匹ひつ敵てきする規模の大艦隊が就航するでしょう。議会制民主主義政体は戦争を起こしにくいですが、決意すれば数年のうちに強力な軍備を整える力があります」


    　真ま面じ目めな内容を、これ以上ないほどふざけた体勢でゼノンは述べ伝える。デミストリもまた言語に絶する卑ひ猥わいな体勢を取りながら、


    「それだけの軍備の遅れは、そう簡単に取り戻せまい。多島海を制圧したのち、こちらから出むいて踏みつぶせばよい」


    「御ぎよ意いに。すでにレヴァームと天ツ上、両軍の先せん遣けん隊たいが第二次イスラ艦隊と合流しておるようですが、いわばファナからイスラ艦隊への贈答品、小規模な部隊です。大たい勢せいに影響はありますまい」


    「連係しなければ我々に勝てないことに気づいたのであろう。手遅れだがな」


    「ちなみにファナは『西海の聖女』と呼ばれる美女だとか」


    「年は？」


    「執政に関わって二十年近いですから、それなりでしょう。年齢を経へるごとに美しくなっているともっぱらの評判」


    「ふむ。ならばレヴァームを踏みつぶしたのち、我が後宮に入れてやってもよい」


    「閣下の仰おおせのままに。多島海方面及びバレステロス方面と連係さえ取らせなければ、問題はありません。ひとつひとつの勢力を孤立させたなら、閣下の艦隊が各個撃げき破はするのに困難はありますまい」


    　デミストリは違う玩おも具ちやへ手を伸ばし、さっきまで遊んでいた玩具と連結した。悲鳴じみた叫びがまたしても天幕を震わす。


    「まずは多島海方面を我がものにしたいが。秋あき津つ大陸に上陸したセントヴォルト軍の動向は」


    「河か南なん戦線で慧え剣けん皇こう王おう軍ぐんと対たい峙じしたまま動けません。撤退を開始すればすぐさま皇王軍に追撃をかけられて全ぜん滅めつですからな。我が軍にとっては天てん佑ゆうです。百七十万人の帝国陸軍兵が撤退を完了しミッテラントに逆上陸したなら相応の損害を覚悟せねばなりませんが、現状こちらが手をくだすまでもなく、勝手に自滅してくれております」


    「下段の卑いやしい民にはお似合いの最後だな。あとは海戦で第二次イスラ艦隊とセントヴォルト帝国艦隊を撃滅したなら、ハイデラバード群島も秋津大陸も時間の問題で落ちるだろう」


    「おっしゃるとおり。あと数か月で新規多島海方面艦隊の準備が整います。一か月前にイスラ艦隊によって我が多島海方面艦隊が損害を受けましたが、カイ・アンドロス艦隊と統合させることで戦力は以前より格段に増強されております。いわば第二次多島海方面艦隊とでもいえましょうか。仮にイスラ艦隊とセントヴォルト艦隊が連係しようとも、我が多島海方面艦隊には太た刀ち打うちできますまい」


    「イスラ艦隊の動向は」


    「現在、シルヴァニア王国と協定を結び、ハイデラバード群島全体に分散して停泊しているところです。ほとんどの艦が修理を必要としておりますがドックの数が足りず、復旧を終えるのは来年になりましょう。そのころにはこちらも新多島海艦隊の準備が整いますから、勝負するにはうってつけであります」


    「来年には、多島海は我が手に落ちる。そののちバレステロス、レヴァーム方面を各個制圧したなら、数年のうちに民族の悲願は達成される」


    　天地領りよう有ゆう。


    　ウラノス二千年来の夢の実現が、もう間近に迫っている。


    「現時点において、我々の海軍力は地上国家すべての海軍力を合わせた以上のものであり、我々の空軍力は、地上のすべての空軍力のすべてを合わせた以上のものであります。つまり……戦ったならば、閣下のもとに世界が跪ひざまずきます」


    　うむ、とデミストリは満足げに頷うなずき、目下最も執着しているといってよい事柄に話題を移した。


    「それで。第二次イスラ艦隊の編成が、ニナの愛人によって為なされたというのは本当か」


    　愛人、のところに軽けい蔑べつを込める。ゼノンは玩おも具ちやの細部を点検していた手を止めて、笑みを持ち上げた。


    「真実です。おめでたい大おお馬ば鹿かものは、どこの国にもいるようで」


    　ぶふ──……。デミストリの荒い鼻息が、玩具へ吹きかけられた。いかにも面白くなさそうに、表情が歪ゆがむ。


    「あの忌いま忌ましい艦隊は、ただニナ・ヴィエントを取り返すためだけに組織されたと？」


    「もちろん出資者の思惑は異なりますが。先頭で旗を振る際に、その大馬鹿もの──旧バレステロス皇国皇太子カルエル・アルバスとニナの恋物語が活用された模様です。なにせかつての仇きゆう敵てき同士ですから、さぞかし大衆を扇せん動どうするには使い勝手がよかったことでしょう。おかげであのふざけた艦隊が就航してしまったわけです」


    「ニナは、イスラ艦隊の到着を待っているのだな？」


    「間違いなく。彼女が玉座に就ついたのも、イスラ艦隊との戦闘を避けるため」


    「ふざけおって、あの女……!!」


    　デミストリの激げき昂こうの矛ほこ先さきが玩具にむけられ、見るも無む惨ざんな肢し体たい同士が三つ絡み合って呻うめきと悲鳴が入り交じる。


    「許さん……。許さんぞ。そんなふざけた動機で、わたしから玉座を乗っ取るなどと……。歴代王の名誉にかけて思い知らせてやる……!!」


    　はじまったか。ゼノンは内心呆あきれながら、それを表に出すことなく爛ただれた快楽を片手間にこなす。


    　出るぞ、歪ゆがみに歪んだ挙あげ句くに辿たどり着いた願望が。聞くだけで嫌いや気けを催もよおす、この汚れた王子の哀れでいじましい夢の吐と露ろが。


    



    「ニナ・ヴィエント!!　貴き様さまを必ず、我が妻にしてみせる!!」


    



    　決意のこもった一声が大広間を震わせた。デミストリは自みずからの宣言で勇気を駆かり立てたらしく、目の前の玩おも具ちやへ悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでむかっていく。


    　どこがどう歪めばそういう願望を抱いだくことができるのか、ゼノンはつくづく不思議なのだがデミストリは本気だ。本気でニナ・ヴィエントを失脚させたのち、自分の妻として迎え入れようとしている。


    　──惚ほれているのか？


    　そういう疑いさえ抱いてしまう。


    　少年時代から優秀な義弟と比べられて嘲あざけられ、誰にも愛されぬまま愛欲にふけってきたこの哀れな王子は、よりによって、自らの手で処刑台へ送るべき宿敵ニナに、もしやはじめて恋をしたのではないのだろうか。あの清せい廉れんな佇たたずまいとけがれなき言げん動どうを呪のろううちに、熟成されすぎた憎ぞう悪おがなぜか恋愛感情へ裏返ってしまったのではないか。


    「そのカルエル・アルバスとかいうクソ野や郎ろうの目の前で、身も心も我が物にしてやる、ニナ・ヴィエント……!!」


    　煮えたぎった言葉が、澱よどんだ空間へ吐き出される。自らの心の変化の不ふ可か思し議ぎさの自覚もなく、デミストリはただひたすらニナの身と心を欲する。


    「カルエルなどに渡さんっ!!　貴様はわたしの花嫁だっ!!」


    　暗い欲望がすべて、目の前の玩具に注ぎ込まれる。許しを乞う声が幾多重なろうとも、デミストリは体内に溜たまった言葉に変えられない感情を全身の挙動に映して、すべて発散しようと躍やつ起きになっている。


    　──自分で自分が制御できていない。


    　──ニナに心を狂わされている……。


    　ゼノンは片目で王子の醜しゆう態たいを見学しながら、嘲りと哀れみを同時に胸中に抱いた。この後宮でどれほど背はい徳とくに耽たん溺できしようが、虚むなしさが消えることはないだろう。デミストリが求めるものは、この後宮のどこにも転がっていない……。


    



    



    　逃げるようにして広間から離れ、ミオとキリアイはなんとか後宮を脱すると、脱だつ兎とのごとく石垣を跳び越えて本殿へと戻った。


    　荒く息をつきながら走って天宮の召し使い用食堂へ戻り、いま聞いてしまった内容をふたりして反はん芻すうする。


    「あかん……あかんて。思ってたより遙はるかにおもろい話、聞いてしもた……」


    　満足とも後悔ともつかない口く調ちようで、キリアイが嘆く。


    　ミオも真っ青さおな唇くちびるをわななかせ、


    「あの変態がニナさまと結婚を考えてるって……なにそれ!?」


    　天幕越しに、影絵で眺めたあの動作だけで、デミストリが奇形的な趣味を持っていることはよく理解できた。ニナがあんな目に遭あわされると考えただけで、全身の細さい胞ぼうが嫌けん悪お感かんで沸ふつ騰とうしそうだ。


    「なにごとですか、騒がしい」


    　侍じ従じゆう長ちようのウルシラが燭しよく台だいを手に食堂へ入って咎とがめた。気づけばもう夜は更けていて食堂にほかに人はいなかった。苦手なウルシラが入ってきた途端、キリアイはおどけながら両手を振って、召し使いの寝室へと逃げていった。キリアイは時折、意図のわからない行動を天宮内で取ることがあり、ウルシラに目をつけられている。


    「あの、ちょっと訓練がてら後宮に入ったら、その、とんでもない話を聞いちゃって……」


    　残されたミオは、いま見てきたすべてをウルシラに伝えた。ウルシラは椅い子すに腰を下ろし、いつも険けわしい表情をさらに深める。


    「そうですか……。元げん帥すいが陛下に恋れん慕ぼを……」


    「あ、あれを恋慕と言っていいのかわかんないですけど！　でも、妻にしたいって……」


    「同じことです。陛下とて、いつまでも処しよ女じよ王おうのままではいられません。婚姻の話は大勢の王侯貴族から届いています」


    　ミオも初耳だった。けれど考えてみたら当然かもしれない。ニナ・ヴィエント女王と婚姻関係を結び、ウラノス王族の血縁となれたなら、夫の一族郎ろう党とう末永く繁栄を謳おう歌かできるだろう。デミストリの場合は血筋ではなくニナ個人が目的だから、ある意味では純粋な結婚願望といえるかもしれないが。


    「元帥と陛下が結婚されたなら、陛下の命の危険はなくなります。政治的な問題も解決されるでしょう。ウラノスにとっては喜ばしい事態となりますが……」


    　ウルシラの言葉に、ミオは真っ青になって反論する。


    「そ、そうかもしれませんけど！　でもニナさまのお気持ちは……」


    　カルエルのもとにある。デミストリではない。告げようとした語尾に、ウルシラの言葉が覆おおいかぶさった。


    「陛下のお立場では、個人的感情を優先するよりも、大勢のために身を捧ささげねばならないこともあります。元帥との成婚が為なれば、ニナさまに敵対する魑ち魅み魍もう魎りようが全員、こちらの味方となります。命を狙ねらわれる危険はなくなり、政治的影響力も増すでしょう」


    　ウルシラは考え込みながら、慎重に言葉を織った。


    　正論ではある。それはわかる。けれど。


    　ニナが待つのは、カルエルだ。彼女はカルエルを救うために、敵国の女王となったのだ。デミストリのものになれば、プレアデスでがんばってきたニナの六年間が、意味を失う。


    　そのことはウルシラにもわかっている。ウルシラもまた、ニナのそばで六年間、あたかも実の娘に対するかのように身も心も捧ささげて仕つかえてきた。ニナの幸せを望む気持ちはミオ以上に強いはず。カルエルがここへ来て、ニナと結ばれたならこれ以上の結末はあるまい。


    　しかし現状、その望みは限りなく小さい。


    　このままいけばウラノスは「天地領りよう有ゆう」を数年以内に完かん遂すいするだろう。地上国家は互いに争うばかりで連係すらままならず、ウラノス新多島海艦隊の編成が終わったならば単独でそれに抗しうる勢力は存在しなくなる。カルエルという小さな光にすがりつくことをやめて、デミストリの望みに応こたえたならば少なくとも、ニナは生涯を安あん泰たいのうちに暮らせるだろう。


    　でも、だけど、そんなの。


    　幾多の反論を投げようとしたそのとき不意に、ウルシラが尋ねた。


    「……イスラ艦隊は、シルヴァニア王国に停泊しているのですね？」


    「そう聞きました。奇縁ですが、エリザベート女王は、士官学校時代のわたしの友達です。おそらくすでに、カルエルに会っているでしょう」


    　ウルシラはしばらく考え込んでから、ミオに頼んだ。


    「湯ゆ浴あみのあと、イスラ艦隊がハイデラバード群島にいる件を、ミオ、あなたが陛下に伝えてください」


    　ミオは頷うなずく。


    「元げん帥すいの好意の件は、プライベートの際にそれとなく、陛下に伝えて構いません。知らないよりも、知っておいたほうがよいでしょうから」


    「わかりました」


    「陛下の状態をよく見て話すのですよ。あまりお疲れのときに、重いお話は避けないといけませんから」


    　ミオは了承した。ウルシラのニナに対する配慮は細やかで行き届いている。今日きようのような政治的判断が必要になりそうな案件も、ウルシラに相談すると明快な答えが得られるので、ミオにとってもありがたかった。


    　湯浴みの支度に入りながら、どうやって重苦しくなりすぎないよう伝えるか思案して、やはりニナでいるときよりも、クレアでいるときのほうが話しやすいと結論した。


    



    



    　銀の付け毛を外し、聖性を醸かもすための衣装を脱ぎ捨て、湯浴みを終えるとニナ・ヴィエントは就寝前のひととき、ひとりの少女クレア・クルスに戻って心身の疲れを解きほぐす。


    　ミオは、クレアお気に入りのハーブティーをポットにいれて、バルコニーの白いテーブルに運ぶ。夏の星座を見上げながら香りを楽しみ、ひとくち飲んで、寝間着すがたのクレアはほうっと深くため息をついた。


    「おいしい」


    「おつかれさま。星がすごいきれい」


    　ミオもその対面に腰を下ろして、お相しよう伴ばんに与あずかる。一日の執務が終わったあと、ミオとクレアは気の置けない友達として他た愛わいない無駄話に興じるのが日課になっていた。


    　バルコニーに落ちてくる星明かりに包まれて、クレアは心地よさそうに夜風に吹かれ、頰ほおを緩ゆるめた。一日のほとんどの時間を貴族高官との引いん見けんに費やすクレアの日常の、唯ゆい一いつ心落ち着く時間がいまこのときだった。


    「久しぶりに空を飛んだなあ……。気持ちよかった」


    「いい飛空艇だったね。ライナが変な絵描かかなかったら、もっとよかったのに」


    「あれはいいんだってば。ほんとに。わたし、好きだよ」


    「クレア、お人よしだよー。たまには[image: ]しかりつけていいのに。『わたしの飛空機になに勝手なことしとんじゃー』とか言ってさ」


    　ミオがチンピラみたいな口く調ちようでライナの首を絞める身振りをすると、クレアはくすくす笑った。このひとが他人を[image: ]るところを、ミオは一度も見たことがない。それどころか感情を荒らげることさえしない。いつも静かに黙って、ときに微笑ほほえみを浮かべながら、地道な毎日の執務に耐えつづけるクレア。こうして同じ時間を過ごすほど、ミオはクレアのことが大切になっていく。せめてこのひとときだけでも気持ちをほぐしてあげたくて、ミオは毎日の仕事の隙すき間まにこぼれた他愛ない話を、おもしろおかしくクレアに伝える。


    「え、後宮に入ったの？」


    　その話も、する。キリアイとの顚てん末まつから後宮への潜入、なかの様子、デミストリとの邂かい逅こう……順を追って話すと、クレアの表情もだんだん緊張してきた。


    　ゼノンとの会話に聞き耳を立てて、そして得た、飛び切りの朗ろう報ほうを伝える。


    「……………………」


    　クレアはなにも言わず、第二次イスラ艦隊がシルヴァニア王国に停泊している件を聞いていた。もっと喜ぶかと思っていたが、反応はいつもと変わらず静かだった。ミオは補足する。


    「ゼノンの話ではどうも、ウラノスの多島海方面艦隊の一部を、第二次イスラ艦隊が一方的にやっつけちゃったみたい。それで損傷を受けた艦隊が、わたしの友達のエリザベートが女王やってるシルヴァニア王国で補修してるらしくて……。わたしもびっくり。だからたぶん、エリザベートとカルエル、会ってるんじゃないかな」


    　クレアの反応は、変わらず静かだった。


    　けれど──その瞳ひとみがわずかに潤うるんでいることにミオは気づいていた。


    　うれしくないはずがない。だけど同時に、ウラノス艦隊がイスラ艦隊と戦っていることがクレアの苦しみに通じている。イスラ艦隊との戦闘を避けるために女王になったというのに、なにもできず、そんな戦いがあったということさえ知らない自分に、無力さを感じているのかもしれない。


    「そう……。それは……びっくりだね」


    　複雑な感情を内側に秘めた感想を短く告げて、クレアは音もなく椅い子すを引いて立ち上がった。


    　それからミオに背をむけてバルコニーの手すりに歩み寄り、星を見上げた。


    　ミオは黙って、クレアの背中を見つめていた。言葉はかけなかった。きっといまクレアは、内面に吹き荒れている感情の嵐あらしを整理するのに努めている。友達であっても足を踏み入れることのできない複雑で混乱した感情の奔ほん流りゆうが、小さな背中からあふれ出ているように思える。


    「全然、知らなかった。……ちょっと、調べてみたいかも」


    　クレアは星空を見上げながら、そんなことを言う。


    「うん。ウルシラさんと協力して、イスラ艦隊のこと調べてみるね。でもライナとキリアイには黙っておいたほうがいいかな。ゼノンにばれちゃうから」


    「最近、仲良い議員さんもできたから……。お願いすれば教えてくれると思う。そうだね……わたしもがんばらないと……」


    　しばらくそう言って夜風に吹かれてから、クレアはこちらを振り返った。表情は、前のまま変わらない。静かで穏やかで、慈いつくしみと悲しみをたたえた野の葡ぶ萄どう色の瞳ひとみ。


    「クレアはがんばってるよ……。すごいと思う。女王になって一年半しか経たってないのに、だんだん、ここの味方が増えてるし。すごく偉いよ……」


    　ミオはそうとしか言えない。もう少し気の利いた台詞せりふが言えたらいいのだろうけれど、素直な感想がその言葉以外に思い浮かばない。


    　クレアは椅子に腰を下ろし、ハーブティーを口に運び、いつもと同じ微笑ほほえみを浮かべた。


    「みんなが支えてくれてるからだよ。ひとりじゃできないもん」


    「役に立ててるといいけど。それで……あとね。イスラ艦隊の話とは別に、すんごい話聞いちゃったの。覚悟いい？」


    「え？　なになに」


    　わざと冗談めかしておおげさに切り出すと、クレアは笑え顔がおで前のめりになる。


    「ショック死しないでね？　心の準備ＯＫ？」


    「なにそれ。怖い話？」


    「うん。身の毛がよだつよ」


    「うわー、やだ怖い。でも聞きたい。教えて教えて」


    　クレアは笑顔でミオの腕をつかんで揺さぶる。この様子ならきっと話しても大丈夫だろうと思い、例の件を伝えた。


    「なんか、デミストリがね。ゼノンと会話しながらいろいろ悪態ついてたんだけど」


    「うん。あのひと、だいたいなんでも文句言ってる」


    「それでね。ニナさまの話になったの。絶対、ぼろくそに言うだろうなー、と思って聞いてたんだけど」


    「あのひと、わたしに面とむかってぼろくそに言ってくるから陰でなに言われてもだいたい平気だけど」


    「そうなの？　面とむかって？」


    「うん。会議のときとかすごいよ。悪魔みたいな顔で、わたしがやること全部文句言うの。はじめのころは頭に来たし、うんざりしたけど、最近は、なんかすごいな、って思うようになってきた。わたしの細かいところまでよく見てるな、つづけるの大変だろうな、すごい熱意感じるな、って……」


    　クレアは無む垢くな表情で、感心しているようにそんなことを言う。ふたりの感情のすれ違いがどれほどの規模なのかなんとなく類推できて、ミオはなんだか悲しくなってきた。


    「あ──……。そうなんだあ……」


    「それでそれで？　怖い話って？」


    「……うん。それなんだけど。あ、飲み物、口に含まないほうがいいよ。飲んだ？」


    　ごくん、とハーブティーを喉のどの奥に落とし、クレアは緊張した面おも持もちで頷うなずいた。吹き出す恐れはなくなったことを確認し、ミオはついに切り出す。


    「デミストリがね。いきなり興奮しはじめて、言ったの。ニナ・ヴィエントを必ず我が妻にしてやる!!　……って」


    　きょとんとしたままのクレアへ、励ますように頷きかけて、つづける。


    「なんかね、デミストリ、あなたと結婚したいみたい」


    「……………………」


    　クレアは固まったまま動かない。


    　ミオはこれ以上ないほど顔を歪ゆがめ、両目を吊つり上げ握り拳こぶしを突き上げて、デミストリの台詞せりふを真ま似ねる。


    「カルエルなどに渡さんっ!!　貴き様さまはわたしの花嫁だっ!!」


    「……………………」


    「……って、言ってた。……かなり本気だった。相当本気で、クレアと結婚したいみたい」


    　告げながら、クレアの表情を観察してみる。徐々に瞳ひとみのなかに、困惑の色が爆はぜる。


    「元げん帥すいが……わたしと？　結婚したいの？」


    　戸惑うクレアへ、ミオは真ま面じ目めな顔で頷きかけて、


    「うん。握り拳突き上げて宣言してた。なんとかしないとヤバイよ。変態だし。たぶんなんかいろんな歪ゆがんだこと考えてると思う」


    　さっき見た影絵のすがたがミオの脳のう裏りに甦よみがえり、寒さむ気けが走って、思わず自分の身体からだを抱きしめてしまう。


    　クレアはしばらくうつむいて考えてから、困惑顔を上げた。


    「あのひと、いつそうなったの？」


    「わかんないけど。クレアを苛いじめてるうちに、好きになっちゃったんじゃない？　それかもしかしたら、好きだから意地悪してたのかも」


    　クレアは首を左に傾け、中心に戻してから、今度は右に傾けた。


    「わたしのこと、憎んでるはずだけど」


    「裏返っちゃったのかな。愛の反対は無関心、っていうけど、憎しみの反対は愛なのかもね。憎くて憎くて毎日毎日クレアのこと考えて、気づいたら結婚を考えてました、みたいな」


    　なにが「みたいな」なのか、言っているミオもよくわからなかったが、恋愛感情とはそういうものなのかもしれない。理屈などなく突然自分の内側に充みち満ちて、本人の意志で洗い流すこともできない。


    「そう……なんだ」


    「うん。嫌われてるならまだしも、好かれるなんて災難だね。なんとかして嫌われないと」


    　クレアはまた考え込む。さっきよりも深刻な表情で、なにか思索している。


    　長い沈黙だった。思ったよりずっと長い。それにクレアの表情が、ひどく真ま面じ目めだ。


    　ミオは怖くなった。


    　先ほどウルシラが言っていたことを、クレアも真面目に検討しはじめたらどうしよう。


    　自分がデミストリと結婚することで、これまで敵対していた元げん老ろう院いん議員がすべて味方となり、政治的影響力を増すことができる。もしかするといまよりもっと簡単に、イスラ艦隊を救うことができるかもしれない……。まさかクレアはいま、そんなことを考えていないか。


    「ちょ、ちょっとクレア、なに真面目に考え込んでるの？　ねえ。こんなん、真剣に検討する意味とかないよ？　お断ことわりします、のひとことですむよね？」


    　怖くなって問いかけるが、クレアは反応せず、うつむいて黙もつ考こうに沈んでいる。


    　ミオは焦あせる。やはりもしかすると、言わないほうがよかったかもしれない。この話をしても一いつ笑しように付すだけだろう、と思っていたが、クレアはあろうことか、悩みはじめている。


    「ねえ、ねえ、クレア？　あの、あまり考え込みすぎないでね？　変態王子に好かれちゃった、きゃー、やだー、で終わりでしょ？」


    　クレアはまだ動揺の尾を曳ひきながらも、怯おびえた両目をミオへ上げて、言う。


    「で、でも……。それ……。うまくすると……戦争が、終わるかも」


    　ミオの背筋に、ゾッとしたものが伝った。


    「なんていうか……言葉は悪いけど……うまくやれば……元老院が、わたしの味方になるわけだし」


    　まずい。思考回路が、ウルシラと同じだ。


    「反対派がみんなわたしの味方になれば……うん。戦争が終わるよ。イスラ艦隊とも戦わなくてすむ……。ウラノス人も、地上のひとたちも、もう誰も……死ななくてすむ……」


    　虚こ空くうに目を泳がせ、混乱した思考を整理するためか、クレアはそんな言葉を紡つむぐ。


    　ミオはなんだか泣きたくなった。


    　このひと、いったいどこまで自分を犠ぎ牲せいにしたら気がすむんだろう。きっと自分の人生のことなんて、これっぽっちも考えてないに違いない。


    　こんなに近くにいるものとして、あまりに悲しすぎる。


    　ミオは深呼吸して、自分も表情を引き締め直した。冗談めかしてもダメだ、本気で話さないと、いまの混乱したクレアにはたぶん通じない。


    　クレアのことを、わたしの親友だと思ってる。


    　親友だから、言う。


    「クレア、それはダメ。絶対に、ダメ」


    　毅き然ぜんと、しっかりした口く調ちようで、クレアの目を見て、伝える。


    「でも。わたしが我慢すれば。そうしたら、もうひとが死ななくてすむ……。地上のひとたちも安全に暮らせるし。戦争が終わったら、イスラ艦隊も、全ぜん滅めつせずに故郷に帰れる……」


    　クレアの思考が、ぶれている。女王として積んできた経験が、自分のことよりも世界全体のことを優先させてしまうのか。自分ひとりが犠牲になることで、この戦争が終わることをクレアは強く望んでしまう……。


    　いてもたってもいられなくなり、ミオは椅い子すを蹴けって立ち上がり、肩をいからせ、つかつかとクレアのもとに歩み寄って、華きや奢しやな両肩に手を置いた。


    「クレア。ひとつだけお願いを聞いて」


    　目と言葉に力を込めて、きっぱりと頼む。


    「……お願い？」


    「半年前、あなた、わたしにお願いしたよね？　わたし、あなたの願いどおりにしたし。わたしからお願いしていいよね？」


    　凶漢の拳けん銃じゆうからクレアをかばい負傷したミオに、クレアは「あなたとお友達になりたい」と願い事をした。ミオは喜んで願いを聞き入れ、いま、こうして夜のバルコニーでふたり、いろんなことを話し合っている。


    「……うん。もちろん。いいよ」


    「断ことわらない、って約束して。そうしたらお願いする」


    　半年前、クレアが言った言葉をそのまま返した。


    「……わかった。断らない」


    　クレアは覚悟を決めた表情で、頷うなずく。


    　ミオはひとつ息を吸い込んでから、親友にお願いごとをした。


    「自分の幸せを考えて」


    　ミオがクレアに願うことはそれだけだった。


    　たいそうな前置きなど必要ない、当たり前すぎる言葉だ。人間はみんな、自分の幸せのために行動している。けれどクレアは、そんな当たり前ができない。子どものころ、魔女呼ばわりされて母親から捨てられたクレアは、自分のことを「価値がない」と思い込む傾向があり、誰かの役に立つなら簡単に自分が引き下がる。大勢の幸福のためならば、自分のことさえも投げ捨ててしまう。


    　あまりにも、自分を粗末に扱いすぎだ。


    　いつもいつも、ほかの誰かのために自分を犠ぎ牲せいにしてきたクレア。彼女のことが大切だから、愛いとおしいから、切に願う。


    「幸せになって、いいんだよ」


    　なんだかやるせなくなって、ミオは膝ひざをついて、クレアを抱きしめた。


    　世界がどうなろうが知ったことか。殺し合いをつづけたい人間たちは、勝手に好きなだけ殺し合って滅ほろびの道を歩めばいい。そんな愚おろかしさの責任を、クレアに押しつけるな。


    　わたしの願いはひとつ。


    　あまりに多くのものを受け止め、背負って、傷だらけになりながら歩いてきたクレアが、どうか幸せになれますように。


    　クレアの未来が、地上で一番のハッピーエンドでありますように。


    「わたしたち、幸せになるために生まれてきたの」


    　そんな言葉が、勝手に、口をついて出てきた。


    　それからただ、抱きしめる腕に力を込めた。


    「……ミオ」


    　しばらく経たってから、クレアは細い手をおずおずとミオの背中に回した。


    「ミオ」


    　名前だけ呼ぶ声に、友情と感謝がいっぱいに詰まっていた。


    「……わかった。ミオのお願いだもん。……約束する。……幸せになるよ」


    「うん。ありがとう。約束だよ。破ったら嫌いになるから」


    「……うん。守るよ。ありがとう。必ず守るよ……」


    　ふたりはお互いを支え合うように、涙ぐみながら微笑ほほえみ、すがりついていた。


    　クレアだって人間だ。辛つらく苦しいときに思いがけない横やりを受けて、信念が揺らいでしまうときだってある。その弱さを、少しでいいからこちらに渡してほしい。ひとりで抱え込まないでほしい。あなたの苦しみや悲しみを、少しでも一緒に背負いたいから。


    　ミオはその思いを言葉にせず、ただクレアを抱きしめる両手に込めていた。


    　いつか必ず第二次イスラ艦隊が、カルエルが、この天空の都へ来る。そのとき、あらゆることに決着がつく。そしてみんなで笑え顔がおのハッピーエンドを迎えるのだ。そう信じながら、祈るようにしてミオはクレアの小さな身体からだを抱きとめていた。

  


  
    



    　十三．


    



    　鏡のなかのぼくは、いつもよりさらに完かん璧ぺきだ。


    　きりりとしたぼくの顔立ちは、詰め襟のシャツに蝶ちようネクタイ、糊のりのきいた子ども用燕えん尾び服ふくを合わせることで一層かっこよく光輝かがやく。召し使いたちが口々にぼくの容よう姿しを褒ほめそやし、櫛くしで髪の毛を整えて、最終チェックが完了する。


    「行きますよ、バルタザール、ジーモン」


    　母上に促うながされ、ぼくは頷うなずいて、控えの間を出た。うしろから八歳の弟、ジーモンがよたよた、愚おろかな頭の内面を足取りに移してついてくる。


    　正直、こいつを追っ払いたい。このバカ弟が間抜け面づらでポテトサラダを咀そ嚼しやくもせずに飲み込んだりして、今日きようこれからお会いするぼくのヒーローが、ぼくのことをこいつと同じ低脳だと思ってしまったらどうしよう。


    「おじいさまに失礼のないように。食事が終わるまでおとなしくしていなさい。くれぐれも余計なことを言わないこと」


    　父上がぼくとジーモンを戒いましめる。ジーモンにだけ言えばいいのに、なぜぼくがそんなことを言われねばならないのか心外だ。ぼくはもう十歳。ものごとの分別くらいついている。一年に一度しか会えないおじいさまに失礼などあってたまるものか。


    　胸を高鳴らせながら、おじいさまのお屋敷の大食堂を目指す。


    　真新しい革靴はシャンデリアの光が映り込むくらいぴかぴかで、大理石の床ゆかを歩くとこつこつという足音が恐竜の肋ろつ骨こつみたいな廻かい廊ろう内ないにやたら大きく反響する。おじいさまがたった一代で築き上げた富と栄光の一いつ端たんが、豪華な内装にちりばめられている。


    　三十人は着席できるであろう大テーブル。既に火の灯ともった金の燭しよく台だい。聖堂画で見るような大食堂へ、居並んだ給仕たちがうやうやしくぼくら四人を迎え入れる。椅い子すが引かれ、テーブルの直前に立つと、給仕が椅子を戻す。ジーモンは案の定、引かれた椅子に腰を下ろして、召し使いに椅子ごと持ち上げられていた。どこまでバカなら気がすむんだろう。なぜこんな間抜けがぼくの弟なのか理解に苦しんでいると、ほどなくしてぼくらが入ったのとは反対側の装そう飾しよく扉とびらがひらき、ぼくのヒーローが側近三名を引き連れて入堂してきた。


    　レニオール・ベルナー。


    　ぼくの祖父。ぼくの憧あこがれ。この偉大な人物の孫であることが、本当に誇らしい。ぼくの名前をおじいさまが覚えていてくれているかは怪しいけれど、できれば今日きよう、ぼくの名前を覚えてほしいな。そう思って、秘密の準備もしてきたんだ。


    　父母と一緒に起立して、上かみ座ざにおじいさまが座るのを確認して、再び着席する。今日誕生日を迎えるおじいさまに父上が祝辞を送り、聖アルディスタへ感謝の祈りを捧ささげてから、給仕たちが前菜を運んできた。


    　食事しながら談笑するのは父母と側近ばかりで、おじいさまはひとこともお話しにならない。目の前に出されたものを口に運ぶたび、いかにもまずそうに顔を歪ゆがめるだけで無駄口を一切叩たたかない。


    　おじいさまの代わりに笑え顔がおで喋しやべりつづける側近三名は、ベルナー重工業社長と、ベルナー石油社長、ベルナー銀行総裁だ。この三人は自分の意思をもたず、ただおじいさまの命令を実行するための装置。おじいさまの指先ひとつで世界の工業、石油、経済が操作され、多島海列強に匹ひつ敵てきする「見えない力」が世界のかたちを変えてしまう。


    　つまり、目の前に座るおじいさまが、世界の中心だ。


    　その考えに、ぼくはわくわくしてしまう。おじいさまにぼくの能力を認めさせたなら、ぼくも側近の椅子に腰を下ろして、このくだらない世界を変革することができるだろう。


    　胸が高鳴りすぎて、どうしようもない。いままでは父母の言うとおり、ひとことも喋らずに年に一度しかお目にかかれないおじいさまを見送るしかなかったが、ぼくはもう十歳。生まれ持った圧倒的な才覚と日々の努力により、おじいさまを感心させることもきっとできる。いつもひとことも口を利かないどころか、ぼくのことを目に映しもしないおじいさまに、顔を上げさせることもできる。


    　ぼくのこと、見てほしい。


    　あなたはぼくの憧あこがれで、生涯の目標で、たったひとりのヒーローだから。


    「おじいさま」


    　胸のうちに詰まった熱い気持ちを抑えつけることができず、ぼくはテーブルの一番隅から、おじいさまにむかって呼びかけた。


    　談笑していた大人たちの声がぴたりと収まり、見ひらいた目が一斉にぼくへむけられる。


    　たった一声、呼びかけただけなのに、父上は銅像みたいに目を剝むいて、母上はぼくを咎とがめる表情で素早く左右に首を振り、三名の側近たちは苦く渋じゆうと焦しよう燥そうと怒りを信号灯みたいに目まぐるしく入れ替えた。


    　なにも喋しやべるな。


    　大人たちの表情が無言の言葉となって、ぼくの胸に響いた。


    　なあに、構うものか。この大人たちは高そうな服を着て気取った態度をとっているが、中身はおじいさまの操あやつり人形、人間というより装置にすぎない。こんな小物たちに、歴史に名を残すほど偉大な人物の内面が理解できるはずもない。


    　おじいさまを理解できるとしたら、ぼくしかいない。


    　おじいさまと並び立つほどの天性の資質をもった、選ばれた人間であるぼくしか。


    　だから勇気を出して、前々から用意していた疑問を憧れのひとへ投げかける。


    「なぜ、ジェット戦闘機を作らないのです？」


    　ぼくの言葉が、大食堂の凍り付いた大気をさらに深く凍らせた。


    　父母も側近も、ついでに給仕たちまで、全員が氷像と化してしまったかのように動かない。


    　ただぼくの傍かたわらでずるずる音を立ててスープをすするジーモンと、同じくこれ以上ないほどまずそうな表情でポークソテーを咀そ嚼しやくするおじいさまの咀嚼音だけが、凍いてついた堂内に響き渡る。


    　待っていても、返事はない。おじいさまはぼくが練りに練ってきた質問よりも、ポークソテーに関心があるらしい。


    　ぼくは咳せき払ばらいをして、言葉をつづける。


    「ピストンエンジンの性能向上を図るくらいならジェットエンジンの開発費に充当するべきです。潜在能力を考えたなら、やがてすべての飛空機はジェットエンジンとなるでしょうから」


    　今日きようのために何冊も何冊も専門書を読んで辿たどり着いた、ぼくなりの結論。


    　父母にはぼくがなにを言っているのかさえわからないだろうけれど、おじいさまなら絶対にぼくの言葉が理解できるはず。


    　そしてぼくのきりりとした美しい顔を目に映し、頭を撫なでて、笑いかけてくれる。


    　バルタザールよ。とても十歳とは思えぬ慧けい眼がんだ。側近はどいつもこいつも愚おろか者ぞろいで困っておった。お前こそわたしの後継者にふさわしい。


    　そんな優しい言葉をかけてくださるに違いない。


    　そうしたらぼくはもう、ぼくのすべてをおじいさまに捧ささげて、このあり余る能力をすべておじいさまの栄光のために用いよう。


    　決意を固めていた、そのとき──。


    　おじいさまが、皿の上のブロッコリーを見つめながら口をあけた。


    「おい、クソガキ」


    　しわがれて、かすれた、重い声。こちらを見ていないので誰に対しての言葉なのか判然としないが、しかし内容を考えたなら、ジーモンにむけられた言葉なのは明らかだ。


    　アホのジーモンは自分が呼ばれていることにも気づかず、なぜか付け合わせのレタスをナイフで切り分けていた。


    （おいジーモン、呼ばれてるぞ）


    　小声で告げて肘ひじでつつくが、ジーモンはレタスを見つめたまま、


    （クソガキって、兄さんのことだよ）


    　アホにふさわしく、わけのわからないことを言う。そんなわけがない。おじいさまがぼくをクソガキ呼ばわりするなんて、そんなこと──。


    「年はいくつだ、小便小僧」


    　おじいさまは茹ゆでたニンジンにむかって、そんな言葉を発する。皿から目を離さないので誰に話しかけているのかわからないし、小便小僧とはジーモンのことに決まっている。


    （聞かれてるだろ。八歳です、って言えよ）


    （十歳です、って兄さんが答えれば解決するよきっと）


    　小声でジーモンと押し問答しながら、一座を観察する。大人たちは誰もがアホみたいに口を半開きにした銅像になっていて、ただおじいさまだけがインゲン豆を口に運んでぐちゃぐちゃまずそうに咀そ嚼しやくをつづける。


    　まさか、おじいさまがぼくのことをクソガキだの小便小僧だの、下品な言葉で呼ぶわけがない。ジーモンのことに決まっている。だから、こう答えた。


    「弟は、八歳です。ぼくは十歳になりました」


    　おじいさまは苦く渋じゆうに満ちた表情でインゲン豆を飲み込んでから、フォークをジャガイモに突きたてた。決してぼくを目に映そうとしない。


    「なぜ、ジェット機だ」


    　再び、がらがらに干ひからびた声が堂内に響く。


    　想像していた声と違っていた。もっと温和で優しい、ぼくを包み込むような声をしていると勝手に思っていたが、現実のおじいさまの声は、まるでお伽とぎ話ばなしに出てくる意地悪な老ろう婆ばみたいにしわがれている。


    「戦争に、勝つためです」


    　ためらわず答えた。徐々におじいさまの圧力を感じるが、ぼくの才覚を認めてもらうためにも引くわけにはいかない。


    「戦争に勝ってどうする」


    　底意地悪い老ろう婆ばの声が、そんなことを問いただす。


    　戦争に勝ったあと？　それは考えたことがなかった。けれど、なんのために戦争をするのか考えてみればわかる。


    「世界を支配します」


    　当たり前の答えだ。弱者を強者が組み伏せて、ひらかせた口のなかに要求の束を突っ込み、こちらの言うことを聞かせる。それが現実におけるこの世界のすがただ。


    　おじいさまはその答えを受けて、ようやく顔を上げた。


    　しかしその目に映ったのはぼくの賢く凜り々りしい顔立ちではなく、氷像化した父上だった。


    「こいつの名は」


    「バルタザールです、会長」


    「このクソガキを、衛生兵見習いとして戦場に送れ」


    　ぱきっ、と音を立てて氷面がひび割れ、父上は背筋を伸ばして拝命した。


    「仰おおせのままに」


    「人格を矯きよう正せいするのだ。元の人格が壊れて構わん。戦場の匂いが骨身に染みつくまで徹底的に鍛きたえ直せ。それが終わるまでこのクソガキを儂わしの目に入れるな」


    　おじいさまは口元をハンカチで拭ふくと、まだメインディッシュが出ていないのに、椅い子すを蹴けって立ち上がった。


    　テーブルからこぼれ落ちた食器が床ゆかに落ちて、高い音を立てて砕ける。側近たちが飛び跳ねるように椅子から腰を上げ、天井が見えるくらいに背筋を反らす。


    　おじいさまはようやく、その瞳ひとみにぼくの怯おびえた顔を映し出した。


    　ぼくのヒーローの表情は、予想していたものと全然違った。ぼくを褒ほめて抱きとめてくれるような慈愛の色は全くなく、代わりに、すさまじい憎ぞう悪おと嫌悪と侮ぶ蔑べつが、目、耳、鼻、唇くちびる、全身の毛穴という毛穴──おじいさまを構成するあらゆる部位からあふれ、流れ出ているように見えた。


    　立ち去る直前、おじいさまは汚お物ぶつ桶おけを見る目でぼくを眺め、こんな言葉をくださった。


    



    「バケモノめ」


    



    　ぼくの足下が、パズルのピースみたいに瓦が解かいした。


    　敷き詰められていた大理石の基底部が崩れ、ぼくの身体からだは奈な落らくの底へ落ちていく。真っ暗で、深くて冷たい、絶望の世界の底の底の底へ。


    　落ちながら、ぼくの頰ほおから涙が伝った。


    　それらは真珠みたいに光りながら、上方の光を目指して舞い上がっていき、ぼくはどこまでもどこまでも、深い闇やみのなかへ落ちていった。


    　ただあなたの目に映りたかっただけなのに。褒ほめてほしかっただけなのに。それだけでなぜ、地の底深くへ落とされなければならないのですか。


    「おじいさま、なぜです」


    　落ちながら、光へむかって手を差し伸べた。


    「なぜぼくを、認めてくれないのです」


    　答えはなかった。ただ涙だけあふれてきて、きらきら反射しながら光を目がけて駆かけ上がっていった。


    　闇に呑のまれながら、抑えきれない思いを叫び声に変えた。


    



    　†††


    



    「こんなに憧あこがれているのに」


    　夢の残響が言葉に変じて、バルタザールは目をあけた。


    　冷たい汗が枕まくらを湿らせていた。しばらく無言のまま石せつ灰かいの天井を眺め、空調の三枚翅ばねが軋きしみながら回る音を聞く。


    　忘れえぬ、恐怖の残ざん滓し。


    　骨身に刻まれた戦場の死臭を、天井のひび割れを眺めながら嚙かみつぶす。


    「クソジジイが……」


    　吐き捨てた呪じゆ詛そが、内面にこびりついた痛みをごまかしてくれる。


    　レニオールの命令により、わずか十歳にして衛生兵見習いとして、ヴェステラント大陸の紛争地域巡りをやらされた。


    　教官として二名の衛生兵がバルタザールの指導にあたり、反抗することは許されなかった。胃の中のものを全部吐き出して、泣いて許しを乞こうても、彼らは一切耳を貸さず、負傷兵や死体の運搬、重傷者の包ほう帯たい交換や手当、衛生兵として必要な全ての技能をバルタザールに叩たたき込んだ。


    　戦場の死臭は言語に絶した。腐くさって焦こげた臭いの底で、手足、下半身、頭部、上半身、あらゆる形態に千ち切ぎり取られた人間の残ざん骸がいを拾い集めさせられた。野戦病院で重傷兵たちの介護を手伝わされ、上あごがもげたり、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしたり、顔の大部分が欠損した兵士にモルヒネを投与した。砲弾の裂傷は特に見るに耐えないものが多く、おぞましさで泣きながら血塗まみれの包帯を交換し、失われた耳や鼻や口こう腔くう部に消毒液を塗り込んだ。


    　教官に命令され、死体に口をひらかせ、ナイフをねじこんで金歯を抜く仕事もやらされた。集めた金歯は命がけで戦った味方への報ほう酬しゆうだった。味方の兵士が無表情に敵の金歯をポケットに納める様子を見て、自分が人間性の最果てに送られたことを実感した。


    　足の折れた軍馬を安楽死させる役目もやらされた。首筋に注射器を突き立てて薬剤を投与したのち、ゆっくりと光を失っていく馬の目を十頭も二十頭も見送って、自分の心の壊れる音を聞いた。


    　前線には出なかったが、後方で負傷者の治療に当たっていた際、崖がけの上にいた敵狙撃手から狙撃を受けたこともあった。狙撃手は衛生兵を狙い撃ちにし、教官のひとりがバルタザールの目の前でこめかみを撃ち抜かれた。残ったほうの教官はバルタザールを抱きかかえて素早く地面に伏せると、死んだ同僚の身体からだを盾たてにした。いましがたまで鬼の形ぎよう相そうをしていた男が、わずか一瞬にして物言わぬ盾となって、ボツボツと弾だん痕こんを穿うがたれる音を聞きながら、なぜ自分がこんな目に遭あわなければならないのか考えた。原因は、レニオールへ「なぜジェット機を作らないのか」と質問したことだった。他愛ない質問に、こんなかたちで応えるあの祖父を、いつか絶対に殺してやると誓った。


    　二年半の戦場巡りを終えて実家に戻ったとき、魂の中心には野戦病院の死臭と祖父への憎ぞう悪おがあるだけだった。


    　──絶対に許さん。


    　──貴き様さまがおれに投げつけたものを、一万倍にして貴様に投げ返してやる。


    　──貴様の「帝国」を踏みつぶし、貴様の泣きっ面つらを指さして嘲ちよう笑しようしてやる……！


    　バルタザールはベッドの上でおのれの顔へ手のひらを当てながら、生涯の目標を改めておのれへ刻印し、沸わき立つ憎悪をエネルギーに変える。この目標があるからこそ、愚おろか者ぞろいの参さん謀ぼう連中をいなしながらの激務にも耐えられる。


    　この二か月、週末はサントス島においてシルヴァニア王国軍軍事顧問としての役目を果たし、飛空艇に飛び乗ってエアハント島に渡り、平日は統合作戦司令本部において参謀将校たちと額ひたいを付き合わせ今後の反攻作戦の算段を立てる日々を送っている。サントス島とエアハント島、シルヴァニア王国軍とセントヴォルト帝国軍において、バルタザールの頭脳はいまや必要不可欠なものとなっていた。


    



    　帝紀一三五一年、九月、エアハント島、セントヴォルト帝国統合作戦司令本部宿舎──。


    



    　まどろみを拭ぬぐって上体を起こし、時刻を確認する。朝六時。今日きようは午前中、セントヴォルト帝国統合作戦司令本部の参さん謀ぼう将校が一堂に会して、懸け念ねんとなっている河か南なん戦線に関して話し合う予定だ。


    　あの悪夢のごときククアナ・ライン崩ほう壊かいから十一か月。


    　混迷の極みにあった戦線はようやくなんとか態勢を立て直しつつある。通常であればなすすべもなく大だい瀑ばく布ふまで追い立てられて、滝つぼの藻も屑くずとなっていたであろう帝国軍が今日まで存命できたのは、やはり三か月前の第二次シエラグリード沖海戦におけるイスラ艦隊の功績が大きい。海戦の敗北によってウラノス多島海方面艦隊は作戦継続を諦あきらめ、傷ついた艦体を修復するためにハルモンディア皇国方面へ戻っていった。イスラ艦隊がくれた時間のおかげで、大の字に横たわって息も絶え絶えだったセントヴォルト帝国軍はかろうじて、マットに片かた膝ひざをつくことができた。次は立ち上がり、ファイティングポーズを取らねばならない。


    　だがしかし、ダメージは抜けずダウン寸前である事実に変わりはない。


    　ミッテラント大陸本土における陸上兵力はほぼ壊かい滅めつ状態。海軍によってなんとか多島海の制海権を保っているから持ちこたえているが、もしもウラノス新多島海方面艦隊との決戦に敗れたならば今度こそ本当の終わりだ。


    　帝国が生き延びるための方策は、ひとつ。


    　現在、秋あき津つ大陸に駐ちゆう屯とんしている陸軍兵百七十万名を全員撤退させ、速やかにミッテラント大陸本土へ逆上陸させること、それのみ。


    　百七十万もの陸兵が、河か南なん戦線ごときでくぎ付けにされている場合ではないのだ。


    　なんとしても、一刻も早く、慧え剣けん皇こう王おう国こくと休戦して撤兵を完了させたい。


    　それができなければ、帝国は滅ほろびる。


    　そんなことは統合作戦司令本部の参謀全員にわかっていることだが、しかし、こちらから慧剣皇王国に休戦を願い出ることはできない。それをやれば、こちらが弱っていることを悟られてしまい、休戦の条件を吊つり上げられてしまう。下へ手たをすれば、敵国が勢いづいて攻撃してくることもありうる。それにもしも休戦交渉に時間を取られたなら、ウラノス新多島海方面艦隊が回頭してきて制海権を奪だつ取しゆされ、帝国は滅びる。


    　時間が、ない。


    　可か及きゆう的てき速やかに、こちらから申し出ることなく、慧剣皇王国と休戦すること。


    　そんな夢みたいな事態を招き寄せなければ、帝国に未来はない。


    　──百七十万の陸兵を、一兵も損じることなく撤退させる方法……。


    　バルタザールもこの三か月、それを思案してきた。しかしいくら頭脳を酷使しようとも、そんな都合のよすぎる方法は見当たらない。軍隊というものは、逃げるときが最も弱い。慧剣皇王軍は撤兵の気配を感じ取っただけで、勢いに乗って押し寄せてくるだろう。下へ手たをしたなら撤兵前に帝国陸軍が秋津大陸で全ぜん滅めつしてしまう事態すらありうる。いや、下手をせずとも現状ではその可能性のほうが高い。そうなったなら、セントヴォルト帝国は地上から消滅する。


    　生き残るために、なにをすべきか。


    「休戦に意欲的で、こちらの秘密を遵じゆん守しゆし、かつ、権力の中ちゆう枢すうに限りなく近い慧剣皇王国の重要人物。数は少ないでしょうが、該がい当とう者しやを見つけ、コンタクトを取るべきです」


    　作戦司令本部の参さん謀ぼう将校たちが一堂に会したその場で、バルタザールは発言した。


    　一年前まで「帝国軍の頭脳」と讃たたえられていたヴィクトール・カーン少しよう将しようが、応こたえる。


    「……それほど都合のよい人間がほいほいそこらに転がっていれば苦労はない」


    「政治家は当たりましたか？　秋あき津つ連邦と折せつ衝しようしていた外務省の担当官は？」


    「そこそこの有力者でよければツテはあるが、慧え剣けん皇こう王おう国こくの意思決定はたった三人の最高戦争指導会議からなり、しかもそのうちふたりは久く遠おん寺じ首相の言いなりだ。つまり、久遠寺高たか虎とらの意思を変えられる有力者でない限り、こちらがいくらアプローチしても無駄、それどころか秘密の漏ろう洩えいを招いて有害、というわけだ」


    　バルタザールは諜ちよう報ほう機関が入手した慧剣皇王国の権力構造図に目を通す。


    　かたちとしては、最高戦争指導会議の決定を皇王が承認して、勅ちよく令れいがくだされるようだ。皇王に拒否権はあるようだが、この二百年の記録に目を通す限り、形けい骸がい化かしているらしい。勅令は皇王自みずからが発はつ布ぷすることもできることになっているが、有史以来、皇王が自分の意思で勅令を発したことはない。すべてが、ときの朝廷や幕府、内閣の上じよう奏そうした案件を承認して発布された勅令だった。


    　だがしかし歴史に例がないとはいえ、皇王自ら勅令をくだす、いわゆる「聖せい断だん」が禁じられているわけではない。


    　もしもこちらに都合のよい「聖断」を生み出すことができたなら──百七十万の陸兵が、無事に戻ってくる。ミッテラント本土を、奪だつ還かんできる。


    「皇王の意思を変えられる人物が、いないでしょうか」


    「さらに絶望的だ。皇王は病床にあって、健常な判断力を失っている。現在の皇王は、久遠寺首相が勅令を発していることを国民に悟らせないための、いわば御み簾すにすぎない」


    　ふむ、とバルタザールは考え込む。


    　つまりは、皇王の名を冠かんしさえすれば「聖断」を偽造することも可能なわけだ。


    　──おれが慧剣皇王国の人間であったならば、皇王の権威を利用するだろうな。


    　目的が戦争継続であろうが休戦であろうが、意思決定には必ず皇王の名前が必要となる。重臣のひとりが、なんらかの国家目標を遂すい行こうしたいと思ったならば、皇王の名を利用するのが近道だ。皇王の権威を独り占めしているのが、現在の久遠寺首相であるから、重臣は久遠寺首相を排除せねば、自分の目標を遂げることができない……。


    　──もしも皇王国内部に、休戦の意思をもった重臣がいてくれたなら。


    　──その人物を支援して、久遠寺首相を排除する道がひらけるかもしれない。


    　──そういう都合のよすぎる人物が、誰かいないか。


    　熟じゆつ考こうに入ったそのときふと、以前、エリザベートに告げられた言葉が脳のう裏りに甦よみがえった。


    『かぐらさんが、慧剣皇家の親衛隊隊員である件は、ご存じですか？』


    『坂さか上がみ少しよう尉いから聞きました。紫むらさき家けは一千年以上も慧剣皇家を陰ひなたから守護してきた名門士族らしく、かぐらさんもその使命を帯びています』


    　確か、去年の六月。身分を明かしたエリザベートと、はじめてセルファウストの高級ホテルで謁えつ見けんした際の言葉だ。


    　──紫むらさきが、慧え剣けん皇こう王おうの近くにいる……？


    　ぞくり。


    　神経細さい胞ぼうが、震えた。


    　休戦に意欲的で、帝国軍の秘密を遵じゆん守しゆし、権力の中ちゆう枢すうに限りなく近い慧剣皇王国の重要人物。


    　その条件にこれ以上ないほど該がい当とうするのは。


    　──紫かぐら。


    　バルタザールの脳裏に、あの飛空要よう塞さいオーディンでの別れ際、かぐらの見せた微笑ほほえみがよぎった。


    『愛してるよ、バルタ』


    『また、会おう。必ず、会おう。もっと立派になって』


    『自分の力で世界を変えられるような、偉い人間になってまた会おう』


    　懐なつかしい言葉と、重ねた唇くちびるの甘さが甦る。


    　確かあれは、二年前の夏だった。


    　そしていま。


    　バルタザールとかぐらは、それぞれの祖国の権力中枢に立ち位置を得て、互いの国家の存そん亡ぼうの危機に立ち合っている。


    　この事態が意味するものは、なにか。


    　──天てん命めい。


    　エリアドール飛空艇での敵中翔しよう破はの際、かぐらが使ったその言葉が、バルタザールの思考の中心を貫つらぬいた。


    　戦せん慄りつさえ覚えながら、バルタザールはわななきを抑えて、問うた。


    「……神しん明めい隊たいに関する情報は？」


    「慧剣近衛このえ師団と共に、箕み鄕さとを守っている。皇太子、大だい威い徳とく親しん王のうが近衛師団長を務め、皇王の代わりに首都防衛任務にあたっているらしい」


    　諜ちよう報ほう部ぶの報告書を繰りながら、参さん謀ぼうのひとりが答えた。バルタザールは黙もつ考こうする。


    　久く遠おん寺じ首相と皇王は京きよう凪なぎ離宮に退避して、首都箕鄕にいるのは皇太子率ひきいる近衛師団。かぐらは現在、皇太子の直衛についている……。


    　非常に重要な啓けい示じが、一連の事象の狭はざ間まに隠れている。そんな気がする。


    　バルタザールは目を凝こらし、事象ひとつひとつを細部まで点検してみる。


    　どこかに、一条の光が埋もれている。


    　その直感が鳴りやまない。


    　──天が、おれと紫に求める道……。


    　根こん拠きよがなくても非科学的でも精神論でもなんでもいい。帝国の未来につながるならば、多島海の未来につながるならば、この根拠のない直感を検討してみる価値はある。


    　──おれと紫むらさきが、出会った意味。


    　いつもであれば即座に振り払うであろう、非科学的な考え。だがいまのバルタザールは、頭ず蓋がいの内側から響くその声に抗あらがわなかった。眼球を血走らせ、参さん謀ぼう将校たちの喧けん々けんたる議論を右から左へ聞き流しながら、慧え剣けん皇こう家けと神しん明めい隊たい、紫家に関する資料を諜ちよう報ほう部ぶから取り寄せて調査に当たった。


    　資料の文章の狭間から、絶えず、懐なつかしいかぐらの微笑ほほえみが漏もれてきた。感傷的な態度だとわかっていたが、時折、バルタザールはその甘い追想に身を委ゆだねた。そうすると不思議に、かすかすぎる希望の光が輝かがやきを増すように思えた。


    　──紫、お前なら必ず、休戦の道を選ぶはずだ。


    　バルタザールはそう確信する。かぐらの人格を鑑かんがみたなら、彼女は絶対に、血を流さない道を選び取るはず。どんなに皇王国にとって優位な状況であろうとも、無駄な戦いを継続する意思は持ち合わせていないはず。


    　──お前が皇家の近くにいるなら、希望のかけらも見えてくる。


    　心のうちで彼方かなたのかぐらに呼びかけながら、バルタザールは不眠不休で資料に当たり、関連部門と連絡を取って、なんとかして秘密裏りに神明隊とコンタクトする方策を探しつづけた。


    



    　†††


    



    　一斉に咲き乱れたフラッシュのさなかへ、エリザベート・シルヴァニアは「聖せい杖じよう」を差しだした。杖頭に宝玉で象ぞう嵌がんされた聖アルディスタの紋章が、光の奔ほん流りゆうに晒さらされ七彩を放つ。


    　ハイデラバード群島とセントヴォルト帝国から集まってきた記者たちへ純真無む垢くな笑え顔がおを差しむけてから、この日のために準備してきた大おお噓うそをつく。


    「ご存じのように、聖杖はシルヴァニア王家継承者の証あかし。代々の王は聖アルディスタの御前に聖杖を掲かかげることで戴たい冠かんを許されました。そしてわたくしは本日、この神じん器ぎのもうひとつの側面を、みなさまにお伝えしなければなりません」


    　記者たちの表情に、期待と緊張がみなぎる。エリザベート生存説と並んで、根も葉もない噂うわさ話ばなしとされていた総額五百億ペセスにのぼるという「シルヴァニア王家の隠し財産」。これまで長く人口に膾かい炙しやしてきた謎なぞの正体が今日きようここに解き明かされようとしている。


    



    　帝紀一三五一年、十月、南多島海トル・エレス島──。


    



    　エリザベートが公開記者会見場として指定したのは、サントス島から北西百五十海かい里りの沖合、多島海の小島のひとつ、トル・エレス島だった。百名に満たない島民が原始的な漁を営む未開の離れ島がにわかに脚光を浴びて、大勢の報道陣とシルヴァニア王家関係者、セントヴォルト軍高官までが詰めかけてきていた。


    　一同がいるのは高さ七メートルほどの断だん崖がいの上にある、石組みの祭殿だった。不格好な巨岩が三つ屹きつ立りつしていて、南天から照らしつける太陽は巨岩の影を下方、断崖に砕ける波頭に曳ひいていた。断崖の縁には祭壇らしき御み影かげ石いしが据すえられ、エリザベートはその祭壇の直前に立って報道陣たちへ語りかけている。


    「聖せい杖じようは王位継承者の証であると同時に、シルヴァニア王家歴代王が脈々と受け継いできた『遺産』の在あり処かを伝えるものでもありました。今日、みなさまをこの離れ小島にご招待いたしましたのは、王家の遺産を発見する喜びを分かち合うためです」


    　エリザベートはそう言ってから、いかにもうやうやしく祭壇の中央部の窪くぼみへ、聖杖を突き立てた。あらかじめしつらえられたもののように杖つえは祭壇の上に直立し、ほとんど直上からの太陽の光を杖頭に受け、宝玉は複雑な光を断崖のむこうの海原へ投げかける。


    「そして、なぜ遺産が今日この日まで使われることがなかったのか、その答えをお見せする必要を感じたからでもあります。おそらくは第二次多島海戦争の戦局にも大きな影響を与えるでありましょう、今日この日の歴史的発見をどうかみなさまの母国へお伝えくださいまし」


    　エリザベートの言葉が終わると同時に、雲もないのに、太陽が光を失いはじめた。


    　報道陣が固かた唾ずを飲み、薄暗くなっていく白昼の晴天へカメラをむける。


    　太陽が蝕むしばまれていく。


    　七十五年に一度の皆かい既き日につ食しよくがここトル・エレス島で観測されるのが今日この日だ。


    　空を見上げる一同の前でやがて月の影が太陽のなかにすっぽりと収まり、太陽はまるで細いリングのようなすがたで暗くなった空のなかに燃えさかった。


    　すると──。


    　聖杖の杖頭部の宝玉たちが、一条の光を海原へと投げかけた。


    　空に光源はないはずなのに、宝玉そのものが光のかけらを拾い集めて収束させたかのような、不思議な彩いろどりが海原の一点を指し示す。


    　光条が当たっているのは、奇怪なすがたの岩がん礁しようだった。神じん代だいの怪物じみたすがたの岩たちが海原からのっそり突き出て荒波に洗われている、その狭はざ間ま。六ろく分ぶん儀ぎと望遠鏡を持って控えていた測量技師たちがすぐさま聖杖が示す地点を割り出し、地図上にマークする。


    　エリザベートは凜り々りしく表情を引き締めて、報道陣へ語りかける。


    「聖杖が伝えるのは、かつてこの海域に沈んだ財宝の在あり処か。いまよりおよそ二百七十年前、王家の交こう易えき船せんはヴェステラント大陸から莫ばく大だいな貴金属を輸送する途中、ここトル・エレス島の沖合で沈みました。この海は潮が速く波も荒く、またご覧のとおり危険な岩があちこちにあるため、当時の技術では引き揚げが不可能であったのです。近代に入り、幾度か極ごく秘ひ裏りに引き揚げを試みましたがいずれも失敗、そのうちにウラノスの侵攻がはじまり、財宝はこの海に放置されたままとなりました。この秘密は聖せい杖じように封印され、王にのみ語り継がれるかたちで現在へ伝わり、いまその場所を明らかにしております」


    　仰ぎよう々ぎようしい態度で、大おお噓うそをつづける。報道陣たちは矢や継つぎ早ばやの質問を浴びせたい意思を抑え込み、あまりに夢物語じみたエリザベートの話を拝聴する。


    「眠れる秘宝を白はく日じつのもとに晒さらすときはいま。引き揚げを今日きようより開始いたします。成果は後日、みなさまにお見せすることにいたしましょう。そしてわたしは引き揚げたすべての財宝を、イスラ艦隊の復旧のために用いることを約束します。イスラ艦隊はさらなる力を得て、必ず多島海の平和を勝ち取ることでしょう」


    　堂々とそう言い切り、エリザベートは会え釈しやくをして祭壇を離れた。報道陣たちが質問を浴びせようとするが、女王は側近に周囲を取り巻かれ、すべての質問を背中で立ちきりさっさと退場してしまう。その代わりに王家の報道官がマイクの前に立ち、報道陣が嵐あらしのように浴びせる質問をいなしはじめた。


    　引き揚げはなぜ今日まで引き延ばされたのか。わざわざ日につ食しよくの日まで待った理由はなんだ。いまの儀式になんの意味があるのかわからない。別に聖杖がなくても、だいたいの地点は割り出せるはず。


    　ほとんどの質問が、そんな内容だった。報道官も予あらかじめ想定していたらしく、いかにも仰々しい態度で「王家の言い伝えを遵じゆん守しゆせねばならない」だの「より正確な地点を知ることで危険を回避できる」だの「秘密の秘ひ匿とくには聖杖が不可欠」だの「考古学的な興奮を分かち合うため」だの、もっともらしい屁へ理り屈くつを次々に繰り出して煙けむに巻く。その隙すきにエリザベートはさっさと断だん崖がいを降りて、急ごしらえの桟さん橋ばしから帰りの船に乗り込み、逃げるように島から離れる。


    　王家専用遊覧船の客室に腰を下ろして紅茶をいただき、トル・エレス島が見えなくなってからひと息ついた。シルヴァニア王家のご意見番、エリザベートの叔お母ばであるコレット・エイヴォリーがソファーのむかいに腰かけて、ぞんざいな手つきで聖杖を弄もてあそんでいる。


    「充分ですよ。見事な演技でした」


    　そして杖頭を外し、中に仕込んでいた電球と乾電池を抜き取る。本物の聖杖はサントス島の宝ほう物もつ殿でんにいまだ蔵されており、この杖つえは今日の演出のために作ったレプリカだ。


    　ほう、っとひとつ息を抜いて、エリザベートは困り顔をする。


    「すっかりウソが上手になりました」


    　聖杖も祭壇も、全部仕込みだ。皆かい既き日食が見られるこの島を選んだのも演出のひとつ。沈没船などないし、もちろん財宝もない。そんなものがあればとっくに引き揚げて、財宝を換金するに決まっている。


    「わたし、どんどん性格が悪くなっているみたい」


    　そんなため息に、コレットは苦笑いする。


    「善人に王は務まりません。善人に見せかける術すべに長たけた悪人にならなければ」


    「わかってたつもりですけど……わたしって、こんなに性しよう根ねがねじ曲がっているんだなあ、って今日きよう改めて思いました」


    　紅茶のカップを口に当てながら、エリザベートは青い海原を見やった。まっさらな青空に、湧わき立つ白い雲。空と海の汚れなさが、汚れてしまった我が身に眩まぶしい。


    　あれだけの報道陣を呼び集めて臆おく面めんもなくやってのけた、三さん文もん芝しば居い。


    　自分の言げん説せつを思い返すだけで、よくもまああれだけの根こん拠きよもない噓うそをしゃあしゃあと舌先で紡つむいだものだと感心する。


    　報道陣もバカではない。よくて半はん信しん半はん疑ぎ、おそらくは大半の記者がなんらかの政治的工作だと見抜いているだろう。だが、信じる信じないは問題ではない。日につ食しよくにかこつけた一連の芝居は、シルヴァニア王家が五百億ペセスの財産を引き揚げようとしているらしい、という話を国際金融市し場じようの投資家たちに伝えることが目的なのだ。確実に伝えるためには、たとえどんなにバカバカしくても、人の口にのぼりやすい演出が必要となる。


    　シルヴァニア王家に代々伝わる、五百億ペセスに匹ひつ敵てきする隠し財産の噂うわさ。


    　シルヴァニア王の証あかし、聖せい杖じように秘められたもうひとつの秘密。


    　セントヴォルト帝国でも、秋あき津つ連邦でも、ハイデラバード群島でも知らぬもののないくらい有名なふたつの噂を流したのが、エリザベート本人である。


    　周到に、時間をかけて、噂を広めるための宣伝機関まで設けてエリザベートがつくり上げた「虚きよ構こうの財産」。これからいよいよ、この世のどこにも存在しない「五百億ペセスの財宝」が、エリザベートの仕掛けた「錬れん金きん術じゆつ」によって現実に現れ出ようとしている。
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    　ただコレットは前々からこの「錬金術」に一点、懐かい疑ぎを述べてきた。


    「これだけ手間と時間をかけて仕込みを行おこなっても、バルタザール・グリム大たい佐さの協力がなければすべて水の泡あわです。彼への工作が足りていないのでは」


    　エリザベートは頷うなずく。それはわかっているがしかし。


    「常に他人のおなかの中身を探っているひとですから、下へ手たに仕込むと警戒されます。万が一、こちらの思惑に気づいたならば、あの面倒な性格からしてヘソを曲げてしまう危険も。それよりは思考する間も与えない奇き襲しゆう攻こう撃げきのほうがいいかな、と……」


    「……大佐とは陛下のほうが気心が知れていますから、誘導はお任せしますが……。最も重要な部分が不確定要素であるのは、いささか心配です」


    「ジーモン卿きようとは打ち合わせずみです。あとは大佐がレニオール会長のところへ行くだけ……。ふたりを会わせれば、必ず事態は動きます」


    　これまで秘密裏りに収集してきた、ベルナー財ざい閥ばつに関するあらゆる一ウ級ル情ト報ラを俯ふ瞰かんして、エリザベートはそう結論づけている。


    　諜ちよう報ほう機関が収集・選別・精査する一級情報の獲得こそが、この過酷な時代を小国が生き抜くための要よう諦ていだとエリザベートは早くから睨にらんでいた。野原に潜ひそむウサギの耳であらゆる危険を察知し、獲え物ものの足音には敏感に反応して狩りを行わねば生きていけない。諜報機関になけなしの金をつぎこんだからこそ、去年の十一月にイスラ艦隊がヴェステラント大陸に到着したことも、バルタザールがベルナー財閥の御おん曹ぞう司しであることも、レニオールがいま病床にあることも、シルヴァニア王国はほかの列強に先んじて正確につかむことができた。


    　宝箱の鍵かぎを握るのはバルタザール・グリムだ。


    　バルタザールがエリザベートの思惑どおりに動いたならば、宝箱の蓋ふたがひらく。存在しないはずの五百億ペセスが、からっぽの宝箱からあふれ出す。


    　レニオールとバルタザール。


    　ふたりの怪物の再会を以もつて、エリザベートが積み重ねてきた一連の布ふ石せきは勝利にむかって収束する──。


    「大佐はかなり会長を憎んでいる様子ですが。とても自分から会いに行くとは思えません。成算はあるのですか？」


    　その問いかけに、エリザベートは窓から目を離し、コレットへむかってこれまでとは違う種類の笑みをたたえた。


    「奥の手があります」


    　どこか悪魔じみたものさえ感じさせる、女王の笑みだった。


    　──この子、いつからこんなふうに笑うようになったかしら。


    　コレットはいくぶん恐ろしささえ覚えながら、エリザベートの薄汚れた笑みを見つめた。


    



    　†††


    



    　魔女に囚とらわれる夢を見て、執務机でまどろみかけていたバルタザールは思わずびくりと背筋を反らし周辺へ目を凝こらした。


    　誰もいない。安あん堵どする。悪夢を思い返してみると、悪魔じみた笑みを浮かべた少女が暴れるバルタザールをとらえ、背中に氷水を流し込んでいたような。


    「疲れているらしい」


    　自分へ話しかける。無理もない。エアハント島のセントヴォルト帝国統合作戦司令本部と、サントス島のシルヴァニア王国軍作戦司令室を往復する日々が、もう四か月近くにもなる。まとまった睡眠時間が取れるのは移動中の飛空艇のなかだけであり、地上に降りたなら山さん積せきする問題がバルタザール目がけて押し寄せてくる。持ちうる知ち謀ぼうと執務能力の限りを尽くしてそそり立つ諸問題の波は濤とうを乗り越えていくが、越えても越えても新たな波が面前に盛り上がり、飛沫しぶきをあげて雪な崩だれ落ちてくる。


    　この状況を望んではいた。アホの参さん謀ぼう将校に煩わずらわされることなく、あらゆる能力を尽くして諸問題の荒波を乗り越え押し切り受け流し、ふたつの軍の舳へ先さきをほんのわずかでもおのれの望む方向へむけさせることは快感でもある。ベッドでゆっくり寝る間もないほど忙しいが、これまでで最も充実した時間であることも確かだ。


    「さて。やるぞ」


    　おのれへむかってもうひと声かけ、窓の外の風景を眺めてここがサントス島のシエラグリード市庁舎であることを確認し、シルヴァニア王国軍関連の執務に取りかかる。


    　心身に蓄積した疲労にもめげることなく、処理すべき案件の洪こう水ずいに治水工事を施ほどこす。気力を支えているのはレニオールに対する憎しみ、それのみ。


    　出世して、強大な権限を握って、いつかベルナー財ざい閥ばつを踏みつぶす。


    　レニオールの築き上げたすべてを破壊するために、バルタザールは生きている。


    　そのためであるなら、どんな激務にも耐えられる。


    「泣き喚わめけ、クソジジイ」


    　イスラ艦隊とシルヴァニア王国軍、それにセントヴォルト帝国軍多島海艦隊の今後の共同作戦計画について立案しながら、バルタザールはそんな罵ば倒とうを口にする。


    「おれは日一日、貴き様さまの玉座に近づいているぞ」


    　このところ独り言が増えた。ほとんど常に脳神経細胞ニユーロンをフル稼か働どうさせているため、熱を帯び膨ぼう張ちようした思考の欠片かけらがわれ知らず口元から漏もれ出てしまう。個室だからそれほど気にすることなく、どこにいるのかも知らない祖父へ悪あく罵ばを送りつづける。


    　──おれの活躍は確実に、耳に届いているはずだ。


    　──恐れろ。おののけ。おれに対する仕打ちを悔くやめ。


    　──いつか貴き様さまにも、地獄の戦場巡りをプレゼントしてやる。


    　憎しみの力で三つの軍が滞とどこおりなく連係を取るための方策を探し求める。このところもっぱらエアハント島にいるときは秋あき津つ大陸の百七十万将兵の撤退策を考え、サントス島にいるときはイスラ艦隊との共同作戦について考えつづけている。どちらも失敗したなら帝国の滅めつ亡ぼうに直結する重大な作戦だ。バルタザールの頭脳にのしかかる責任は大きい。


    　とりわけイスラ艦隊に関しては、長い航海で傷んだ艦体の修復と弾だん薬やく補給、及び一部艦艇の兵装の刷新が急務だ。その資金をひねり出すため、おととい、エリザベートが離れ小島に赴おもむいて聖せい杖じようを使ったばかばかしい芝しば居いを打ったようだが、新聞記事を読む限り、あれで騙だまされる投資家はよほどの世間知らずだろう。五百億ペセスもの金銀宝玉が海底の沈没船に眠っていたなどと、酔よっ払ぱらいの与よ太た話ばなしと大差ない。


    「やはりただのバカ女か」


    　もしかするとそれなりの政治能力があるのではないか、と疑いかけたが杞き憂ゆうだった。やはりエアハント士官学校時代と同じ、ファッションにしか興味のないバカ女のままだ。おれがいなければただのエテ公、おれが手のひらで使し役えきしてやってはじめてまともな女王として認知されることだろう。


    　案ずるなエリザベート。お前の仕事はひたすらおれの指揮棒に従って、歯は茎ぐきを剝むき出しにシンバルを叩たたくことだ。おれが指揮棒を下ろしたなら、口を閉じて叩くのをやめる。それがお前がこの世界に存在する意味だ。


    　ろくでもないことを考えながら仕事にいそしんでいると、執務室の扉とびらがノックされ、王家の侍じ従じゆう官かんが顔を出した。


    「失礼します、グリム大たい佐さ。急ぎの用件があるそうで、陛下がお召しです。突然で恐縮ですがお時間いただけますでしょうか」


    「……そうですか。珍しいですな。……よろしい、いま伺うかがいます」


    　なにやら問題でも起きただろうか。エリザベート直じき々じきの呼び出しははじめてだ。侍従官と共に作戦司令室を出て階段を上り、シエラグリード市庁舎の五階、エリザベートのもとへむかう。


    　執事に通されて、女王の謁えつ見けん場じようとしてはやや殺さつ風ぷう景けいな応接間へ通される。かつての宮殿は壊かい滅めつして久しく、再建のめども立っていない。現在、この市庁舎五階がエリザベートの宮殿だった。


    　ソファーに腰を下ろして待っていると、ややあって正装のエリザベートが居室から出てきた。バルタザールは右足を引いて頭を垂れ、うやうやしく挨あい拶さつする。


    「お招きに与あずかり光栄の至り。陛下の御み心こころに叶かなうべく、粉ふん骨こつ砕さい身しん努力いたしましょう」


    　エリザベートは典てん雅がに笑んで、


    「感謝します。大たい佐さがご多忙なのは存じておりますけれど、なにぶん至急の用件でして」


    　バルタザールはきりりと表情を引き締め、これ以上ないほど眼まな差ざしに誠実そうな色をたたえて、神妙に答える。


    「いままでもこれからも未来永えい劫ごう、わたしは陛下の要よう請せいが最優先です」


    　まあ、とエリザベートは頰ほおを染めると、いかにもうれしそうに笑え顔がおを広げる。


    　我ながら完かん璧ぺきなお世辞だ。エリザベートとの謁えつ見けんに備えて、常に数百種類のお世辞がこの脳内にストックしてある。アホのエリザベートは褒ほめれば褒めるほど舞い上がり、おれの手のひらで自在に踊ることになるだろう。


    　バルタザールへソファーを勧めてから、エリザベートは扉とびらのそばに控える侍じ従じゆう官かんへ声をかけた。


    「大佐と内ない々ないの話です。外してください」


    　侍従官は胸の前で腕を横に流して了承すると、音も立てず退室した。


    　バルタザールとエリザベートはふたりきり、ガラステーブルを挟んでむかいあう。恐らくは金の話だろうな、とバルタザールは直感していたが、案の定だった。


    「トル・エレス島のニュースは、ごらんになりましたか？」


    「もちろん。驚きよう愕がくいたしました。まさかあんなところに財宝があったとは」


    　可能な限り感情を込めて言ってみると、エリザベートは小首を傾かしげる。


    「信じておりませんでしょう？」


    　あんな猿さる芝しば居い、信じるわけがないだろうが。……などと本心を述べるわけにもいかないため、大人として振る舞う。


    「いえ、そんなことは。陛下を疑ったことなど、一度たりともありません」


    　エリザベートは一呼吸だけ溜ためを置いて、悪いた戯ずらっぽく舌先を出した。


    「実は、あれ、ウソです」


    「なんですってー」


    「財宝どころか、沈没船もないです。単に、日につ食しよくを見るのに都合がよかったからあの島にしただけで」


    「なんということだ。すっかり騙だまされてしまいました。さすがは陛下、見事な演技でございます。これは世界中が一本取られましたなー」


    　両の手のひらを上にむけ、やれやれと肩をすくめて困り顔をしてやると、エリザベートは照れ笑いを浮かべる。


    　なにを照れている、ウラノス参さん謀ぼう総長アキレウスすら凌りよう駕がするおれの頭脳が貴き様さまごときに騙されるわけがなかろう。と怒鳴りながらエリザベートの首を絞める様子を脳内に描えがいて破壊衝しよう動どうを満足させたのち、バルタザールはしおらしい態度を変えることなく問いを投げる。


    「目的はやはり、バレステロス公こう債さいでしょうか」


    　エリザベートは笑え顔がおを崩さない。


    「はい。五百億ペセスもの準備金があるとわかれば、投資家のみなさんも安心してシエラグリード市し場じように集まってくださるかと」


    「なるほど。それはさぞかし、高値がつくことでしょう」


    　そんなわけがあるか、と内心で嘲あざけりながらも、バルタザールは当たり障さわりのないことを答える。あんな三さん文もん芝しば居いが海千山千の投資家に通用するわけがない。せいぜいイスラ艦隊が資金難に陥っていることを勘づかれて逆効果になるのが関の山。バカ女の浅知恵で、そうそう簡単に公債価格が上がってたまるか。


    「いえ、これだけでは不可能です」


    　エリザベートは即座に否定した。そのへんはわかっているらしい。


    「最後にひとつ、錬れん金きん術じゆつを施すことで、存在しない財宝が現実になります」


    　エリザベートのその言葉が、いやな予感を搔かき立てた。試しに鎌かまをかけてみる。


    「なるほど。国際金融の魔術師でも呼び寄せるおつもりですかな」


    　かけた鎌は、エリザベートの口の端はに見事に引っかかった。


    「はい。現在、世界最高の魔術師に依頼しようかと」


    　うすうすそうではないかと予感していたが、そのとおりらしい。


    　反射的に拒絶する。


    「レニオール・ベルナーを動かすことは、誰にも不可能です」


    　要よう請せいされる前に、答えてしまった。


    　エリザベートの表情から、微笑ほほえみがゆっくりと消えていく。おそらくはイスラ艦隊外務長、アメリア・セルバンテスと同じことを考えているのだろう。


    　どいつもこいつも、あの男のことをなにもわかっていない。


    「レニオールは打ち出の小こ槌づちではありません。彼は食虫植物です。甘い香りに誘惑されて近づけば、たちまち食われて溶かされるのみ。関わり合いをもてば王国にとって千年の禍か根こんとなりましょう」


    　エリザベートの描いた絵は、とっくにすべて見えていた。あの三文芝居は布ふ石せきにすぎない。本命はレニオールをバレステロス公債に参入させることだ。レニオールが食いついたとあらば、沈没船の五百億ペセスが現実味を帯びてくる。本当に財宝があると投資家たちが判断したならば、連鎖的に公債価格は跳ね上がるだろう。


    　そして、レニオールを動かすためには、孫のおれがうってつけ、と。


    　──すいぶん安い絵を描いたな、エリザベート。


    　怒りと侮ぶ蔑べつと憎ぞう悪おが、バルタザールの表情の底からにじみ出る。


    　──諜ちよう報ほう機関を使っておれの過去を探り当て、調子に乗ったか。


    　──多少の秘ひ匿とく情報を得たからといっていい気になるなよ、バカ女。


    　──誰がお前の思いどおりに動いてやるものか……。


    　まず念頭に据すえておくべきは、エリザベートはおれに対して命令する権限をもっていないことだ。おれはあくまでセントヴォルト帝国軍参さん謀ぼう将校であり、シルヴァニア王国に軍籍を置いているわけではない。エリザベートがおれにできることはあくまで要よう請せいであり、強制力は皆かい無む。ならばおれがやるべきは、あらゆる才知と弁べん舌ぜつとロジックを駆く使しして、エリザベートの要請をのらりくらりと受け流し、最終的にやんわりと断ことわること、それのみ。


    　方針を整えて、バルタザールは一瞬にしてヘドロじみた感情を表情から消し去った。その代わりに余裕の笑みを頰ほおに浮かべてみせる。


    「陛下。わたしは祖父に疎うとまれているのです。憎まれている、といってもよい。たとえばわたしが祖父に会ってバレステロス公こう債さいへの参入を要請したならば、祖父は即座にあらゆるネットワークを用いてイスラ艦隊を貶おとしめる噂うわさを流し、公債価値を下げ落らくさせるでしょう。そういう種類の人間も、この世の中には存在するのです」


    　ひと息に言い切る。


    　エリザベートはわざとらしく両目をぱちくりと瞬まばたきし、


    「大たい佐さ、少し早はや合が点てんなさっておられますわ。わたしから大佐にお願いごとがあるのは確かですけれど、レニオール会長に公債をお薦めしてほしいなどと、そんな厚かましい要望ではありません」


    「おぉ、それはなによりです。先だって、イスラ艦隊のアメリア外務長からそのような要望を受けていたもので、つい先読みしてしまいました。……それで、わたしへのご要望とは？」


    　余裕の笑え顔がおを一ミリたりとも崩すことなく、問いかける。


    　エリザベートもまた、いかにも無む垢くそうな笑顔をたたえ直して、


    「大佐に、レニオール会長に会いに行っていただきたい。それだけです」


    　バルタザールは腹の底からの憎悪を微み塵じんも外界へ表出することなく、にこやかに、


    「これといった用事もないのに？」


    「十四歳のときに家出した御おん曹ぞう司し、セントヴォルト帝国参謀将校として八年ぶりの凱がい旋せん……ということでいかが？」


    　バルタザールの笑顔の底に、凄せい惨さんなものがよぎった。


    「陛下。それは少々、お戯たわむれが過ぎるのでは？」


    「いやですわ。わたしは常に真剣に、王国と帝国の繁栄を考えておりますの」


    　互いに腹の底に一いち物もつも二物も忍ばせたまま、笑顔を崩すことなく、言葉の剣けん尖せんをかちりと鳴らす。


    「わたくしも同じく、王国と帝国の共栄を誰よりも真しん摯しに望むものです。だからこそ、お言葉をお返ししましょう。レニオールに関わったならば、未来はありません」


    「けれど大佐のご家族でありましょう。そのように悪あしざまにおっしゃるのも、伺うかがっていてなにやら悲しいものが」


    　バルタザールは懸けん命めいに、鼻から漏もれそうな嘲ちよう笑しようを押し隠し、邪じや気きのない笑みを保った。


    「家族？」


    　けれど抑えきれない憎しみが、理性より早く言葉を成形してしまう。


    「そう思ったことはありません。むこうも、そう思ってはおりません。肉親の情愛など、ベルナー家には存在しないのです」


    　どこの家族が、年とし端はもいかない子どもを戦場に放り出して死体運搬や負傷兵の手当てをさせるというのか。軍馬に薬剤を投与させるというのか。あんなものが家族であるとするならば、牛や豚が親であってくれたほうがまだマシだ。


    　エリザベートは無言のまま、しばらくじいっとバルタザールを見つめた。


    　バルタザールも大人の余裕の仮面をかぶったまま、内心の怒りと憎ぞう悪おを漏らすことなく、エリザベートの無言を受け止める。


    「誰にも過ちはあります」


    　やがて静かにエリザベートはそう言った。


    「傷つけられたことがあるかもしれません。期待が裏切られ、代わりに懲ちよう罰ばつをくだされることがあったりもするでしょう」


    　どうやらすべて調べ上げているようだな。ならば話が早い。おれがどうあっても協力しない理由は、わかっているはずだ。


    「ひとは間違えます。愛情の伝え方を誤ることも。すべての人間がたくさん間違え、失敗しながら歩いています。他者の過ちを受け入れ、おのれの成長の糧かてにできるか否いなかが、人間としての正否を分けるのでは」


    　おい、それはまさか説教か。貴き様さま、あろうことかおれを諭さとそうとしているのか。


    　猛烈に腹が立った。死んでも貴様の望みどおりにはならん。


    「おっしゃるとおり。下げ賤せんのやからへの寛容が、貴種のたしなみでありましょう。しかし当たり前の矜きよう持じすらもつこともできないのがレニオール・ベルナーなのです。あの怪物に、貴種の道理は通用いたしません。恩を仇あだで返すのは当たり前、いえそれどころか恩人に寄生して食い尽くすのがベルナー一族の流儀なのです。関わってはなりません」


    　エリザベートは深く息をついてから、真摯そうな眼まな差ざしを持ち上げる。


    「大たい佐さ。もう一度申し上げますが、わたくしはただ大佐に、会長のもとへいま行ってほしいと切に願うだけなのです」


    「わたしも生なま半はん可かな決意で家を出たわけでもありません。まだなにも成し遂げていない現在、ベルナー家へ戻れば笑いものとなりましょう」


    「そのお気持ちはわかります。ですが、いま、帰る必要があるのです」


    「なにゆえ」


    「レニオール会長は、重じゆう篤とくな病のもとにあります。診断では、あと一か月であろうと」


    　エリザベートの言葉が、応接間に響いた。


    　バルタザールの思考が、止まった。


    「ジーモン卿きようからわたくしへ連絡があり、首に縄なわをつけてでも大たい佐さを家に帰してほしいとのこと。……飛空艇は手配します。戻ってください。いますぐに」


    　背骨が抜け落ち、床ゆかで砕ける音を聞いた。代わりに野太い氷柱つららが、おのれの中心に突き立てられる。


    　手足の震えを抑えて、バルタザールは答えた。


    「わたしには、関係ありません」


    　ともすれば震えそうになる言葉へ、駆かり立てた理性をあてがう。


    「あの男が死のうが生きようが、知ったことではない」


    「……機長……」


    「死ねばよいのです。みじめに。あの男が奪い去った幾千幾万の人生の報むくいを受ければよい」


    　焼け付くなにかがこめかみに突き立ち、脳のう髄ずいをかき乱す。理性の制御がままならず、おのれのなかに残存していた未練が、恨み言となって口こう腔こうを爛ただれさせる。


    「枕まくら元もとには誰もおりますまい。あらゆるものを金と力で支配した男の成れの果てになど興味もない。誰にも看み取とられぬまま、ひっそり死ぬのがお似合いです。……この話は終わりましょう。わたしはここを離れない。ただでさえ忙しいというのに、枯れ果てた老人がひとりどうなろうが関わっている暇はない。失礼します」


    　震えを抑えることができなくなって、バルタザールは腰を上げようとした。自分がひどく狼ろう狽ばいしているのは自覚できた。


    　レニオールが死ぬ。


    　考えてみれば当たり前だ。ひとはいつか死ぬ。だがあの怪物に限って死を迎えることがあろうなどと、考えたこともなかった。


    「機長」


    　エリザベートが腰を上げて、テーブルを回り込み、素早くバルタザールの隣に座ると、肩に手をかけてもう一度座らせる。


    「私人として言わせてください。女王ではなく、セシルとして」


    　バルタザールは足に力が入らない。力なく、またソファーへ腰を戻す。


    「きっと誤解が積み重なってるだけ。……そういうの全部、洗い流したほうがいいです。そうじゃないと後悔します。王国での仕事は、ほかのものに任せますから……一日だけでも、戻ってあげてください」


    　私人セシル・ハウアーが、そんな言葉をかけてくる。バルタザールは息を整え、懸けん命めいに思考を醒さます。


    「残念ながら陛下。いかに言葉を操あやつろうと、わたしは動きません。無駄です。わたしの決意は固い」


    　言葉を吐き出しながら思考を整え、ゆっくりと口元へ笑みを切れ上がらせる。


    「いかなる事態に立ち合おうとも冷徹であれ。人間の情緒など顧かえりみる価値はない。ただひたすら合理的に実利を求めよ。あの祖父が教えてくれたことがあるとすれば、その理念のみ。ならばわたしは、理念に忠実でありましょう」


    　セシルの瞳ひとみに、同情と悲しみと哀れみが光った。


    「軽けい蔑べつなさいますか？　それでも結構。ですが陛下もまた、わたしを使ってレニオールを動かしたいだけでしょうに。同類ではありませんか。どれほど綺き麗れい事ごとをのたまおうとも、人間はみな、私利を求めて行動している。それでよいではありませんか」


    　知らず内面に詰まっているものが、言葉に置き換わってしまっていた。しかし自分を制御できない。


    「人間としての正否がどうとか、なんの意味があるのです？　死にかけの老人のもとへ赴おもむいて誤解を解いて、手を握りあって涙を流し和解して、それになんの意味が？　さもしい人間がひとり寿命を迎えてこの世界から消える、ただそれだけでしょうに。大騒ぎするほどでもない。わたしには仕事がある。帝国と王国の命めい運うんの一いつ端たんを委ゆだねられているのです。たったひとりの人間の生死に振り回されている暇はない」


    　思うさま、バルタザールは胸のうちを言葉に変えていた。愚おろかしいとはわかっていたが、止められなかった。セシルの表情は徐々に厳しくなり、ついにバルタザールを睨にらみつける。


    「……機長。……子どもじゃないんだから。……なに駄々こねてんです？　かっこ悪い」


    　学生時代と同じ口く調ちようで、文句をつけてくる。


    「ほんとは行きたいんでしょう？　もう一回おじいさんに会って、立派になったところ見せたいんじゃないですか？　変な意地張らなくていいですから。誰も笑ったりしませんから」


    　バルタザールは凄せい絶ぜつに笑んで、


    「陛下はわたしをなにもご存じない。本当は行きたい？　わたしが意地を張っている？　これはこれは、安く見られたものだ。なんの得もない、ただ時間の浪費でしかない帰省をしなければならない理由はなんです？　わたしの実利を提示してください。わたしは子どもではない、大人を動かすにはそれなりの見返りがありませんと」


    　不意打ちを受けて動揺していたバルタザールの思考も、言葉を吐き出すうちに整ってきていた。


    　エリザベートにはおれに命令する権限はない。情愛に訴えかけて腰を上げさせるしか方策はないのだ。ならば一切の人間的情緒を捨てればよい、それだけの話ではないか。


    　実家など、誰が行くものか。ジジイは勝手に死ねばよい。おれはベルナー財ざい閥ばつを壊かい滅めつさせたのち、ジジイの碑ひ文ぶんに罵ば詈り雑ぞう言ごんを書き込んですっきりすることにしよう。


    「……機長。……それ、本気で言ってるんですか？」


    　セシルは不快感を隠すことなく、詰きつ問もんしてくる。バルタザールは余裕を取り戻して、つれなく答える。


    「当然の意見でしょうに。大人ですからな」


    「……へえ。……損得で動くのが大人ですか」


    「陛下はご存じないでしょうが、世間はそういうものです」


    「なるほど。じゃあ機長は、損得があるなら動くんですね」


    「損益分ぶん岐きが明白な事態ならば、メリットのために行動するのが当然でしょう」


    「へえ。じゃあわたしもそうしようかな」


    　さきほどまでの慈愛の表情はどこへやら、セシルの表情はすっかり冷たく醒さめきっていた。


    　お前の場合はそのくらいがちょうどよい。妙に良識や道徳や仲間意識を振り回されるとうっとうしくてかなわん。べたべたせずに損得勘定だけでつきあってくれるならこちらとしても好都合だ。


    「はい。陛下のお立場であれば、それが当然でありましょう」


    　動揺を完全に抑えきって、澄まし顔でそう答えると、セシルはソファーから腰を上げ、いきなり全く関係のない話題を切り出した。


    「ところで大たい佐さ。突然ですけれど、実はわたくし、作戦司令本部の参さん謀ぼう将校からひどい誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを受けたことがありますの。……聞いていただけます？」


    　口く調ちようが公人エリザベートに戻っていた。忙しい女だと思いながら、目線を持ち上げる。


    「ほう。わたくしの同僚が、陛下を誹謗したのですか？」


    「はい。とても傷つくやら憤いきどおるやら……気持ちのやり場に困っておりまして。どうしたらよいでしょう？」


    「ふむ。ラファエル参謀総長に言こと伝づてすれば充分でしょうな。誰かは存じませんが、翌日には左さ遷せんされるでしょう」


    　エリザベートは帝国軍作戦司令本部にとって、ハイデラバード群島を押さえるために欠かせない人間だ。ミッテラント本土を追い落とされた帝国軍がまだ生き長らえているのは、ハイデラバード群島がエリザベートの意思に沿って協力的でいてくれていることが大きい。公然とエリザベートを誹謗したなら、高級将校といえど厳罰に処されるだろう。


    「誹謗とは、どのような？」


    「手紙が送られてきまして。文面に、わたしに対するひどく下品な罵ば倒とうが」


    　どこの参謀か知らないが、ずいぶんバカなことをしたものだ。明らかに証しよう拠こが残るかたちで女王を罵倒するなど、脳が鬱うつ血けつしているのではないか？　同僚は愚おろか者ぞろいだが、そこまでの逸いつ材ざいがいたとは知らなかった。エリザベートの言うことが本当なら、同盟国君主に対する不敬罪として軍事裁判にかけられてもおかしくない。


    　今世紀最大級の愚か者の間抜け面づらを拝みたいと思い、尋ねる。


    「問題の手紙を見せていただけますかな」


    「はい。これですの」


    　エリザベートは応接間の飾り棚に歩み寄り、化粧箱から色あせた手紙を一通取り出して持ってきた。


    　やや古びた手紙だ。訝いぶかしく思いながらバルタザールは受け取って、文面を読む。


    



    『貴き様さまが作戦本部に入ったなら、便所掃除の仕事をくれてやる。貴様が戦う相手はウラノスではない、便器のシミだ』


    



    　なぜか、この文面に見覚えがある。


    　なにか、確か、ずいぶん昔に誰かにむかってこんなことを書いたような。


    　そうだ。作戦司令本部に勤めはじめたばかりのころ。学生時代の後輩のバカ女が、どうでもいいようなことを書き連ねた手紙を送りつけてきたので、これと同じ文章で一いつ喝かつしてやったような……記憶が……ある……。


    「差出人の署名が、ここに」


    　エリザベートは手紙の末尾に書かれた差出人の名前を指で示した。


    



    『バルタザール・グリム』


    



    　見間違えるはずもない。自分自身の署名が誇らしげに、エリザベートへの罵倒の末尾に書いてある。


    　エリザベートは音もなくバルタザールの手元から手紙を抜き取ると、大事そうに胸の前で抱える。


    「どういうおかたなのでしょう、いったい。正気を疑いますわ。なぜわたくしにむかってこのような誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようをなさるのか、ラファエル参さん謀ぼう総長に問いたださねばなりませんわね」


    「……………………」


    「左さ遷せんしてもらいましょうか？　それとも降格がよい？　不敬罪で投とう獄ごくすることもできるかもしれませんわね。ああ、いったいどうやってこの無礼な参謀に仕返ししてやればいいか、一緒に考えませんグリム大たい佐さ？」


    　もう五、六年前になるだろうか。風ふう刺し漫画というものが流行したことがある。まだおれがエアハント士官学校に通っていた時代の話だ。


    　三さん文もん雑誌や大衆新聞に掲載される、世相を風ふう刺しした文章とイラストが組み合わさった庶民の娯楽。それらを一冊にまとめた冊子が士官室に置いてあったため読んでみたのだが、雑なイラストが連ねてあるうちに、大きな衝しよう撃げきを受けた人間の口、鼻、耳から当人の魂たましいが煙となって漏もれ出ていく絵があった。人物が受けた驚きよう愕がくの大きさを、魂が体内から抜け出ることで読者に伝えるという、いかにも陳ちん腐ぷな表現。


    　もしや、これが、あれか。


    　おれは応接間の天井付近を漂ただよいながら、そんなことを思った。


    　見下ろしたなら、ソファーに座っているのは、おれだ。


    　口を半開きにして、白目を剝むき、手紙を抜き取られたにもかかわらず、両手をアホみたいに前に突き出したまま、目、耳、鼻から白い煙を吐き出して動かない。


    　エリザベートはその傍かたわらに突っ立って、手紙を宝物のように胸で抱きしめ、笑っている。


    　おれは煙となって天井を漂いながら、ふたりのすがたを見下ろしていた。魂というものの存在など信じたことはないが、もしかしていま思考しているおれが魂なのだろうか。もしもそうならこのまま天に昇っていきたいな。


    「それとも、レニオール会長のお見舞いに行っていただきましょうか？　左さ遷せんか投とう獄ごくかお見舞いか、差出人がどれを選ぶか楽しみですわね、グリム大たい佐さ？」


    　ソファーに座ったおれの肉体は相変わらず、エクトプラズムを吐き出すだけで答えない。


    「お見舞いから戻ってこられたら、このお手紙は誰にもお見せすることなく、差出人にお返ししましょうね」


    　悪魔の笑みをたたえたエリザベートが、おれの抜け殻がらにむかってそう提案した。

  


  
    



    　十四．


    



    　星の河を遡そ上じようするように、三機の大型輸送機が翼を連ねて飛ひ翔しようしていた。


    　またたく数千の銀砂を、全長三十メートルに及ぶ巨影が切り裂いていく。厳密な通信封ふう鎖さを敷き、暁ぎよう闇あんのただなか互いの翼よく端たん灯とうを頼りに、西を目指して一心不乱に飛ぶ。


    　三機の内部には、総勢二百四十名もの兵士たちが詰め込まれていた。


    　四発プロペラの轟ごう々ごうとした唸うなりだけが、一機あたり八十名の神しん明めい隊たい隊員へ伝う。いずれも緊張した表情で落らつ下か傘さんを背負い、胴体内部に四列に詰め込まれて、誰ひとり無駄口を叩たたくことなく粛しゆく々しゆくと決戦の地を目指していた。


    



    　帝紀一三五一年、十月十九日、箕み鄕さと─京きよう凪なぎ間航空路上空──。


    



    　紫むらさきかぐらは先頭機のコックピット、操縦席の背後の機長席に着席して、航法士の書き込む飛行チャートに目を走らせていた。


    　夜明けまで、あと一時間ほど。窓の外は一面の漆しつ黒こくだが、窓に顔を近づけて機体後方、東の空を眺めたなら地平線のぎりぎりが薄紫に染まりつつある。


    「到着まで、五分切りました」


    　機速計を睨にらんでいた航法士がそう告げて、かぐらは頷うなずいて腰を上げ、落下傘を担かついだ。


    「ご苦労だった。箕鄕に帰ったら扇おうぎガ谷や司令に、わたしから御礼を伝えてほしい」


    「はっ。御武運を」


    　草くさ薙なぎ航空隊から派遣された操縦士に挨あい拶さつしてから、かぐらは隔かく離り壁へきのむこうで降下を待つ隊員たちのもとへ赴おもむいた。


    　かぐらが胴体部へ入っていくと、ぎらりとした八十名の視線が一斉に突き立つ。


    　この一年四か月、生死を共にしてきた仲間たち。近接格闘、低高度降下、夜間分進、通信遮断……。今回の任務に必要なあらゆる技能を習得するため、十数名の死者を出す猛訓練を乗り越えて、ついに今日きようこのときを迎えた。


    　かぐらは四列に並んだ隊員たちの狭はざ間まを歩き抜けると、後部ハッチの直前で足を止め、みなのほうを振りむいた。


    「もはや余計な言葉は必要あるまい。今日までよく過酷な訓練に耐えてくれた。あとはその成果を発揮するのみ。我々は必ず目的を達成できると信じる」


    　隊員たちは押し黙って、かぐらの言葉を聞く。いまやここにいる全員が、地図や見取り図を持たずとも京凪離宮内から首相官かん邸ていにいたるまで、目的の施設に単独で潜入し目標物を確保して戻ってこられるまでに練成されていた。


    「譲じよう位いを血で汚すわけにはいかぬ。応射はやむをえぬ場合のみ。敵に気づかれぬうちに浸透し、肉にく薄はくして武装を解除するのが原則だ。難しいことはわかっているが、我々はあくまで無血革命を目指さねばならない。諸君がこれまで積み上げてきた訓練もそのためのものである」


    　かぐらの言葉の途中で、低い駆く動どう音おんと共に後部ハッチがゆっくりとひらきはじめた。


    　機体後方に、ゆっくりと空が現れる。風が高く唸うなる。流れ込んでくる十月の夜気が、隊員たちの狭はざ間まを浸ひたす。


    　かぐらは風の音に負けまいと、声を張った。


    「我らは無む辜この民のために戦おう。皇王陛下を傀かい儡らいとする久く遠おん寺じ内閣を打倒し、無益な戦争をここで終わらせるために戦うのだ」


    　言葉と一緒に、ひらいていく後部ハッチのむこうから、黎れい明めいの空が顔を覗のぞかせた。


    　東の空の青あお紫むらさきは、これから燃え立とうとしていた。このわずかな明度を頼りにして降下が行おこなわれる。


    　かぐらの凜りんとした声が、戦闘開始を告げる。


    「神しん明めい一番隊、これより出しゆつ撃げき。目標は京きよう凪なぎ離宮奥御殿。繰り返すが余計な殺せつ生しようは不要、聖域を血で汚してはならぬ」


    　八十人の応が響き、全員が立ち上がって、すっかり全開した後部ハッチへ厳げん粛しゆくな儀式のように歩調をそろえて近づく。


    　かぐらはその先頭で、黎明の京凪を見下ろした。


    　離宮には直衛隊がいる。その隊長は、かぐらの兄、紫雪ゆき平ひら。


    　同じ紫家の血を継ぐふたりは、かぐらが大だい威い徳とく親しん王のう、雪平が皇王の護衛となったときから決定的に運命を違たがえた。異なる主あるじを守護する使命を帯びたふたりは、今日きよう、敵味方として対たい峙じしなければならない。


    　──兄様、今日はじめて、わたしはあなたに勝ちます。


    　決意を固めて、目に映るものに神経を集中する。


    　地上への高度差、約四百メートル。機体後方から、二機の大型輸送機が追つい従じゆうしているのも見えた。いまごろあちらの各隊でも、隊長の訓話が終わり、後部ハッチから身を乗り出すようにして降下地点を見定めているだろう。


    　高山都市、京凪の街並みがぽつりぽつり、山やま間あいの平地に見下ろせた。地形については今日までに調べ上げて、どこに降下するのが最善かも知っている。


    　この低高度から降下して、いきなり京凪離宮内に降り立ち、神しん速そくを以もつて皇王の身柄を確保、御ぎよ璽じを奪だつ取しゆする。それがかぐら率ひきいる一番隊の役目だ。後続の二番隊、三番隊はそれぞれ首相官かん邸ていと南みなみ正しよう覚がく陸海軍総長私邸、馬ばく喰ろう外務大臣私邸を制圧して、最高戦争指導会議三名の身柄を押さえる。警備隊に反撃する隙すきを与えず、なにが起きたか悟らせる前に肉薄して武装解除するための空くう挺てい降下である。


    　かぐらは頼もしい隊員たちを最後にもう一度振り返った。ここにいる八十名だけではなく、後続する隊員すべてへ、心の底から感謝した。本来ならば作戦遂すい行こうのために猛烈な檄げきを飛ばす場面なのだろうが、それはいまさら必要ないだろうと思った。それよりもかぐら個人の理想に同調し、今日きようこれまでよく付き従ってくれた大切な仲間たちへ、せめて微笑ほほえみたかった。きっと全員がそろって次の朝を迎えることは不可能だから。


    「よい朝だ。風も気持ちいい。では行こう。我らの望む未来のために」


    　隊員たちもまっさらな笑え顔がおで、応を返した。共に地獄の訓練を乗り越えて今日この日に辿たどり着いたいま、神しん明めい隊たい二百四十名全員がひとつの家族だった。我が身と引き換えに平和をたぐりよせることを選んだ、飛びきり愚おろかで飛びきり勇ゆう敢かんな仲間たちだった。


    　──愚かしさがこの状況を生んだなら、さらなる愚かしさで決着をつけよう。


    　それからかぐらは、黎れい明めいへ足を踏み入れた。


    　足の下が、空になる。


    　天地が、入れ替わる。


    　同時に、真っ白な傘さん体たいが上方を目がけて伸びていく。


    　落ちながら、かぐらは輸送機の後部ハッチから次々に仲間たちが降下していくさまを見る。


    　箱からこぼれおちるキャンディーみたいに、白い傘かさが次々と空にひらく。


    　その左右には、二番隊、三番隊の隊員たちが咲かせた白い花もある。


    　箕み鄕さとから大型輸送機が物資輸送のために飛来する旨むねは事前に通達ずみだ。離宮直衛隊は輸送機の中身は食料弾だん薬やくだと誤認しているはずだが、実際はこうして兵士が送り届けられているというわけだ。


    　かぐらは縛ばく帯たいを両手で握り、降下地点を見定める。下方、京きよう凪なぎ離宮敷地内の庭園がぐんぐん迫ってくる。離宮内にはちらほら、人影があるようだ。きっと突然、空から舞い降りてくる大量の白い花を見上げ、事態を把握できず呆ぼう然ぜんとしているはず──。


    　いや。


    　庭園の一角に土ど囊のうが積み上げられてあり、その奥に空を指向する重じゆう機き関かん銃じゆうの銃口があった。


    　直衛隊兵士は慌あわてた様子も見せず、三脚を使って銃身に仰ぎよう角かくをもたせている。


    「……え？」


    　呆あつ気けに取られた瞬間、重い銃声を聞いた。


    　焼け爛ただれた火か線せんがかぐらの両りよう脇わきをすり抜けていき、後ろ上方にあった白い傘体を射い貫ぬく。


    「……っ!?」


    　無限の空へ、しおれた傘と、落下していく隊員のすがたが映じた。


    　銃声に紛まぎれて切ない悲鳴が耳じ朶だを打つ。


    　見ひらいたかぐらの目に、地上から打ち上げられる幾条もの火線が映じた。


    　一箇か所しよだけではない。離宮内の合計三箇所から一斉に、炎の濁だく流りゆうが天を目指して駆かけ上がり神しん明めい隊たいの落らつ下か傘さんを次々に食い破る。


    　ふたつ、みっつ、よっつ……。今日きようのために鍛きたえ上げてきた精せい鋭えい中の精鋭たちが、地に足を擦こすりつけることなく、なにもできないまま降下の途中で撃ち墜おとされていく……!!


    　あたかもかぐらの思考を読み切っていたかのように、直衛隊は空くう挺てい降下へ一方的な猛もう射しやを浴びせる。無防備なまま空を漂ただよう隊員たちは避ひ弾だんすることさえできず、次々に傘体を撃ち抜かれて力なく地面へと落下するのみ。


    　裏をかいたつもりが、完全に裏をかかれた。


    　こんなことができるのは。


    「……兄様……!!」


    　京きよう凪なぎ離宮直衛隊隊長、紫むらさき雪ゆき平ひらしかいない。


    　絶望を覚える間もないまま、かぐらの両脚が地を嚙かんだ。


    　砂じや利り敷きの庭だ。満足な遮しや蔽へい物ぶつもない。重じゆう機き関かん銃じゆうのすさまじい咆ほう哮こうの狭はざ間まに、直衛隊隊員の怒ど声せいが爆はぜる。かぐらは素早く縛ばく帯たいを解き、落下傘を外すと豹ひようのごとく庭を走り抜けて建物の陰に身を潜ひそめ、天地の様子を窺うかがう。


    　仲間たちは突然の銃撃に煽あおられて、事前の計画を維持することができず、各個に分断されて離宮内へ降り立ったようだ。


    　無血革命などと悠長なことは言っていられない。


    　応射しなければ、こちらが全ぜん滅めつする。


    　聖域を血で汚さねば、譲じよう位いが画が餅べいに帰してしまう。


    　雪平を相手に、奇き襲しゆうして武装解除などという生なま半はん可かな手段が通用するはずもなかったのだ。


    　──甘すぎた。


    　悔くいても遅い。もはや覚悟を決めるしかない。


    　夜明けまであと三、四十分ほど。地平線下の太陽の光により、視界を薄く確保できる。空挺降下には視界が必要であるため黎れい明めい時じを狙ねらったのだが、その判断も裏目に出ていた。敵はこちらの動きをすべて視認しており、肉にく薄はくするのは容易ではない。しかしだからといってぐずぐずしていては、雪平が皇こう王おうの身柄と御ぎよ璽じを隠してしまう。


    　離宮内は銃声がやまない。二分前まで深い静寂に閉ざされていた山の大気が、いまや悲鳴と怒声と発はつ砲ぽう音おんの交こう叉さする戦場のそれに様変わりしていた。


    　かぐらは思考を落ち着かせ、対応を練る。無線機などはないため、各員との連絡は取れない。ひとりひとりがおのれの判断で離宮内へ浸透していき、敵を制圧するしかない。その訓練も積んできた。直衛隊の兵力は、事前の調査では百名前後であったはず。対する一番隊は七十名前後。雪平が増員していないことを願いながら、植え込みの陰に身を潜め、咆哮をつづける重機関銃陣地の背後へと忍び寄っていく。


    　空挺降下によって、前線の存在しない乱戦となっていた。どの物陰から敵が出てくるか予想がつかないし、味方と出くわすこともある。動くものをよく見定めてから撃たないと、同士討ちの危険が大きい。


    　なんとか早いうちに重じゆう機き関かん銃じゆう陣地のひとつを奪だつ取しゆして、味方を鼓こ舞ぶしたい。まさかの待ち伏せをくらって混乱した味方に、かぐら自身が勇気を与える必要がある。かぐらの装備は接近戦を想定して刀と脇わき差ざしのみだから、半円形の土ど囊のうを積み上げた機関銃陣地に飛び込んで、歩ほ兵へい二名を斬きり捨てるしかない。


    　──剣を、血で汚さねば……。


    　かぐらはまだ、ひとを斬ったことはない。戦闘機での撃げき墜ついはあるが、顔の見える敵兵へ鋼刃を浴びせた経験は皆かい無む。


    　だがしかし。


    　──斬る。


    　覚悟を据すえるしかない。敵を斬らねば同志たちが死ぬ。目的を遂げることもなく、ただの逆賊として汚お名めいが残る。親しん王のうもまた、クーデターの首しゆ魁かいとして処罰は免まぬかれまい。この戦いに負けたならなにもかも終わりなのだ。勝つしかない。勝つために、同どう朋ほうを斬るしかない。


    　──血塗られた道を行こう。


    　かぐらは唇くちびるを嚙かみしめ、腰の剣の柄つかに手を置いた。重機関銃の発射把は柄へいを握る敵兵の背中が植え込みの十五メートル先にあった。周囲へ目を走らせる。藍あい色がかった直衛隊の制服がちらほら、建物の陰に身を潜ひそめて神しん明めい隊たいへ銃じゆう撃げきを浴びせていた。
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    　リスクは大きいが、やるしかない。


    　大きく息を吸い込んでから、余計な人間的情緒をすべて呼気と一緒に吐き出した。


    　それから冷たく冴さえきった野や獣じゆうの眼まな差ざしを、ひらく。


    　──罪はすべて、この身で償つぐなう。


    　決意して、植え込みから一気に重じゆう機き関かん銃じゆう陣地を目指し豹ひようのごとく駆かけ込む。


    　装そう塡てん手しゆが、不意にこちらを振り返った。その口が、わずかにひらく。


    　同時に鞘さやから抜き放たれたかぐらの鋼刃が、空の色を映した。


    　──許さなくて、いい。


    　刺し突とつが、装塡手の喉のどを貫つらぬく。


    　両の手のひらに、鈍にぶく重い感触が伝う。


    　ひとつの命を摘み取った手て応ごたえ。


    　──わたしを、呪のろえ。


    　剣けん尖せんを引き抜く。真っ赤かな飛沫しぶきが、かぐらの白い横顔を濡ぬらす。つづけざま、振りむいた射撃手の首へ横殴りの一いつ閃せん。


    　噴き上がる朱色の濁だく流りゆう。


    　右後方の敵兵二名がかぐらに気づき、なにやら怒ど声せいをあげながら歩ほ兵へい銃の銃口をむけた。


    　髪も顔も上半身も血に濡らし、かぐらは、のたうつ装塡手の背中をつかんで引き起こし、自みずからの盾たてとした。


    　二発、三発、四発。


    　肉を穿うがつ重い響きを受けて装塡手の身体からだを前へ投げ倒し、かぐらは素早く土ど囊のうを跳び越えて身を隠し、散開する味方へむかって手を振った。状況を確認した四名の味方が駆け込んできて、かぐらに折り重なるように屈かがみ込み、間近から頷うなずく。


    　土囊を穿つ銃撃の感触を背に受けながら、状況を確認した。


    「みな無事か」


    「伊い藤とうと高たか橋はし、京きよう極ごくが降下中に撃たれました」


    「……そうか」


    　かぐらより古こ参さんの隊員たちだった。年少のかぐらを支えて、今日きようまで隊員たちの統とう率そつに力を貸してくれた立派な下士官だった。


    　泣く暇はない。彼らのために、作戦を成功させねばならない。かぐらは手の震えに気づかれぬよう、努めて平淡な声を投げた。


    「重機関銃があとふたつある。まずあれを奪わないと」


    「はっ。味方が散開しているところです」


    　空くう挺てい降下後、離宮内へ神明隊各員が浸透して敵を撃げき滅めつする訓練は幾度もこなしてきた。待ち伏せされてはいたが、決して後れは取らないはずだ。ここは味方に任せて、自分は目的を果たさねばならないとかぐらは判断した。


    「わたしは皇こう王おうと御ぎよ璽じを探す。大おお用ようと籾もみ山やまはわたしについてきてくれ。加か藤とうと小こ林ばやしは機き関かん銃じゆう座ざを占せん拠きよしたのち、応援を頼む」


    「はっ」


    　一度、大きく息を吸い込む。首を刺し貫つらぬかれた装そう塡てん手しゆの瞳ひとみに映じた自分の表情を記憶から消し、人の命を斬きって捨てた手のひらの感触を消し、かぐらは冷静さを振り絞って奧御殿の方角を見やる。


    　きっといまごろ、雪ゆき平ひらが皇王の傍かたわらで指示を飛ばしているに違いない。皇王を守り抜くのが雪平の道、皇王を奪い取るのがかぐらの道。血を分けた兄妹の道は、もうすぐ真正面から激突する。


    　──兄とて、斬る。


    　──わたしは、修しゆ羅らだ。


    　血に濡ぬれた頰ほおを袖そでで拭ぬぐい、刀を一度血振りして、かぐらは二名の部下と顔を見合わせ頷うなずいた。あうんの呼吸で加藤と小林が援護射しや撃げきを浴びせた隙すきに、土ど囊のうの陰から身を躍らせる。


    　足下で小銃弾が砂じや利りを蹴け立たてる。野ウサギのごとく敏びん捷しように、数す寄き屋やの陰へ飛び込んだ。離宮の見取り図は頭に叩たたき込んでいる。左手が本殿、廻かい廊ろうで結ばれた先に、奧御殿。皇王がいるとしたら、あのどちらかだ。


    　おそらく、本殿にはいないとかぐらは睨にらんだ。


    　この時間であれば、奥御殿で様子を窺うかがっている。本殿をすっ飛ばして、いきなり奥御殿に踏み込んでみてはどうか。


    　迷う時間はない。賭かけに身を投じるしかない。


    　かぐらは顔を半分だけ建物の陰から出して、奥御殿の方向を観察した。


    　敵兵のすがたは見えないが、物陰に必ずいる。こちらを見ている。下へ手たに飛び出したなら、即座に撃たれる。


    「隊長。わたしが行きます」


    　大用がささやく。身を挺ていして敵兵の位置を割り出すつもりか。


    　優秀な下士官だ。ここで失いたくない。だがもう時間がない。かぐらは感謝しかできなかった。


    「ありがとう。恩に着る」


    「はい。籾山、頼むぞ」


    「……任せろ。……すまん」


    　ふたりは同郷の仲良しだ。万感の思いが短い言葉のうちに感じ取れる。ここにいるみなが自分の役割に殉じゆんじる覚悟をしてきている。それはわかっているが、かぐらの胸は血の涙を音もなく流してしまう。


    「では」


    　大おお用ようはそれだけ言い残し、数す寄き屋やの陰を飛び出して一気に奧御殿へ駆かけ出した。二十メートルほど一気に走り、目標まであと十メートルを切ったとき──。


    　中庭の植え込みから、火点がふたつ、瞬またたいた。


    　高い発射音が、澄んだ秋空に響く。


    　大用の身体からだが、横ざまに弾き飛ばされる。


    　迸ほとばしりそうになった叫びを、かぐらはこらえる。


    　刹せつ那な、籾もみ山やまの銃じゆう口こうが植え込みを指向し、連れん弾だんを浴びせる。


    「隊長!!」


    　籾山の合図と共に、かぐらは一気に駆けた。


    　──忘れないよ、大用。


    　──見ていてくれ。必ず勝つから。


    　首と腹部から血を流して横たわる大用の身体を素通りし、かぐらは横目で植え込みに倒れた敵兵のすがたを視認して、奧御殿の縁廊へ躍り上がる。泣き叫ぶのは、あとだ。


    　籾山が駆けてくる。慟どう哭こくを嚙かみ殺して親友の身体を跳び越え、かぐらの背後につく。こみあげてくるものを一度強く腕で拭ぬぐい去って、木製の観かん音のん扉とびらを蹴け破やぶり、かぐらは御殿内へ足を踏み入れた。


    　板張りの広間だ。ひとのすがたはない。磨き上げた床ゆかへあけはなたれた入り口から空の青あお紫むらさきが落ちて広がる。


    　気配を隠す意味はもはやない。かぐらは思い切って広間を横切り、奥の引き戸へ手をかけた。施せ錠じようはない。運を天に任せて横へ引く。


    　短い廊下だ。左手は壁、右手には居室の入り口らしき扉がふたつ。廊下の突き当たりは右に屈折している。


    　事前の調査でも、奥御殿の間取りまでは判明していない。ここは皇王が執務を終えたあとの日常生活の場であるため、謁えつ見けんの間のようなものもない。だが建物の大きさからして隠れる場所はそれほど多くはない。


    　かぐらはためらいなく、間近の扉を蹴破った。


    　同時に、目の前に銃口を見る。


    　屈かがみ込み、同時に踏み込んで、歩ほ兵へい銃の発はつ砲ぽう音おんを片耳で聞く。


    　髪の毛が、散る。誰かの、悲鳴。


    　刺し突とつに手て応ごたえ。命の重さが手のひらを汚染する。油断したなら、細さい胞ぼうの連結が解きほぐれてひとのかたちが溶け落ちるような。


    　──構うか。


    　──わたしは、ひとではない。


    　鮮せん血けつの飛沫しぶきを浴びながら、室内へ踏み込む。


    「う、うわあああ!!」


    　なにものかが尻しりもちをついたまま後ずさりしつつ、甲高い悲鳴を上げる。


    　かぐらは剣の先で首を貫つらぬかれた敵直衛兵を見る。雪ゆき平ひらではない。爆はぜた安あん堵どにおのれの甘さを嚙かみしめて、亡なき骸がらを部屋の奥へ突き倒す。


    「狼ろう藉ぜき者もの!!　ここをどこと心得る!!　せ、聖域を血で汚しおるとは!!」


    　書院の壁に背をもたせてそう怒鳴るのは、侍じ従じゆう長ちよう、葛くず原はら良りよう三ぞうだと知れた。出自は公く卿ぎよう、生来の日和ひより見み主義であり、久く遠おん寺じ首相の言うがまま詔しよう書しよに御ぎよ璽じを押してきた人物だ。


    　血に塗まみれたかぐらは、もはや一切の人間性を捨てていた。


    　ためらわず、剣けん尖せんを初老の侍従長の喉のど元もとへ突きつける。


    「皇こう王おうのもとへ案内せよ」


    「だ、誰が貴き様さまらなど……」


    「すでに近衛このえ師団は京きよう凪なぎを包囲している。あの砲ほう声せいが聞こえぬか？」


    　かぐらは遠くに響く擲てき弾だん筒とうの発射音を、侍従長に聞かせた。擲弾筒は携帯可能な手しゆ榴りゆう弾だん投とう擲てき装置だが発射音が非常に大きく、素しろ人うとには大だい口こう径けい砲ほうの発砲音と区別がつかない。


    「時間内に皇王を確保できなかった場合、こちらの二十四センチ砲が正殿だろうが奥御殿だろうが区別なく破壊する。そういう打ち合わせだ。時間がない、皇王を守りたければさっさと案内せよ」


    　もちろんウソだ。近衛師団は箕み鄕さとにいるし、砲兵も存在しない。肩に担かついで携帯できる擲弾筒を、重じゆう巡じゆん洋艦に搭載するような大口径砲だと言い張るなどハッタリもいいところだが、これでいい。侍従長がのちのち弁明する際、「かぐらのウソに騙だまされた」と言い訳できる根こん拠きよを与えさえすれば充分だ。


    　おそらく葛原侍従長も、半はん信しん半はん疑ぎだろう。いや、もしくは完全に信じていないか。だがハッタリにのれば、少なくとも目の前の剣の恐怖からは解放される。


    「待て、わかった、こ、こっちだ……」


    　葛原は震える足を無理やりに立たせて、かぐらたちを案内する。


    　葛原を先頭に部屋を出て、かぐら、籾もみ山やまが廊下を行く。


    　途中に寝しん所じよらしきものがいくつかあって、震える側そば女めたちが数人、かぐらを窺うかがっていた。全身が血潮に塗れ、剣尖からも血を滴したたらせながら聖域を渡るかぐらは悪あつ鬼きそのものだろう。かぐらは目もくれずに葛原の背について、廊下の突き当たりで歩を止めた。


    　葛原は廊下の継ぎ板を幾つか外すと、床ゆかに隠し扉とびらが現れた。持ち上げ式の扉をあけると、地下へつづく狭い梯子はしごが現れる。


    　葛原がこちらを振り返り、


    「この奥に」


    「先へ入れ」


    「か、勘弁してくれ」


    「入れっ!!」


    　葛くず原はらは唇くちびるを嚙かみしめ、床ゆかへ膝ひざをつくと、地下の暗がりへむかって声を張り上げる。


    「わ、わたしだ、撃つなっ!!　取り急ぎ、陛下に上じよう奏そうすべき儀がある!!　一刻を争う、絶対に撃つなっ!!」


    　葛原の声が、階段下の空間に反響して消えた。


    　かぐらは葛原を先に下ろさせて、安全を確かめてから梯子はしごに足を乗せる。


    　狭く湿った、逃げ場のない空間。心臓が早鐘を打つ。一歩、一歩、梯子を降りるごとに、歴史の転換する鳴めい動どうが聞こえてきそうだ。


    　この先に、皇こう王おうがいる。御ぎよ璽じがある。国家の意思が、この手に落ちる。


    　梯子を降りきって、暗い通路内へ踵かかとをつける。


    　裸はだか電球の光が、木材で四隅を補強した地下道を橙だいだい色に照らしていた。換気装置の低い唸うなりが不気味に響く坑こう道どうだ。天井は低く横幅は狭く、人間同士がすれ違う際にはどちらかが壁際に背をつけなければ接触する。


    「撃つな!!　手出し無用、わたしだ、撃つな!!」


    　葛原が手を振りながら、道の先を行く。まず間違いなく直衛兵が待ち伏せているだろう。頼りは葛原のみ。かぐらは葛原の背に隠れ、その後ろから籾もみ山やまがつづいて、不気味な坑道を奥まで歩む。


    　いきなり、前方の壁の窪くぼみから、直衛兵が銃じゆう口こうだけをこちらへむけた。


    　葛原が大声で制止すると、横顔だけわずかに出す。かぐらは葛原の背に剣けん尖せんを突きつけ、


    「銃を捨てさせろ」


    「じゅ、銃を捨てろ!!　決着はついている、これ以上の流血は無用だ!!」


    　まだ地上では激戦がつづいているが、葛原はかぐらのハッタリをそのまま叫ぶ。簡単に久く遠おん寺じ首相の言いなりになったように、我が身の保身が最優先らしい。実に使い勝手のいい側近だと感心さえしながら、かぐらは銃身が床に投げ出されたのを確認する。


    　進みながら、ほかに二名の直衛兵を同じやり方で拘こう束そくした。籾山はその都度、捕らえた直衛兵の手足に手て錠じようを嵌はめ、口に猿ぐつわを嚙ませて床に転がす。本当は最初に兵舎を強きよう襲しゆうして直衛隊全員を拘束し、反撃の隙すきを与えずに無血クーデターを完かん遂すいするはずだったが、いまとなっては心空むなしい措そ置ちではあった。


    「この奥だ」


    　地下を二百メートルほども進んだ先で、葛原は歩を止めてかぐらを振り返った。


    　土壁に木枠が穿うがたれて、鉄製扉とびらが嵌はまっていた。


    　かぐらは無言で顎あご先を振り、「あけろ」と指示する。


    　葛くず原はらは息を深くついてから、ノックした。


    　返事はない。奏そう上じようは通例、皇こう王おうが自室から廊下に出てきて行おこなわれる。しかしいま、扉とびらがひらく気配はない。


    「陛下はご都合が悪いようだ。出直そう」


    「入れ」


    「できない。御ご寝しん所じよには陛下と皇后以外、誰も入れぬのだ」


    「そんなことを言っているときではない！　入れっ!!」


    「わかってくれ、禁令は犯せぬ。ほかをあたれ」


    　明らかな時間稼かせぎだ。葛原は押し問答をしているうちに直衛隊が戻るのを期待しているのではないか。


    　かぐらは黙もつ考こうしてから、籾もみ山やまを振り返った。


    「きみは戻り、応援を連れてきてくれ」


    「しかし……」


    「この場所へ至る経路を仲間へ教えなければならない。頼む、戻れ」


    　籾山は顔中に苦しみをたたえた。ふたり同時にこの部屋のなかに踏み込み、殺されてしまったなら、この場所は再び隠されてしまう。時間の猶ゆう予よはない。籾山は私情を嚙かみ殺して敬礼を送った。


    「ご無事で、紫むらさき隊長。あなたは、これからのこの国に必要なかたです」


    　敬意をその一言に込めて、籾山は通路を戻っていった。


    「死ぬか、禁令を犯すか。選べ」


    　籾山のすがたが見えなくなったのを確認し、かぐらは葛原の顎の下に刃やいばを当てて脅おどした。観念したらしく、堅く震える声で、葛原は扉のむこうへ許可を求める。


    「葛原でございます、陛下、なにぶん危急につき、あけてもよろしゅうございますか」


    　かぐらはまどろっこしくて仕方ないが、宮中には作法がある。侍じ従じゆう長ちようといえど、皇王の御寝所へ許可なく入ることはできない。


    　返事はない。葛原の震える手が、ノブをつかんだ。


    「失礼いたします……」


    　蝶ちよう番つがいの軋きしむ音が、やけに大きく反響した。扉はむこう側にひらく。葛原を先に入れて、かぐらは用心深く、葛原を扉のひらいた方向へ押しやる。通路に両足を残したまま室内の様子を見やり、誰もいないことを確かめて、ゆっくりと歩を踏み入れる。


    　ひとが隠れているとしたら、ひらいた扉のむこうだ。いまは葛原の身体からだがこちらの盾たてとなり、奇き襲しゆうを防いでくれる。


    　剣けん尖せんを葛原のほうへむけながら室内中央へ入り、葛原に扉を閉めさせた。唯ゆい一いつの死角には、誰もいなかった。かぐらはほうっと息を継ぎ、狭い地下室を冷静に眺める。


    　御ご寝しん所じよにしては、あまりに殺さつ風ぷう景けいだった。広さは十二畳ほど、調度品は申し訳程度、電球も裸はだか電球。壁に埋め込まれた大金庫が唯ゆい一いつ、目を引く。奧に御み簾すがかかっているが、そのむこうは暗がりだ。


    　御簾のむこうに皇こう王おうが眠っているはず……だが。


    　人間の気配が、全くない。


    　かぐらは葛くず原はらへ剣けん尖せんを突きつけたまま、思い切って、御簾のむこうへ呼びかける。


    「神しん明めい隊たい隊長、紫むらさきかぐらと申します。陛下、非礼ながら上じよう奏そうつかまつりたく参上いたしました」


    　反応は、ない。


    　あまりに様子がおかしい。寝たきりであれば世話をする皇后や側そば女めなどもありそうなものだが、ここには誰もいない。


    「本当に、ここにいらっしゃるのか」


    「お眠りだ。これ以上騒がすな」


    　葛原の言葉に、なにかをごまかす薫りが漂ただよった。かぐらは眼まな差ざしに殺気を込める。


    「御簾をあけろ」


    「頼む、もうやめてくれ、これ以上踏み込むな」


    「あけろっ!!」


    「御前ぞ、言葉を慎つつしめっ!!」


    　悲鳴じみた叫びに、かぐらは血振りで応こたえた。


    　勢いよく振った刃から血潮が飛び散り、葛原の顔に付着する。


    「ひっ……!!」


    「これで最後だ。……御簾をあけろ」


    　低い声に本気を忍ばせる。時間の猶ゆう予よはない。なんとなれば、葛原の四し肢しの末端いずれかを切り落とすことも決意した。


    　葛原は頰ほおをわななかせ、聞き取れない小声でなにごとか呟つぶやくと、よろよろと老人のように御簾へ歩み寄って、震える手でめくった。


    　案の定、御簾のむこうは誰もいない。御寝台には布団さえない。


    「皇王のところへ案内せよ、と言ったはずだ」


    「……ここだ。ここに皇王が……おられた……」


    　葛原はいきなり生気を失って、あろうことか、へたれこむように寝台に腰を下ろしてしまった。先ほどまでの仰ぎよう々ぎようしすぎる宮廷作法はどこへやら、ここにもし直衛隊がいたなら、葛原の首と胴体は切り離されるだろう暴挙を簡単に犯す。


    「皇王はもう、どこにもおられぬ。一年前に崩ほう御ぎよなされた。地上をくまなく捜しても、見つけることはできぬ……」


    　葛くず原はらは両手で顔を押さえ、そんなことを力なく呟つぶやく。


    　ウソだ。土ど壇たん場ばでウソをついて、皇こう王おうと御ぎよ璽じを渡さないつもりだ。かぐらは葛原の右腕を寝台へ押さえつけ、肘ひじの下へ刃やいばを当てた。


    「真実を告げろ。でなければ斬きり落とす」


    「本当なのだ……っ!!　久く遠おん寺じが崩ほう御ぎよの事実を隠した。国体を保つために、戦争を継続するために、皇王の亡なき骸がらは秘密裏りに葬ほうむられた」


    「ふざけるのもたいがいに……」


    「帝国軍の本土上陸と同時に皇王が崩御したなどと国民に知らせたなら、国体は崩ほう壊かいしただろう。混乱に混乱を重ねぬために、一年後まで、皇王の死を隠すことが最高戦争指導会議で決定された。わたしにはなにもできぬ。ただ久遠寺の方針を聞くしかなかった……」


    　葛原は耳を疑う内容を訥とつ々とつと語る。


    　かぐらは混乱するしかない。葛原がウソを言っていると信じたいが、この小しよう心しん者ものにそんな度胸があるだろうか？　もしや本当に、皇王はすでにいないのでは……？


    「国体護ご持じが目的なら、大だい威い徳とく親しん王のうに譲じよう位いすればすむ。それだけの話ではないか」


    「親王は厭えん戦せん派はだ。久遠寺首相のことも嫌っている。一年前の混乱期に、親王が実権を握ってしまったなら戦争が終わってしまうことを久遠寺は恐れた……」


    　かぐらの呼吸が速くなる。どう判断をつけるべきか、迷う。


    　一年前といえば、帝紀一三五○年十月、セントヴォルト帝国軍が慧え剣けん皇こう王おう国こくに上陸し、河か南なんを攻略した時期だ。決戦か、降伏か、いずれかひとつを選ばねばならない時期にもしも親王が実権を握っていたなら、葛原の言うとおり確実に降伏を選んでいただろう。久遠寺首相がそれを避けるために崩御の事実を隠したとしたなら……ここに皇王がいないことも納得はできる。


    　だがしかし、葛原がウソをついている可能性もある。皇王をほかの場所に隠し、予あらかじめ用意していたウソでかぐらを幻げん惑わくして皇王を守ろうとしているのではないか。


    　この場で真しん偽ぎの判断をつけることはできない。だが目的のひとつをまず叶かなえねば。


    「……御璽は？」


    「あそこだ、あの金庫のなかに……」


    　葛原が指さしたのは、壁に埋め込まれた大金庫だった。


    「あけろ」


    　腕に押し当てていた刃を外してやると、葛原はよろめきながらゆっくりと金庫に近づき、ダイヤルを回して重そうな観かん音のんびらきをあけて、金銀の装飾が入った袱ふく紗さを取りだした。


    「こ、これに……」


    　袱紗をあけさせると沈ちん金きんの線彫りが為なされた小箱が現れ、そのなかに、探し求めたものがぽつねんとあった。


    　金材に桜の浮き彫り、螺ら旋せんを描えがきながら上昇する龍りゆうの意い匠しよう、印章に「皇王御璽」の刻印。


    　個人の意思を国家方針に変換する権威。


    「これが御ぎよ璽じ……」


    　ずしりと重いその金きん印いんを手に取ってみる。


    　久く遠おん寺じ首相が取り憑つかれた気持ちがかぐらにも少しわかった。あまりに絶大な権力がおのれの掌しよう中ちゆうに収まっている、その危あやうい魅惑……。


    　見とれているわけにもいかない。御璽を箱へ収めて袱ふく紗さに戻し、腰の携けい行こう鞄かばんに入れて、葛くず原はらへ目を戻す。


    「同行してもらう。皇王崩ほう御ぎよが本当だというなら、みなの前で証言せよ」


    「わ、わかった」


    　崩御が真実だった場合、それを知るのは最高戦争指導会議三名と、葛原のみ。真しん偽ぎを質ただし、真実であったなら詳細を証言させるため、葛原もまた拘こう束そくする必要があった。


    「行け……っ！」


    　再び葛原を先頭にして御ご寝しん所じよを出ようとした、そのとき──。


    　頭頂部から下腹に、雷らい撃げきを感じた。


    　とっさに葛原を脇わきへ突き飛ばす。


    　葛原がいた空間が、縦に裂ける。


    　鍛きたえ上げてきたかぐらの身体からだが、思考を経へることなく後方へ飛び退のく。


    　裂けた空間から、血に塗まみれた紫むらさき雪ゆき平ひらが現れ出いでる。


    　下げ段だんに据すえられた剣けん尖せんが、反転し、かぐらを目がけて切れ上がる。


    　──兄様……!!


    　脇から肩口への逆ぎやく袈げ裟さ。


    　稲いな妻ずまさながらの一いつ閃せんを、かぐらは寸前でかわす。


    　背中が土壁に当たる。刀を縦じゆう横おうに振るうには空間が狭い。


    　雪平に躊ちゆう躇ちよはない。


    　相手がかぐらだと視認しながら、表情ひとつ変えることなく、いままた必殺の一撃げきを刀身に溜ためる。


    「兄様っ!!」


    　妹の叫びの斜め上方で、振り上げられていた剣尖が再度、反転する。


    　逆袈裟からの袈裟斬ぎり。


    　まばたきさえ許さぬ連撃を、かぐらは半身だけでかろうじて避け、代わりに雪平の足を目がけて剣を打ち下ろす。


    　高い音を立て、ふたつの剣が交わる。


    　同時に御み簾すの側へ飛び退き、かぐらは右下段に構える。


    「皇王はご無事だ、その女を殺せ雪平っ!!」


    　葛くず原はらが素早く雪ゆき平ひらの背後へ回り込み、しわがれた声で叫ぶ。


    「その女に御ぎよ璽じを奪われた、腰の鞄かばんだ、取り戻せっ!!」


    「御ぎよ意い」


    　雪平の返答を受けて、葛原はもつれる足を御ご寝しん所じよの入り口へ送り、かぐらへ引き攣つった笑みをむけた。


    「皇こう王おうはご存命だ!!　いまごろ隠れ場で安あん穏のんとされておるわ!!　まんまと騙だまされおって小娘めが、ここでくたばれ!!」


    　このうえなく愉快そうに言い放つと、坑こう道どうへとすがたを消す。


    　皇王は生きているのか死んでいるのか、真しん偽ぎはわからない。だが葛原を逃がしてはならない。追いたいがしかし、雪平が目の前に立ちはだかる。


    「…………っ!!」


    　恨みがましい目線を、数年ぶりに再会した兄へ持ち上げる。


    　雪平はひとことの言葉もかけない。


    　実の妹への[image: ]しつ責せきも詰きつ問もんも嘆きも、なにもない。


    　ただ全身に冷え冷えとした炎をまとい、左眼の横に剣の柄つかを握り、刀身を水平に寝かせて剣けん尖せんだけをかぐらにむける。


    　見たことのない構えだ。雪平とはこれまでに何百回と立ち合って、お互いに手の内を知り尽くしているはずだが、まだかぐらの知らない型を隠しもっていたというのか。


    　兄は、本気だ。それを理解すると同時に、かぐらの背筋を恐怖が撫なでた。


    　何百回と立ち合って、兄に勝てたのはほんの数回のみ。それもさまざまな要素がかぐらに味方した末の、偶然の勝利だった。


    　そしていまのこの状況。立ち合うにしては、非常な至し近きん距離。


    　御寝所の広さでは大立ち回りを演じるわけにはいかない。振った刃やいばが目標を外し、土壁や調度品を捉とらえた瞬間にこちらの身体からだが両断される。一切の無駄を省いた最小限の手数で勝負せねば、勝てない。


    　摺すり足を横へ運びながら間合いを計りつつ、兄を観察する。


    　顔と髪、胸の辺りに付着した返り血が乾ききっていない。新しい血だ。誰のものか。


    　──籾もみ山やま……。


    　奧御殿を抜ける際に雪平に遭そう遇ぐうし、斬きり捨てられたのだろう。狭い廊下で雪平に相あい対たいすれば、籾山に逃げるすべはない。


    　かぐらは雪平を睨にらみすえながら、ここに辿たどり着くまでに果ててきた同志を思った。


    　落らつ下か傘さん降下の途中であえなく撃ちおとされた仲間たちを思い、いま重じゆう機き関かん銃じゆう座ざを相手に戦っている同志たちを思い、大おお用ようを思い、籾山を思った。


    　託された願いを刀身に込めて、大切な兄へむかい突きつける。


    　感傷は必要ない。


    　ただ信念だけ抱き留めていろ。


    　自分が兄に優まさるものがあるとすれば、この信念のみ。


    　友、同どう朋ほう、恋人、家族。互いに愛しあうはずの人間同士が殺し合い、罪もないものが死んでいく戦いをここで終わらせる、その願いのみ。


    　──兄様を、倒さねば。どんな手を使っても。


    　かぐらのシンと燃える瞳ひとみが、雪ゆき平ひらに突き立つ。


    　生まれて以来これまでの研けん鑽さんが染みこんだこの肉体が、武器だ。


    　大だい威い徳とく親しん王のうと重ねてきた修しゆ行ぎようだけではない。エアハント士官学校でも、ヴォルテック航空隊と草くさ薙なぎ航空隊に入ってからも、有志を募つのって剣術修行に明け暮れてきた。すべての鍛たん錬れんはきっと、いまこのときのためにあったのだろう。


    　時間をかけていては、こちらが不利になる。籾もみ山やまを殺されたいま、この御ご寝しん所じよの場所を知る味方はおらず、敵はこの場所を知っている。時間が経たつほど、敵の数が増える。


    　手足の一本や二本、失っても構わないと決意した、そのとき。


    　雪平の剣けん尖せんが、わずかに動きはじめた。


    　ゆっくりと、こちらを幻げん惑わくするように、円周を描えがく。


    　かぐらは呼吸を整えながら、ただ肉体にすべてを委ゆだねる。肉を切らせて骨を断つ。その決意だけを本能へ言い聞かせる。


    　鬼火を曳ひくようにして──。


    　円周が、螺ら旋せんになる。


    「…………っ!!」


    　いきなり雪平の鋼刃が、かぐらの首筋を目がけて回り込む。


    　かぐらはかろうじて、峰みねで受ける。弾かれた刃やいばが、空中で旋せん転てんし、今度はかぐらの腿ももを目がけて打ち下ろされる。


    　──くれてやる。


    　かぐらは、構わない。急所でなければ、捨てる。


    　剣尖を上じよう段だんへ回し、兄のこめかみをめがけて思い切り薙なぐ。


    　鮮せん血けつが、散った。


    　激痛が、かぐらの右足に走る。


    　思わず呻うめく。体勢が崩れる。雪平は瞬時に飛び退のいて、かぐらの捨て身の一ひと太た刀ちをかわしきっている。


    　かぐらは満身の力を振り絞り、重心を左足に移して半はん身みに構える。


    　雪平は無傷だ。片目で怪け我がの様子を確認すると、削そがれた肉から血が流れ出て、床ゆかに血だまりを作っていた。右足はもうほとんど使いものにならない。雪平を相手取るには、あまりに大きなハンディを背負ってしまった。


    　雪ゆき平ひらは、勝機を逃のがさない。


    　いきなり矢や継つぎ早ばやに刺し突とつを繰り出してくる。かぐらはなんとか受けるが、右足に力が入らないため二の太た刀ち、三の太刀への対処は後ご手てを踏まざるをえない。


    　後ずさる。


    　壁際にまで押し込まれ、土壁に背を擦こすりつけるようにして連れん撃げきをしのぐ。


    　まるでセントヴォルト帝国軍人がもつ、レイピアのような剣技。


    　五度目の刺突が左上腕をかすめ、再び出血する。


    「ぐっ……」


    　呻うめきを嚙かみ殺して、かぐらは受け太刀と同時に刃やいばを絡めながら壁際を逃れ、御ご寝しん所じよの中央付近へ位置を取り直す。


    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　なんとか呼吸を整えて、雪平を見み据すえる。冷静さが必要だとおのれを戒いましめた。大おお用ようと籾もみ山やまを失ったせいで、内面がどうしても熱くたぎりがちだ。


    　雪平はまたしても右眼の横に柄つかを握り、刀身を寝かせて剣けん尖せんをまっすぐかぐらへむける。


    　──狭い空間だから、刺突を中心に構成している……。


    　油断なく雪平を見据えながら、思考が帯びていた熱を冷まさせる。


    　──壁と調度品が邪魔で、思い切った斬ざん撃げきができないのだ……。


    　きれいな立ち合いでは勝てない。


    　だが、状況を利用した泥くさい立ち合いであれば、わずかな勝機があるのではないか。


    　腿ももと右上腕に裂傷を負ったいま、利用できるものはすべて利用して兄を倒そう。


    「なぜです、兄様」


    　かぐらはいきなり、問いかけた。雪平は動じない。鋼鉄を穿うがつような目線を、かぐらの挙動に注ぐのみ。


    「兄様はなにを守っているのです。皇こう王おうが崩ほう御ぎよなさったことを知らぬのですか」


    　言葉で雪平を揺さぶる。


    「兄様は久く遠おん寺じと葛くず原はらに騙だまされておられます。剣をお収めください。皇王崩御の証しよう拠こをお見せします」


    　そんなものはない。だが、これまで微動だにしなかった雪平の眉み間けんに皺しわが生まれた。


    「わたしたちが戦う理由はありませぬ。皇王亡きいま、親しん王のうへ譲じよう位いするのが国家の道理ではありませぬか。兄様が守っているのは久遠寺です、騙されているのです、どうか目をお覚ましください」


    　かぐらをどれだけ傷つけようがひらかなかった雪平の口が、ようやくひらいた。


    「戯ざれ言ごとを」


    「では問います。兄様は、この一年、皇こう王おうのおすがたをご覧になりましたか？」


    　剣を構え、対たい峙じしたまま、かぐらは問いかける。


    　内心では、ハッタリが効いてくれ、と強く強く祈る。もしも雪ゆき平ひらが見ていたら、なにもかもここで終わりだ。


    　雪平は問いに答えない。だがこの場合の沈黙は「見ていない」の意味ではないか。かぐらの言葉は雪平の内面へ、作用しているかもしれない。


    　──もしも兄様が、わたしが昔のかぐらだと思ってくれているなら……。


    　──勝機が、ある。


    　サムライの道は、卑ひ怯きようを戒いましめる。卑怯な行おこないに及んだ武士は、自死を以もつてその罪を償つぐなわねばならない。


    　だがセントヴォルト帝国に留学したかぐらは、たとえ卑怯な手を使おうが勝ったものが正しい、という考え方も学んでいる。それはどちらが正しいとか間違っているとかではなく、互いの哲学の違いだ。


    　──わたしは、卑怯者でいい。


    　雪平に勝てるなら、悪魔にでも魂たましいを売ってやる。身も心も汚れきって悔くいはない。雪平を倒し、御ぎよ璽じを仲間のもとへ届けねば、未来は永えい劫ごうに閉ざされるから。


    「剣をお収めください。皇王崩ほう御ぎよを示す書類が、腰の鞄かばんにあるのです。お見せしますから。それを見れば必ず、兄様も理解できますから。もうやめてください。お願いですから剣をお収めください」


    　ほとんど泣きそうな表情で、かぐらは頼み込む。頼みながら摺すり足を送り、御み簾すを背後に背負う。


    　雪平の眼まな差ざしが、わずかに揺らいだ。


    「証しよう拠こを、床ゆかへ投げよ」


    　一切の感情のにじまない声が、そう命じる。


    　かぐらは頷うなずき、右手に剣を握ったまま、左手で携けい行こう鞄をあける。なかには御璽があるのみ。


    　なんだっていい。


    　世界の未来を、これに賭かける。


    　決意して、かぐらはゆっくりと御璽の入った袱ふく紗さを取り出し、意味ありげに兄の前に掲かかげてから、手を放した。


    　板の間に当たった小箱が鈍にぶい音を立てる。重い金きん印いんが入っているから音が大きい。


    「…………」


    　雪平の目線が一瞬、床へむけられた。


    　刹せつ那な──。


    　かぐらは背後の御簾をつかんで、引きちぎり、雪平へ投げつける。


    「!?」


    　顔を上げた雪ゆき平ひらの前、波のようにのたうつ御み簾すが視界を塞ふさぐ。


    　閃せん光こう。


    　まっぷたつになった御簾が、床ゆかへ落ちる。


    　その御簾へ、血がにじんでいく。


    　血だまりは、瞬またたく間に広がっていく。


    　かぐらの投げ出した袱ふく紗さも、その血を吸って赤く染まる。


    　雪平は膝ひざをついた。手に持っていた刀が、ついた膝の横へ落ちた。


    　膝と刀が、血に塗まみれる。自みずからの腹部に突き立ったかぐらの脇わき差ざしを見やり、おのれの血が御ご寝しん所じよを濡ぬらしていくさまを雪平は見た。


    　かぐらは御ぎよ璽じを拾い上げて携けい行こう鞄かばんに納め、雪平の刀を御寝所の隅へ蹴け飛とばした。


    　それから雪平の傍かたわらに膝をつき、頭を垂れる。


    「……皇こう王おうの生死は、不明です。兄様に言った内容は、わたしも真しん偽ぎを確かめておりません」


    　雪平は脇差しの柄つかを触ってから、目線をかぐらにむけた。


    「投げたのか」


    　紫むらさき家けでは、脇差しもサムライの魂たましいだ。死んでも柄を握りしめるのが鉄則であり、投とう擲てきするなど邪じや道どうにすぎる。


    「汚れたな、かぐら」


    「わたしもすぐに、兄様のあとを追います。責めはそのときに」


    「許さん」


    　恨み言を吐いてから、雪平は床に膝をついたまま、うつ伏ぶせに崩れ落ちた。


    　かぐらは呪じゆ詛そをおのれの魂に刻んで、御寝所を出た。


    　傷ついた右足を引きずって、全身をおのれと兄と他人の血でくまなく濡らし、真っ赤かなかぐらは駆かける。


    　──報むくいは、いくらでも受けます。


    　走りながら、摘み取った命たちへ詫わびた。


    　──必ず、償つぐないますから。


    　──譲じよう位いがなるまで、わたしの思うままにさせてください。


    　きっといまごろ、二番隊、三番隊が久く遠おん寺じ首相と二名の重じゆう鎮ちんを拘こう束そくしているはず。彼らを監かん禁きんし、御璽を使って偽造した詔しよう書しよで即位大たい礼れいを行おこなってから、すべての罪をこの身ひとつで償おう。


    　これまでずっと清く磨き上げてきた魂は、とっくに肉親殺しの卑ひ怯きよう者ものへと堕だした。


    　聖域を血で汚した反逆者となり、卑怯な手段で実兄を殺した大だい罪ざい人にんとなり、人間であることさえやめて、血塗れのかぐらは戦争のない未来を目がけて走った。

  


  
    



    　十五．


    



    　ウラノス女王ニナ・ヴィエントの唯ゆい一いつの政務が、王府議決事項の承認だ。


    　王府は元げん老ろう院いんと下か院いんからなるが、一般大衆から代表を募つのった下院は元老院によってどうとでも操作できる機関であり、実質、権力を握っているのは元老院議員、つまりはウラノス特権階級に属する大貴族たちである。


    　ウラノス王には、名目上、王府決定に対する拒否権があり、自みずからの意思を勅ちよく令れいとして発する権限もある。始祖ユリシスや前王オルテガらは頻繁に勅令を発はつ布ぷしており、反対する貴族を一族郎ろう党とうみな殺しにするなどして宮廷での自らの権力を絶対のものにしてきた。だがそれは彼らが宮廷内に血縁という地盤をもっていたから可能な技であり、血縁をもたないニナには望んでもできない権力の行こう使しだった。


    　戴たい冠かんから一年十か月。新たな法律、条例、政策……さまざまな書類がニナの執務机にやってきて、拒否することもできずにサインをしつづけた日々。女王として当然知らされるべき戦況に関する報告すら、まともに入ってこない。


    　完全無欠の操あやつり人形。


    　それはニナ自身も覚悟のうえの戴冠であり、後ろ盾だてである教きよう皇こうイラストリアリに見放されたなら明日あしたにでも天空の都から追放される身の上であることも自覚しているが、しかしいつまでもこのまま自動頷うなずき人形でいるつもりもない。


    　月に一度開催される賢人会議。


    　かつては王と有力諸侯二、三名の密室談義によって国策を決定する権威ある会議であったが現在は形けい骸がい化かしており、ただ慣行によって月に一度、ウラノスのトップ数名が同じ空間に集つどって情報収集や無駄話やイヤミに興じる「顔見せ場」となっている。話し合いの内容はどうでもよく、ただ「賢人会議に招かれている」事実を参加者が周囲の政敵へ知らしめることが重要なのである。


    　しかしニナにとっては、教皇イラストリアリと軍最高司令官デミストリ、実質的に現在のウラノスを支配するふたりへ自分の意思を訴えかけることのできる唯一の機会だった。


    　会議は慣例として、王が時の重じゆう鎮ちんを自らのユリシス宮殿内の住居「天宮」へ招待して、賢人会議専用の特別室「瑪め瑙のうの間」にて行おこなわれる。三人が入って小さなテーブルを挟んで座ったならば、互いのつま先がぶつかるほど狭い密室において、かつては重要な国策が決定されて天と地に災さい厄やくを運んできた。


    　そしていま──。


    　ニナ・ヴィエントはある決意を胸に秘めて、賢人会議に臨のぞんでいた。


    



    　帝紀一三五一年、十月、王都プレアデス、ユリシス宮殿「天宮・瑪め瑙のうの間」──。


    



    　これまでいつも、会議では息苦しい思いをしてきた。発言権はなく、イラストリアリの顔色を読みながら、デミストリの攻撃的な言げん説せつに耐える日々だった。しかしそろそろ、動き出さねばならない。第二次イスラ艦隊が多島海へ到着し、シルヴァニア王国に停泊してウラノスとの決戦に備えているという現在、なにもしなかったら自分が女王になった意味がない。


    　イスラ艦隊との決戦を回避するためだけに戴たい冠かんしたのだ。


    　自分の役目を果たすべき時期が来ている。


    　余人を排した、三人だけの小部屋。


    　壁には天井まで届く書しよ架かがあり、王と有力諸侯しか閲覧できないウラノス秘史が編へん纂さんされた貴重な本が整然と収まっている。調度品は時代がかった小テーブルと、背もたれに聖アルディスタが透かし彫りされた三つの椅い子すのみ。お互いがテーブルに肘ひじをついて少し身を乗り出したならおでこがぶつかるほど間近に、デミストリの歪ゆがんだ表情と、イラストリアリの皺しわばった笑みがある。


    　激情家のデミストリと対照的に、イラストリアリはいつも静かで穏和そうに微笑ほほえんでいる。六十八歳という年齢以上に老け込んだ、白い髪と眉まゆ、奥まった瞳ひとみと顔の皺、十代前半の少年みたいに華きや奢しやな身体からだ。ウラノスはおろか地上の信徒にも絶大な影響力をもつ聖アルディスタ教きよう皇こう府長は、ニナの前で政治の話などしたことがなく、たいがい日常生活の様子や健康について二、三、短く言葉を交わすだけで、あとはデミストリの説教が終わるまでにこにこしている。


    　いつものように時節の挨あい拶さつや宮中行事の感想、貴族諸侯の噂うわさ話ばなしなどを経へてから、ニナは意を決して、政治の話を切り出した。


    「イスラ艦隊との決戦は、本当に必要でしょうか」


    　その瞬間、ただでさえ歪んでいるデミストリの表情が、さらにひん曲がった。ニナは構わず言葉をつづける。


    「彼らはウラノスとの交渉を望んでいるはずです。かつて聖せい泉せんで行おこなったのと同じように、こちらから使節を派遣すれば、必ず答えましょう。武力で抑える前に、外交で決着する道を探るべきでは」


    　デミストリの顔が、リンゴみたいに真っ赤かになった。ニナはもう何度も見慣れてしまったのでなんとも思わない。次に彼の口こう腔こうからほとばしる台詞せりふも、なんとなく予想できる。


    「下段の民に人間の言葉が通じると思っているのか!?」


    　予想どおりだった。


    「奴やつらは突然、我が多島海方面艦隊へ攻撃を仕掛けたのだぞ!?　交渉の余地がどこにある、徹底的に叩たたきつぶさねば我が軍の沽こ券けんに関わるっ!!」


    　テーブルを拳こぶしで叩き、つばきが飛んでくるほどの勢いでそう怒鳴る。対してイラストリアリは相変わらずにこにこ笑うのみ。


    　ニナは用意していたハンカチで顔を拭ふいてから、デミストリへ顔をあげた。


    「昨年二月。聖せい泉せんにおいて、交渉を求めてきた第二次イスラ艦隊に対して、ウラノスは一方的に攻撃を仕掛けたとお聞きしましたが？」


    　デミストリの表情が、一瞬、たじろいだ。


    　ニナは懇こん意いとなった元げん老ろう院いん議員のひとりから伝え聞いた話を、デミストリへ突きつける。


    「わたしが即位して二か月ほど経たった時期のことですね。なぜわたくしはその話を聞いていないのか、元げん帥すいからご説明いただけますか？」


    　デミストリは言葉を呑のんでから、眉み間けんの皺しわを消してみせる。


    「……ミケーネ派の連中か。最近、懇意にしているそうだな。こそこそとご機嫌を伺うかがい、元老院の味方を得たつもりか」


    　ニナはひとつ息をついてから、毅き然ぜんとした瞳ひとみを持ち上げた。


    「なぜ攻撃を仕掛けたのか、お聞かせください」


    　デミストリは、今度は喉のどを鳴らした。明らかに気け圧おされている。これまではなにを怒鳴りつけようが黙って聞いているだけだったニナが、今日きようはあろうことか言い返してくる。


    「……軍司令官はわたしだ。危急の際はその場の判断で対応する」


    「ですが、わたしはその件を知らない」


    「些さ末まつな出来事だ。報告する必要もあるまい」


    「方面艦隊をひとつ動かすことが、些末ですか」


    　デミストリの下顎あごが、右側へぐぐぐと大きくスライドした。これまでさまざまなデミストリの表情を見てきたが、見たことのない種類の歪ゆがみ方だった。


    「交渉を求めるイスラ艦隊に対し、わたしの裁さい可かを得ることなく、元帥は勝手に方面艦隊へ攻撃命令をくだした。これは憲法上、統とう帥すい権けん干かん犯ぱんでは？」


    　ニナは言葉を畳みかける。正論で動く相手でないことは重々承知のうえだが、しかし、これ以上デミストリの独断専せん行こうを放置することはできなかった。


    「憲法など。民を操作するための目くらましだ」


    　ひらきなおったように、デミストリはかすれた言葉を投げる。


    「女の理屈で軍を動かされてたまるか」


    　内面に詰まった情緒を、ためらわず言葉にしてニナへ投げつける。デミストリは実にわかりやすい交渉相手だ。


    「元帥。女の理屈ではなく、王の意思です。そしていまこの場は、町人たちの井い戸ど端ばた会議ではなく、ウラノスの未来を担になう会議であります。わたくしの発言は、市民の支持を受けたものであることをご理解ください」


    「……………………」


    「まだ遅くありません。イスラ艦隊に、特使を派遣すべきかと。異論おありですか」


    　暴ぼう言げんに対して感情的にならず、理性で受け流し、要求をつきつける。相手は感情の余熱をもてあまし、咄とつ嗟さの判断ができない。


    「まずは交渉を。相手の要求を聞き、こちらの状況を鑑かんがみて、双方にメリットのある選択をすべきでしょう。いきなり殴りつけては、無駄な戦費が重なるのみ」


    「……………………」


    「ミケーネ外務大臣には相談ずみです。六年前、イスラ艦隊代表のアメリア外務長と接見したメンバーが適任であろうとのこと。アメリア女史は賢明なかたです。交渉のテーブルにつけば必ず、双方にとって最善の答えが導かれると確信します」


    「……………………」


    　デミストリは答えない。ただ憎ぞう悪おを物質にまで練り上げたような視線を投げつけてくる。


    「聖せい下かのご意見は」


    　ニナはイラストリアリに意見を求めた。


    「陛下の御み心こころのままに」


    　穏やかに微笑ほほえんだまま、この小柄な老人は即座にニナに賛同し、デミストリを見やる。


    「殿下は納得いかぬ様子ですな」


    　教きよう皇こうに話を振られても、デミストリはニナへあらゆる負の感情のこもった視線をよこすだけで答えない。その目線にニナは生理的な嫌けん悪お感かんを覚えながらも、素知らぬ風を装よそおう。


    「即日決断できないことは承知しております。ですがわたくしはまずなにごとも話し合いからはじめるべきであると」


    「今日きようはこのあたりでよろしいのではないかな。具体的な計画はこののち、ということで」


    「はい。次の閣議で、外務大臣が審議にかけるかと。承認されることを祈っていますわ」


    　すでにミケーネ外務大臣に根回しずみであることを伝えると、イラストリアリは一度頷うなずき、デミストリはますます見たことのない形態に顔を歪ゆがめた。


    　老齢のイラストリアリがまず椅い子すから立ち上がり、瑪め瑙のうの間を出た。控えの間にいた側近たちが教皇を出迎える。次にデミストリがゆっくりと腰を上げて、狭い部屋の入り口まで歩を進めてから、ニナを振り返る。


    「お前の目的を知っているぞ」


    「…………？」


    「カルエル・アルバス。お前の男の名だ」


    　ニナは一瞬、目元を厳しくした。いまはこの狭い空間にデミストリとほぼふたりきりだ。なにを言われても、他人には聞こえない。


    「男のために女王になった売ばい女ためが」


    　目線と言葉が、自分の身体からだに幾重にも巻き付いて細さい胞ぼうへ浸透してくるかのよう。おぞましさをこらえきれず、思わず後ずさる。


    「ウラノスを貶おとしめた罪を償つぐなわせてやる」


    　呪じゆ詛そを吐き捨て、デミストリは扉とびらを閉めた。


    　ニナはひとり、暗い部屋に残されていた。


    　もしかすると、まだ時期尚しよう早そうだったかもしれない。もう少し元げん老ろう院いんに味方を増やし、充分に根回しをしてからことを運ぶべきだったかも。そんな後悔もわずかに爆はぜたが、状況を鑑かんがみれば多少のリスクを背負うのは仕方がない。


    　──なによりも、決戦を回避しなければ。


    　──無益な戦いをつづけないために、わたしは女王になったのだから……。


    　その決意を改めて言い聞かせ、ニナは閉じられた扉を自みずからの手であけた。


    



    　†††


    



    　賢人会議を終えて、教きよう皇こうイラストリアリは五名の側近に周囲を取り巻かれて天宮を出た。ユリシス宮殿内にある自らの居住空間まで、歩いて十五分ほどもかかる。イラストリアリはゆっくりと歩を進めながら、穏やかな笑みを崩すことなく、先頭を行く小男へ呼びかけた。


    「アトリ」


    　Ｓ級工作員パトリオテイス序列１位、アトリは先導したまま答える。


    「はっ」


    「ゼノンに言こと伝づてを。王子に人形を届けよ、と」


    「はっ」


    　アトリは答えて、廊下の屈折を曲がった。直後にイラストリアリが曲がった先には、すでに誰もいなかった。代わりの側近が先頭に立ち、イラストリアリは再び、なにごともなかったかのように長い廊下を行く。


    　歩みながら、いま瑪め瑙のうの間で間近に見た、ニナの美び貌ぼうを思い出す。そしてその傍かたわら、その美しさに心身をくるわされた哀れな王子のすがたも。


    　賢く気高く美しい、[image: ]世神話に予言された救世主ニナ・ヴィエント。


    　数すう奇きな運命に弄もてあそばれつづけた人生の末路が、イラストリアリの目にはもう見えすぎるほど見えていた。なにしろ唯ゆい一いつの後ろ盾だてである自分に見放されたのだから、ニナに未来はない。


    「宮廷に根をもたぬから王になれたというのに」


    　イラストリアリはにこにこと微笑ほほえんだまま、そんなことを呟つぶやく。


    「下へ手たに味方を増やすから、こういうことになる」


    　奥まった瞳ひとみの奧に、魑ち魅み魍もう魎りようの巣を統すべる、魔王の色がひらめいた。


    「行き着く果てがバカ王子の慰なぐさみ者とは」


    　不ふ穏おんなことを呟いて、イラストリアリはニナの次の傀かい儡らい候補を胸中で数え上げながら、穏やかな微笑ほほえみを一切崩すことなく長廊下を歩き抜けていった。


    



    　†††


    



    　昔の夢が、消えてくれない。


    　夏空と、入道雲。菜の花の園。高く鳴くフィオ。


    　黒髪の少年。


    　ああ、またこの夢をわたしは見るのか


    『あたし、清きよ顕あきのお嫁さん！』


    　菜の花のティアラをかぶって、笑ってるわたし。


    『あとはね、あたしから清顕に銀色の指輪を贈るの！　そうすると儀式が完了して、ふたりの愛が永遠になるんだよ！』


    　自分で踏みにじった夢なのに。


    　二度と修しゆう繕ぜんできないくらいめちゃくちゃに壊したのに。


    　いったいいつまでわたしは、こんな夢にしがみついているのだろう。


    　目が覚めたら、ほら、またまなじりを涙が伝ってる。


    



    



    「最低」


    　指でまなじりを拭ぬぐい、見慣れた召し使い用寝室の天井を見上げて、ミオは自分自身をそうなじった。


    「……最悪」


    　日課のように罵ののしりの追い打ちを浴びせて上体を起こし、しばらく両目に手を当てて感情の残りかすを内面から追い払う。


    　仲間たちを裏切り、清顕へ侮ぶ蔑べつを投げつけてからエアハント島を離れ、三年と一か月。時間と共に記憶はゆっくりと薄らいで、痛みも消えていく──と思っていたが、一向にそうならない。痛みは体内神経の中ちゆう枢すうから末端までくまなく根を張って抜け落ちる気配もなく、時折突然思い出したようにミオの内側を傷つけ摩ま耗もうしすり減らす。


    　──当然の報むくいだ。


    　このくらいの痛みで音ねを上げてどうする。わたしがエアハント島と士官学校、仲間たちに与えた傷に比べたら、なんてことない。


    　ミオはもう一度自分自身をなじってから、粗末な木製ベッドを降りた。


    　と、隣のベッドに寝転んでいたキリアイが意地悪な笑みをこちらにむけて、問いかける。


    「清きよ顕あきって誰？」


    　どうやらまたしても、その名を寝言で呟つぶやいてしまったらしい。おのれの理性を総動員して動揺を抑えながら、


    「あ、またうなされてた？　わたしの夢によく出てくるモンスターの名前。逃げても逃げても追っかけてくるの」


    「へー。どんなん？」


    「なんか、どどめ色ででっかくて、ヴエーヴエーって鳴きながら口の中からカエルがいっぱい出てくるの。すごい怖いよ」


    「あらまあ。ミオってそんなバケモンのお嫁さんになりたいん？」


    　いったいわたしはどこまで寝言で喋しやべっているのだろう、と空恐ろしくなりながら、ミオはとぼけつづける。


    「結婚しようヴエ～、って追いかけてくるんだよ。する、って言うまで追い回されるから、ごまかしてるだけ。それより朝食の準備しないと。急ごう」


    　無理やり話を打ち切って、ミオはメイド服に着替える。キリアイもにやにや笑いながら同じ服に袖そでを通して日課に備える。昨日きのう、懸けん案あんだった賢人会議も終わって、今日きようからまた忙しくて気の抜けない一日がはじまる。


    　昨夜、賢人会議を終えてニナの衣装を脱いだクレアは、就寝前にひとときミオの友達として会議の話をした。デミストリは案の定激怒したけれど、教きよう皇こうイラストリアリの反応は良好だったとのこと。今後も教皇が味方でいてくれるなら、ウラノス軍の動きをある程度制御できるのではないか……とクレアは希望を抱いだいていた。


    　そうなるといいな、とミオは思う。


    　甘い観測は禁物だが、けれどそろそろ、クレアに運が向いてきてもいいのではないか。他人に利用されて、自分を犠ぎ牲せいにするばかりで、生まれてこのかた満足に幸福な時間さえもったことのないクレア。こんなに辛つらい思いに耐えてきた彼女に、神さまはそろそろ微笑ほほえみかけてもいいと思う。


    　地上国家とウラノスが講和条約を結んで戦争をやめ、カルエルが第二次イスラ艦隊を率ひきいてプレアデスへやってきて、人々の祝福と紙かみ吹雪ふぶき、ファンファーレが鳴り響くなか、運命のひとニナ・ヴィエントと再会を果たす……。そんな最高のハッピーエンドを、クレアにプレゼントしてあげられたら。


    　淡い夢を抱いだきながら召し使い用の大食堂へ赴おもむく。時刻は午前五時半。厨ちゆう房ぼうでは料理人がすでにニナの朝食の準備をしている。早起きの侍じ従じゆう長ちようウルシラがテーブルについていくつかの新聞に目を通していた。


    「おはようございます」


    　ミオが挨あい拶さつをしてむかいに腰を下ろすと、ウルシラが眼鏡めがねの奥の目を光らせた。


    「……エリアドールの七人、といいましたね。あなたとライナと、女王エリザベート……。それに現在、セントヴォルト帝国軍参さん謀ぼう将校、バルタザール・グリム大たい佐さ……」


    「え、あ、はい……」


    　ウルシラの口からバルタザールの名前が出てきて少し驚く。ウルシラが読んでいる新聞を見ると、セントヴォルトの新聞だ。このところ懇こん意いにしているミケーネ外務大臣から時折、地上の新聞が届くことがあるのだが、もしかしてその紙面に。


    「バルタさんのことが、なにか？」


    「……セントヴォルトでは、かなり名声が高まっているようです。これまでに何度もウラノスの作戦を事前に看かん破ぱし、アキレウスの作戦参謀、と呼ばれているとか。いまやラファエル参謀総長の懐ふところ刀がたなとして、グリム大佐が作戦立案の中ちゆう枢すうを担になっているとか」


    「ほ、ほんとですか!?　すごい……!!」


    　ウルシラが当とう該がい記事の載った新聞を差し出してくれて、両手で受け取り夢中で読んだ。懐なつかしいバルタザールのしかめっ面つらが写真付きで載っていて、これまであげた功績の数々が事細かに紹介されている。バルタザールはいまや帝国軍作戦司令本部だけでなく、シルヴァニア王国付軍事顧問として女王エリザベートの信頼も厚く、多島海の命めい運うんを担っているといっても過言ではない、云うん々ぬん……。


    「すごいなあ、バルタさん。ほんとにすごい人だったんだあ……」


    　うれしくて、ミオは思わず笑え顔がおになってしまう。エアハント士官学校で士官室を共に使っていたときは、ミオの意志など完全に無視して高官たちのパーティーにつきあわせるし、コーヒーメーカー扱いするし、サンドウィッチをやたら細かく指定して作らせるし、エリアドール飛空艇の敵中翔しよう破はの際はひとりだけミオを見捨てるよう強きよう硬こうに主張したくせに夜間着水に成功したあとは「ミオを救うためにわたしが着水を強行させた」と平気で大おお噓うそをつくし、本当に最低な人間だと思っていたが、こうして改めて思い返してみてもやはり本当に最低の人間だとつくづく思い知らされて感かん慨がいも消し飛びそうになるが、しかしでもやっぱり、かつての仲間の活躍がこうして遠く離れた地にまで聞こえてくるのはうれしい。


    　ミオは記事を思わず胸の前で抱きかかえて、


    「この新聞、いただいてもいいですか!?」


    「構いませんよ。まだほかの紙面もありますけれど」


    「わ、わ、すごい。バルタさん、大活躍だ」


    「いえ、グリム大佐ではなく。残りのエリアドールの七人、に関する記事が」


    　ウルシラの言葉に、一瞬、ミオは固まった。


    「残り？　……とおっしゃると……」


    「坂さか上がみ清きよ顕あき。イリア・クライシュミット。ふたりに関する記事が、ほかのセントヴォルトの新聞に」


    　ミオの鼓こ動どうが、跳ねた。


    　ウルシラはミオが青ざめたことを片目で確認すると、記事の内容を告げる。


    「……女王エリザベートが熱望し、ふたりは現在、シルヴァニア王国軍戦闘機隊ワルキューレに在籍しているとのことです。イリアは友軍としてワルキューレに参加したのちこのほど転籍、正式に王国軍の一員となった。坂さか上がみ清きよ顕あきは秋あき津つ連邦に愛あい想そを尽かし、正義のために連邦軍を脱走し盟友エリザベートのもとへ走りワルキューレへ参加……だそうです」


    　ウルシラの言葉が、ミオの内側に響く。


    　言葉を返せない。


    「イリアと……清顕が……ワルキューレに……」


    　かろうじて、それだけ理解した。


    　そうか。イリアと清顕は、セシルことエリザベートの旗のもとで戦うことを選んだのか。ワルキューレといえば、世界最強と呼ばれる戦闘機隊だ。うん、ふたりが翼を並べるには、最高の環境といえるだろう。


    　うん。ふたりにいい居場所が見つかって、よかった。


    　よかった……。


    「……ミオさん？　大丈夫ですか？　顔色がよろしくありませんが」


    　ウルシラの冷たい声で、我に返った。


    「え!?　あ、いえ、ちょっとびっくりして……。ちょっとっていうか、だいぶですけど、いえ、大丈夫です」


    「……つづきは、ご自分で読みます？」


    「あ、はい、ありがとうございます……」


    　震える両手で新聞を受け取って、該がい当とう記事を目に映す。


    　文字だけだ。写真はなかった。複雑な感情をもてあましながら、記事を追った。


    



    　……世界最強と名高いシルヴァニア王国軍戦闘機隊ワルキューレ。「空の王」と呼ばれたアクメド隊長が第二次シエラグリード沖海戦において壮烈な戦死を遂げたのち、空位だった隊長職を継いだのが坂上清顕大たい尉いである。帝国軍、連邦軍、王国軍と渡り歩いた坂上はすでに三百機近い撃げき墜つい数を記録しており、やがて偉大な前隊長に並び立つと期待されている。イリア・クライシュミットも副隊長として坂上隊長を補佐し、現在、イスラ艦隊航空隊と密接な共同訓練を繰り返し、来きたるべきウラノスとの決戦に備えている。奇くしくも同じ時代、同じ空に生を受けた稀き代たいの飛空士、坂上清顕とイリア・クライシュミット。親同士の因いん縁ねんを超えて、ふたりはいま、世界最強の戦闘機隊の両翼として多島海の空を死守している。この翼がある限り、ウラノスは多島海に指一本触れることはできまい……云うん々ぬん。


    



    　二度、読んだ。


    　はじめは震えていた手が、ようやく落ち着いてからミオは強こわ張ばった顔を上げた。


    　ウルシラが問う。


    「……そのふたりも、あなたのお知り合い？」


    「……はい。エリアドール飛空艇で一緒に敵中翔しよう破はした、仲間……でした」


    　過去形を付け加えて、ミオは動どう悸きを落ち着ける。ぐるぐる回っていた頭のなかが、次第に健常さを取り戻す。


    　──清きよ顕あきが……ワルキューレ隊長……。


    　──イリアが……副隊長……。


    　──ふたりは、セシルのためにシルヴァニア王国に入った……。


    　その内容を、確認する。三年以上も音信不通だったから、まずはふたりとも生きていたことに安あん堵どして、それから……痛みがやってくる。


    　痛みの名前は、知らない。知りたくない。ただ、複雑に絡み合った感情を前にして途方に暮れて、自分が情けなくなって泣きたくなる。


    　──そうだよね。もうふたりとも、多島海の撃げき墜つい王おうだよね……。


    　──ウラノスを空から排除するために……がんばってるよね。


    　ミオは自分を鞭むち打うって、いまだ残存する思いを断ち切ろうとする。


    　──未練さえ、もつな。


    　──裏切り者なんだ。仲間を心配する資格さえない……。


    　ウルシラの硬い声が、黙もつ考こうを破った。


    「そのおふたりとは相当に、深いおつきあいがおありで？」


    　思わずびくりと背を伸ばし、慌あわてて答える。


    「あ、ええっと、いえ、なんていうか……久しぶりに名前を聞いたので……センチメンタルな気分になっちゃって……」


    「……そうですか。ですが、遠く離れたこの地にまで活躍が伝わってくるのだから、エリアドールの七人とは優秀なかたがたですね」


    「あ、はは……。はい。わたし以外はみんな優秀です」


    「そんなことはありませんよ。ミオさんは充分に優秀なかたです。賢さも、人格も、勇気も」


    　突然、面と向かってウルシラから褒ほめられて、ややミオはたじろぐ。このひとから警戒されたことなら幾度もあるが、こんなふうに褒ほめられるのははじめてだ。


    「な、なんです、いきなり。光栄ですけど」


    「ミオさん」


    　ウルシラはいつものぴしゃりと伸ばした姿勢を微み塵じんも崩さず、改めて呼びかけてくる。なにやら大事な話をしたいらしい。


    「は、はい？」


    　ひと呼吸置いて、いまこの場にはふたりしかいないことを確認し、ウルシラは切り出した。


    「あなたには今後、いかなる局面においても、陛下の味方として行動していただくことをわたしは望んでいます」


    　微弱な電流が、ミオのこめかみに伝う。遠回しな言い方に含まれるものを、嗅かぎ取る。


    「はい。そのつもりです」


    　簡単に受け入れる。言葉なら、なんとでも言えるから。


    「よかった」


    　ウルシラは感情も込めずにそう言って、新聞へ目を戻す。ミオは問う。


    「心配事でもおありですか？」


    　記事を見つめたまま、ウルシラはミオを見むきもせず、淡々と話す。


    「宮廷内に、不ふ穏おんな動きが」


    「……………………」


    「陛下が有力諸侯と懇こん意いになるにつれて、それを快く思わない勢力も動きはじめます。もしかするとすでに、天宮の床ゆか下したに薪まきを積み上げているかもしれません」


    「……………………」


    「あとは油をまいて火を点つけるだけ。もしくは、すでに油も薪に染みこんでいるかも。我々の力では床下を覗のぞき込むことはできないため、状況がどこまで進んでいるのか正確に把握するのは難しい。ただ、床下に蠢うごめくなにかを感じ取るしかありません」


    　ウルシラはひとつ息をついて、相変わらず記事を眺めながら呟つぶやく。


    「積み上がった薪に火が点いた際、近きん侍じするものには相応の『賢さ』が必要となります。誰が陛下を守るのか。誰が消火するのか。誰が逃げるのか。逃げたものはそののちどう、陛下のために行動するのが最善なのか。そうした『機知』のあるものでなければ乗り越えられない局面に、我々はこれから立ち合うかもしれません」


    　訥とつ々とつとした語調のなかに、ただならぬなにかが紛まぎれ込んでいる。ウルシラはいま、とても重要な話をミオに伝えている。それがわかる。


    「あなたにはその機知がおありです。いざというとき、その力を陛下のために使ってほしい。そう望んでいます」


    「……………………」


    「あなたの親友、クレア・クルスのために、あなたの力が必要なのです」


    　その言葉に、ミオの胸が締め付けられた。


    　ウルシラは顔色ひとつ変えないが、ミオのことを事細かに観察していたのは確かだ。クレアと友達になったことは誰にも秘密にしていたはずなのに、バレている。日常生活におけるミオの立ち振る舞いやなにげない言葉、さまざまな場面での対応を観察して、だんだんと心情がニナ……クレアのほうに傾いていることを見抜いたのだろう。だからこそふたりきりのいま、こんな話をしてくる。


    　ウルシラにはじめて会ったときから、いやなひとだと思っていた。自分のおなかは決して見せないのに、こちらのおなかは当たり前に眺めて胃の中身まで解かい析せきするエックス線技師のような。できればこちらから近づきたい人物ではない。


    　けれどウルシラがそんなふうに振る舞うのは一貫してクレアのためだ。たとえどんな手段を使っても、他人にどう思われようと、他人をどう利用しようと、このひとはただクレアを守りたいのだろう。そのことは痛いほど伝わってくる。


    　だからミオは、言葉に可能な限り、真しん摯しさを織り込んだ。


    「……わかりました。……いざというとき、わたしはクレアのために行動しましょう」


    　ゼノン・カヴァディスのためではなく。


    　クレア・クルスのために。


    　わたしは命を賭かけよう。


    「あなたは、そう言ってくださると思っていました」


    　ウルシラは新聞から顔をあげて、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみにミオを映した。気のせいか、決して表情を変えることのないウルシラが、わずかに微笑ほほえんだように思えた。
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    　新たなるウラノス多島海方面艦隊の威い容ようが、ゼノン・カヴァディスの眼前に広がっていた。四か月前に突然現れた第二次イスラ艦隊により叩たたきのめされた旧艦隊を遙はるかに上回る陣容が、プレアデスの後縁、マルティオス軍港に集結している。


    「弱いものイジメの時間ですな」


    　軍港司令所五階の窓から、プレアデス沖合に展開する百隻せき超の軍艦を見やる。駆く逐ちく艦かんから正規空母、戦艦まで、全長百メートルから二百メートルもの飛空艦艇たちが、羽は虫むしのごとく群れ飛んで空の青を圧する。ここに集まったのは揚よう力りよく装置付きの飛空艦艇のみであり、近海の洋上には揚力装置をもたない別の海上戦隊二百隻超が日々、来きたるべき決戦にむけて演習に励んでいる。


    「本来なら、決戦すら必要ない」


    　ウラノス参さん謀ぼう総長、アキレウス・カラマキオン大たい将しようはそうゼノンの言葉に応こたえた。事実上ウラノス全軍を統とう率そつし、セントヴォルト帝国を滅めつ亡ぼう寸前にまで追い込んでいる老将は、この新規方面艦隊の編成にもともと反対だった。


    　なぜセントヴォルト多島海艦隊と第二次イスラ艦隊の連合艦隊と決戦をする必要があるのか。本土を追い落とされ、多島海の植民地でかろうじて生き長らえているセントヴォルト帝国は、じわじわ真ま綿わたで首を絞めるように消しよう耗もう戦せんに引きずり込み、時間を使って戦力を漸ぜん減げんさせたなら労せず確実に勝てる相手だ。


    「決戦したなら、負けると？」


    　ゼノンの問いかけに、アキレウスは首を振る。


    「確実に勝てる。地形の制約を受ける陸戦と違い、海戦は足し式だ。最新の艦艇と兵器を数多く用意したほうが勝つ。こちらの艦艇は敵の二倍以上、装備もむこうは一世代前。勝負にならんよ」


    「ならば決戦でよいではありませんか。消耗戦はまどろっこしい」


    「セントヴォルトは現在、秋あき津つ大陸に百七十万人の陸兵を置いたままにしている。撤退ができないのだ。この状態を維持しておけば、勝手に弱っていく。飢き餓がに瀕ひんして死にゆく敵を無理やり立たせて撃ち殺す必要がどこにある」


    　セントヴォルト帝国に二正面作戦を強しいるよう、二十年以上の時間をかけて仕向けたのが、このアキレウスだ。帝国はククアナ・ラインの防衛力を信じて、ウラノスと多島海列強を同時に相手どる道を選び、それが致ち命めい傷しようとなった。本土を追われた帝国にとって、ウラノスと慧え剣けん皇こう王おう国こく、東西の敵から挟きよう撃げきを受ける現状は戦線を維持するだけで莫ばく大だいな費用がかかり、時間と共に衰すい弱じやくしていく。


    　それなのに。


    　デミストリはあくまで艦隊決戦で決着をつけることを主張し、目の前の新多島海方面艦隊の編成とあいなってしまった。


    「元帥閣下デミストリはどうやら意地でも、マニウス殿下に勝ちたいようですな」


    「イスラ艦隊を焚たきつけたのがマニウス殿下という話だからな。あのかたもあのかたでままならない」


    　デミストリの義弟、マニウス。あまりに優秀すぎて元げん老ろう院いんに疎うとまれ、聖せい泉せんの彼方かなたに追放された妾しよう腹ふくの王子。しかしマニウスはあろうことか、第二次イスラ艦隊という強力すぎる味方を引き連れてデミストリの目の前に戻ってきてしまった。


    「しかし、新規方面艦隊の編成によって兵の士気はあがっております。臣民も艦隊決戦にむかって盛り上がっている。天地領りよう有ゆうの先さき駆がけとして、演出効果もありましょう」


    　ゼノンの言葉に、アキレウスは鼻を鳴らす。


    「やれというならやるが。ラファエルごときと比べられる屈くつ辱じよくをさっさと終えるには、決戦するのも悪くはない」


    　セントヴォルト帝国参さん謀ぼう総長、ラファエル大たい将しようとの知恵比べはアキレウスの一方的な勝利で終わった。あんな三流参謀と比べられるだけで不愉快だったが、世間もこれでアキレウスこそ歴史に残る名参謀総長と理解するだろう。


    「あちらではバルタザール・グリム大たい佐さが名を上げているようですが」


    　ゼノンの言葉に、アキレウスはこめかみをぴくりと動かす。もちろんその名前は知っている。


    「オペレーション・ジュデッカを見破ったという若造か」


    「はい。ククアナ・ラインが飛空要よう塞さいで突破されることも、事前に看かん破ぱしていたとか」


    「有能なのは疑いあるまい。だが作戦本部を動かすには若すぎる。いくらこちらの作戦を看破しようが、実行されなければ恐ろしくない」


    「さすがにいまはグリム大たい佐さの発言が、作戦本部でも重みを増しているようです。なんでも『アキレウスの作戦参謀』の異い名みようを取っているとか」


    「若者が陣頭指揮を執とるというならそれでもよいさ。現状では条件がこちらに有利すぎて刺激が足りない。少しは慌あわてさせてくれると面白くなる」


    　アキレウスもまた若くしてウラノス作戦本部の中ちゆう枢すうを担になってきた『天才』である。現在、ウラノスがここまで地上勢力を拡張できたのもアキレウスの指揮によるもの。バルタザール・グリムという天才が敵国に出現したというなら、その才気のほどを見てみたい。


    　しばらく今後の軍の動向について話し合ってから、ゼノンは昨日きのう、アトリから伝え聞いた内容を教えた。


    「……イラストリアリ教きよう皇こうが、人形の首をすげ替える決心をされました」


    　ほう、とアキレウスの片方の眉まゆがしなう。


    「決行は？」


    「今夜。天宮で」


    「それはまた急だな」


    「傀かい儡らいとしては賢すぎ、人間が上等すぎました」


    「皮肉なものだ。高潔で優秀な人間は追い落とされ、低俗な凡人が玉座に祭りあげられる」


    　真っ青さおな空を泳ぎ抜ける幾多の超弩ど級戦艦、正規空母の戦隊を見やりながら、アキレウスはため息をつく。事がなったなら、デミストリの権威は盤ばん石じやくとなるだろう。


    　と、ゼノンの傍かたわらに突然、キリアイが現れた。


    「仕込み、終わりました」


    　キリアイは床ゆかへ片かた膝ひざをつき、深々と頭を垂れてゼノンへ目を上げない。


    「うん。ご苦労。ミオには気づかれていないね」


    「はっ」


    「よくやってくれた。もう天宮にはいかなくていいよ。今晩でニナはお払い箱だ。きみには新たな任務をあげよう」


    「光栄です」


    　ゼノンはアキレウスへ目を移して、


    「閣下は確か、キリアイがお気に入りでしたな」


    　アキレウスは咳せき払ばらいして、


    「任務中だよ」


    「失礼しました。キリアイ、ではのちほど、閣下と」


    　キリアイは一瞬黙ってから、了承した。


    　キリアイは、ゼノンが手ずから育てた女性スパイだ。高級将官と夜を共にし、油断した相手から機密を聞き出すすべに長たけている。男性スパイには不可能な技であり、女性スパイが重ちよう宝ほうされる所以ゆえんだ。


    　そうそう、女性スパイといえば。


    　──ミオにも、そろそろそっち方面を仕込まねばな。


    　キリアイを下がらせてから、ゼノンはアキレウスと世間話などしつつ黙もつ考こうする。


    　今夜、政変が天宮を襲おそうことを、ゼノンはミオに知らせていない。キリアイとハチドリは知っており、それぞれの持ち場で決行のときを待っている。


    　なぜ、ミオにだけ知らせなかったのか。


    　──あの娘、ニナに気持ちが傾いている。


    　キリアイとハチドリ、ふたりの報告からゼノンはそれを嗅かぎ取っていた。どうやら夜よな夜なニナとふたりで友達ごっこに興じているらしいのだが、ミオは毎月、おざなりな報告をよこすだけでニナと友達になったことなどゼノンにひとことも話さない。


    　──お前がどちらの味方なのか、今夜わかる。


    　ゼノンは舌なめずりをしながら、そのときを待つ。


    　はっきり言ってミオが裏切ろうが大した痛手はない。ミオなど政局にとってなんの意味もない、ただの奴ど隷れいだ。だがしかしゼノンの玩おも具ちやとしては、性能の問われる面白い局面である。


    　──わたしに誓ちかった忠誠が本物なら、それでよい。


    　その場合、いまの人格を保ったまま、優秀な女性スパイに育て上げよう。ゼノンがどんな指令をくだそうと着実に実行する、賢く気高く美しいペットとして末永く遊べるだろう。


    　──だがニナの味方だったならば、再教育の必要がある。


    　そのときは、人質にとった家族を盾たてにして呼び戻し、ゼノン自みずから躾しつけをする必要がある。人格を破壊してでも、二度と逆らえないように厳しく教育することは、それはそれで楽しい。


    　──わたしはどちらでも構わないよ、ミオ。


    　かつて観賞した身体からだを瞼まぶたの裏で泳がせながら、ゼノンはミオの未来を自由自在に弄もてあそぶ夢想にふけった。デミストリやアキレウス、イラストリアリなどの妖怪相手の仕事の合間の息抜きとして、ミオは格好の玩おも具ちやだった。長く大切に手元に置いて遊ぶもよし、短期間に乱暴に扱って壊すもよし。


    　──今夜が楽しみだね。


    　決起の時間、おそらくは天宮でニナと友達ごっこに興じているであろうミオへ、ゼノンは心のうちで呼びかけた。
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    「ライナとキリアイ、今日きよう、全然見なかったんだけど。ふたりそろってお休みって珍しいよね。サボりかな」


    　吹き抜ける夜風、すだく秋の虫、空には満天の星。


    「よく知らないけど。でもたまには休みも必要だよ。ミオは休まなくていいの？　休日、ちゃんともらってる？」


    　星の降る天宮のバルコニーにて、一日の務めを終えたクレアとミオは、そろってお茶を楽しんでいた。


    「あぁ。別に休みもらってもすることないし。いらない」


    「えぇ──っ。ダメだよ、ウルシラさんに言っとく。ライナと買い物でもいけばいいじゃない。たまには息抜きしないと」


    「いらないって、わたし、働いてるの好きだし。だいたいそれいうならクレアだって休みないじゃん、たまにはイグナと買い物でもいけばいいのに」


    「な、なんでイグナなの。あのひと、そういうお遊び一番ダメっていうか、前のお出かけの件、いまだに引きずってるっていうか」


    「あ──……。引きずってますねえ……。気にしなくていいのに」


    　呟つぶやいて、ミオはストローでアイスティーを飲む。前のお出かけの件、とは今年のはじめ、外出した際にミオがクレアをかばって刺し客かくに撃たれたときのことだ。急所は外れており、拳けん銃じゆうの口径も小さかったため深刻な後遺症もなかったが、イグナシオはあのあと、柄がらにもなくミオに直接謝罪していた。


    『……おれの不手際だ。……お前をこんな目に遭あわせたことを……謝罪する』


    　あの常に無口で無ぶ愛あい想そな仏ぶつ頂ちよう面づらが、ベッドに横たわったミオに対してしおらしく頭を下げてみせるから、どう対応すればいいものやらこっちが困った。とりあえず軽口で茶ちや化かして追い払おうとしたものの、イグナシオは決意を込めてこう言った。


    『……お前がニナさまをかばってくれたこと、決して忘れん。この借りは必ず返す。おれに頼み事があるときは言え。可能な限り、善処しよう』


    　あの銅像男が不器用そうにつっかえつっかえ、そんな親切なことを言うから逆に気味悪くなって、つい罵ば声せいを浴びせて追い払ってしまった。ミオは気にしていないのだが、イグナシオにとってあの一件は拭ぬぐいきれない汚お点てんのようだ。


    　まあでも、と前置きして、ミオは意地悪な笑みを浮かべた。


    「イグナがなんでも言うこと聞いてくれるらしいから。なにしてもらおうかなー」


    「あんまりからかったらダメだよー。あのひと真ま面じ目めだから、いちいち本気で対応しちゃいそう……」


    「イグナが子猫抱っこして笑え顔がおで頰ほおずりしてるとこ写真に撮りたい」


    「なにそれかわいい。見たい見たい。それでいいよ」


    「クレアもからかってるじゃん……」


    　他た愛わいないことを話して、くすくすふたりで笑っていると──。


    　いきなりバルコニー入り口のガラス扉とびらがひらき、いま噂うわさしていたイグナシオがただならぬ形ぎよう相そうで駆かけつけてきた。


    「ニナさま、失礼を。ミオ、キリアイがどこにいるかわかるか」


    「キリアイ？　今け朝さちょっと見たけど。そのあとは知らない」


    「夕食後、わずかでも体調に変化はないか？」


    「え？　あ、わたしあんま食欲なくて、食べなかった」


    　召し使い用の食堂でみんな一緒に食事するのだが、ミオはなんとなく食欲が湧わかず、ほとんど口にせずに同僚たちに自分のを分けた。


    　答えると、イグナシオの目元が険けわしくなる。


    「……夕食に遅ち効こう性せいの薬物を盛られた可能性が高い。天宮の召し使い、全員が身体からだの異常を訴えている」


    「…………え？」


    「手足がしびれはじめたものもいる。気をつけろ、なにかある……!!」


    　言ってから、イグナシオがいきなり、その場に片かた膝ひざをついた。


    「イグナっ!?」


    　驚いて、ミオとクレアは左右からイグナシオを挟んで屈かがみ込む。イグナシオの両足が震え、額ひたいからは汗が伝っていた。唇くちびるが紫むらさきがかって、まるっきり病人の表情だ。


    「くそっ……！　キリアイは毒見役であると同時に、毒を盛る側でもあった……!!」


    　後悔が吐き出される。ミオの脳のう裏りに、今朝方ウルシラの言っていた言葉がよぎった。


    　密ひそかに床ゆか下したに積み上げられていた薪まきに、火が点つけられたのではないか。


    　そのとき──。


    　遠くで、ガラスの割れる音が響いた。


    　つづけて、女中の悲鳴。


    　複数人の怒鳴り声と、天宮にふさわしくない軍ぐん靴かの響き。ここでの静かな日常が踏みにじられる音。


    「…………!?」


    「いかん……!!」


    　イグナシオは天宮東側を睨にらみつけ、吐き捨てる。


    「くそっ、三十名以上、武装している……!!」


    　ミオにはなにも見えないが、イグナシオは響いてくる音だけで敵情を判断して、血走った目をクレアへむける。


    「クレア、下に降りて西側の使用人扉とびらからサロンへ逃げろ。ミケーネ派の貴族なら、かくまってくれる」


    　イグナシオが珍しく、「ニナさま」ではなく「クレア」と呼び捨てにし、命令口く調ちようを発した。ハチドリと積み上げてきた訓練の成果だろうか、ミオにもおびただしい殺気が天宮に充みちていくのがわかった。


    「クレア、逃げて、わたし、時間稼かせぐ!!」


    　ミオも思わず同調すると、クレアは表情を強こわ張ばらせて首を左右に振り、


    「で、でもふたりは……」


    「時間がない、さっさと行け、行くんだ!!」


    　いきなりイグナシオは怒鳴りつけ、あろうことか猫の子にするようにクレアの首根っこをつかむと、バルコニーから室内へ引き入れて天宮西口、使用人たちの居住空間まで強引に引っ張っていく。


    「放して、イグナっ!!」


    「逃げろ。連中が捜しているのはお前だ」


    「でも、あなたたちは……」


    　彼方かなた、喧けん噪そうが激しくなる。大勢の兵士たちの怒ど声せいが近づいてくる。女中たちの悲鳴。ガラスや調度品の破は砕さい音おん。それから、銃じゆう声せい。なにものかが大声で、ニナの名を呼んでいる。


    　どうやらこれは明らかに、女王へ対する反乱だ。


    　ユリシス宮殿は常に厳重な警備で守られているというのに、なぜ三十名もの兵士の侵入を許したのか。おそらくは、それだけの権限をもつなにものかが許可したからだ。女王側に気づかれないままに、入念に準備が為なされていたのだろう。もはや防衛は不可能、クレアは逃げるしかないとミオにもわかる。


    　イグナシオは力ずくでクレアを引っ張りながら、真剣な語調で諭さとす。


    「あいつと約束したのはお前だけではない。おれも誓ちかったのだ、あいつが来るまでお前には誰にも指一本触れさせんと。だから逃げろ。生き延びて、やつに会え。あいつは来る。必ずここに来る!!」


    「イグナっ!!」


    　抗あらがおうとするクレアのところへ、今度はウルシラが急ぎ足で駆かけつけてきた。


    「陛下、わたしと共に西口へ。ミオ、あなたはこれを顔に巻いて陛下の囮おとりに」


    　ウルシラはミオへ、スカーフと足下まで隠れる丈の長いケープを与えた。頭部にスカーフを巻いて目元以外を隠し、ケープを羽織ると、背格好が近いからクレアの身代わりになれる。


    「イグナ、あなたはミオを守るふりをして、敵の目を引きつけ、北口から外へ退避してください。お互い無事なら例の場所で落ち合いましょう」


    「……はっ!!」


    　ミオは聞いていないが、ウルシラは予あらかじめ、万が一が起きた際に落ち延びる場所をイグナシオに指定していたらしい。なんだかんだ言いつつ、ゼノンの部下であるミオに場所を教えていないのは、いかにもウルシラらしい抜け目なさだ。


    　大声が近づいてくる。なにものかがよく通る声で、正当な命令に基づいた捜索であることをがなり立てつつ、広い天宮内にクレアを捜し求めている。


    　あまり時間がない。ミオはケープの隙すき間まから目だけ出してクレアを見つめる。


    「クレア、無事で。また会いましょう」


    　クレアはおもむろに両手を広げて、ミオとイグナシオを同時に抱きしめた。


    「無茶しないで。死んではダメ。うまく逃げて」


    　短く、真剣な声で、そう告げてくる。ミオはクレアの背に片手を回して、


    「わかってる。大丈夫だよ。これでも鍛きたえてるし。あとでまた会おうね」


    　クレアは涙をこらえながら顔を上げた。


    「イグナも。あなたも生きて、カルに会わないと」


    「……わかっている。死にはしない。……早く行け」


    　イグナシオは珍しく、クレアの肩に手を置いた。彼なりになにか予感するものがあるのか、語調にはこれまで聞いたことのない、まるで兄が妹に言い聞かせるような、優しさと思いやりがあった。

  


  [image: ]


  
    　ミオが聞いた話では、イグナシオとクレアは子どものころから、十年以上も主従関係にあるという。他人の前では決してそれを見せることはないが、時折かいま見たことのあるふたりきりの時間、ミオは彼らの間に余人の入り込めない強い絆きずなを感じることがあった。それは恋愛感情とはまた違った、家族に対して示すような、くつろいで安心できる雰ふん囲い気きだった。


    　イグナシオもクレアも天てん涯がい孤独の身の上だ、という話も誰かから聞いた。


    　でもきっと、血はつながっていなくても、ふたりは兄と妹なのだろう。理屈ではなく、共有してきた長い時間のなかで、自然にそんなふうになっていたのだろう。そんなことがなんとなく、いまのふたりの様子からわかった。


    「陛下、行きますよ」


    　ウルシラに急せかされ、クレアは名な残ごり惜おしそうに両手を離した。それからミオとイグナシオを交互に見つめて、最後にもう一言だけ付け加える。


    「もしもわたしになにかあっても、絶対に復ふく讐しゆうしないで」


    「……………………」


    「そのときはわたしのことは忘れて、自分のために、自由に生きて」


    「クレア、そんな縁えん起ぎでもない……」


    　言いかけたミオの言葉は、クレア自身の言葉で遮られた。


    「ミオ、あなたがくれた言葉を、そのまま返すね。自分の幸せを考えて。あなたは、幸せになっていいの」


    　ひと息に言い切ってから、クレアは表情を厳しく引き締めた。


    「あなたたちは生き残るのが最優先。わかった？　命令です、生き残りなさい」


    　女王ニナ・ヴィエントは、今こん生じようの別れかもしれないいま、そんな命令をミオとイグナシオにくだしてくる。


    「……わかりました。生き残ります」


    　ミオが了承すると、クレアは強く頷うなずきを返して、ウルシラと共にきびすを返して、喧けん噪そうが聞こえてくるのとは反対方向の西側の扉とびらへと逃げていった。


    　ミオとイグナシオは主あるじの背中を見送ってから、ふたり顔を見合わせ、方針を決める。


    「……おれたちは囮おとりだ。敵の目を引きつけねば」


    「でもあんた、毒かなり回ってない？　追われたら危ないんじゃ」


    「……やるしかない。逃げながら戦うぞ、できるな？」


    「うん。ハチドリに鍛きたえられたし」


    　幸運にもミオは毒の影響がない。不調のイグナシオのぶんまで自分ががんばらなければ。


    　覚悟を決めたふたりの目の前で、いきなり東側の扉がひらき、武装した兵士たちが五名、室内へ入ってきた。全員が抜ばつ刀とうし、殺気立った鋭するどい眼光をスカーフで隠したミオの顔へ突き立てる。


    「ニナ・ヴィエントか」


    　ミオは答えず、怯おびえた素そ振ぶりでイグナシオの背に隠れる。イグナシオはミオをかばうように前面に立つと、毅き然ぜんとした態度で問う。


    「……天宮に剣を持ち込むとは穏やかでない。ここを女王の間と知ったうえでの狼ろう藉ぜきか。用向きを告げよ。用件次第で女王に取り次ぐ」


    　問答を仕掛けてできるだけ時間を稼かせぐつもりだろう。顔を見合わせる兵士たちの背後から、麗々しい王都近衛このえ騎士団の軍服を身につけた大柄な軍人が進み出てイグナシオに対たい峙じした。


    「女王に国家反逆罪の容疑がある。第二次イスラ艦隊の愛人へ、プレアデスの現在位置を知らせた疑いだ。申し開きをしたければ速やかに我々に同行願いたい」


    「誰の命令によるものか。令状を見せよ」


    　隊長らしい軍人は表情に苛いら立だちを隠すことなく、背後の部下たちを振り返り吐き捨てる。


    「問答無用。女王を捜せ」


    　命令を受けて、兵士たちが進み出る。


    「お逃げください、陛下」


    　イグナシオがミオを振り返り、低く抑えた、しかし兵士たちにぎりぎり聞こえるであろう小声で告げる。ミオは頷うなずいて、北側の扉とびらを目指して駆かけた。


    「あれがニナだ、追えっ!!」


    　駆け出そうとした兵士たちの面前にイグナシオが立ちふさがり、腰の短剣を抜いた。


    「うおっ!?」


    　三名の手にあった剣が弾け飛ぶ。イグナシオは身を翻ひるがえすと、ミオのあとを追って駆け出そうとして──。


    「くっ」


    　足がもつれる。身体からだが重い。イメージしたよりも半拍子遅れて動きがついてくるような。天宮での穏やかな日々を過ごすうちに、無意識のうちにキリアイへの警戒が薄れていたことを悔くやんだ。


    　突き出された白はく刃じんをかろうじてかわし、お返しに蹴けりをいれる。蹴られた兵士が追ってくる兵士に衝しよう突とつしたところで、身を翻す。


    　そのとき──発はつ砲ぽう音おん。


    　左上腕に焼けつく痛み。弾だん丸がんが擦さつ過かしたらしい。つづけざま、右足の脛すねと背中に鋭い痛み。負傷するのははじめてではないから、わかる。背中は剣で斬きられた痛みだ。


    　ほとんど反射的に、短剣の柄えを逆さか手てに持ち替え、振り返りもせず後方へ突きたてる。


    　手て応ごたえ。肩口に、血ち反へ吐どの飛沫しぶき。満身の力を振り絞って東側の扉とびらを通り抜け、ミオと一緒に閉めて閂かんぬきを下ろす。


    「だ、大丈夫イグナ!?」


    　ミオが間近から問いかける。


    　扉とびらに背を預け、床ゆかに腰を落として、息を整えながらイグナシオは自分の状態を確認した。左の肩口が抉えぐれて、左腕はほとんど動かない。右足の脛には、剣が斜めに入ったらしく肉が削そげて骨が見えている。背中の傷は確認できないが、衣服が血に濡ぬれているのはわかった。さらに毒の効果があり、歩くことすらままならない。


    「まずいな。戦える状態ではない」


    　他ひ人と事ごとのようにそうぼやくと、ミオが血けつ相そうを変えた。


    「逃げるよ。あんた、宮殿のこと詳しいでしょ？　道案内して」


    　兵士たちが扉を蹴け破やぶろうとする激しい反響が伝わってくる。扉の造りは厚く頑丈だが、いつまでもはもたない。


    　イグナシオは目を閉じて、敵の数と自分の状態を秤はかりにかけ、最善の結論を導いた。


    「落ち合う場所は、ステファノ地区三番街、ヘドウィグ酒場だ。ウルシラ侍じ従じゆう長ちようの部下が主あるじをしている。お前は先に逃げろ」


    「あんたは？」


    「おれはここで時間を稼かせぐ。早く行け」


    「却きやつ下か」


    　ミオはその提案を一いつ顧こだにせず、おもむろにイグナシオの左手を自分の肩に回すと無理やりに立ち上がった。


    「おい、なにをしている。ふたりでは逃げ切れん」


    「生き残れ、ってニナさまに命令されたでしょ。あんた専従騎士なんだから命令守らないと」


    「女の力でおれを引きずっていくつもりか？　ふたりとも死ぬだけだ、意味がない」


    「わたし、二十キロの荷物背負って二日間行こう軍ぐんできるって知ってる？」


    　ミオは歯をくいしばって、イグナシオの身体からだを引きずるようにして廊下を逃げはじめる。イグナシオは怒鳴りつけた。


    「バカもほどほどにしろっ!!　いいから置いていけ、貴き様さまにこれ以上、借りを作ってたまるか!!」


    　ミオは懸けん命めいに逃げながら、イグナシオにむかって勝ち気そうに笑ってみせる。


    「はっ。そういう台詞せりふは、ちゃんと役に立ってからいいなさい。いくらでも貸してあげるからいつか絶対返せよ、役立たず」


    　イグナシオの肩と足、背から流れ出る血が、ミオを染めていく。ミオはイグナシオの血を受け止めながら、それを拭ぬぐいもせず、全身の力を振り絞って逃げる。


    「おろせ……!!」


    「黙れ」


    「もうやめろ、二度とお前を疑わん、だからおれを置いていけっ!!」


    「そんなに格好つけたい？　ごめん、却きやつ下か。みっともない感じで生き残ってもらったほうが笑えるし」


    　ミオは大きく息を吸い込んで、力を溜ため込み、右足を一歩前に出す。


    「あんた、無事に逃げられたら、子猫抱っこして笑え顔がおで頰ほおずりしなさい。写真撮るから」


    　ひとつ息を吐き、また吸い込んで、奥歯を嚙かみしめて左足を踏み出す。


    　ミオは命を削るようにして一歩一歩、天宮の出口へ近づいていく。


    　めげそうになる自分を[image: ]しかりつけ、根性も勇気も火事場の馬ば鹿か力ぢからも、なんでもいいから自分のなかにまだ残っているあらゆるものを奮ふるい立たせて、廊下をくぐりぬけ、階段をふたつ下りて、召し使いの控え室に辿たどり着いた。


    　同僚はすでに誰もいなかった。兵士たちに拘こう束そくされたか、逃げたか、わからない。とりあえず包帯と消毒液をつかんでポケットに入れ、水差しから水を飲み、これから必要になりそうなものを麻袋にひとまとめにして腰に巻き、通用口から天宮の外へ出た。


    　ミオの目の前に、ユリシス宮殿の迷宮が立ちはだかる。幸いなことに、敵兵はひとりもいない。出口がいくつどこにあるか把握していないか、あるいは把握しているが道に迷ったか、いずれかだろう。イグナシオがかすれた声で告げる。


    「……右に折れて、三番目の部屋に入れ。部屋の奥に扉とびらがあり、そのむこうが隠し階段だ。その階段を下りろ」


    「わかった。あんた、探検の成果が出たじゃん」


    　ミオは息も絶え絶えのイグナシオに笑いかけた。何度も迷子になり、食事に遅れ、ときにはひと晩中宮殿内をさまよってみんなから笑われながら、イグナシオは「いつか絶対に役に立つ」と言い張って毎日のようにこの宮殿を探索し、見取り図を作成していた。その成果が、いま発揮されている。煩わずらわしいだけだった迷宮が、近衛このえ騎士団の手からミオとイグナシオを守ってくれる。


    「逃げるよ。絶対、生き延びるんだから……」


    　ミオはまた、イグナシオを担かついで歯を食いしばり、迷宮を進んだ。住人さえも道に迷うのだから、はじめてここに足を踏み入れる近衛騎士団にはどうしようもあるまい。追っ手の声が聞こえなくなったところでイグナシオの負傷箇か所しよを消毒して包帯をかけ、それからまた逃げる。二時間ほどもかかってようやく宮殿の外に出て、辻つじ馬車を拾い、ミオはステファノ地区三番街、ヘドウィグ酒場を目指し落ち延びた。ステファノ地区三番街といえば有名なスラム街だが、追っ手から逃のがれるには都合がいい。


    　──クレア、どうか無事で……。


    　馬車の客席で、失血のために意識を失ったイグナシオの身体からだを抱きながら、ミオは窓の外を見つめてクレアの無事を祈った。それと同時に、襲しゆう撃げきされたときからずっと、胸の底にわだかまっていたものが鎌かま首くびをもたげた。


    　──ライナ……ハチドリは……このことを知ってた？


    　ハチドリはなぜか今日きよう、天宮にいなかった。たまたま休みだった、と思うにはあまりにタイミングがよすぎる。キリアイもハチドリもゼノンの部下だから、今日の襲撃を予あらかじめ知っていたと考えてもなにもおかしくない。


    　けれど。


    　──やっぱりあんた……ゼノンの味方なんだよね。


    　改めて、その事実を思う。彼を責めるつもりはない。ハチドリにはハチドリの事情があることを、以前、ステファノ地区の療養所で偶然知ってしまった。


    　病気の母親の治療費を稼かせぐために、ハチドリはＳ級工作員パトリオテイスとなって過酷な任務に就いている。上司の命令には逆らえないだろう。職を失ってしまったら、母親を救う道はなくなってしまうのだから。


    　──そう。だから……ハチドリを信頼してはいけない。


    　ミオは自分にそのことを言い聞かせた。なぜか胸の一部が痛んだが、それはきっと心のどこかで、ハチドリがニナの味方なのではないかと期待していたせいだろう。


    　──ハチドリは……ライナは……敵なんだ。


    　自分自身に対して事実を確認しながら、ミオは夜の闇やみの底に揺られていた。


    



    　†††


    



    　翌朝──。


    　王都プレアデスはもちろん、地上のウラノス支配国にまでニナ・ヴィエント失脚、逮たい捕ほの一報が駆かけめぐった。


    　新聞・ラジオは軍部発表をそのままプレアデス地表面へまき散らし、その内容がまた地上の諸勢力へ伝えられ、世界中の目が天空の都の政変へとむけられた。だが重要情報はゼノンの手により厳密に管理・統制され、世界へ知らされるのはニナに不利になるよう改ざんされた内容のみ。


    　曰いわく、異教徒ニナ・ヴィエントは第二次イスラ艦隊をプレアデスへ手引きするために送り込まれた特殊工作員である。[image: ]世神話を逆さか手てにとって救世主になりすまし、自みずからの愛人カール・ラ・イールと共きよう謀ぼうして、ウラノス多島海艦隊に対し甚じん大だいな被害を与えるに至った。この稀き代たいの詐さ欺ぎ師しの正体を最初に看かん破ぱしたのが、偉大なるデミストリ元げん帥すいである。元帥はこの女め狐ぎつねにウラノス人民が支配されることを見るに忍びず、今回、英断を以もつて宮廷の病びよう巣そうを断つに至った。今後、ニナ・ヴィエントの正体に関するさまざまな情報が、天宮内部に秘ひ匿とくされていた数々の証しよう拠こから明らかになるであろう、云うん々ぬん。


    　デミストリ側に立った情報を大量に継続的に送りつづけることで、ウラノス市民は瞬またたく間にニナを売ばい国こく奴どとして認識し、デミストリを救国の英雄として祭り上げた。唯ゆい一いつの味方だったイラストリアリがデミストリに与くみした以上、ニナに有利な世論を形成できる勢力は存在せず、政変から三日も経たつとニナの評判は回復不可能なほど失しつ墜ついし、ニナをもてはやしていたプレアデス市民もすっかり「愛人に国を売ったアバズレ」として家庭でも教室でも職場でも井い戸ど端ばたでも、面白おかしく尾ひれをつけてニナの私生活を批判し糾きゆう弾だんし嘲ちよう笑しようした。


    　一週間も経つと、王都プレアデスにニナの味方はいなくなっていた。かつての召し使いたちのインタビューが新聞雑誌に掲載され、それらは一様に政務を顧かえりみることなく、気に入った異性との愛欲にふけるニナの様子を事細かに伝えていた。内容はもちろんゼノンが考えたものであり、ネタ元はデミストリの性せい癖へきであったが、臣民の目に触れる記事では完かん璧ぺきにニナの趣味として伝えられ、その歪ゆがみきった記事はますます大衆の口の端はに乗って世界へ伝でん播ぱしていき、敵味方を問わず地上の人民までもがニナ・ヴィエントを軽けい蔑べつし、嘲笑し、地獄の炎で未来永えい劫ごう焼かれるべき罪ざい人にんとして認識した。


    　ニナの消息は、投とう獄ごく中ちゆう、とだけ伝えられていた。


    　現在ニナはユリシス宮殿の一角にある政治犯の牢ろう獄ごくに捕らえられており、審しん問もん官かんによる審議が毎日行おこなわれている、とのこと。いかなる裁さい定ていがくだされるかは不明だが、よくて死刑、悪くて貧ひん民みん窟くつの娼しよう館かん送りであろう。ニナに直じき々じきに制裁を加えんと欲する市民たちは嘆願書を裁定官へ送りつけて後者を熱望しており、デミストリの一存次第で女王から娼婦への転落が現実になるともっぱらの噂うわさ。いずれにせよニナ・ヴィエントにもはや権力はなく、一夜にして彼女は[image: ]世神話に予言された救世主から、亡ぼう国こくの淫いん売ばいにまで格下げされてしまった。もはや王都プレアデスのどこにも、ニナ・ヴィエントの居場所はない……。
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    　ミオは張り出し窓の窓枠に膝ひざを抱えて座り込み、ガラス窓を打つ雨を見ていた。


    　夜景は見えない。ただ黒く塗りつぶされたガラス窓に映る、自分の顔を呆ぼう然ぜんと眺める。


    　新聞・ラジオによって『十月革命』と命名されたあの政変から、八日が経っていた。


    　ここ、ステファノ地区ヘドウィグ酒場の二階に部屋を与えられ、重傷を負ったイグナシオを運び込んで、ずっと介かい抱ほうしながらクレアとウルシラが落ち延びてくるのを待っている。


    　けれどいつまで経っても、クレアはここにこない。


    　新聞を通じて聞こえてくる音おと沙さ汰たによれば、クレアはいま、牢につながれているという。ユリシス宮殿の離宮へ隔かく離りされていた、ニナのイスラ時代からの近衛このえ兵へい二十名は、武器を取り上げられて捕ほ虜りよ収容所へ送られたそうだ。侍じ従じゆう長ちようウルシラについて触れている新聞はなく、消息は一切知れない。


    　照明が蠟ろう燭そくひとつしかない粗末な部屋へ、目を戻す。


    　かびくさいシーツの上で、全身に包帯を巻かれたイグナシオは昏こん々こんと眠っていた。追っ手に嗅かぎつけられると困るため医者も呼べず、ミオがハチドリに習った応急処置法を使って手当てをしたが、失血と毒のために動くこともままならない状態だ。


    　なにをどうしたらよいか全くわからず、途方に暮れたままミオはずっと膝ひざを抱えて、クレアとウルシラが来るのを待つしかない。


    　──わたし、どうしたらいいんだろう。


    　ひとり、雨の音を聞いていると弱気になってくる。


    　この空飛ぶ島には味方はほとんど残っておらず、まわりはすべて敵ばかり、なにをどうやって状況を打開したらいいのか、全く見えてこない。


    　心細さで泣きそうになってしまったそのとき、ドアがノックされ、現在ほとんど唯ゆい一いつといっていい味方、この酒場の主人ヘドウィグが顔を覗のぞかせた。


    「薬を持ってきました。イグナ、具合はどうです？」


    「ああ、ありがとうございます。ここ二、三日は安定してきました」


    「解げ毒どくは時間がかかります。いくらイグナといえど、もうしばらく安静が必要でしょう。焦あせらず回復を待つことです」


    　三十代半ばとおぼしいヘドウィグは、ウルシラがイスラから連れてきた近衛兵のひとりだ。忠誠心の高さを買われて、プレアデスへ来たころから市し井せいにまぎれ、資金供与を受けながら万一のときに備えてこの酒場をひらいていた。


    「実はミオさん、気になる記事が……」


    　そう言って、ヘドウィグは持ってきた新聞の片隅を示す。大衆向けのゴシップ紙だ。受け取って、読み、さらなる絶望がミオを襲おそう。


    「ゼノン……」


    　恨み言が口をついて出てきた。


    　記事曰いわく。


    　ウラノス統合情報局局長、ゼノン・カヴァディス少しよう将しようはこのほど本紙記者の取材に対し、ニナ・ヴィエントと面会したことを打ち明けた。ニナ曰く、審しん問もんの際、召し使いのミオ・セイラを証人として喚かん問もんしてほしいとのこと。だが政変以来ミオ・セイラの行方ゆくえは知れず、ニナは失意の底にあるという。「ミオは一刻も早く所在を明らかにして、かつての主君の無実を証言するべきだ」とカヴァディス少将は主張する、云うん々ぬん。


    「罠わなです。出ていってはなりません」


    　ヘドウィグの忠告に、ミオも頷うなずく。


    「わかってます。これは……ゼノンからわたしへのメッセージでしょう。わたしが裏切ったのか、確認してる……」


    　ユリシス宮殿を逃げ延びてから、ゼノンとは一切連絡を取っていない。本来ならば、ミオはゼノンの配下だから、ニナに従う理由などなく、さっさとゼノンのもとへ戻るべきなのだ。しかし、見てのとおりそうしていない。イグナシオを介かい抱ほうしながら、ゼノンにも見つけることのできない秘密の隠れ家でニナの帰りを待っている。ゼノンから見たら、明らかな裏切りだ。


    　そして、ゼノンを裏切るということはつまり。


    　──わたしの家族を、見捨てるということ……。


    　義父イーサン・セイラが世界中から集めてきた、優秀な八名の孤児たち。


    　しかしイーサンはウラノスに通じるスパイであり、世界中へ散った子どもたちはスパイ容疑をかけられて、国家に追われる境遇となった。ミオは義理の父母と兄妹を助けるためにゼノンの手て駒ごまとなり、現在、ゼノンの尽じん力りよくにより五人の兄妹がウラノス勢力圏内へ逃げ延びることができている。あとは義父イーサンと義母グレタ、それから義弟のドミニクとカズキ、義妹ボニタを救い出すだけなのだが、こちらはクロスノダール島でセントヴォルト帝国官憲に追われ、消息不明である。


    　彼らを救い出すために、ミオはゼノンのところへ戻らねばならない。ミオがゼノンの奴ど隷れいである限り、ゼノンはその絶大な権限を用いて、家族の解放を働きかけてくれるのだから……。


    　──クレアを見捨てて、ゼノンのもとへ戻れば、家族は助かる……。


    　──もう、わたしにできることはなにもないし。ここにいても、なんの意味もない。


    　──それならわたしは、家族のために、ゼノンのところへ戻るべきでは……。


    　ミオの足が震えた。


    　心まで、震えている。


    　ゼノンの記事の書かれた三さん文もん新聞を両手で持ったまま、立ちつくす。


    「ミオさん……」


    　ヘドウィグが心配そうに、言葉をくれた。


    「……あなたのお好きにされて構いません。イグナはわたしが様子を見ます。もともと、わたしたちには無関係なあなたが、ここまで付き添ってくれただけでもありがたいことです。ニナさまもきっと、感謝されていることでしょう。ですから……あなたの決断を、わたしたちが恨むことはありません」


    　静かにそれだけ言って、親切な近衛このえ兵へいはそうっと扉とびらを閉めて、階下の酒場へ下りていった。


    　ミオはずうっと、立ちつくしていた。


    　雨はいつのまにかあがっていた。


    　新聞を棚の上に置いて、ミオはまた張り出し窓の窓枠に腰かけ、膝ひざを抱えた。


    　理由もなく、なんだか泣きたくなってきた。


    　イグナシオの眠りは深いし、いいや泣こう、とミオは決めた。


    　抱きかかえた膝ひざ小こ僧ぞうに額ひたいを押し当てて、ミオはめそめそ泣いた。


    　誰にも見せられないすがただけれど、いまだけは自分の弱さをさらけ出してしまいたかった。


    　世界は、悪意に満たされていて。


    　大それた願いを抱いだいたわけでもなく、誰かに愛されたかったわけでもなく、ただ普通に生きていけたらそれで満足なのに、そんなことも許されなくて。


    　せめて大切な誰かが幸せになってほしいから、自分を傷つけて、粗末にして、傷だらけになって、ここまで一生懸けん命めい歩いてきたのに。


    　次から次に、世界は残酷な選択肢を突きつけてくる。


    　どっちを選んだって絶望にしかつながっていない、理り不ふ尽じんすぎる二者択一。


    　なんだっていつも、本来選ぶべきでないものをひとつ選ばなきゃいけないんだろう。


    　神さまはどうして、底意地の悪い試練を飽きることもなく課してくるんだろう。


    　こんなものをどっちかひとつ選ぶことに、なんの意味があるんだろう。


    　わたしがこれ以上生きることに、なんの価値があるんだろう。


    　どうしても、わたし、生きなきゃいけないのかな。


    　死んだほうがいいんじゃないかな。


    　そうしたら、楽になれる。


    　ゼロに、なれる。


    「わかんない」


    　泣きながら、ミオは呟つぶやいた。


    「どうしたらいいか、わかんないよ、清きよ顕あき」


    　泣きながら出てきたのは、その名前だった。


    「教えてよ。わたし、どうしたらいい？」


    　涙と鼻水を垂れ流しながら、天井を仰あおいだ。


    「家族と親友クレア。どっち選べばいい？」


    　誰にも見せられない、不細工なみっともない泣き顔が、ガラス窓に映り込んでいた。


    　そのとき──。


    　こつ、こつ。


    　ガラス窓を叩たたく音がした。


    　はっ、としてミオは泣き濡ぬれた顔を窓へむける。


    　涙とよだれと鼻水でぐしゃぐしゃになった自分の顔に、白い鳥が二重映しになっていた。


    「フィオ……？」


    　驚いて、引き上げ式の窓をあける。フィオは部屋のなかへ入ってくると、ミオの肩に飛び乗って、いつものようにフィーと鳴いた。


    　フィオが、なにかを伝えている。


    　不意に、いまから二年ほど前、ラミア離宮で毎晩風呼びの訓練をしていたころのクレアの言葉がミオの耳元に響いた。


    『きっといつか、フィオがミオさんを助けてくれる。……そんな予感がします』


    　フィオの不思議な力を聞いたクレアは、確かにそんなことを言った。


    　ミオはフィオの目を見つめた。


    　黒真珠のように美しい鳥の目に、ミオはなぜか子どものころの清きよ顕あきを見た。


    　清顕と知り合ったのも、フィオのおかげだ。友達のいない島に引っ越した初日、ミオは心細さのあまり、フィオに「運命のひとを見つけて」と頼んだ。そうしたらフィオはその言葉を理解したかのようにいきなり飛び立って、あとを追いかけていくと、麦わら帽子をかぶって畑仕事をしていた清顕の頭上に留とまってしまった。


    　それにつづけて、なぜか、エアハント士官学校時代、清顕と一緒に映画を観に行った日のことを思い出した。屋外のカフェでふたりでお茶を飲んでいると、実家に置いてきたはずのフィオが飛んできてミオの肩に留まった。ふたりでびっくりして、慌あわててフィオにパン屑くずをあげたことを覚えている。


    『フィオはすごいね。どんなに離れてても、ミオの居場所がわかるんだ』


    『あんたが一緒だったからかも。フィオはあんたのことも見つけられるよ。わたしたちがはじめて会ったのも、フィオのおかげなんだから』


    　ミオの脳のう裏りに、稲いな妻ずまが走る。


    　大した意味もないと流し去っていた出来事。しかしもしかすると──すべて意味があったのではないか。


    『ぼくは、ウラノスをぶっ潰つぶす』


    　焼かれたオデッサを見下ろしながら、清顕が誓ちかった言葉が耳へ舞い戻る。


    　──天てん命めい。


    　かぐらのよく使った言葉が、ミオの思考を貫つらぬく。


    　──わたしが、この世界に生まれた意味。


    　なぜいまこのとき、その言葉が頭ず蓋がいの中ちゆう枢すうに突き立ったのか。


    　ミオは、その意味を完全に理解することができていた。


    「まさか」


    　ミオの口が、あんぐりとひらいた。


    　それからなにかに突き動かされるように、窓枠を下りて、ユリシス宮殿から持ち運んできた麻袋のなかをまさぐる。


    　出てきたのは、イグナシオが書き留めていたユリシス宮殿内の見取り図と、ここ数年ずっとつづけてきた天てん測そく航こう法ほう図ずだった。ハチドリと訓練したあと、ミオは毎晩観測機材を星空へむけて、プレアデスの現在位置を割り出しつづけた。一連の記録を見るべき人間が見たなら、プレアデスの周回ルートと速度、現在位置を割り出すことは充分に可能だ。


    　これを敵対国家へ伝える手段があるとしたら、どうなるだろう。


    　王都プレアデスを攻略するために手段をいとわないような、戦力と財力と勇気をもつ国家元首、もしくはその側近がこの、王都プレアデスに関する機密情報を見たなら……。


    「あ、あ、あ……」


    　ミオは自分が記録してきたデータを見つめながら、戦せん慄りつを禁じえない。


    　自分の人生なんて、意味がないと思っていた。


    　悪趣味な神さまが気まぐれに投げつけてくる、無意味な試練だと思っていた。


    　けれど、もしかしたら違うのではないか。


    　清きよ顕あきと出会ったことも。家族がスパイだったことも。エリアドールの仲間たちを裏切って、プレアデスへ流れ着いたことも。クレアに会ったことも。ライナに会ったことも。こうしてユリシス宮殿から逃げ出して、どうしたらいいか途方に暮れていることも。


    　なんの意味もないと思っていた出来事も、わたしが決意さえしたならば、新しい意味をもつのではないか？


    　ミオの歯の根が鳴った。おのれに課せられた使命の意味を悟り、全身の細さい胞ぼうがわなないている。ミオはおもむろにハンカチで濡ぬれそぼった顔を拭ふいて、まだ震える足を無理に動かし、木の台に小さなメモ帳を載せて、天測航法図の重要なデータだけを細かな字でびっしりと書き写しはじめた。


    　キリアイと共に特殊工作員むけの訓練を積んだおかげで、切手ほどの小さな紙片に機密情報を密に書き込むすべを学んでいた。見取り図も同じく書き写して、こよりにし、清顕への「贈り物」を通して、フィオの足に結びつける。


    　フィオは、ミオがそうするであろうことを予あらかじめ知っていたかのように、小さな足に厳重にこよりと「贈り物」が託される様子を見ていた。


    　ミオの心臓は、大きく脈打っていた。


    　自分がこれからすることは、もしかすると、世界情勢に重大な影響を与えるかもしれない。


    　数万人、いや、数十万人の人間を戦闘に巻き込み、死傷させるかもしれない。


    　世界が、壊れるかもしれない。


    　想おもいをフィオに託し終えて、ミオはまだ震えながら、窓枠に上った。


    　雨はすっかりあがっていて、たちこめていた雲が晴れていき、狭はざ間まから星が見えはじめていた。


    　ミオはしばらく、星空を見上げていた。


    　さまざまの想いが、星に覆おおいかぶさって、網もう膜まくに映し出される。


    『あなたは、幸せになっていいの』


    　別れ際、クレアが残した言葉が。


    『清顕、おまえのこと嫌ってねーよ。お前がウソ並べていなくなった理由も、あいつはわかってる』


    　それから、ラミア離宮で再会したライナの言葉が。


    『ニナ女王。ウラノスにはいま、ミオ・セイラとライナ・ベック、わたしの大切なふたりの仲間がいるはずです』


    　大好きな、セシルの言葉が。


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない』


    　尊敬する、かぐらの言葉が。


    『友情は永遠だ』


    　エリアドールの七人。


    　生涯の仲間と共に過ごした、あの美しい日々。


    　プレアデスへ来て以来、ずっと痛みを運ぶだけだった過ぎ去りし日々に、いま、新しい意味を与えよう。


    『わたしたち、幸せになるために生まれてきたの』


    　ミオ自身がクレアに告げた言葉が最後に耳元へ響き、ミオは星を仰あおいだ。


    　悠久の光たちへ、語りかける。


    　──幸せに、なろう。


    　──誰のためでもなく、わたしのために。


    　──世界で一番の、ハッピーエンドを迎えるために。


    「ねえ、清きよ顕あき」


    　どこにいるかもわからない清顕へ呼びかけた。


    「わがまま、言っていいかな」


    　あなたを裏切り、罵ば倒とうして、積み重ねてきたすべてを投げ捨ててこんなとこまで逃げてきた最低な女だけど。


    　でも、あなたに甘えてもいいかな。


    「助けて」


    　かっこ悪いけど、自分の力だけじゃ、にっちもさっちもいかなくてさ。


    「あんたが必要なの」


    　わたしのこと、バカにしてあざ笑って蔑さげすんでいいから。


    　でも、やっぱりいつまで経たってもどこまで逃げても、あなたのことが忘れられない。


    「助けてよ、清顕」


    　わたしの白馬の王子さま。


    　もはや地表面いっぱいに敵しかいない天空の王都へ、助けに来て。


    　わたしを、クレアを、イグナを……この島にいるわたしのすべての仲間たちを、助けて。


    「ここまで、来て」


    　なぜか、いま、見えるよ。


    　プレアデスに翻ひるがえる、ワルキューレの旗が。


    　清きよ顕あきの率ひきいる世界最強の翼たちが、この街の空を統すべる未来が。


    「なにもかも、ぶっ潰つぶして」


    　ウラノスを、破壊して。


    「フィオ」


    　鳥の名を呼んだ。


    　フィオが顔を上げて、ミオを見つめる。


    　ミオは手の甲を窓の外へ差し出した。


    　フィオはミオの肩から下りて、腕を伝い、手の甲へと上っていく。まるで星空の階段を上る天使みたいに。


    「清顕のところへ」


    　フィー、とフィオはいつものように鳴いた。


    　そして白い翼をひろげ、風かざ切きりの三枚羽を星屑くずに絡める。


    　きらめく数千の星彩が、フィオを受け入れた。


    　星の海を泳ぎ抜けていく、白い船のよう。


    　遙はるかな地へ。清顕のところへ。白い翼は迷うことなく無限のきらめきへ埋もれる。
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    　ミオはただ、フィオの消えていった星空を見ていた。


    　──届け。


    　それだけ祈り、いつまでもいつまでも、夜風に吹かれながら鳥の行く先を見守っていた。

  


  
    



    　十六．


    



    　セントヴォルト帝国を盗とるまで、会うつもりはなかった。


    　だがしかし、やむにやまれぬ事情により、こうして間抜け面づらをさらし、あのバケモノに会いにきている。


    　バルタザールは深いくまのできた目を、車窓のむこうへむける。


    



    　帝紀一三五一年、十月二十日、北多島海クロスノダール島──。


    



    　エリザベートから卑ひ劣れつな奇き襲しゆうをくらったのが昨日きのうのこと。予あらかじめ準備していたとしか思えない手際のよすぎる差さ配はいにより、王家専用飛空艇へ今け朝さ方がたに乗せられ、大だい瀑ばく布ふを越えてここ、クロスノダール島に降り立って、迎えの車で一路、この世で最も会いたくない人間のもとを目指している。


    「兄さんの活躍は、エリアドール飛空艇での冒険のころから知っていたよ。真ま面じ目めに隠すつもりもなかったでしょ？」


    　黒塗りの高級車の後部座席で、隣に腰かけたジーモン・ベルナーが話しかける。バルタザールは、久しぶりに再会した弟の口振りからまず気に入らない。


    「こそこそ隠れるつもりなど毛もう頭とうない。追いたければ勝手に追えばいい。たとえ発見されようが、はなからあの家になど戻る気もなかったからな」


    　兄さんらしい、とジーモンは短く答えて、車窓を流れるクロスノダール島の景け色しきへと目を移した。幾たびかの戦火にさらされながら現在、ウラノス多島海方面艦隊に対抗するための重要拠きよ点てんとして、ハイデラバード群島から撤収してきた帝国軍がこの島に集結しつつある。


    「本当は生まれた家で再会したかったところだけど。ウラノスの侵攻で、クリスターからこの島の別荘に逃げてきたんだ。こっちの家は、兄さんははじめてだね」


    「父母はどうした」


    「カンパネラ騎士団領にいる。三年前に会長を怒らせて、飛ばされちゃった」


    「ヴェステラント大陸のド田舎いなかだな。なにもないところだ」


    「楽しくやってるみたいだよ。父さんもともと、権力争いむいてないし。これ、先月来た絵葉書」


    　ジーモンが手渡した葉書には、浜辺で海水浴を楽しむ父母の写真が印刷されていた。鼻で笑って、返す。


    「興味ない」


    　祖父の言うがまま、息子を戦場送りにした両親には似合いの運命だ。本人たちが満足なら、それでいいだろう。


    　ミッテラント大陸、クリスターにあった生せい家かを十四歳のときに家出して、およそ八年。少年じみた野望を抱きしめたまま走りつづけて、その夢にあと一歩というところまでたどり着いたというのに、こうしておめおめ祖父を見舞うことになってしまった。


    「ジジイの寿命は？」


    「ジジイとかいわない。医者によるとあと一か月らしいけど」


    「あれが死んだら、どうなる」


    「収拾がつかなくなる。ベルナーグループは大きくなりすぎたよ。血筋で世継ぎを決めればいいんだろうけど、会長はあちこちに子どもをつくっちゃったから跡取り候補だけで十数人。そのほかにも血縁関係なく実力でのしあがってきた理事長とか取締役とかＣＥＯとか変な肩書きのひとがたくさんいて、派は閥ばつ組んでお互い潰つぶしあってる。誰が次の会長になっても、のちのちに禍か根こんを残す感じ」


    「しょせん、一匹の妖怪がつくった国だ。妖怪が死ねば消えてなくなればいい」


    「まあ、消えることはないけど、分裂するかな。そうなるとベルナーグループ全体の株も下がって、給料にしわ寄せがいって、従業員五十万人の生活に影響が出る。それは避けたいけど会長に遺言書け、とは言えないし、けれど血で血を洗う跡継ぎ争いは避けたいし、さあどうすればいいでしょう、って幹部全員、頭抱えてます」


    「軍隊も民間も、どこに行っても自分勝手なバカばかりだな、世間は」


    　バルタザールは呆あきれたように鼻から息を抜いて、クロスノダールの風景に目をやった。憂ゆう鬱うつな気分に拍はく車しやがかかる。いまさら自分が死にかけの祖父に会って、なにがどうなるというわけでもあるまいに、なぜエリザベートは執しつ拗ように見舞いに行くよう命じたのか、理解できない。十四歳で粋いきがって家出した孫ひとりを、あの祖父が覚えているはずもない。しかも死を待つだけの病床にあるならなおさら、記憶も定かであるまい。


    　いま会っても、意味はないのだ。


    　せめてセントヴォルト帝国を盗とったあとであれば、目を剝むかせることくらいできたかもしれないが。まだおれはなにも成し遂げていない。レニオールの目に、おれは映らない。


    「帰ってきてくれてうれしいよ、兄さん」


    　車が豪壮な別荘の門もん扉ぴをくぐりぬけたところで、ジーモンがそんなことを言ってきた。


    「女王陛下の命令だ。おれの意志ではない」


    　正確には命令ではなく脅きよう迫はくだが、説明する必要はあるまい。


    「アキレウスの作戦参さん謀ぼう、に会いたい重役が大勢いるんだけど」


    「……長居するつもりはない。ジジイを見舞ったら帰る。お前は女王にその事実を告げる。それで終わりだ」


    「残念。食事くらいしていけばいいのに」


    　広い邸てい内ないをひとしきり走ったところでようやく、時代がかったジェミニ様式が木立のむこうに現れた。尖とがり屋根を組み合わせたけばけばしい造形に、くすんだ色の外壁。全体に絡まった蔦つたが死にゆくあの妖怪の静じよう脈みやくを思わせる、陰鬱とした佇たたずまい。


    　玄関前で車を降り、居並んだ二十名近い使用人の出迎えを受けて、エントランスへ入る。


    「まずはお茶でも」


    「いらん。ジジイはどこだ」


    「せっかちだなあ」


    　バルタザールは一刻も早くこの屋敷を、いや、この島を出たくて仕方がない。大おお仰ぎような絵画も華美な調度品も壁の燭しよく台だいも、目に映るなにからなにまで気にくわない。辺り一面からすえた黴かびくさい雰ふん囲い気きがにじみ出て、執事の先導について館内を進むにつれ、その瘴しよう気きは濃厚になる。


    　そして不覚にも、動どう悸きが激しくなる。


    　歩を進めるごとに、なんともいえない冷気が神経繊せん維いに伝でん播ぱしていく。エリアドール飛空艇での敵中翔しよう破は以来、幾度も修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきたはずなのに、積み上げてきた経験をあざ笑うかのように、濃密に圧縮されたレニオールの気配がバルタザールの行く手に立ちこめ、身体からだと意識を蝕むしばんでくる。


    　──床とこに伏せていても他人をねじ伏せねば気がすまないのか、妖怪ジジイ。


    　心中で悪態をついていると、二階の奥、ひときわ豪壮な扉とびらの前で執事の足が止まった。


    「旦だん那なさまはこちらです。よろしいですかな」


    　バルタザールが無言で頷うなずくと、執事はノックしてから客の来訪を告げ、扉とびらをあけた。


    　室内に立ちこめていた重い大気が奔ほん流りゆうとなって押し寄せてくる。記憶にあるのと同じ、あのバケモノが放つ妖気だ。


    　一度目を閉じ、宿敵の面前に立つ覚悟を決めて、バルタザールは広すぎる寝室へ入った。


    　天井の間際まで届く長方形のガラスが居並び、斜めに入ってくる日差しが磨き上げた御み影かげ石いしの床ゆかに反射していた。ひとつだけあいた窓の近くに鳥とり籠かごがあり、珍しい色合いの鳥が涼しげな声で鳴いていた。


    　部屋の真ん中に、ぽつねんと、天てん蓋がいのついた黒こく檀たんのベッドがあった。


    　ベッドの傍かたわらにいた、初老の紳士がバルタザールに挨あい拶さつする。


    「レニオール会長の顧問弁護士、ウィザックと申します。お待ちしておりました。どうぞこちらへ」


    　促うながされるまま、バルタザールはベッドの傍らへ移動した。


    「……………………」


    　ベッドに横たわった妖怪は、記憶にあるのと寸すん分ぶん違たがわない、常に口中にまずいものを含んでいるような不機嫌な眼まな差ざしをしっかりひらき、バルタザールを睨にらみすえていた。


    　──こんな小さかったか？


    　第一印象はそれだった。顔つきは変わっていないが、全体のサイズがふた回りほど縮んだような。なんだか干ひ涸からびた深海魚みたいな、小さくて歪いびつなレニオール・ベルナーだった。


    　ウィザックがレニオールの耳元に口を当てて、なにごとかささやいた。


    　レニオールは鬱うつ陶とうしそうに目を剝むいて、ウィザックに対し、手首の先だけでハエを追い払うような仕草をする。ウィザックは不愉快そうな表情ひとつすることなく、バルタザールに一礼すると、背後にいたジーモンに頷きかけ、ふたりそろって退室してしまった。


    「…………？」


    　バルタザールは、なぜかレニオールとふたりきりでこの寝室に取り残されてしまった。なにやら予想外の展開だ。ひとことふたこと言葉を交わし、隙すきあらばイヤミのひとつも投げつけてそのまま帰ろうと思っていたが、そんな雰ふん囲い気きでもない。


    　干ひ物ものみたいな妖怪は、横たわったままバルタザールを睨みあげるのみ。


    　バルタザールはベッド脇わきに突っ立って、多島海世界の頂点に立った金融王の成れの果てを黙って見下ろす。


    　沈黙。


    　鳥籠から、涼しい鳴き声がまた聞こえた。


    「お久しぶりです」


    　気まずさに耐えかねて、バルタザールから口をひらいた。


    「衛生兵役は気に入ったか、クソガキ」


    　死にかけの老人にしてははっきりした声で、レニオールは挨あい拶さつを返す。バルタザールはやや意外だった。


    「わたしを覚えておいででしたか」


    「お前に脳みそはあるのか」


    　質問に質問を返したのが気に入らないらしい。バルタザールは肩をすくめて、


    「あらゆる戦傷への応急処置ができるようになりました」


    　兵隊の死体や傷を見て何度も吐いたし泣いて許しを乞こうたが、それをおくびにも出さず、素そ知しらぬ顔で減らず口を返す。ただでさえ歪ゆがんだレニオールの表情が、ますます不格好にひん曲がった。


    「腐った性しよう根ねは、直らなかったか」


    「……………………」


    「顔つきを見ればわかる。クソガキはいつまでもクソガキのまま、なにも成長しておらん」


    「……………………」


    「なんとかボールの八人、とかいったか。次元の低い連中とお友達ごっこを演じて調子に乗ったようだな」


    　おそらく「エリアドールの七人」のことを言っているのだろうが、名称と人数の間違いは許すとして、お友達ごっことは許せない。
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    「次元の低さは同意しますが、お友達ではありません。連中はわたしの部下です」


    　ここにエリザベートやかぐらがいたら激怒するだろうが、誰もいないしいいだろう。


    「わしの話を訂正するな、クソガキ。貴き様さまはただ黙って、わしの話にへいへい頷うなずいておればいいのだ」


    「……………………」


    「ラファエルのごとき低脳に気に入られたくらいで増長したか。貴様のような若造が分ぶん不ふ相そう応おうに祭り上げられて天てん狗ぐになり、梯子はしごを外されて転落するさまを何度も見たわ。いまはいい気になっておるがいい、そのうち化けの皮が剝はがれて、みじめに落ちぶれ路頭に迷う」


    「……………………」


    「貴様の泣きっ面つらが見えるようだわ。さぞかし笑えるじゃろうの、天才天才ともてはやされた凡人の末路は」


    　この妖怪の中身が腐ったヘドロであることは重々承知しているが、しかしこうして面と向かって罵ば倒とうを並べられるとさすがに頭にくる。ベルナーグループに在籍する社員ならいくら罵倒されようが我慢するかもしれないが、おれは帝国軍参さん謀ぼうだ。こんなジジイにぺこぺこしなければならない道理などない。ここにはふたりしかいないし、これまで溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんもあるし、どうせこいつはもうすぐ死ぬし、なにもかもぶちまけても構うことはない。


    　バルタザールは余裕の笑みを取り繕つくろうと、気取った仕草で前髪をかきあげてみせる。


    「これはこれは。頼んでもいない人生指し南なん、ありがたく頂ちよう戴だいいたします。わたくしもおじいさまのごとき立派な人生を歩んでみたいとかねてから思っておりまして」


    「その笑い方をやめろ。気き色しよくが悪い。腹の底の汚お物ぶつが透けておるわ」


    「死にかけの病床にあるというのに家族も親しん戚せき縁者も友人もこの屋敷には寄りつかず。見たところ使用人と弁護士しかおられぬご様子。ベルナー財ざい閥ばつを巨大化させるためだけに骨ほね身みを削って働いて得たものが、天狗になった孫と鳥しか見舞うもののない、この寂しいベッドというわけですな」


    　鳥とり籠かごの鳥を指さしながらイヤミを言うと、レニオールは嘲ちよう笑しようしながら罵倒を返す。


    「鳥がおれば充分じゃ。低俗な人間にどれだけ好かれようが鬱うつ陶とうしいだけよ。ひとりでひっそり死ねたら最高じゃわい」


    「全くうらやましくありませんが」


    「貴様はお友達にたくさん囲まれて満足か、凡人めが。わしの業績に勝てぬから、お友達とお手手つないで傷の舐なめあいか」


    　本当にこのジジイ、性格が腐っていやがる。


    「おじいさまの業績を軽けい蔑べつこそすれ、全くうらやましいとは思いませんな」


    　そう言葉を返すと、レニオールの語調がやや変わった。


    「ほう。わしの偉業を軽けい蔑べつと？」


    　本当に微妙な変化だが、罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べているときよりもやや、言葉に威厳があった。


    「はい。心の底から、くだらないと思っております」


    　そう返事をして、自分で気づいた。くだらないのだ、レニオールがやってきたことは。この世界がこんなふうになったのも、この男が一因だ。バルタザールはそれを確信している。


    「起こせ」


    　いきなりレニオールが命じた。


    「は？」


    「自力で起きられんのだ。起こせ」


    　妖怪は当たり前の表情で、赤ん坊がするように両手を上げる。


    　一瞬ためらってから、バルタザールは命じられるまま、レニオールの背を片手で支えて上体を起こさせた。


    「痛いっ。もっとゆっくりだ、ゆっくり起こせ!!」


    　偉そうに怒鳴りつけながら、レニオールはふうふう言いながらバルタザールの手を借りて腰の位置を移動させ、半身を起こした上体で睨にらみつける。


    「言ってみろ。わしの業績を貴き様さまが軽蔑する理由を」


    　世界最大の巨大コングロマリットを築き上げた男の眼光が、正面からバルタザールに突き刺さった。


    「生なま半はん可かな理由であれば、貴様を殺す。帝国軍作戦司令部とて、わしの影響からは逃のがれられなんぞ。いまの帝国に資金を提供しているのが誰か、知らぬわけでもあるまい」


    　さすがに、思わずひるみそうな迫力がある。だがバルタザールは踏みとどまる。ここで臆おくするわけにはいかない。こっちも家出してから約八年、あちこちで修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けて精神を鍛きたえ上げてきたのだ。


    　──この男を、叩たたきのめす。


    　覚悟を決めて、言った。


    「よろしい。でははじめに、あなたがまだ金貸し業をしていたころの思考をトレースしましょう。ベルナー財ざい閥ばつがここまで巨大化した秘密は、その黎れい明めい期きにある」


    　レニオールは茶々を入れることなく、ただ鋼鉄を穿うがちそうな眼光をバルタザールへ突き立てるのみ。


    「あなたが最初に取り入ったのは、ヴェステラント大陸のリンドブルム家だ。まわりを有力諸侯に取り巻かれ、土地はあるが金のない田舎いなか公こう爵しやくに、あなたはまず戦争の脅きよう威いを感じさせた。資産家に借金をさせるには、軍備を増強させるよう仕向けるのが手っ取り早いからだ。そしてあなたはリンドブルムに無む償しようで金を貸す見返りに、数々の特権を手に入れた。リンドブルム家が武力制圧した土地での徴ちよう税ぜい権けんがその最たるものだ。あなたの金で軍備を整えたリンドブルムは周辺の諸勢力を次々に征服し、あなたは新たな支配地で新たな特権を得てのしあがった。ここまでならまだかわいい。だがあなたが劣れつ悪あくなのはその次だ」


    　レニオールは黙ってバルタザールを睨にらむのみ。バルタザールは大きく息を継いで、話をつづける。


    「リンドブルム家が長年敵対していた勢力をすべて屈くつ服ぷくさせたのち、あなたはさらにその周辺に新たな脅きよう威いをつくり上げた。政府をコントロールするには、常に外敵を用意し、その外敵に対する備えをさせるのが最善だからだ。あなたは裏から外敵に資金を提供し、軍事力を強化させたうえで、リンドブルム家に吹き込んだ。『新たな敵が現れた。今度の敵は強い。彼らを屈服させるために、さらなる軍備が必要だ』……。あなたは複数の勢力を互いに争わせることで金が金を生むことに気づいていた。政府は自みずからが生き残るためには、国家予算の数十倍に匹ひつ敵てきする借金も厭いとわない。ときには造ぞう幣へい局きよくの輪転機をフル回転させてでも金を生み出す。あなたは戦争が金を[image: ]造することに気づいた。そして金かね儲もうけをつづけるためには、戦争が継続しなければならないことにも気づいた。ひとつの強国が、世界を支配してはならない。そんなことになれば、軍備を増強するものがいなくなる。複数の政府が互いに軍備を競い合ってこそ戦争ビジネスは儲かる。戦争がつづいている限り、金儲けの機会が失われることはない」


    「……………………」


    「あなたはここ三十年以上、ウラノスにも、セントヴォルトにも、ハイデラバードにも秋あき津つ連邦にも、同じように等しく金を融ゆう通ずうしている。どこか一国が飛び抜けそうになったならば、すかさず国際金融市し場じようを操作して、他勢力に莫ばく大だいな金が流れるよう操作しているのだ。その目的はひとつ、勝者を生み出さないこと。誰にも勝たせないこと。圧倒的な力をもった大国が、この世界のリーダーシップを取る事態を阻そ止しすること」


    　話すほどに、バルタザールの腹の底から、抑えきれない怒りがにじみ出てきた。


    「軍拡競争が永遠につづくこと。そうなるように、各国に流れる金の量を調整すること。それがあなたの戦略のすべてだ」


    　目の前の干ひ涸からびた老人を睨みつけ、バルタザールは断言した。


    「あなたのもくろみは成功した。からからに干涸らびた列強はそれでもまだ血で血を洗う争いをつづけ、何百万という人命が失われ、数百万の幼おさない子どもが飢え死にし、ベルナー財ざい閥ばつだけがひとり肥え太ってゆく。世界の運命がどうなろうが一いつ顧こだにすることなく、ただおのれが肥えることだけを目的に、世界中へ戦争のためのマネーを供給し、回収する作業。それがあなたの人生のすべてだ」


    　バルタザールはレニオールを間近から見み据すえ、ひとつ大きく息を吸ってから、言い切った。


    「クソ以下だ」


    　胸を張り、祖父を真正面から睨にらみつけて、言葉に力を込める。


    「あなたは確かに、誰よりも金を稼かせいだ。それは認める。だがその功績のどこに、あなた自身の幸福があったというのか」


    　正直な気持ちが、言葉になってあふれてくる。


    「あんたはヒーローでもなんでもない。この世界を地獄に変えたバケモノだ。表舞台に立つことなく、善人面づらをかぶりながら、その実、何十万、何百万もの罪もない市民の命を奪い去った人類史上最悪の悪魔だ」


    　なぜか、言葉を放ちだしていて、どうしようもなく悲しくなってきた。目の前で表情を変えることなく、手ひどい罵ば倒とうを受け止めている老人に対して、哀れみさえ覚えた。


    「世界に災さい厄やくをまき散らした結果、あなたが手に入れたのがこの孤独だ。これのどこをうらやめばいい？　これのどこに幸福がある？」


    　すべてをなぎ倒しながら戻れない道を突き進み、こうして籠かごの小鳥と弁護士と礼儀知らずの孫しかいないベッドに辿たどり着いたこの老人が、世界で最もみじめな人間に見えた。


    「おれはあんたとは違う」


    　内面からあふれてくる言葉が抑えきれない。


    「おれは幸福とはいかなるものか、知っている」


    　なぜか、かぐらの笑え顔がおがこの寂しい寝室に重なった。かぐらを牢ろうから出し、背負って走っていたとき、胸を満たしていたあの感情。あれをきっと、この老人は知らない。


    「哀れなあんたに、最後の贈り物をくれてやろう」


    　予定していなかった言葉が、次々に吐き出される。


    　だがもう知るか。


    　おれの知らないおれに、勝手に喋しやべらせよう。


    「この戦争は、おれが終わらせる」


    　そんなことなど、思ったこともないのに。


    「あんたがまいた災厄は、全部おれが摘み取る」


    　おれのなかにいつの間にこんな考えが芽吹いていたのか、おれにも理解できない。


    　だが、いまはこの感情の奔ほん流りゆうに身を委ゆだねたい。もしかするといま口こう腔こうから迸ほとばしっているものが、おれ自身も気づかなかったおれの本当の気持ちなのかもしれないから。


    「だからまだ死ぬな」


    　追いつづけたあなたの背中を、おれは追い越し、その先へ行く。


    「おれが戦争を終わらせてから、死ね」


    　それが手た向むけだ、ヒーロー。


    「あんたの尻しりは、おれがぬぐってやる」


    　言い切った直後。


    　妖怪が、大声を張り上げた。


    「ウィザック!!」


    　とたんに扉とびらがひらいて、弁護士が慌あわてて部屋に入ってくる。


    「この男に、例のものを」


    　あれほど面めん罵ばされたというのに、レニオールは全く感情の揺らぎなど見せることなく、落ち着いた口く調ちようでそう促うながす。弁護士はうやうやしく一礼すると、部屋の壁の一角に手を沿わせて、壁材を取り外した。


    　壁面に隠し金庫が埋もれていた。ダイヤルを回して、なかから一枚の封筒を取り出す。レニオールは面倒くさそうに、間延びした言葉を発する。


    「外で読め。ここで読むな、鬱うつ陶とうしい」


    　薄い封筒だった。弁護士から受け取って、バルタザールは所在なさげに祖父の顔を見やる。


    「なんだ、その間抜け面づらは」


    　レニオールは見舞いのはじめと同じような、まずいものを食べているような表情でそんな無ぶ愛あい想そうなことを言う。


    「あ、いや。わたしの演説の答えは」


    　アホみたいなことを尋ねると、レニオールは無愛想に答えた。


    「三十二点だ。五百点満点でな。前半はまだ論ろん旨しがまとまっておったが、後半は感情が入りすぎて乱れた」


    「……………………」


    「寝かせろ」


    「は？」


    「くだらん長なが口こう上じようを聞かされて疲労困こん憊ぱいだ。わしを寝かせろ」


    「あ、はい」


    　バルタザールはしおらしく、先ほどと同じようにレニオールの背を支え、横たわらせた。枯れた身体からだは軽く、硬く、血が流れているように思えなかった。


    「ジーモン。お前が証人だ。その書状をこいつと一緒に読め」


    　レニオールが呼びかけると、廊下でずっと話を聞いていたらしいジーモンが、決まり悪そうな顔を覗のぞかせた。


    「……はい。仰おおせのままに」


    「うむ。もう用はない。行っていいぞ、クソガキ」


    　レニオールはぞんざいにそんなことを言って、目を閉じた。言語に絶する反撃を予感していたバルタザールは、拍ひよう子し抜けのまま、祖父に背をむけるしかない。


    　部屋を出ようとしたところで、背中から声をかけられた。


    「バルタザール」


    「…………？」


    　はじめてレニオールに名を呼ばれ、振り返った。


    「頼むぞ」


    　ベッドから、そんな声が伝った。レニオールの顔は見えない。


    「……はっ」


    　それだけ言って、寝室を出た。


    　扉とびらを閉めて、廊下でジーモンと顔を見合わす。


    「よく生きてるね、兄さん」


    　演説を全部聞いていたのだろう。ジーモンの顔は恐怖で青ざめていた。


    「こんなものを、もらった」


    　ポケットから封筒を取り出し、顔の前に示す。


    「それ、庭で読もうか。ぼくも一緒に確認しなきゃいけないらしいし」


    　了承して、バルタザールは弟と連れ立ち、廊下を戻る。


    　ほどなくして屋敷の外へ出て、中庭へと歩いた。


    　外は快晴だった。気持ちのよい陽光が、よく整った庭の芝しば生ふへ降り注いでいた。到着したときは陰いん惨さんな眺めに思えたものが、いまはなぜか明るく輝かがやいて見える。


    「では、あけるぞ」


    「どうぞ」


    　あの妖怪のことだからカミソリでも仕込んであるかもしれないと警戒しながら、バルタザールは用心深く封を切った。


    　なかには紙切れが一枚入っているだけだった。


    　文面は素そっ気けなかった。


    



    『遺ゆい言ごん書しよ


    



    　遺言者はベルナーグループ会長職をバルタザール・ベルナーに継承させる。


    　遺言者はまた、保有するすべての財産をバルタザール・ベルナーに相続させる。


    



    
      帝紀一三五一年　十月二十日　　　　　　　　　　　

    


    
      遺言者　レニオール・ベルナー』　　

    


    



    　一度読み、バルタザールは頭を搔かいた。


    　もう一回読み直す。


    　文面に変化はない。


    　弟に、目を移した。


    「なんて？」


    　問われて、バルタザールは首を傾かしげ、さらにもう一度、短い文面を読み直した。


    「意味がわからん」


    　弟に手紙を手渡した。


    　ジーモンは文面を一読すると、うん、とひとつ頷うなずいた。


    「こういうことじゃないかな、と思ってた」


    　さしたる驚きもなく、遺ゆい言ごん書しよをバルタザールに返す。


    「説明するね。エリザベート女王に、兄さんを見舞いによこすよう頼んだのは、実はぼくじゃない。会長だよ。兄さんの能力を見極めるために呼んだんだと思う」


    「……………………」


    「兄さんと会長は、とてもよく似てる。ふたりとも天才的な能力があって、他人にうまく合わせることができなくて、言葉の使い方を知らない。有能なのにとんでもなく不器用だから、つい他人を道具みたいに扱ってしまうし、ひどいことを言ったりやったりしちゃう。本当はお互いのことを誰よりも評価しているのに、そのことをおくびにも出さない」


    　ジーモンの言葉を遠く聞きながら、バルタザールは四度目の確認の目を、手紙に落とす。


    「兄さんの活躍のこと、会長は全部知ってた。家出してからもずっと継続して、兄さんのこと見てたんだ。ぼくも会長に言われて、兄さんの様子を見に、こっそりエアハント士官学校まで行かされたことがあるよ。会長は兄さんのこと、自分の後継者として、ずっと前から期待してた。それはぼくがよく知ってる。なにしろぼくのことなんて、会長の目には一切映っていなかったからね。子どものころ、兄さんにだけ厳しく当たったのも、将来を考えてのことだと思う」


    　バルタザールはようやく、遺言書の内容を理解した。


    「そして今日きよう、会長は兄さんに試験を課した。その遺言書は、いわば合格証書だね」


    　ジーモンは笑え顔がおをたたえた。


    「おめでとう、兄さん。世界を手に入れた感想はどう？」


    　バルタザールはしばらく文面に目を落として──。


    　いきなり、遺言書をびりびりに破りはじめた。


    「に、兄さんっ!?」


    　ジーモンは目を見ひらき、慌あわてて兄を止めようとしたが、兄は間かん髪はつをいれず引き裂いた手紙を空へむかって投げつける。


    「な、なにしてるのっ!?」


    　もはや文面など読めないほど細かくちぎれた手紙が、風に舞い散っていく。


    　バルタザールは答えず、風に乗りきれず足下へ落ちた紙片を、何度も何度も靴底で踏みにじった。止めようとしたジーモンは兄の表情に気づいて、棒立ちになった。


    「兄さん……」


    　荒々しい動作で手紙を踏みつけているが、横顔はどこか、泣いているように見えた。


    　柔らかい風が、紙片を彼方かなたへ持ち去っていく。


    　バルタザールは腹の底から突き上げてくる激情を、すべて靴底に込めた。


    　骨も筋肉も五臓ぞう六腑ぷも溶かしかねない、熱を伴う怒りが魂たましいの底の底から湧わきあがってバルタザールのすべてを呑のみこむ。


    　最悪だ。クソ以下だ。クソにわいた蛆うじにすら劣おとる。


    　バルタザールを構成するすべての細さい胞ぼうが、そんな合唱を奏かなでる。


    　膝ひざを腰の高さまで持ち上げ、千ち々ぢにちぎれた遺ゆい言ごん書しよへ踏み下ろし、踏みにじる。何度も、何度も、この憎々しい紙切れが分子レベルにまで解体されるまで。


    「クソジジイが」


    　口に出して、また奥歯を嚙かみしめる。口内が切れてバルタザールの口元から血流が滴したたるが、意に介さない。


    「おれはあんたの手のひらで踊らされていただけか」


    　ただあふれてくる怒りに身を委ゆだねる。


    「おれの努力を、こんな紙切れ一枚で無意味にしやがった」


    　十四歳で家を出て、貧しさに耐えながら独学し、奨学金を得てエアハント士官学校に入ったのも。朝から晩まで勉学に努める傍かたわら、貴族高官のパーティーには必ず顔を出して有力者たちとのコネづくりに励んでいたのも。せっかくの献けん策さくを何度も何度も無視されて、それでも諦あきらめることなく愚おろかな参さん謀ぼうたちにお追つい従しようを述べてきたのも。


    「全部、あんたを破は滅めつさせるためだ」


    　それなのに、このクソジジイは。


    　あろうことか自分から、人生をかけて築き上げてきた地位と財産を全部おれに投げてよこしやがった。


    　まるではじめから、おれを発はつ憤ぷんさせることを目的に戦場へ追放したかのように。おれが憎しみを原動力にして努力をつづけることを知っていたかのように。レニオールが君くん臨りんする高い高い玉座を目指して、一歩一歩、急な階段を上りつめてくることを予測していたかのように。


    　──誰よりも、おれを評価していた。


    　──誰よりも、おれを理解していた。


    　──だからこそ、おれに自分のすべてを託した。


    　あふれそうになる涙は、悔くやしさなのか。ほかの種類なのか。よくわからない。ただそんなものを流してしまえばおれの負けだ。これ以上みじめな真ま似ねがどうしてできよう。


    　自分に対する腹立たしさが、止まらない。自分のちっぽけさを、愚かさを、何度も何度も靴底で踏みにじった。芝しば生ふと土にすり切れて、見えなくなるまで踏みつけにした。


    　祖父と自分。どちらが大きな人間であったかは明らかだ。あの祖父と比べたなら、いまのおれは完全な道化でしかない。


    　──おれはあんたに、どうやって勝てばいいんだ。


    　内心の問いかけに対して、答えは先ほど、自分で出していた。


    　祖父にむかって投げつけた、荒々しい感情。


    　祖父を超えるには、ほとんど勢いだけで投げつけたあの言葉を実現させるしかない。


    　腕で目元を拭ぬぐった。二度、三度、拭った。


    　こみあげてくる感情を押し殺して、ジーモンにあふれてくるものが見えないよう、空を仰あおいだ。


    　心の中に降り積もっていたなにもかもが、澄み切った青のなかに溶けて消えていた。


    　バルタザールは天頂を振り仰ぎ、目を閉じて風に吹かれていた。


    　それから言葉を絞り出した。


    「……ジジイのお古など必要ない。お前に全部くれてやる」


    「兄さん……」


    「おれには、やるべきことができた。こんなみすぼらしい家に関わっているヒマはない。お前のような凡人こそ、ここのトップにはふさわしい」


    　ジーモンはしばらく呆あきれ顔で兄を見つめてから、肩をすくめる。


    「……ベルナー財ざい閥ばつのすべてだよ？　列強の国家予算より大きい資産があるんだけど。それをうっちゃってでもやるべきことって？」


    　バルタザールはすっかり険けんのとれた表情で、十月の空へ誓ちかった。


    「この戦争を、おれが終わらせる」


    　おれがあなたを超えるには、もうそれしか手段がない。


    　第二次多島海戦争を、そしてウラノスとの戦争を終わらせることが、おれがあなたを超えた証あかしだ。


    『頼むぞ』


    　さっき聞いた祖父の言葉が、青空に反響した。きっとレニオールにも、他人には告げられぬ苦しみと後悔があったことだろう。一いつ介かいの町の金貸しからここまで会社を育て上げ、数十万人もの従業員の生活を担になう過程において、人間性を犠ぎ牲せいにせねばならない事態に幾度も幾度も立ち合っただろう。バルタザールの名を呼び、最後に投げかけた短いひとことに、本当の願いを込めたのではないか。


    　──頼まれてやるよ、クソジジイ。


    　──だから、それまで死ぬな。その寂しいベッドで、鳥と待ってろ。


    　──この愚おろかしい戦争が終わるところを、あんたに見せてやる。


    　バルタザールはようやく、薄い笑みをたたえた。ポケットに両手を突っ込んで、帰りの車を呼ぶようジーモンに言った。


    　ジーモンは両の手のひらを空へむけて、肩をすくめる。


    「ぼくにやるって言っても、ちょっとねえ……。ウィザック先生といろいろ相談しなきゃいけなくなるなあ。どうしようかなあ……」


    　途方に暮れた様子の弟へ、バルタザールは思い出したように要求を放った。


    「そういえばお前、ジェット機はどうした」


    「え？」


    「家出するときに命じたはずだ。十年以内にジェット機を作れと」


    「あ、ああ、あれね。うん、安心して、ちゃんと進めてる」


    　十四歳で家出するとき、バルタザールは見送りのジーモンへそんな要求を放った。あれから八年。ジーモンはとうやら律りち儀ぎに、プロジェクトを進めていたらしい。バルタザールは感心した。


    「お前、意外にやるな。どうせすぐに忘れるだろうと思っていたが」


    　ジーモンは照れくさそうに微笑ほほえんで、


    「もちろん、すぐ忘れたよ。でも、会長が進めてたんだ、ジェットエンジン計画。誕生会で兄さんにジェット機の必要性を説かれて、実は納得してたみたい。ベルナー重工業で極ごく秘ひ裏りに開発が進められて、ジェットエンジンだけなら使えるとこまでこぎつけた」


    　バルタザールは思わず唸うなった。レニオールもまた自分と同じことを考え、それを実行に移していたというのか。ジーモンの言うとおり、将来の展望までおれにそっくりだ。


    「ただ、機体に取り付けて飛ぶところまではいってない。空気力学の問題がまだクリアできないんだ。音速に近づいたとき、機体の箇所によって超音速になったり亜音速になったりする部分ができて、制御不能になる。ジェット機として飛ばすには、あと二、三年は必要みたい」


    「そうか……。ならばそのプロジェクトの全権をおれに寄よ越こせ。レニオールのお古は、ジェットエンジンだけでいい」


    「無欲だね。手配しておくよ。けれど本当にそれだけでいいの？　こう言うのもなんだけど、飛空機に取り付けることもできない、ただのエンジンだよ？　もっといいもの、いっぱいあると思うけど」


    　ジーモンの呆あきれ顔を、バルタザールは笑って受け流す。


    「充分だ」


    　バルタザールの頭にはすでに、ジェットエンジンの使い道が描かれていた。見上げた秋空へ夢想を描いた、そのとき。


    「グリム大たい佐さっ!!」


    　木立のむこうから、セントヴォルト帝国軍の軍服を身につけた士官がなにやら慌あわてた様子で呼びかけてくる。


    「…………？」


    　士官はバルタザールの面前に駆かけつけ、荒く息をつきながら敬礼を送り、クロスノダール島の通信隊に所属する大たい尉いであることを告げた。


    「エアハント島作戦司令本部から緊急電であります、いますぐに作戦司令本部まで戻られたし。高速偵てい察さつ機きを用意させました、至急、クロスノダール第四飛行場までお越しください!!」


    「緊急電……？」


    　首をひねる。どんな事態が起きれば自分が名指しで本部へ呼び戻されるのか、皆かい目もく見当がつかない。


    「用向きは」


    　問うと、通信隊大尉は表情を強こわ張ばらせ、胸を反らした。


    「本日午前、慧え剣けん皇こう王おう国こくにて譲じよう位いの詔みことのりが宣せん布ぷせられ、大だい威い徳とく親しん王のうが新たに、百十二代慧剣皇王国義よし仁ひと皇王として即位しました！」


    　ふむ、とバルタザールは頷うなずく。慧剣皇王は健康が優すぐれないという噂うわさがあったが、ついに譲位したか。


    「それに伴い、外交ルートを通じ、可か及きゆう的てき速やかにセントヴォルト側と会談を行おこないたし、と皇王国側から連絡が入ったのです」


    　ほう、と今度は息が漏もれた。むこうから交渉を働きかけてくるとは朗ろう報ほうだ。帝国のアキレス腱けんである河か南なん戦線が、話し合いで決着するならこれに優まさるものはない。だがそれでなぜ緊急電が自分のところに届くのか。


    「皇王国が、帝国側の特命全権大使を名指しで指定してきたのです。この人物でなければ交渉ができないと。お待ちください、皇王国側から入電のあった全文を読み上げます……」


    　大尉はそこで携けい行こう鞄かばんから電文を取り出した。バルタザールの心臓がなにかを予感して大きく弾む。


    　まさか。


    「バルタザール・グリム大たい佐さを帝国側特命全権大使として、河南戦線鶴つる川かわ、刈かり羽わ橋ばしまで派遣せよ。グリム大佐でなければ交渉を行わない。グリム大佐の派遣まで二日の猶ゆう予よを認める、以上。慧剣皇王国特命全権大使、紫むらさきかぐら准じゆん将しよう」


    　相手の名前が不ふ可か視しの杭くいとなって、バルタザールの心臓を貫つらぬいた。


    「……紫……！」


    　どういう手段を使ったのかわからないが、かぐらもまた異邦の地で、国家元首に匹ひつ敵てきする権限を委ゆだねられるほどの出世を果たしたらしい。


    「……理解した。すぐに行く。ジーモン、あとはお前の好きにしろ。おれは忙しい」


    　ジーモンは肩をすくめた。


    「大事な仕事？」


    「あぁ。世界を救いに行ってくる」


    　弟の呆あきれ声に背中で答えて、バルタザールは急ぎ足で迎えの車へ乗り込み一路、彼方かなたの飛行場を目指した。高速偵てい察さつ機きならば四時間ほどでエアハント島まで戻れるはずだ。後部座席で慧え剣けん皇こう王おう国こくの最新情報をまとめた資料に目を通しながら、バルタザールはただ、かぐらを思った。


    『また、会おう。必ず、会おう。もっと立派になって』


    　いまから約二年前。飛空要よう塞さいオーディンでの別れ際、口づけのあとにかぐらが告げた言葉が何度も何度も耳の奧に反響する。


    『自分の力で世界を変えられるような、偉い人間になってまた会おう』


    　飛行場までの道すがらずっと、懐なつかしいかぐらの微笑ほほえみが、クロスノダール島の青空に覆おおいかぶさっていた。

  


  
    



    　十七．


    



    「そもそも皇王国がこちらの特使を指名する思惑を、我々は嗅かぎ取らねばなりません」


    　ヴィクトール・カーン少しよう将しようはそう言って、作戦会議室に居並んだ作戦参さん謀ぼう十二名の表情を眺め回し、最後にバルタザールへ視線を留とめた。


    「なぜグリム大たい佐さが特命全権大使であると先方にとって都合がよいのか。グリム大佐自みずから、説明してもらえますかな」


    　厳げん粛しゆくな面おも持もちの参謀連中の目が一斉にバルタザールに突き立ち、ラファエル参謀総長も頷うなずきかけてくる。ついさっき高速偵察機を降りて、エアハント第一飛行場から車を飛ばしてここ、帝国軍統合作戦司令本部三階に辿たどり着いたバルタザールは移動の疲れも見せることなく、朗ろう々ろうと答えてみせる。


    「慧剣皇王国側の全権特使が、わたしの学生時代からの友人だからでありましょう。お互い、相手のことをよくわかっております」


    　ヴィクトールは芝しば居いがかった仕草で、片方の眉まゆを上げた。


    「ほう、友人。例のエリアドールの七人、というやつかな」


    「かつてそう呼ばれた時期もありました」


    「なるほど。学生時代の仲間うちで、河か南なん戦線の問題を片付けてしまおうと、もしやそういう考えかね」


    　ヴィクトールの語調に陰湿なものが混じった。やれやれ、とバルタザールは心中でため息をつく。兵へい棋ぎ演習で卑ひ怯きような手段を用いながらバルタザールに完敗を喫きつして以来、ヴィクトールは事あるごとにこちらの活動を妨害してくる。


    「知り合い同士であれば、交渉において余計な詮せん索さくが必要なく、互いに腹を割った状態ではじめられるメリットがあります。それ以上の意図はない、とわたしは見ておりますが」


    　できるだけ丁てい寧ねいな口く調ちようを心がけながら説明する。実際、かぐらの意図はそうだろう。重大かつ時間の猶ゆう予よがない交渉だからこそ、かぐらはバルタザールを指名したに違いない。


    　だがヴィクトールは、そんなふうに受け取らない。


    「百七十万人の陸兵が、現在、河南戦線を維持している。河南はこれまで多大な犠ぎ牲せいを払って勝ち得た、秋あき津つ大陸への玄関口であることはわかっているかな」


    「もちろん」


    「同どう胞ほうの血肉が染みこんだ土地を、二十代の若者が、学生時代の仲間うちで話し合ってどうこうしようというのかね？」


    　二十代の若者、と、学生時代の仲間うち、のところをヴィクトールはことさら強調した。バルタザールはもう一度、心中でため息をつく。


    　またこれか。若造だから、目の前に戦争を止められる機会が横たわっていようが、指をくわえて見つめていろという理屈か。


    　深く息を吸い、ゆっくりと吐き出してから、バルタザールは蒼そう氷ひよう色しよくの瞳ひとみにヴィクトールを映した。


    「いかにもわたしには荷が重い。しかし先方はわたし以外では交渉を行おこなわないと言っている。まずは誰かが先せん鞭べんをつけなければはじまらない。先方の要求はなにか。降伏勧告なのか、それとも休戦の申し出か。要求を知るだけであれば、二十代の若造にもできましょう」


    　ヴィクトールは目め尻じりにさらなる悪意をそよがせた。


    「先方は、貴君に全権授じゆ与よすることを求めている。貴君のその場の決断ひとつで、河南方面軍の命めい運うんが決してしまうわけだが、その権限はあまりにも重すぎるというものではないかな」


    「こちらの方策を決めていきましょう。先方の申し出を予測し、あらゆる対応策を決めたうえで交渉に臨のぞめばよいだけの話。膠こう着ちやくしたままの河南戦線を動かすために、いま我々はあらゆる努力を傾注するべきでは」


    　堂々と論理を並べながら、バルタザールは参さん謀ぼう将校たちを片目で観察した。雰ふん囲い気きはヴィクトール寄りだ。早すぎる出世は敵しか生まない。バルタザールの意見がどんなに正しくとも、彼らはそれを採用することはない。これまでいつもずっとそうだった。


    「信用していいのかな？　交渉に臨のぞむ参謀は貴君ひとりだ。もしも万が一、貴君が土ど壇たん場ばで翻ほん意いしたならば大変なことになる」


    　ほとんどこれは言いがかりだな、と呆あきれながら、バルタザールは答えた。


    「帝国に忠誠を誓ちかっております。だからこの椅い子すに座っている」


    「だが、重大な交渉をひとりで担になうには若すぎる。経験が足りていない。帝国の今後一千年の命めい運うんを決する交渉になるかもしれないのだよ？　貴君がいくら意気込んでも、この重責を果たすにはいささか実績が不足していないかね？」


    　ヴィクトールは諭さとすようにそう言って、一座を見回す。ほとんどが壮年の参さん謀ぼうたちは、思慮深そうな表情で頷うなずくのみ。いかにも理知的な表情を取り繕つくろっているが、その内面は全員おそらくヴィクトールと同じだ。


    　国家の命運を決する場に、若造がしゃしゃり出るのが面白くない。ただそれだけだ。いくら論理を並べようが、結果は同じだ。いままでずっとそうだった。バルタザールは何度も何度も敵将アキレウスの作戦を事前に見抜きながら、作戦本部は献けん策さくを受け入れなかった。いつもいつも「若造が出しゃばるな」という理屈で聞き遂げられなかった。


    　──アホなのだ。話してわかる人種ではない。なにを言っても無駄だ。


    　諦てい観かんが、そうささやく。


    　──あと二十年は耐えるしかない。そのころにはこいつら全員引退している。


    　将来の出世のために、いまはおとなしく、殊しゆ勝しよう顔をこしらえて引き下がっているべきだ。こいつらはそれで満足する。連中の望むとおり、出しゃばりさえしなければ、余計な軋あつ轢れきは生まれず、おれもつつがなく出世していくことだろう。


    　──と、諦あきらめていた。


    　バルタザールは自分の思考を俯ふ瞰かんして、顔を上げる。


    　──いままでのおれなら。


    　しかし、ここにいるのはもう、出世を最優先にして腹の底を押し隠し、アホの参謀のアホな意見にへいへい頷いていたおれではない。


    　レニオールとの確かく執しつに決着をつけたいまのおれはもはや、このアホどもにどう思われようが心底どうでもいいのだ。


    　──出世など、興味ない。


    　──帝国を盗とる夢も、捨てた。


    　──おれはおれの思うまま行動してやる。


    　バルタザールはいきなり、ヴィクトールにむかって心の底から笑んだ。


    　──待っていろ紫むらさき。


    　──お前のところへ行くぞ。


    　腹の底の本ほん性しようをそのまま映し出した、凄せい絶ぜつすぎる笑みがヴィクトールを照しよう準じゆんする。


    「これで最後にしましょう」


    「…………!?」


    　バルタザールの語調が、明らかに転調していた。静かで、しかし凄すごみを利かせた響きがヴィクトールを威い嚇かくする。


    「オペレーション・ジュデッカの際も。ククアナ・ラインが突破される際も。わたしは事前に敵情を看かん破ぱしていたにもかかわらず、作戦本部はわたしを無視した。その結果、手ひどい敗北を喫きつした。にもかかわらず、また同じ過ちを繰り返そうとしている」


    　会議室の雰ふん囲い気きが、凍り付いた。ここにいる参さん謀ぼう全員が認識していながら、目を逸そらしてきた事実を、バルタザール本人が突きつけてしまった。


    「佐官の分ぶん際ざいで、将官に対して……」


    　怒鳴りつけようとしたひとりの参謀を、バルタザールは目線と突き出した手のひらだけで黙らせる。


    「今回の件が終わったなら、左さ遷せんしてくださって構わない。しかし最後にひとつ、献けん策さくさせていただきたい」


    　バルタザールはラファエル大たい将しようへ向き直り、告げた。


    「先方の要求どおり、わたしに交渉の全権を与えていただきたい。そうしたなら必ず、秋あき津つ大陸に取り残された百七十万人をひとり残らず、無傷で撤兵させてみせましょう」


    　大おお見み得えを切った。もちろんハッタリだ。だがこの場で全員をねじ伏せるには、でかいことを胸を張って堂々と言ってのけるしかない。


    　ラファエルはひとり、真ま面じ目めな表情でバルタザールの言葉を聞いていた。そして落ち着いた声で尋ねる。


    「先方の意図はまだ不明だが。降伏勧告かもしれんよ。なぜ撤兵できると思うのかね」


    　バルタザールはこれまで見せたことのないようなほがらかな表情を浮かべ、両手を広げる。


    「紫むらさきかぐらがわたしを指名したことが、先方が休戦を望んでいることの証あかしです」


    「その根こん拠きよは」


    　バルタザールは微笑ほほえんで答えた。自分でも経験したことのないほど、自然に浮かんできた笑みだった。


    「昔、約束したからです」


    　素直な気持ちが、あの誓せい約やくを運んでくる。


    「たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない」


    　かぐらが言い出した、誓ちかいの言葉。


    「友情は永遠だ」


    　青くさいと毛嫌いしていた文言を、いま、この場にいない仲間たちへ誓おう。


    「わたしがかつて紫かぐらと、いや、仲間たちと誓った言葉です。あれから時が流れ、我々は奇くしくも敵味方に分かれましたが、憎み合っていない。いまだ互いを信じ、互いの名を呼び合っている。紫むらさきかぐらは誓せい約やくを信じるからこそ、彼かの地でわたしを呼んでいるのです」


    　そうだよな、紫。


    「わたしもまた、紫かぐらが誓約を守っていることを信じます。ラファエル大たい将しよう、どうか、我らの青くさい誓約に、百七十万将校の命を賭かけていただきたい。必ず、応こたえてみせましょう。不可能なはずの無血撤退を、完かん遂すいさせてみせましょう」


    　おれとお前なら、できるよな。


    「帝国を救ってご覧に入れましょう」


    　おれたちの力で、この愚おろかしい戦争を終わらせよう。


    「いままでわたしの献けん策さくを無視してきたことは、もう忘れます。しかし今回だけは、どうか、耳を傾けていただきたい。必ずや、奇跡をご覧に入れてみせます」


    　静まり帰った会議室に、ただバルタザールの確信に満ちた言葉だけが流れた。あとはラファエルの英断を祈ることしかできなかった。バルタザールにとって永遠にも等しい、長い長い数分間が流れて──。


    　決断が、くだされた。


    



    　†††


    



    「緊急勅ちよく令れいです。この場でいかに反対されようと、覆くつがえるものではありません」


    　紫かぐらは研ぎ澄ました言葉を、幕ばく営えいでいきり立つ将校たちへ放った。いつでも腰の剣を抜けるよう、抜かりなく周辺へ視線を送りながら、諭さとす。


    「慧え剣けん皇こう王おうは、わたしに交渉の全権を委ゆだねられました。憤いきどおりはわかりますが、勅令です。どうか従っていただきますよう」


    　一同へむかい、静かに告げる。


    　少しよう佐さの肩けん章しようをつけた青年将校が、顔を真っ赤かにして怒ど気きを放つ。


    「いきなり出てきた小娘に全権を付与するなどと、そんな勅令があるものか!!」


    　いまにもかぐらへむかって拳けん銃じゆうを引き抜きかねない勢いだ。その気持ちはわかる。だがしかし、いまを逃のがせば、もう休戦の機会は永遠にめぐってこない。


    



    　帝紀一三五一年、十月二十一日、慧剣皇王国、河か南なん戦線、河南方面軍総司令部──。


    



    　かぐらは傍かたわらに控えた神しん明めい隊たい副長を促うながした。副長はうやうやしい態度で濃のう紫しの袱ふく紗さから金の蒔まき絵えの施された二つ折り判を取り出し、ひらく。昨日きのう即位したばかりの新皇王、義よし仁ひと皇王の勅令が一座の目を射る。


    「慧剣皇王は紫かぐら准じゆん将しようを特命大使として、セントヴォルト帝国軍との休戦協定締てい結けつにむけた交渉の全権を委い任にんする。　皇紀二○一一年　緊急勅ちよく令れい第一号」


    　末尾には御ぎよ璽じと、内閣総理大臣久く遠おん寺じ高たか虎とらの署名がある。しかし青年将校はひるまない。


    「ありえぬっ!!　だまされるものか、偽にせものの勅だ!!」


    　幕ばく営えい内ないの十数名の高級将校たちもまた、進しん退たい窮きわまった表情で身動きがとれない。数名の年若い将校が激げき高こうして、かぐらに詰め寄ってくる。


    「京きよう凪なぎ離宮で戦闘があったという話を聞いたぞ。貴き様さまらの仕し業わざではないのかっ!!　昨日いきなり践せん祚そが行おこなわれ、すぐさま本日、休戦を促うながす緊急勅令が発はつ布ぷされるなど怪しすぎるっ!!」


    「久遠寺首相はどこにいる!?　なぜこんな腰抜け命令にしおらしく署名しているのだ、貴様らが無理やりさせたものではないのか!?」


    　青年将校たちの怒りは、実に正せい鵠こくを射ている。彼らの言うとおり、これはすべてかぐらの計略だ。しかしいまは、この無理を押し通さねばならない。


    　──罪は、事がなったあと、この命を以もつて償つぐなう。


    　かぐらは凜りんと胸を張り、青年将校たちを睨にらみ返す。


    「貴君らが陛下の意に楯たて突つくというなら、神明隊は捨て置くことはできませんな」


    「なんだと!?　貴様、小娘の分ぶん際ざいで……!!」


    　腰の拳けん銃じゆうに手をやろうとした青年将校の眼前に、刃やいばが突きつけられた。


    「控えよ。勅である」


    　冷たいかぐらの言葉が、幕営に低く伝う。剣けん尖せんを額ひたいの直前に突きつけられた青年将校は身動きが取れない。かぐらは言葉に威厳をもたせる。


    「陛下の統とう帥すいを犯すこと、まかりならん。貴君らのこれまでの挺てい身しんには敬意を払う。だがこれ以上、陛下を侮ぶ辱じよくするのであれば、神明隊と慧剣近衛このえ師団は看かん過かできない」


    　幕営に立ちこめた静けさが、質量を伴う。


    「践祚、すでに成った。陛下の勅を聞けぬというのであれば、賊軍として討つしかない。貴君らにその意思はありや」


    　かぐらは殺気をこめて問いかける。そしてその背後に控えた七名の神明隊隊員の眼光もまた尋じん常じようでない。この場を血で濡ぬらすことも厭いとわないものの目だ。将校たちは唇くちびるを嚙かみしめ、かぐらの言葉に黙って首を左右に振るしかない。


    　かぐらは一座をもう一度睨ねめつけてから、剣を収め、断じる。


    「帝国軍特使と、明朝、鶴つる川かわ、刈かり羽わ橋ばしにて会談を行う。河か南なん方面軍は皇王の方針に従って行動せよ。以上」


    　河か南なん方面軍司令官の了承を受け、かぐらは身を翻ひるがえして幕営を出た。


    　夜半の平野は、秋の星の舞踏場だった。


    　篝かがり火びから爆はぜた火の粉こが、星空へ舞い上がっていく。十月の冷たい夜気が熱したかぐらの頰ほおを優しく撫なでる。


    　この美しく広大な平地に、帝国軍と皇こう王おう軍、合わせて三百万名近い将兵が塹ざん壕ごうとコンクリート要よう塞さいに閉じこもり、対たい峙じしたまま動けずにいる。去年の十月にはじまった戦いは、ちょうど一年が経たったいま、数万人の死傷者を出しただけで膠こう着ちやくしたまま動く気配もない。背後から忍び寄るウラノスの気配を感じながら、目の前の敵から目を離すわけにはいかないのだ。逃げようとしたその瞬間、全ぜん滅めつさせられることがわかっているから。


    　無言のまま、右足を引きずりながら歩いた。二日前、雪ゆき平ひらに斬きられた右足は、無理をすれば立っていることはできるが、歩こうとすると支障をきたした。


    　神しん明めい隊たいの野営地へ戻ったところで副長が柔らかく笑む。


    「とりあえず、しのぎましたかな」


    　かぐらは自信なさそうに、首をひねる。


    「確実にまだ怪しまれているよ。彼らは京きよう凪なぎ離宮の件も知っていたしね。時間の猶ゆう予よはあまりない、急がないと」


    「あと一歩です。もうすぐ、戦争が終わります。死んでいった隊員たちも報むくわれることでしょう。もうひと踏ん張り、がんばりましょう」


    　副長の励ましに、かぐらは笑え顔がおを返した。


    「……うん。もう一歩だね。もう、一歩だ……」


    　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた。大おお用ようや、籾もみ山やまや、京凪離宮の戦いで死んでいったすべての隊員たちに、かぐらは第二次多島海戦争の終結を誓ちかった。


    　それからかぐらはひとり、自分のテントに戻った。ランタンに火を入れて、水筒の水をひとくち含み、ようやくほうっと息を抜けた。


    　京凪離宮を急きゆう襲しゆうしたのがおとといのこと。


    　かぐら率ひきいる一番隊が御ぎよ璽じを奪だつ取しゆしたのと同時刻、別働隊が最高戦争指導会議三名、すなわち久く遠おん寺じ首相兼陸海軍大臣、南みなみ正しよう覚がく陸海軍総長、馬ばく喰ろう外務大臣の身柄を押さえ、神明隊詰め所に監かん禁きんすることに成功した。


    　同じころ、帝都「箕み鄕さと」では慧え剣けん近衛このえ師団が主要官庁及び箕鄕大本営、新聞・ラジオ本社を武力制圧し、情報を完全に統制した。皇王国の国民はおろか河か南なん方面軍、地方鎮ちん台だいさえクーデターの発生に気づかぬまま、昨日きのう、主要新聞の一面に「譲じよう位いの詔みことのり発はつ布ぷ、義よし仁ひと皇王へ践せん祚そ」の文字が躍った。その日のうちに箕鄕に於おいて即位大たい礼れいが行おこなわれて大だい威い徳とく親しん王のうが今きん上じよう皇王として即位し、そして今日きよう、緊急勅ちよく令れい第一号が発布されて、紫むらさきかぐら准じゆん将しようが特命全権大使として休戦協定締てい結けつの任務を負い、河南に到着したところである。


    　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの三日間、ほとんど寝る間もないまま神経を張りつめつづけて京凪から箕鄕、そしていま河南へと移動してきた。疲れは不思議なほど感じない。この肩にのしかかっているものの重みを考えたなら、疲れたなどと言っていられない。


    　かぐらは寝袋の上に横になった。明日あしたの朝はとうとう、両軍が川を挟んで睨にらみ合う戦闘区域に進み出て、帝国軍の特使との露天会談だ。


    　──バルタ、来れるかい？


    　テントの天井を見上げながら、呼びかけてみる。わざわざバルタザールを指名したのはもちろん、わずかな言葉のあやが致ち命めい傷しようとなりかねない難しい交渉をスムーズに運ぶためだ。ここまで大がかりな計画を進めてきながら、最後にくだらないミスで躓つまずきたくない。


    　かぐらは目を閉じた。眠れるときに眠ったほうがいいと思う。けれど神経は研ぎ澄まされていて、眠気はやってこない。


    　──もうすぐ、この人生も終わりだから。


    　──残された時間がとても大切に思える。


    　無事に休戦協定が締結されて、帝国軍が秋あき津つ大陸から撤兵したら、かぐらは最高戦争指導会議三名を解放したのち、すべての責任を負って自首する手はずだ。そのときようやくクーデターの全ぜん貌ぼうが明らかになり、かぐらは処刑される。譲じよう位いの詔みことのりの有効性に関してはそののち議論になるだろうが、残ったかぐらの仲間たちがうまく情報操作してくれると信じるしかない。どのみち自分はそのとき、この世にいない。


    　──兄様のところへ、行かねば。


    　あの御ご寝しん所じよで、自分の足下へ広がっていく雪ゆき平ひらの血だまりを見つめた。助けの手を差し伸べることも、それどころかまともな別れの言葉さえ告げることなく、奪った御ぎよ璽じを抱えてあの場から逃げた。もはや人間の所業ではない。獣けもの以下だ。


    『許さん』


    　雪平の最さい期ごの言葉が、耳の奥でまた鳴った。あれから何度も何度も、ふとした拍ひよう子しに兄の声が聞こえる。


    　──そちらへ行ったら、いくらでも責めて構いませんから。


    　──もうしばらくお待ちください、兄様。


    　詫わびの言葉を繰り返しながら、目を閉じた。


    　雪平の顔が暗くら闇やみのなかに浮かんで、やがて消えた。


    　その代わりに今度は、バルタザールの仏ぶつ頂ちよう面づらが映じた。


    　かぐらの胸のうちに、温かいものが広がる。


    　──元気かい、バルタ。きみらしくやっているかい？


    　──わたしはすっかり汚れてしまったよ。もはや人間どころか、ケダモノ以下だ。


    　交渉相手にバルタザールを指名したのはいいが、実際に一方面軍の全権を委い託たくされるかというと厳しいだろう。こちらの要求を無視し、全然違う偉いさんが来る確率のほうが遙はるかに高い。そんなことくらいわかっているけど、でも。


    　──きみに会いたいよ、バルタ。


    　可能性は低いだろうけれど、バルタザールならばもしかして、周辺の高級将校たちをあの手この手でごまかして、舞台演劇でいう機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナみたいに、明日あしたの会談場所に仏ぶつ頂ちよう面づらで現れるかもしれない。そしてわたしの顔を見て、いやそうに表情を歪ゆがめてイヤミを投げつけてきたり。


    　その場面を想像するだけで、かぐらは笑ってしまう。こんな状況なのに、胸のうちが幸せな気持ちでいっぱいになる。


    　──きみとわたしがまた会えたら、この戦争は終わるのにね。


    　──バルタ、きみもそう思わないか？


    　暗くら闇やみのなかへかすかな希望を託し、かぐらは宝石のように大切な人生の残り時間を、愛いとおしいひとの名を呼ぶことに使った。


    



    



    　空の裾すそが紫し紺こん色を帯びはじめた。凪ないだ川かわ面もは空を受け止め、世界は紫紺だけになり、流れていく雲の白が色合いをさらに深くする。


    　西から風が吹いた。水面の空に白波がそばだつ。風は強くなっていく。濃紺の延べ板みたいだったものはやがて波のそびらと流紋をたたえて、日の出を迎えた刹せつ那な、黄金の照り返しを中空へ吐き散らした。


    　かぐらは堤てい防ぼうの傾斜に寝そべって、堤つつみの縁からそうっと顔を出した。


    　こがね色を孕はらむ朝あさ靄もやのむこうに、対岸の堤防が見えた。


    　鶴つる川かわの川幅は二百メートルほど。帝国軍と皇王軍は互いに川を挟み、堤防を盾たてとして布ふ陣じんしている。かぐらの位置からはなにも見えないが、堤防のむこうには帝国軍の一個大隊が大たい砲ほうの砲口をこちらにむけているはずだ。


    　かぐらの隣では、通訳が同じように傾斜に腹はら這ばいになってマイクを握っている。かぐらが頷うなずきかけると、慎重な手つきで拡声器を堤の上に押し上げて、セントヴォルト語で訴えた。


    『これより交渉使節が刈かり羽わ橋ばしを渡ります!!　決して撃たないでください、我々もあなたがたの使節を撃ちません、決して撃たないでください!!』


    　拡声器が増ぞう幅ふくした音波を対岸へ届けると、堤防のむこうで布陣しているらしいセントヴォルト軍から罵ば声せいらしきものが返ってきた。それを受けて皇王軍も負けじと罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけ返す。不毛な悪口合がつ戦せんが二分ほどつづいたのち、対岸から、たどたどしい秋あき津つ連邦の言葉が投げ返されてきた。


    『こちらも使節を送ります、我々はあなたがたを撃ちません、あなたがたも、わたしたちを撃ってはなりません』


    　皇こう王おう軍からは、おかしな秋あき津つ語のイントネーションに対して嘲ちよう笑しようが巻き起こるが、むこうもきっと同じように笑っているだろう。かぐらは通訳に頷うなずきかけて、堤防を下りた。


    　軍旗を受け取って、交渉使節の残り四名に挨あい拶さつする。それぞれ、書記官、広報官、方面軍司令官代理、神しん明めい隊たい副長、という顔ぶれである。このうち何名かはもしかすると、交渉の人質として相手側に残す必要が出てくるかもしれない。


    　副長は、軽けい機き関かん銃じゆうを手に持っていた。かぐらは首を振って、諭さとす。


    「それはいらない」


    「ですが、万が一」


    「和平のための交渉だよ。余計な刺激を与えたくない。頼む。堂々といこう」


    　副長は唇くちびるを嚙かみしめて軽機関銃を部下の手に渡し、覚悟を決めた顔を上げた。かぐらは一同を見回して、短く言い渡す。


    「命は、ここへ置いていきましょう。この戦いをここで収めるために、我々はこれより死人として振る舞います。異存ありますか」


    　司令官代理としてここへ来た少しよう佐さが、顔を強こわばらせながらも首を振る。


    「いまさら念押しは必要ありません。この大おお舞ぶ台たいに立ち会えることを誇りに思います。ここにいる全員、そうです」


    　書記官と広報官も通訳も、かぐらとは初対面であるが、今日きようの交渉が皇王国の未来千年を左右するであろうことは、よくわかっている表情だった。


    「会談の言葉はすべて記録し、生還できたなら正確に国中へ伝えます。お任せください」


    「人質になる覚悟はしてきました。行きましょう。いまさら怯おびえては、皇王国の恥」


    　かぐらは彼らに感謝の言葉を投げかけて、それから顔を上げる。


    「では参ります。ここが皇王国の運命の分ぶん岐き点てん。七千五百万の市民のために、平和を必ず勝ち取りましょう」


    　一同が応を返し、かぐらを先頭にして勇ゆう躍やく、堤つつみの上へと上がった。昨日きのうまでであればその瞬間に対岸から一斉射しや撃げきをくらったはずだが、今日は一発の弾だん丸がんも降ってこない。


    　かぐらは怯えた様子も見せず、五名を背後に引き連れて、動かない右足を無理やり引きずり、下流域にただひとつ残った石橋、刈かり羽わ橋ばしのたもとを目指す。この橋は皇王軍がここまで撤退した際、工兵隊の不手際から爆破されずに残ってしまったものである。現在では両岸のたもとにコンクリートブロックのバリケードが築かれて、両軍が互いに橋はし桁げたを照しよう準じゆんして睨にらみ合ったままとなっている。


    　ここで交渉を行おこなったなら、両軍とも交渉の様子を肉眼で確認できるし、話し合いの結果をすぐに両軍で共有できる。だからこそかぐらは、この橋を今日の舞台に選んだ。


    　橋のたもとではブロックの隙すき間まに機関銃の銃口を突っ込んで、橋を渡ってくる敵を蜂はちの巣すにできる準備が整っている。橋桁のむこう側のたもとにも同じブロックが積み上げられて、こちらをむいた銃口が朝日を弾いていた。


    　帝国軍に動きはない。朝あさ靄もやが立ちこめているとはいえ、堤の上を行くかぐら一行のすがたは視認していたはずだが、気味悪いほど静まりかえっている。先にこちらから渡らねばなるまい、と覚悟を決めて、かぐらはブロックの上に左足を乗せた。右足の痛みに顔をしかめながらも三歩でブロック障壁の頂上から顔を出し、恐れることなくそのまま靴底を頂上部へつけて、こちらの軍旗を大きく掲かかげ、全身を敵に対してさらけ出す。


    　それからセントヴォルト語で、名乗った。


    「わたしは慧え剣けん皇こう王おう国こく全権特使、紫むらさきかぐら准じゆん将しよう!!　帝国軍と話し合いのために赴おもむいた!!　これより橋はし桁げたの真ん中まで進む!!　そちらも使節を出されたし!!」


    　よく通る凜りんとした声が対岸へ響く。しかし帝国側に動きはない。かぐらは後方の仲間を振り向いて、告げた。


    「はじめは、わたしひとりで行こう。そのほうがむこうも警戒しないだろう」


    「わたしが先頭に立ちます。ひとりでは危険が大きい」


    　副長が身を乗り出すが、かぐらは笑って止める。


    「無ぶ粋すいだな。わたしがセッティングした舞台だよ？　少しは楽しませてくれ」


    　そう茶ちや化かすと、副長は顔をしかめて黙った。かぐらは笑え顔がおを残して、颯さつ爽そうと障壁のてっぺんから橋桁へ下りる。


    　胸を張って、対岸を見やる。相変わらず動きはない。しかし朝靄へよく目を凝こらすと、対岸の堤のむこうから敵兵が横一列で顔を出して、かぐらを見つめているのがわかった。先ほどのかぐらのように、傾斜に腹はら這ばいになって注視しているようだ。怯おびえた様子を見せるわけにはいかない。


    　──さて、行くか。


    　自分をけしかけて、かぐらはひとり、軍旗を肩に担かついだまま、右足の痛みに耐えながらできるだけ不格好にならないように橋を渡った。


    　敵味方、数万の将兵の目がいま、橋を渡る自分へ注がれているのはわかっていた。いつ撃たれてもおかしくない状況なのに、変に落ち着いた気持ちのまま、かぐらは橋の真ん中まで歩いて、歩を止めた。


    　それから、橋のむこうを見つめる。


    　川かわ面もから生まれたての朝あさ霧ぎりが立ち上って、橋桁の上を流れすぎた。


    　下流域、空の裾すそに立ちこめた層雲が、いまようやく地平線を離れたばかりの太陽をばらばらに切り分けていた。東の一点から放たれた幾条もの光の矢束が朝靄をつんざいて、かぐらの周囲を行き過ぎていく。


    　朝日が川面に霧を生んでいた。霧に乱反射した[image: ]しよ光こうは、神さまが投げつけた砂さ金きんみたいだ。


    　かぐらは黄金の微び粒りゆう子しに包まれたまま、静かな面おももちを橋のむこうへむけるのみ。黄金の霧はきらきら光りながら、堤てい防ぼうも、橋桁も、相手側のコンクリート障壁も、なにもかも包み込んでしまう。


    　近郊には数万の軍勢が布ふ陣じんして、大量殺さつ戮りく兵器を互いにむけているというのに、いまこの瞬間だけまるでお伽とぎの国に迷い込んだような。


    　そのとき──。


    　黄金のとばりのむこうから、軍旗らしきものを肩に担かついだものがひとり、橋はし桁げたを音もなく歩いてくるのが見えた。


    　かぐらは霧きりのなかへ目を凝こらす。意地悪な乱反射が、視界を遮る。


    　背が高い。軍旗を持っている。


    　はじめに、そう思った。


    　上流のほうから、風が吹いた。


    　黄金の霧が風のなかに吹き払われて、橋のむこう側まではっきり見えた。


    



    　──そう。きみは不可能を可能にするんだ。


    



    　微笑ほほえんだ。


    



    　──わたしのデウス・エクス・マキナ。


    



    　セントヴォルトの軍旗を翻ひるがえし、バルタザール・グリムは朝の光に包まれていた。


    



    　不機嫌そうな表情をして。なぜおれがこんなところに呼ばれねばならんのだ、といまにも怒鳴りつけてきそうな仏ぶつ頂ちよう面づらで。軍旗を片手で肩に担ぎ、いかにも気にいらなそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、お伽話みたいな光景を意にも介さずかぐらへ歩み寄ってくる。


    　本当は、駆かけ出したかった。


    　旗を投げ捨て、彼の身体からだに飛びついて、力いっぱい抱きつき、頰ほおずりをして腕を彼の背に回し、柔らかい金の髪を撫なでながら、軽口を叩たたきたかった。意地悪なことをたくさん言って、からかって、彼が怒るところを見てけらけら笑いたかった。


    　でも、こらえた。


    　涙も、流すわけにはいかなかった。


    　ただ、笑え顔がおだけたたえた。


    　飛空要よう塞さいオーディンで別れた二年前と同じように、自然な笑みを、愛いとおしいひとへむけたかった。


    　流れゆく黄金の霧を歩き抜け、仏頂面のバルタザールはかぐらの面前で足を止めた。


    　再会の言葉も、彼らしかった。


    「……なにがおかしい」


    　懐なつかしい、不機嫌そうなひとこと。


    　かぐらは思わず、天を仰あおぎ、声に出して笑ってしまった。


    「あははは」


    　バルタザールの表情が、ますます嫌そうに歪ゆがむ。


    「なんだ貴き様さま。なにが気に入らない。貴様が呼ぶから忙しいのに渋々来てやったのだ、ありがたく思え」


    　あまりにもバルタザールが予想どおりのことを言うから、かぐらはもう、おかしくておかしくて仕方なかった。両軍の将兵の注視を一身に受けながら、笑いを抑えきれない。


    「あははは。バルタ、久しぶり。相変わらずだね、あははは」


    　こんなに笑うのは久しぶりだった。自分でもよくわからないが、バルタザールを目の前にしてしまうと、国家千年の分ぶん岐き点てんであるいまこの場でさえ、エアハント士官学校の士官室と同じくらいリラックスできてしまう。


    「……笑うな、バカ女。全軍が見ているのだぞ。真ま面じ目めにやれ」


    　バルタザールが声を低めて、注意してくる。かぐらはようやく、目め尻じりの涙を指先で拭ぬぐいながら、笑いを収めた。


    「ご、ごめん、真面目にやる」


    「当たり前だ、相変わらずバカだな貴様は、全く成長していない」


    　小言を並べるバルタザールを、かぐらはいたずらっぽい上目遣いで眺めて、舌先を出した。


    「ごめん。謝る。機嫌を直してくれ」


    　士官室でだべっていたときと同じ調子で、頼む。ふん、とバルタザールは鼻を鳴らしてそっぽをむく。


    「遠くからわざわざ来てやったぞ。さっさと用件を言え。どうせ大した用事ではあるまい」


    　彼もまた「昨日きのうの講義のノートを見せろ」みたいな気安い口く調ちようで言う。


    　かぐらはぽりぽりと後頭部を搔かきながら、頼んだ。


    「うん。実はね。休戦してあげてもいいよ、って話なんだ」


    「ほう。してやってもいいぞ。まだまだおれたちは戦えるが」


    「うんうん、わたしたちももちろん戦えるけどね。でも、もうやめてもよくない？　って話」


    「まあ、お前が頭を下げるならしてやってもいい」


    「なんだか言い方が気に入らないなあ」


    「お前が頼んだんだろうが。ぜいたくを言うな」


    「でも、実際のところ、困ってるのはそっちもだと思うけど」


    「困ってなどいない」


    「うそだあ。本土から追い出されたくせに」


    「うそではない。追い出されはしたが、すぐ取り返す予定だ」


    「でもわたしたちと休戦したほうがいいよね？」


    「だからしてやってもいいと言っているだろうが」


    「言い方なんだよね。言い方の問題」


    「どう言えばいい」


    　かぐらは少し考えてから、飛び切り意地悪な笑え顔がおを持ち上げた。


    「もっと恋人に言うみたいに言って」


    「……………………」


    「でないとしてあげない」


    　かぐらはすねたように後ろ手を組んで、小石を蹴け飛とばす仕草をする。


    「……貴き様さま、アホだろ」


    「そうかな」


    「かなりアホだぞ」


    　かもしれない。でも。ふくれっ面つらを持ち上げる。


    「きみが目の前にいると、つい甘えたくなってしまうのだ、仕方ないじゃないか」


    　正直な気持ちを投げつけると、バルタザールの頰ほおに赤みが差した。


    「……国家の命めい運うんがかかっているのだぞ。要求の意味がわからん」


    「一回聞いてみたいんだ。きみのそういう言葉」


    　かわいらしく小首を傾かしげてお願いしてみると、バルタザールは深々とイヤミくさくため息をついて、顔を上げてなにかを言いかけ、やめて、かぐらがもう一回お願いごとを繰り返すと、さらにもう一回深々とため息をついてから、空を見上げ、息を大きく吸い込んで目線を戻し、顔をこれ以上ないほど真っ赤かにして、不器用な言葉を紡つむいだ。


    「きゅ、休戦しないか、おれたち」


    　かぐらはまた声に出して笑った。


    「あははは。あははは。あははは」


    「なにを笑っている!?」


    「うん、いや、まさか本当にやるとは思わなくて」


    「貴様、しつこく要求しておきながらその言いぐさはなんだ!?　お、おれは貴様の顔を立ててやろうと……」


    　溶岩流のごとく赤面しながら、バルタザールは言い訳をする。


    　かぐらは笑いを収めようとするが、うまくいかない。笑えて笑えて仕方ない。どうしてもバルタザールの顔を見ると、からかいたくなってしまうのだ。だがあまりに意地悪が過ぎたことを自覚して、かぐらは謝った。


    「ごめん、ごめん、もうしないから。ありがとう、助かるよ、本当にありがとう」


    　涙が出るほど笑ってから、笑顔を持ち上げる。


    「うん。おっけーおっけー、休戦しよう。実はちょっとごたついてて、四日間で撤兵してほしいのだけれど、できるかな？」


    「……なんとかする。第二次イスラ艦隊の輸送艦を近海に連れてきている。近隣の島とう嶼しよへピストン輸送すれば、いけるはずだ」


    「さすが、手際いいね。こっちもごたごたしてるから、五日目以降は安全が保障できない。四日間だけは、指一本手出ししないと約束できる」


    「了解した。手段を講じよう」


    「頼もしいよバルタ。協定書に署名して、公式記録にしないといけないから、仲間を呼ぶね」


    「ああ。こっちも呼ぶぞ」


    　非公式の話し合いは、あっという間に決着した。用意していた休戦協定書に署名する必要があるため、かぐらは橋のたもとを振り返り、手を振って呼びかける。すぐに五名の味方がコンクリートブロックを乗り越えて、かぐらのもとへ駆かけつけてくる。帝国側もバルタザールの合図に応じて、将校服の士官やスーツ姿の文官が駆けてきた。


    「全権特命大使同士の話し合いにより、休戦協定を締てい結けつすることとなった。これより帝国軍は撤退を開始する。皇こう王おう軍は手出しをしない。よろしいかな？」


    　両軍の方面軍司令官代理に了承を取り付けて、用意していた休戦協定書に全権特使であるかぐらとバルタザールが署名する。両軍の文官たちが公式記録を取り、かぐらとバルタザールが握手するところを写真に撮った。


    「ありがとう、バルタ。本当にありがとう」


    　写真を撮りながら、かぐらはそう告げた。バルタザールはいつも変わらない仏ぶつ頂ちよう面づらを崩すことなく、ひとつ頷うなずく。


    「この程度。感謝されるようなことではない」


    　バルタザールの減らず口が、かぐらの胸のうちへとても温かく染み渡る。


    　このひとが好きだなあ、としみじみ、かぐらは思った。


    　そして、これでこの大好きなひととお別れなのだなあ。


    　このままこのひとに抱きついて、欄らん干かんを越えて川へ飛び降り、ふたりで海へ逃げることができたらどんなにいいだろう。そんなことを思った。


    　ほどなく両軍使節が必要な手続きを終え、敬礼を交わして互いの陣営へと戻っていった。


    　かぐらとバルタザールだけがふたり、橋はし桁げたの真ん中に残された。


    　名な残ごり惜おしい。けれど、今こん生じようの別れであることを彼に悟られてはいけない。


    　お別れは、最高の笑え顔がおで。


    　かぐらはそう決めていた。


    「また、会えるよ」


    　バルタザールを見上げて、かぐらはウソをついた。本当は撤兵が完了するであろう四日後、官憲に自首して銃じゆう殺さつされる運命だが、言う必要はない。ただ笑顔だけ、バルタザールの記憶の端っこに残してくれたらそれでいい。


    「セシルは元気かい？　清きよ顕あきくんとイリアも、シルヴァニア王国にいるんだよね。戻ったら、みなによろしく。わたしは元気だと伝えてくれ」


    　不器用そうにバルタザールは頷うなずいて、それから、かぐらを見下ろした。


    「……無茶をして、ここに来ただろう」


    　バルタザールの目線がちらりとかぐらの負傷した右足を確認した。


    　どうやら、なにか不ふ穏おんなものを嗅かぎつけているらしい。さすがにごまかすのは無理があるかもしれないが、かぐらは笑顔を崩さない。


    「それはきみもそうだろう？　お互いさまだよ」


    「……おれの能力をもってすれば、大した手間ではない。だが貴き様さまの場合は……事情が異なるはずだ」


    　バルタザールの蒼そう氷ひよう色しよくの瞳ひとみには、かぐらを案じる気持ちがにじんでいた。かぐらの胸の奥がぎゅっと締まる。けれど真実を悟られてはならない。


    「うん？　それはもしかしてあれかな？　わたしのことを心配してくれているのかな？」


    　わざと意地悪そうな顔をして、肘ひじでバルタザールの胸をつんつん突く。


    「ずいぶん優しくなったんじゃないか？　きみもついに他人に親切にするすべを覚えたということかな？」


    「……ふざけるな、バカ野や郎ろう。親切ではない。貴様程度の能力でここに来るにはきっと、かなりの努力を必要としただろうと思ってな」


    「ご心配ありがとう。まあ、いまとなれば苦労のしがいもあったよ。きみのおかげでね。本当に感謝しているよ、バルタ」


    「……………………」


    「では、もう行こうか。仲間も待っているし。あまりいちゃいちゃしていると、余計な不審を買ってしまうかもしれない」


    　本心を見抜かれるのがイヤで、かぐらはほとんど強引に話を打ち切った。最後まで明るく振る舞えたことに満足して、バルタザールに笑顔で手を振り、背をむける。


    　二歩、味方のほうへ歩いたところで、背中のむこうからまた声をかけられた。


    「おい」


    　かぐらは足を止めた。今日きようもっとも、真剣なバルタザールの声だった。


    　振りむくことができない。笑え顔がおを保てる自信がない。


    「なんだい」


    　バルタザールに背中をむけたまま、言葉だけ返した。


    　愛おしいひとの言葉は、短かった。


    「死ぬな」


    　返事が、できない。


    「また、七人で会うぞ」


    　本当にきみは空気が読めないね。


    　なぜいまこんなときに、そんなことを言うんだ。


    　泣いてしまうじゃないか。


    「そうだね」


    　かろうじて返した言葉も震えてしまう。きみのほうを、むけない。


    『おれの前で二度とうつむくな。顔を上げていろ』


    　けれどそのとき、二年前、飛空要よう塞さいオーディンの牢ろう屋やでうつむいていたわたしにきみが告げた言葉が、響いた。


    　そうだ、顔を上げろ。


    　泣くな、バカ。笑え顔がおだ。


    　涙をこらえ、空を仰あおいだ。


    　真っ青さおな空へ、笑顔を届ける。


    　そして踵かかとを支点にして、くるりとバルタザールへ向きなおった。


    　愛いとおしいひとは黄金の微び粒りゆう子しに包まれて、こちらへ真剣な表情をむけていた。


    　きっと、このひとはなにもかもわかってる。そう思えた。
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    　けれどわたしはウソをつくよ。きみにはわたしの笑え顔がおだけ、覚えててほしいから。


    



    「また、会うよ。わたしたち七人で」


    



    　さよなら、はじめて恋したひと。


    



    「会えなくても、ずっと、一緒にいるよ」


    



    　忘れないよ、きっと永遠に。


    



    「……………………」


    　バルタザールは無言で、かぐらの笑顔を見つめていた。


    　かぐらはまた背をむけて、いきなり、味方の陣営へむかって駆かけだした。右足を少し引きずるような、不格好な走り方で、まるで逃げるように。


    　一直線に霧きりのむこうへ駆けていくかぐらの背中を、バルタザールは黙って見送っていた。


    　──追いかけろ。かぐらは死ぬつもりだ。


    　バルタザールの心が、そんなふうに叫ぶ。


    　──涙を見せないために、おれから逃げたのだ。


    　──追いかけて、つかまえて、抱き上げ、こっちの陣営へ連れてこい。


    　しかしバルタザールは、その場に縫ぬい止められたもののように動けない。いまだこちらにむいている敵の機き関かん銃じゆうのためか、数万の味方がこちらを注視しているためか、それともかぐらの心情を察したためか、わからない。


    　霧のむこうに、かぐらの笑顔だけが映写されている。それは風と共に消えていく。


    　バルタザールは動けない。心が、なにかを予感して叫んでいる。本能に従うならいますぐにかぐらを追いかけ、腕をつかみ、細い身体からだを抱き上げて、欄らん干かんを越えて川に飛び込み、ふたりでどこかへ逃げてしまいたい。


    　けれど逡しゆん巡じゆんするうちに、かぐらのすがたはコンクリートブロックのむこうに消えていた。朝霧は完全に、バルタザールの視界を閉ざしてしまう。


    　風のなかへ、かぐらが残した言葉が響いた。


    　──また、会うよ。わたしたち七人で。


    　──会えなくても、ずっと、一緒にいるよ。


    　希望のはずの言葉がなぜか、痛切な痛みを伴ってバルタザールの魂たましいをいつまでも灼やきつづけた。


    「紫むらさき」


    　呼ぶ声に、答えはなかった。ただ朝あさ霧ぎりを散らしていく風の音があるだけだった。

  


  
    



    　十八．


    



    　荒く息を弾ませながら、ウラノス最高司令官デミストリはユリシス宮殿後宮の階段を上っていた。たかぶる感情を荒々しい足音へ映し出し、後宮の南端にある聖堂、その五階の大広間へ辿たどり着いた。


    「お待ちしておりました」


    　ねっとりとまとわりつくような暗がりを背後に従えて、出迎えたのはＳ級工作員パトリオテイス２位、レンジャクだった。


    「どこだ」


    　血走った目を左右へ送り、目的のものを捜す。


    「ご希望どおり、『家』に」


    　デミストリは大きく頷うなずくと、レンジャクの足下へ金貨を放り投げた。


    「よくやった。褒ほう美びだ」


    「恐縮です」


    　足下の金貨をちらりと見やり、レンジャクはそれだけ言った。デミストリは暗がりへ足を踏み入れる。


    　照明は床ゆかに据すえられた十数本の蠟ろう燭そくのみ。天井から垂れ下がるビロードの天幕、爛ただれた香こう木ぼくの薫り、地上から取り寄せた絨じゆう毯たんと、散乱した寝具。愛あい妾しようたち十数名がしどけないすがたで寝そべり、デミストリに気づいてこなれた科しなをつくる。


    　デミストリは煩わずらわしそうに、這はい寄ってくる妾めかけたちをぞんざいに押しのけ、大広間の最さい奥おうに据えられた、虎が一頭入れるくらい大きな檻おりに近づいた。


    　広間に立ちこめた濃い闇やみのなか、揺らめく蠟燭の光が、檻のなかにいる女性を淡く浮き立たせていた。


    　女性はデミストリに気づき、即座に立ち上がると、檻の隅に背中を押しつける。


    　知らず、デミストリの呼吸が荒くなる。


    　ゆっくりと息を吐き出し、檻の間際まで歩を進め、女性を観察した。


    　求めつづけた獲え物ものは闇のなか、気丈な目をデミストリに突き立てる。


    「一か月以上も、よく逃げたものだな」


    　デミストリは檻のなかへ話しかけた。


    「ミケーネ派の貴族は全員拘こう束そくし、邸てい宅たくもすべて洗いざらい調べ上げた。バカどもが、わたしに逆らうからこんなことになる」


    　政変から三十五日。捜しつづけていた獲物の隠れ家をようやく突き止めて、捕らえ、今日きようこうしてやっとここに連れてくることができた。
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    「気分はどうだ、ニナ・ヴィエント」


    　デミストリは鉄てつ格ごう子しをつかんで、檻おりのなかへ微笑ほほえみかける。


    　大おお仰ぎような修道服すがたではなく、白いブラウスに紺のスカート、付け毛を外した素顔のニナ・ヴィエントが、背中を格子に押しつけて、デミストリを睨にらんでいた。


    　美しい黒髪の下、野の葡ぶ萄どう色の瞳ひとみはいまだ強い意思を宿している。しかし後ろ手に鉄製の拘こう束そく具ぐを架せられており、身体からだの自由はない。


    　デミストリの瞳に危険な光が宿る。つま先から頭まで、逃げ場のないニナのすがたをたっぷりと観賞してから、満足げに話しかける。


    「許しを乞こえ。そうしたら、檻から出してやる」


    　ニナは寸すん毫ごうもひるまず、凜りんとした言葉を発する。


    「わたしの仲間たちを、どうしました」


    「わたしに忠誠を誓ちかうなら、教えてやろう」


    「答えなさい。仲間たちはどこにいます」


    　デミストリは喉のどの奥で笑った。そして嘲ちよう笑しようを檻のなかへむける。


    「お前の味方は、もうどこにもいない」


    「……………………」


    「だがわたしは優しい。特別に、お前をわたしの妻にしてやろう、ニナ・ヴィエント」


    「……………………!!」


    　ニナは背中を鉄格子に押しつけ、表情をさらに険けわしくする。


    　デミストリは扉とびらの錠じよう前まえを外して、檻のなかへ足を踏み入れた。


    「……来るなっ!!　それ以上近づいたなら、舌を嚙かみます!!」


    　誇り高いニナの言葉にデミストリは下げ卑びた笑みで応こたえ、足を踏み出そうとする。


    「近づくなと言った!!」


    　ニナの言葉が厳しさを増す。デミストリは踏み出しかけた一歩を止めて、怯おびえる小動物をなだめるように、猫ねこ撫なで声を発した。


    「助けは誰も来ない。早々に屈したほうが楽だぞ」


    　ニナは普段の静せい謐ひつな佇たたずまいからは想像もできないほど目線に強い光を宿し、デミストリをまっすぐに射抜く。


    「来ます。必ず、来ます」


    　誇りと、威厳と、信念が、ニナの輪りん郭かくに光こう芒ぼうとなって立ち上る。


    「第二次イスラ艦隊は。必ずこの地へ来ます」


    　ただひとり敵中の最深部に囚とらわれてもなお、ニナは勇気を失っていない。


    　ぎぎぎ、と音を立ててデミストリは奥歯を軋きしませ、鉤かぎ形がたに折り曲げた両手の指を、ニナへむかい伸ばそうとした。


    　刹せつ那な、ニナの口が閉じられ、舌の根を奥歯に含んだのがわかった。


    　ニナは本気だ。本気で、辱はずかしめより死を選ぼうとしている。


    　デミストリは憎々しげにニナを睨にらみつけてから、手を下ろし、深く息を吐き出してから、身を翻ひるがえして檻おりから出た。


    「……いいさ。時間はたっぷりある」


    　ニナに背をむけたまま、自みずからへそんなふうに言う。


    「どこまでがんばれるか、楽しみだな」


    　ニナを振りむき、捨て台詞ぜりふを吐いた。


    「……ここにいる連中と同じく、最後は必ずわたしに屈する。お前の男が来たとしても、そのときにはお前の身も心もすっかりわたしのものになっていることだろう」


    　暗い欲望を瞳ひとみに底光りさせながらそう宣言し、デミストリは近くの玩おも具ちやを腕に抱くと、ニナに見せつけるかのように弄もてあそびはじめた。


    　けがらわしい振る舞いから顔を背そむけ、ニナ、いやクレアは目を閉じて檻の隅にうずくまり、膝ひざを曲げた。


    　膝を抱きかかえたいけれど、後ろ手に拘こう束そくされているからできない。身体からだの芯しんに隠していた恐怖が、細さい胞ぼうへ染み渡っていく。クレアは膝に顔を埋めて、恐怖を押さえ込んだ。


    　怖くて足が震えていることを、デミストリに知られてはいけない。弱みを見せたら、傷口を押し広げられる。気丈さを保たなければ。必ず仲間が助けに来てくれると信じなければ。


    　──イグナ。ウルシラさん。ミオ。ライナ。


    　──みんな無事？　どこにいるの？


    　──生きてるよね。無事に逃げたよね……。


    　もう風を呼ぶ力もなく、枷かせから逃のがれるすべはない。周囲の闇やみからは、クレアがこれまで聞いたこともない、獣けもののような変な声が聞こえてくる。それにこの匂におい。気分が悪そうなほど甘く爛ただれて、脳のう髄ずいがしびれそうだ。いつまでもここに閉じこめられていたら、自分の内面が変質してしまいそうで怖い。


    「……負けない……」


    　自分を励ましながら、クレアは折り曲げた膝に顔を埋めた。


    「……がんばる。……絶対負けないからね、カル……」


    　クレアは折り曲げた膝に顔を埋め、誰にも聞こえないよう小さな声で、愛いとおしいひとの名前を呼んだ。


    



    　†††


    



    「すごい飛空士って、やっぱり世界中にいるんだね……」


    　十二月の空を舞い踊る異国の飛空機を見やりながら、清きよ顕あきは思わずそんな感想を傍かたわらへ投げた。当たり前といえば当たり前なのだが、しかしそれにしても、次元の異なる空戦機動をこうもやすやすと次々に描えがき出されると自信を喪そう失しつしてしまいそうになる。


    「……突出しているのはあの二機だ。……ほかは、ワルキューレより劣おとる」


    　イリアは清顕の傍らで、同じく彼方かなたの空を観察しながらそんな感想を呟つぶやいた。


    「さすがお目が高い」


    　またその傍らで、カルエルはにこにこ笑いながらふたりを振りむく。


    「あのふたりは、バケモノ」


    　そう言われて、清顕とイリアは頷うなずくしかない。確かにバケモノが二機、サントス島上空を思うままに飛んでいる。


    



    　帝紀一三五一年、十二月十五日、シルヴァニア王国首都、サントス島シエラグリード──。


    



    　王国軍作戦司令本部がある山の中腹から、清顕、イリア、カルエルの三人は、沖合で繰り広げられている集団模も擬ぎ空戦を見守っていた。海抜千二百メートルのこの地点からは、シエラグリード沖に展開する第二次イスラ艦隊機動部隊を一望のもとに見渡せる。


    　半年前の第二次シエラグリード沖海戦で合流して以来、港湾施設の数が足りないことから、ずっと旧ハイデラバード連合共同体首都イズリオンで補修作業を行おこなっていたイスラ艦隊の第二航空戦隊が三日前、ようやく作業を終えてサントス島へ回航していた。そしていま、実力のお披ひ露ろ目めとばかりに、イスラ艦隊第一航空戦隊と十二機対十二機の集団模擬空戦を行っているのだが、新しん参ざんの第二航空戦隊が圧倒している。というより、ほとんど「バケモノ」二機だけで第一航空戦隊を一方的に撃ちおとしている。


    　清顕は、二機に目を凝こらす。


    「あの戦闘機って、マエストラじゃないよね？　見たことない機体だ……」


    　清顕の疑問に、カルエルは頷く。


    「この世界には、レヴァーム方面海域という文明圏が存在してる。彼らは、そこから駆かけつけた友軍なんだ。レヴァームの正規艦隊はまだ合流していなくて、いまここに来てるのは先せん遣けん隊たいだから規模は小さいけど、そのぶん優秀な乗員を選抜してる。なかでもあのふたりはとっておきだね」


    　質問に答える間に、集団模擬空戦の決着はついてしまった。レヴァーム方面から来たというバケモノ二機が、十二機の敵機をすべて仕留めるというすさまじすぎる展開だった。


    「機体は、あの青いほうがアイレスＶ。黒いほうが真しん電でん改かい。レヴァーム執政長官の意向で二十年近く技術改変が行われなかったんだけど、それでも充分戦えるよ」


    　清顕とイリアは頷いた。方面海域によって文明に多少の差異が生まれることは理解できる。遠目に見ても、いま戦っている機体は充分に実戦で使用できることはわかった。


    「お、こっちに来るね。ワルキューレ隊長にご挨あい拶さつかな」


    　カルエルが瞼まぶたの上に手のひらでひさしを作って、彼方かなたを遠望しながら呟つぶやいた。この場所でいま、ワルキューレ隊長清きよ顕あきと、副隊長イリアが観戦していることを知っているらしい。


    　バケモノ二機が、作戦司令本部のある山地までまっしぐらに飛んでくる。


    「紹介するね。ちなみにアイレスＶに乗ってるのは、ぼくの師匠」


    　カルエルが笑え顔がおで手を振りながら、接近してくる二機に合図する。


    　二機ともカルエルと懇こん意いらしく、翼を振ってこちらを視認していることを伝えてくる。


    　清顕は目を凝こらした。


    　先頭、青せい灰かい色しよくの機体が挨拶とばかりにゆっくりと緩かん横おう転てんを打ちながら、清顕の同高度を爆音とともに航過して、プロペラの轟とどろきも高らかに、高く、高く、十二月の空を上っていく。


    　その機首付近に、白い鳥のノーズアートを清顕は見た。


    



    「海猫。狩かり乃のシャルル師匠」


    



    　カルエルが短く紹介する。清顕はその名前を頭ず蓋がいに刻んだ。先ほどから光り輝かがやくような空戦機動で、他を圧倒していた機体だった。


    　つづけて漆しつ黒こくの機体が、緩横転を打ちながら海猫と全く同じ機動を辿たどり、それから尾部プロペラを唸うならせて、空の高みへ上りつめていく。その機首には、おどけたようなビーグル犬のノーズアートがあった。


    



    「魔犬。吉よし岡おか武たけ雄おくん」


    



    　清顕はその名前も記憶に刻んだ。バケモノふたりの恐るべき技量は、空域を通じてイヤというほど伝わってきていた。


    「……ぼくときみが組んだら、彼らに勝てると思う？」


    　高空で互いにたわむれる海猫と魔犬を見上げながら、清顕は傍かたわらのイリアに尋ねた。


    「……いまは、勝てない」


    　イリアの答えに、清顕も頷うなずく。確かに、いまは勝てない。


    　けれど。


    「……彼らと一緒に訓練したいな。もちろんカルエル、きみとも」


    　清顕の頼みに、カルエルはニッと笑って振り返る。


    「そのつもりで彼らを呼んだんだ。きっとお互い、たくさん学べると思う。ぼくもいまだに海猫さんから学んでいるし。武雄くんも、怖いくらい天才。決戦の日まで、みんなで模も擬ぎ空戦やろうよ。やればやるほど互いの技を吸収して、強くなれるから」


    　清きよ顕あきとイリアは、ふたり同時に頷うなずいた。


    　──ぼくらは、まだまだ強くなれる。


    　──強くなって、そして、ウラノスをぶっ潰つぶす。


    　決意を固めながら、清顕はいますぐにでも戦闘機に乗って海猫や魔犬、カルエルと戦ってみたい衝しよう動どうに駆かられる。一流の飛空士と相そう克こくし研けん鑽さんを積むことで、さらなる高みへ上っていけるだろう。


    「あら、模も擬ぎ空戦、終わってしまいましたか」


    　そのとき背後にあった半地下の入り口がひらいて、会議を終えた女王エリザベートが司令本部から顔を覗のぞかせた。清顕が尋ねる。


    「残念ながら、いま終わりました。それで、収穫はありましたか？」


    　エリザベートは残念そうに首を振る。


    「……なにも。……やはり他国のことに干渉はできず……」


    　イリアが心配そうに眉まゆをひそめる。


    「……かぐらさん、もう一か月以上、収しゆう監かんされているのでは」


    「……はい。働きかけは行おこなっています。……恩おん赦しやを信じるしかありません」


    　第二次多島海戦争を終結に導いたのは、紛まぎれもなくかぐらとバルタザールだ。大きな使命を果たしたかぐらが、むざむざ刑死するはずがないと信じるしかない。


    　ふもとから吹き付けてくる風が、雲を巻き上げながら山やま肌はだを走り、一同を吹き過ぎて天へ還かえっていった。


    　──会えなくても、ずっと、一緒にいるよ。


    　清顕はふと、いまの風のなかにかぐらの言葉を聞いた気がした。休戦協定締てい結けつ後の別れ際、かぐらがバルタザールへ告げたという言葉だった。なにか悪い予感がして、首を振ってそれを払い落とした。


    「また会える。絶対、会えるから……うん。かぐらさんを信じよう」


    　みなを励ましたとき、カルエルが場の雰ふん囲い気きを変えるように笑え顔がおをたたえ、エリザベートに礼を言った。


    「陛下、バレステロス公こう債さいの件、本当に感謝の言葉もありません。イスラ艦隊にとって、これ以上ない朗ろう報ほうです」


    「御礼は、わたしでなくあちらへ。今回は完全にグリム准じゆん将しようのお力ですから」


    　エリザベートは笑顔を背後へむける。バルタザールが地上へと顔を出して、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらをたたえ直す。


    「……祖父のやったことです。わたしはなにもしていない」


    　つまらなそうに、そう告げる。


    　先月、シエラグリード証券市し場じようで公開されたバレステロス公こう債さいは、いまや取扱銀行に投資家が二百メートルもの列をなす人気ぶりだった。応募倍率は三十倍を超え、早くも第二回公債発表の準備がはじまっていた。


    　きっかけは、レニオール・ベルナーのバレステロス公債参入だった。世界に冠かんたる金融王が参入したということは、沈没船の五百億ペセスはもしや本当にあるのではないか。でなければレニオールが動くわけがない。噂うわさが広まって金融界のスタープレイヤーたちがたちまちシエラグリード証券市場に群がり、バレステロス公債はすっかりお値打ち商品に早変わりして、イスラ艦隊のもとには第一回募集だけでいきなり一億ペセスもの正貨が転がり込んだ。四十万人もの乗務員に給料を払い、燃料弾だん薬やくを補給し、消しよう耗もう品ひんを交換するには充分すぎる金額だった。


    「これでウラノス艦隊と戦えます。グリム准じゆん将しようは第二次多島海戦争を終わらせただけでなく、イスラ艦隊まで救ってくださいました。感謝に堪たえません。いつかバレステロス共和国へご招待して、歓待しなければ気がすまない」


    　てらいないカルエルの言葉に、バルタザールはますます表情を歪ゆがめ、居心地悪そうに話題を変える。


    「慧え剣けん皇こう王おう国こくとの講和条約締てい結けつに伴い、河か南なん戦線から撤兵した百七十万将兵も、ミッテラント本土逆上陸にむけて再編成が進んでいます。逆上陸の際は、イスラ艦隊の助力が不可欠。ウラノスを撃げき滅めつするため、今後とも協力できれば幸いであります」


    「はい。いよいよウラノスと決戦ですね。世界の命めい運うんが決まるでしょう」


    　カルエルはそう言って、空を見上げた。


    　清きよ顕あきもまた、近づきつつある決戦の日を思う。


    　反撃の準備は着々と整いつつある。だがしかし、ウラノスとの戦力差はいまだ大きい。試算によれば艦艇数だけでこちらに倍する戦力がウラノスにはあるという。さらに他方面海域に展開していた艦隊や飛空要よう塞さいが多島海方面に続々と集結しつつあるという情報も入ってきており、それが真実であればますます勝ち目は薄い。どれほど優秀な飛空士をそろえようが、現代戦の趨すう勢せいを決めるのは物量だ。いま現在ではまだ、ウラノスと正面から殴り合って勝てる戦力は整っていない。


    「ですが真正面から殴り合えば勝てない。寡か勢せいが大軍に勝つには奇き襲しゆうしかありませんが、いまのところ情報が少なすぎて身動きも取れない」


    　バルタザールも、清顕と同じように考えていたようで、カルエルへそう告げる。


    「情報収集に全力を尽くすべきですが、ウラノス防ぼう諜ちよう部ぶはなかなか優秀でして、重要情報は一切入手できず、下へ手たをすると偽にせ情報をつかまされてこちらがやられる。決戦を仕掛けるにはもう少し時間をかけて、敵の弱点を一気に突けるような重要情報を入手する必要があります」


    「時間は、どのくらい必要でしょう？」


    「……少なくとも、半年」


    「……半年」


    「つまりまだ動くべきでない……わけですが？」


    　言こと葉ば尻じりが、消えた。


    　清きよ顕あきとバルタザールが、ふたり同時に空を見上げた。


    　中空の太陽に、白い翼が覆おおいかぶさった。


    　舞い散る羽毛が、天使の羽みたいに一同を包む。


    　いきなり、こちらを目指して白い鳥が一直線に降下してきて──。


    　家に帰るように、清顕の肩に留とまった。


    　汚れた鳥だった。羽毛もほつれて、鷹たかやカラスに襲おそわれたのか、胸や翼に血がにじんでいた。肩に留まりきれず、布地から爪つめがはがれ、すぐにその身体からだは前のめりに崩れそうになる。


    　清顕の髪が、逆立つ。


    「フィオっ!!」


    　名前を呼ぶと同時に、慌あわてて両手で鳥の身体を受け止めた。フィオは安心したように、清顕の手のひらで目を閉じて、翼をたたんだ。


    「その鳥は……ミオの……」


    　イリアが気づいて、覗のぞき込む。清顕は目を大きく見ひらきながら、フィオの身体を指先で撫なでる。フィオはぐったりとして動かない。


    「フィオ……？」


    　清顕は膝ひざをついて、地面にフィオの身体を横たえた。鳥は一度、二度、おなかをゆっくりと動かして、目を閉じ、それからぴくりとも動かなくなった。汚れて傷ついたその身体に目を送り、異物に気づいた。


    「あ…………」


    　フィオの足に、なにかがこよりで巻き付けてあった。清顕は慎重にこよりを解いて、巻き付けてあったものを目の前に持ち上げ、フィオが運んできたものを知った。


    「……指輪……？」


    　錆さび付いて、色あせた銀の指輪だった。


    　清顕は、この指輪が誰のものか知っている。


    　忘れえぬ記憶が、脳のう裏りに蘇よみがえる。


    　真夏のメスス島オデッサ。


    　真っ白な日差しを浴びながら、菜の花のティアラをかぶって笑っている少女。


    『あたしたち、結婚するって約束したんだから！』


    『あたし、清顕のお嫁さん!!』


    　少女の笑え顔がおが幸せそうにはじける。


    『あとはね、あたしから清顕に銀の指輪を贈るの！　そうすると儀式が完了して、ふたりの愛が永遠になるんだよ！』


    　遠い言葉が、時を超えていま、目の前の指輪から伝わってくる。


    　──ミオ。


    　まぶしい笑え顔がおが、指輪のむこうににじんだ。


    「こよりに、文字が！」


    　清きよ顕あきの傍かたわら、こよりをひらいたエリザベートが驚きの声を発し、慌あわてて中身をバルタザールへ見せる。


    「こ、これは……!?」


    　バルタザールも驚きを隠さない。王都プレアデスの周回ルート、現在位置、速力、地表面施設の配置、地図……。喉のどから手が出るほど欲しかった重要情報が、小さなこよりに高度な技術でびっしりと書き込んである！


    「……プレアデスは、クリスター上空にいる!!」


    　ミッテラント大陸中央部の工業都市の名をバルタザールが叫んだ。


    　しかし一同のどよめきも、清顕の耳には入らなかった。


    　地面に膝ひざをついて、血のにじんだフィオの身体からだを撫なでた。


    　フィオはもう、冷たくなっていた。これを清顕のところへ運ぶために、限界の限界を遙はるかに超えて飛んだのだろう。


    「フィオ、ありがとう」


    　清顕は両手でフィオの身体を包んで、優しく抱き上げ、額ひたいに押し当てた。


    「ありがとう。フィオ。ありがとう。ありがとう」


    　フィオの気持ちが亡なき骸がらから伝わってきて、涙がぽろぽろ、頰ほおを濡ぬらした。フィオはミオを助けたくてここまで来たのだ。小さな身体で大だい瀑ばく布ふを越えて、天敵に何度も襲おそわれながら、命尽きるまで、いや、命が尽きてもなお、ここまで飛んでくれた。


    　なんという、不思議な鳥だろう。なんという、すごい友達だろう。清顕は冷たくなったフィオに額をくっつけ、約束した。


    「応こたえるよ。きみの気持ちに。きみの勇気に。必ず応えるよ」


    　小さな命に清顕は何度も何度も感謝を捧ささげて、泣きながらそっと地に横たえた。できるならメスス島オデッサの、あの菜の花畑にフィオを埋めてあげたいと思った。


    　それから涙を拭ふき、銀の指輪を指に嵌はめた。


    　別れ際にミオから投げられた罵ば声せいなど、もう消えていた。錆さびて色あせた小さな指輪から、ミオの本当の気持ちが伝ってくる。


    　──ミオが、ぼくを呼んでる。


    　細さい胞ぼうが、沸ふつ騰とうする。


    　──行かなきゃ。プレアデスへ。


    　魂たましいが、燃え立つ。


    　眼光に、魂が宿る。


    　空を、射抜く。


    　清きよ顕あきは強く唇くちびるを嚙かみ、膝ひざをついて立ち上がり、煮えたぎる眼まな差ざしをミッテラント大陸、クリスター方面の空へむける。


    　あの空に、ミオがいる。


    　ぼくを待っている。


    　傷つけて、悲しませることしかしなかった。ミオの泣き顔だけ、いつまでも記憶の底に焼き付いている。きみとの関係を、後悔だけで終わらせたくない。


    　まるで目線だけで空を焼き尽くそうとするかのように、清顕は世界を睨にらみつけた。


    　望む未来は、この手で切りひらくしかない。


    　どんな絶望が目の前に立ちはだかろうが、こじあけてみせる。


    　そのとき山地の後方から、新たな翼たち十二機が冬空をまっしぐらに駆かけてきて、清顕たちを追い抜き、シエラグリード沖へ翼を翻ひるがえした。


    　ワルキューレ。清顕の統すべる、多島海最強の翼たち。


    　海猫と魔犬の空戦機動を見せつけられて黙っていられなくなったのか、彼らへ追いすがるようにワルキューレは天空を翔かける。


    　猛たける魂を表情の奥に押し隠し、清顕は燃え立つ眼光を空へ差しむけ、世界最強の翼たちへ命じた。


    



    「行くぞ、ワルキューレ」


    



    　この世界を破壊することになろうと。


    



    「いま行くよ、ミオ」


    



    　きみのいる空へ。


    



    「ぼくは、ウラノスをぶっ潰つぶす」


    



    　交わした誓せい約やくを、果たそう。


    



    



    　†††


    



    「出ろ」


    　憲兵の声が聞こえて、かぐらは顔を上げた。


    　窓のない部屋に、こちらへむけられた懐かい中ちゆう電灯の光がやたらまぶしい。


    　目を細めて立ち上がった。促うながされるまま牢ろうを出て廊下に立つ。身体からだの前で架せられた手て錠じように憲兵は縄なわを通し、かぐらを先導して廊下を歩きはじめた。どこにいくのか、かぐらにはもう察しがついていた。抵抗することもなく、おとなしく背中に従う。


    　窓がないから、あれからどれだけ時間が経たったのか、よくわからない。バルタザールと刈かり羽わ橋ばしで休戦協定に署名してから、たぶん一か月以上は経っただろうと思う。


    　刈羽橋を離れて五日後、セントヴォルト軍百七十万人が全員無傷で撤兵したのを見届けたのち、箕み鄕さとに赴おもむいて憲兵隊本部に出頭、クーデターの首しゆ謀ぼう者しやであることを告げてここへ投とう獄ごくされたから、その後の顚てん末まつが全然わからない。


    　大だい威い徳とく親しん王のう、いや義よし仁ひと皇こう王おうは、いまも皇王の座におられるだろうか。


    　暗い廊下を歩きながら、かぐらはその疑問を、前を行く憲兵に投げかけた。


    　憲兵は前をむいたまま、振り返らずに答える。


    「皇王はすでに、崩ほう御ぎよしておられた。久く遠おん寺じ首相が、その事実を隠していたんだ。国中が大騒ぎしている。お前が京きよう凪なぎ離宮を襲おそったおかげで、本物の国賊が一いち網もう打だ尽じんになった」


    　かぐらは驚いた。葛くず原はら侍じ従じゆう長ちようが言っていたことが、事実だったというのか。


    「では、譲じよう位いは……!!」


    「正当なものとして認められた。義仁皇王は聖せい断だんをくだされ、いま、セントヴォルトと講和条約を締てい結けつしようとしている。第二次多島海戦争は終わりだよ」


    　ああ……。とかぐらは安あん堵どのため息をついた。


    　よかった。戦争が終わる。大威徳親王が、わたしの望みを叶かなえてくださった……。


    「……皮肉だな。お前のおかげで戦争が終わったというのに。本来なら、国民はみな、お前に感謝せねばならないはずなのに」


    　憲兵は前をむいたまま、そんなことを言った。かぐらには、彼の言いたいことがわかった。


    「……よいのです。わたしの犯した罪は死に値する」


    「………………」


    「ほかの仲間は？」


    「……除隊させられたものが十三名。ほかは、お前の命令に従っただけということで無罪。お前ひとりが責任を負うかたちになった」


    「そうですか。よかった。思い残すことはありません」


    　かぐらは本心からそう言った。憲兵は、なにか言いかけて、しかしその言葉を呑のみこみ、黙って歩いた。かつんかつん、靴音だけが殺さつ風ぷう景けいな廊下に反響した。


    　突き当たりの扉とびらを、憲兵がひらいた。


    　まっさらな朝の光が入ってきて、かぐらはまぶしさに顔をしかめる。


    　憲兵は、かぐらの目が慣れるまでそこで待ってくれた。ほどなくしてようやくかぐらは、朝日に対して顔を上げる。


    「うわあ……きれいだ」


    　久しぶりに見る世界は、光に満ちていた。


    　処刑場だというのに、これまで見た景け色しきのなかで最も美しいもののように思えた。世界の内包している輝かがやきを、いま本当に実感することができた。いままでなにげなく見ていた青空が、こんなにも美しいなんて。


    　見届け人らしきものは誰もいなかった。装飾もなにもない、縦四十メートル、横七メートルくらいのひらけた空間。かぐらの目の前に無骨な野太い杭くいが地に差してあり、赤土の地面のむこう、約三十メートルくらい離れた場所に、小しよう銃じゆうを手にした兵士がひとり立っているだけだった。


    「目隠しは？」


    　憲兵が尋ねる。かぐらは首を振った。


    「いりません。空を見ていたい」


    「……わかった」


    　憲兵が縄なわを持ち、かぐらの身体からだを杭に縛しばり付けようとした。


    　かぐらは杭の前に突っ立って、また首を振った。


    「縄もいりません。逃げませんから」


    　憲兵は、処刑人の兵士と目を合わせた。処刑人が頷うなずいたのを受けて、かぐらに向きなおる。


    「では、このままで。……なにか、言い残すことは」


    　かぐらは微笑ほほえんだ。


    「エリアドールの七人に、再会できずにすまない、と」


    「……わかった。伝えよう」


    　親切そうな憲兵はそう言って、脇わきへと退しりぞいた。


    　かぐらは静かな面おももちで、彼方かなたの処刑人を見やった。


    　距離があるから彼の表情も見えないが、なぜか不思議に、雪ゆき平ひらの顔が処刑人と二重映しになった。


    　銃口が、かぐらの心臓を目がけて持ち上がった。あと数秒で、この命は消える。


    　──兄様。いま行きます。


    　かぐらは青空へ顔を上げた。あの世へ行ったら、兄からまた勝負を挑いどまれ、きっと何度も斬きり伏せられるだろうな。


    　見上げた先では、いまのかぐらの気持ちのように、一点のけがれもない青が永遠を歌っていた。


    　青のなかへ、エリアドールの七人の表情が次々に浮かんだ。


    　清きよ顕あきが。イリアが。セシル、ライナ、ミオが。


    　それからバルタザールが。


    　──ウソをついて、ごめんねバルタ。


    　かぐらは詫わびた。


    　──きみのことが好きだよ。


    　本当の気持ちを空へ投げたと同時に、銃じゆう声せいが響いた。


    　清らかな青のなかへ散っていく自分の血を、かぐらは見た。


    　銃じゆう[image: ]そうから、真っ赤かな飛沫しぶきが爆はぜて視界を濡ぬらす。


    　ゆっくりと後方へ倒れながら、かぐらは空へ手を差し伸べた。


    　おのれの血が舞い散る彼方かなた、永遠の青と、仲間たちの笑え顔がおが重なり──。


    　すべてが闇やみのなかへ消えていった。

  


  
    『京きよう凪なぎ離宮急きゆう襲しゆう事件、紫むらさきかぐら元隊長を処刑


    　箕み鄕さと大本営は昨日さくじつ未明、旧神しん明めい隊たい隊長紫かぐら（22）を銃殺刑に処したと発表した。既報のとおり紫被告は先月、独断で隊を率ひきいて京凪離宮及び官かん邸ていを急襲し、最高戦争指導会議三名を拘こう束そく監かん禁きん、御ぎよ璽じの強ごう奪だつ、直衛隊員の殺害、譲じよう位い詔しよう書しよ偽ぎ造ぞうの罪を認めていた。皇こう王おう陛下の下か達たつにより立会人はなく、葬儀も行おこなわれなかった。血縁者が納骨を拒んだため、遺骨は秋しゆう徳とく寺じ無む銘めい墓地に納められた。


    
      （秋あき津つ日報　皇紀二○一一年　十二月十五日朝刊より抜粋）』　　
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